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月 火 水 木 金

：
生

命
科

学
科

と
合

同
講

義

後
期

　
月

曜
主

題
/
人

文
・
社

会
 ：

 音
楽

と
文

化
 /

 自
然

環
境

と
生

体
適

応
 /

 東
ｱ

ｼ
ﾞｱ

の
歴

史
と

文
化

 
　

　
　

　
金

曜
主

題
/
人

文
・
社

会
 ：

 医
療

手
話

 /
 生

活
と

法
律

 刑
法

 /
 芸

術
 /

 哲
学

入
門

　
　

　
　

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語

Ｂ
　

  
  

：
ｳ

ｨﾙ
ｼ
ｬ
ｰ

ｸ
ﾗ
ｽ

 /
 青

砥
ｸ
ﾗ
ｽ

 /
 ｼ

ﾞｱ
ﾃ
ﾞｨ

ｰ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｽ

 
※

全
て

の
科

目
が

配
当

表
ど

お
り

行
う

と
は

限
ら

な
い

の
で

各
シ

ラ
バ

ス
を

よ
く
確

認
す

る
こ

と
。

※
第

５
時

限
は

補
講

を
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。
【
講

義
室

名
】

※
１

０
月

１
５

日
（
木

）
は

月
曜

日
の

講
義

を
行

う
。

１
１

１
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

１
階

）
３

２
２

講
義

室
（
総

合
教

育
棟

２
階

）
※

１
月

１
５

日
（
金

）
３

・
４

時
限

は
セ

ン
タ

ー
試

験
準

備
の

た
め

休
講

と
す

る
。

１
１

２
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

１
階

）
３

２
３

講
義

室
（
総

合
教

育
棟

２
階

）

１
２

１
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

２
階

）
４

２
１

講
義

室
（
臨

床
講

義
棟

２
階

）
１

２
２

講
義

室
（
講

義
・
実

習
棟

２
階

）
４

３
１

講
義

室
（
臨

床
講

義
棟

３
階

）
【
後

期
】

  
【
授

業
時

間
】

１
３

１
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

３
階

）
５

１
１

講
義

室
（
生

命
科

学
棟

１
階

）
授

業
期

間
１

０
月

　
１

日
（
木

）
～

　
１

月
２

７
日

（
水

）
　

１
時

限
：
　

８
：
４

０
 ～

 １
０

：
１

０
２

１
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

１
階

）
冬

季
休

業
１

２
月

２
９

日
（
火

）
～

　
１

月
　

３
日

（
日

）
　

２
時

限
：
１

０
：
３

０
 ～

 １
２

：
０

０
２

２
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

２
階

）

試
験

期
間

　
１

月
２

８
日

（
木

）
～

　
２

月
２

４
日

（
水

）
　

３
時

限
：
１

３
：
０

０
 ～

 １
４

：
３

０
２

３
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

３
階

）

春
季

休
業

　
２

月
２

５
日

（
木

）
～

　
３

月
３

１
日

（
木

）
　

４
時

限
：
１

４
：
５

０
 ～

 １
６

：
２

０
２

６
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

６
階

）

　
５

時
限

：
１

６
：
４

０
 ～

 １
８

：
１

０
２

６
２

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

６
階

）

※
各

授
業

の
講

義
室

は
配

当
表

ど
お

り
で

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

下
記

よ
り

詳
細

を
確

認
で

き
ま

す
の

で
、

ご
活

用
く
だ

さ
い

。

  
ア

ク
セ

ス
方

法
：
　

鳥
取

大
学

医
学

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

→
　

学
部

生
の

皆
様

へ
　

→
　

学
生

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

　
→

　
平

成
２

７
年

度
版

　
U

R
L
:h

tt
p
:/

/
e
d
u
c
at

io
n
.m

e
d
.t
o
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

/
ga

ku
bu

/
jy

u
gy

o
u
_y

o
te

i/
in

d
e
x.

h
tm

l

後
　

　
　

　
期

（
１

５
）

平
成

２
７

年
度

後
期

　
　

授
業

時
間

配
当

表
（
医

学
科

１
年

次
）

3

細
胞

生
化

学

環
境

生
理

学

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語

B

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
フ

ラ
ン

ス
語

基
礎

Ⅱ
中

国
語

基
礎

Ⅱ

1
1

主
題

/
人

文
・
社

会
基

礎
数

学

細
胞

生
化

学
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語

B

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
フ

ラ
ン

ス
語

基
礎

Ⅱ
中

国
語

基
礎

Ⅱ
細

胞
生

化
学

基
礎

物
理

学

2

Ⅲ
ブ

ロ
ッ

ク
（
７

）
Ⅱ

ブ
ロ

ッ
ク

（
２

）
Ⅰ

ブ
ロ

ッ
ク

（
６

）

2
3

4
1

2
3

4

実
験

動
物

学

4

基
礎

物
理

学
主

題
/
人

文
・
社

会
基

礎
数

学
医

学
概

論
基

礎
物

理
学

主
題

/
人

文
・
社

会
基

礎
数

学
医

学
概

論

発
生

工
学

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語

B

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
フ

ラ
ン

ス
語

基
礎

Ⅱ
中

国
語

基
礎

Ⅱ

細
胞

組
織

学
生

物
学

実
験

演
習

細
胞

組
織

学
実

験
動

物
学

医
用

統
計

学
環

境
生

理
学

細
胞

組
織

学

医
用

統
計

学

遺
伝

生
化

学
主

題
/
人

文
・
社

会
免

疫
生

物
学

発
生

工
学

遺
伝

生
化

学
主

題
/
人

文
・
社

会
主

題
/
人

文
・
社

会
免

疫
生

物
学

免
疫

生
物

学

細
胞

生
理

学
生

物
学

実
験

演
習

細
胞

生
理

学
細

胞
組

織
学

細
胞

生
理

学

発
生

工
学

遺
伝

生
化

学



医学科１年次(後期)

主題科目

  人間と文化

1

2・3

  人間と科学

自然環境と生体適応（旧主題Ⅲ）…………………………………………………………………4

基幹科目

　人文・社会分野

5

6

7

8

　自然分野

基礎物理学…………………………………………………9

基礎数学……………………………………………………10

　実験演習分野

生物学実験演習…………………………………………11

外国語科目

12

13

14

ドイツ語基礎Ⅱ……………………………………………………15

フランス語基礎Ⅱ……………………………………………………16

中国語基礎Ⅱ……………………………………………………17

専門科目

　医学入門科目

医学概論……………………………………………………18

実験動物学………………………………………………19

医用統計学………………………………………………20

細胞組織学……………………………………………………21･22

細胞一般生理学 細胞生理学…………………23・24

環境生理学……………………25

細胞生化学……………………………………………………26・27

免疫生物学……………………………………………………28

遺伝生化学……………………………………………………29

発生工学……………………………………………………30

コミュニケーション英語B（ウィルシャークラス）………………………………………………

コミュニケーション英語B（ジアディーンクラス）………………………………………………

音楽と文化（旧主題Ⅰ）………………………………………………

生活と法律　刑法（旧主題Ⅱ）…………………………………………………………

東アジアの歴史と文化（旧主題Ⅱ）…………………………………………………………

医療手話（旧主題Ⅵ）………………………………………………

芸術（旧主題Ⅰ）…………………………………………………………

哲学入門（旧主題Ⅰ）…………………………………………………………

コミュニケーション英語B（青砥クラス）………………………………………………



音
楽

と
文

化
科

目
到

達
目

標
：
種

々
の

音
楽

を
観

賞
、

演
奏

し
、

そ
れ

ら
が

生
ま

れ
た

背
景

に
あ

る
文

化
的

・
社

会
的

事
項

を
併

せ
て

学
ぶ

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
中

野
　

俊
也

（
総

合
医

学
教

育
セ

ン
タ

ー
 学

部
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
中

野
　

俊
也

「
自

分
に

と
っ

て
音

楽
と

は
」
を

考
え

る
。

私
と

音
楽

2
1
0
/
1
5
(木

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
鑑

賞
 (

1
)

中
野

　
俊

也
G

. 
V

e
rd

i作
曲

 歌
劇

「
椿

姫
」
を

鑑
賞

し
、

そ
の

魅
力

を
探

る
と

と
も

に
、

背
景

に
あ

る
文

化
等

を
学

ぶ
。

オ
ペ

ラ
の

歴
史

、
G

. 
V

e
rd

i

3
1
0
/
1
9
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
鑑

賞
 (

2
)

中
野

　
俊

也
G

. 
V

e
rd

i作
曲

 歌
劇

「
椿

姫
」
を

鑑
賞

し
、

そ
の

魅
力

を
探

る
と

と
も

に
、

背
景

に
あ

る
文

化
等

を
学

ぶ
。

イ
タ

リ
ア

オ
ペ

ラ
、

ベ
ル

カ
ン

ト
、

人
間

の
声

、
声

種
・
声

質

4
1
0
/
2
6
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
鑑

賞
 (

3
)

中
野

　
俊

也
G

. 
V

e
rd

i作
曲

 歌
劇

「
椿

姫
」
を

鑑
賞

し
、

そ
の

魅
力

を
探

る
と

と
も

に
、

背
景

に
あ

る
文

化
等

を
学

ぶ
。

舞
台

芸
術

、
総

合
芸

術

5
1
1
/
2
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
鑑

賞
 (

4
)

中
野

　
俊

也
オ

ペ
ラ

（
演

目
未

定
）
を

鑑
賞

し
、

そ
の

魅
力

を
探

る
と

と
も

に
、

背
景

に
あ

る
文

化
等

を
学

ぶ
。

V
e
rd

i以
外

の
イ

タ
リ

ア
オ

ペ
ラ

6
1
1
/
9
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
鑑

賞
 (

5
)

中
野

　
俊

也
オ

ペ
ラ

（
演

目
未

定
）
を

鑑
賞

し
、

そ
の

魅
力

を
探

る
と

と
も

に
、

背
景

に
あ

る
文

化
等

を
学

ぶ
。

ド
イ

ツ
オ

ペ
ラ

7
1
1
/
1
6
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
鑑

賞
 (

6
)

中
野

　
俊

也
オ

ペ
ラ

（
演

目
未

定
）
を

鑑
賞

し
、

そ
の

魅
力

を
探

る
と

と
も

に
、

背
景

に
あ

る
文

化
等

を
学

ぶ
。

フ
ラ

ン
ス

オ
ペ

ラ

8
1
1
/
2
5
(水

)
2

記
念

講
堂

合
唱

の
楽

し
み

 (
1
)

中
野

　
俊

也
W

. 
A

. 
M

o
za

rt
作

曲
 混

声
合

唱
曲

"
A

ve
 V

e
ru

m
 C

o
rp

u
s"

を
演

奏
し

、
合

唱
の

楽
し

み
を

知
る

。
W

. 
A

. 
M

o
za

rt
、

合
唱

曲

9
1
1
/
3
0
(月

)
2

記
念

講
堂

合
唱

の
楽

し
み

 (
2
)

中
野

　
俊

也
W

. 
A

. 
M

o
za

rt
作

曲
 混

声
合

唱
曲

"
A

ve
 V

e
ru

m
 C

o
rp

u
s"

を
演

奏
し

、
合

唱
の

楽
し

み
を

知
る

。
ハ

ー
モ

ニ
ー

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

1
0

1
2
/
7
(月

)
2

記
念

講
堂

合
唱

の
楽

し
み

 (
3
)

中
野

　
俊

也
"
A

ve
 V

e
ru

m
 C

o
rp

u
s"

の
ラ

テ
ン

語
歌

詞
を

題
材

と
し

て
、

種
々

の
医

学
用

語
の

語
源

に
触

れ
る

。
ラ

テ
ン

語
と

医
学

1
1

1
2
/
1
4
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
以

外
の

音
楽

鑑
賞

 (
1
)

中
野

　
俊

也
器

楽
曲

あ
る

い
は

オ
ペ

ラ
全

曲
以

外
の

声
楽

演
奏

を
鑑

賞
し

、
様

々
な

音
楽

の
魅

力
と

背
景

文
化

等
を

知
る

。
器

楽
曲

、
管

弦
楽

、
室

内
楽

1
2

1
2
/
2
1
(月

)
2

記
念

講
堂

オ
ペ

ラ
以

外
の

音
楽

鑑
賞

 (
2
)

中
野

　
俊

也
器

楽
曲

あ
る

い
は

オ
ペ

ラ
全

曲
以

外
の

声
楽

演
奏

を
鑑

賞
し

、
様

々
な

音
楽

の
魅

力
と

背
景

文
化

等
を

知
る

。
歌

曲
、

宗
教

曲

1
3

1
/
4
(月

)
2

記
念

講
堂

合
唱

の
楽

し
み

 (
4
)

中
野

　
俊

也
合

唱
曲

（
曲

目
未

定
）
を

演
奏

し
、

合
唱

の
楽

し
み

、
皆

で
協

力
し

て
創

造
す

る
喜

び
を

知
る

。
日

本
の

合
唱

曲
、

日
本

語
の

魅
力

1
4

1
/
1
8
(月

)
2

記
念

講
堂

合
唱

の
楽

し
み

 (
5
)

中
野

　
俊

也
合

唱
曲

（
曲

目
未

定
）
を

演
奏

し
、

合
唱

の
楽

し
み

、
皆

で
協

力
し

て
創

造
す

る
喜

び
を

知
る

。
世

界
の

合
唱

曲

1
5

1
/
2
5
(月

)
2

記
念

講
堂

合
唱

の
楽

し
み

 (
6
)

中
野

　
俊

也
合

唱
曲

（
曲

目
未

定
）
を

演
奏

し
、

合
唱

の
楽

し
み

、
皆

で
協

力
し

て
創

造
す

る
喜

び
を

知
る

。
ク

ラ
シ

ッ
ク

以
外

の
音

楽

受
講

者
の

希
望

も
参

考
に

し
な

が
ら

、
取

り
上

げ
る

音
楽

を
決

定
す

る
。

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

（
行

動
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
共

感
的

理
解

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

）
、

気
力

（
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
ー

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
評

価
：
定

期
試

験
行

わ
な

い
小

試
験

行
う

可
能

性
が

あ
る

レ
ポ

ー
ト

5
0
%

（
提

出
期

限
に

遅
れ

た
場

合
は

0
点

と
す

る
。

「
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
か

ら
の

単
な

る
コ

ピ
ー

&
ペ

ー
ス

ト
」
や

「
他

人
の

レ
ポ

ー
ト

の
丸

写
し

」
等

の
手

抜
き

レ
ポ

ー
ト

も
0
点

と
す

る
。

）
出

席
5
0
%

（
授

業
の

特
性

上
、

出
席

状
況

を
最

重
視

す
る

。
病

欠
、

忌
引

等
の

正
当

な
理

由
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

全
出

席
、

遅
刻

な
し

で
あ

る
こ

と
を

単
位

認
定

条
件

と
す

る
。

病
欠

、
忌

引
等

の
証

明
に

は
医

師
の

診
断

書
、

会
葬

御
礼

状
等

を
要

し
、

こ
れ

ら
の

文
書

が
提

出
さ

れ
た

場
合

も
そ

の
内

容
の

正
当

性
を

厳
重

に
検

証
す

る
。

）
参

考
書

：
①

「
C

D
付

き
 も

う
一

度
学

び
た

い
オ

ペ
ラ

」
（
西

村
　

理
 監

修
、

西
東

社
）

②
「
C

D
で

聴
く
 一

冊
で

わ
か

る
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

ガ
イ

ド
」
（
後

藤
真

理
子

 監
修

、
成

美
堂

出
版

）
そ

の
他

（
重

要
）
：

受
講

態
度

を
重

視
す

る
。

受
講

態
度

の
悪

い
学

生
は

真
剣

に
取

り
組

む
学

生
に

多
大

な
迷

惑
を

与
え

る
の

で
、

鑑
賞

、
実

技
と

も
、

真
剣

に
取

り
組

ま
な

い
場

合
に

は
評

点
を

厳
し

く
減

点
す

る
。

選
択

科
目

で
あ

る
か

ら
、

真
剣

に
受

講
で

き
な

い
学

生
は

選
択

し
な

い
こ

と
。 -
 1
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―



医
療
手
話

科
目
到
達
目
標
：
単
に
聴
覚
障
害
と
い
っ
て
も
、
そ
の
特
性
や
社
会
生
活
上
の
困
難
さ
は
多
岐
に
わ
た
る

障
害
の
程
度
等
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
等
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
重
要
と
な
る
手
話
に
つ
い
て
、
基
礎
手
話
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
医
療
場
面
に
て
簡
単
な
日
常
会
話
程
度
の
手
話
の
習
得
が
で
き
る

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
海
藤
　
俊
行
（
解
剖
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
0
/
2
(金
)

2
1
2
1

復
習
し
て
み
よ
う
①

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
「
基
礎
手
話
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
確
実
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
自
己
紹
介
が
豊
か
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
あ
い
さ
つ
の
表
し
方
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。

④
指
文
字
を
覚
え
る
よ
う
に
す
る
。

⑤
疑
問
詞
「
何
？
」
「
だ
れ
？
」
「
ど
こ
？
」
を
正
確
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

自
己
紹
介
、
あ
い
さ
つ
、
指
文
字

疑
問
詞
（
何
、
だ
れ
、
ど
こ
、
）

2
1
0
/
9
(金
)

2
1
2
1

復
習
し
て
み
よ
う
②

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
「
基
礎
手
話
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
確
実
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
疑
問
詞
「
ど
ち
ら
？
」
「
ど
こ
？
」
を
使
っ
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
疑
問
詞
「
い
つ
？
」
「
い
く
つ
？
」
「
い
く
ら
？
」
を
使
っ
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

④
い
ろ
い
ろ
な
数
を
正
確
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

疑
問
詞
（
ど
ち
ら
、
ど
こ
、
い
つ
、
い
く

つ
、
い
く
ら
）

数

3
1
0
/
1
6
(金
)

2
1
2
1

受
付

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
科
の
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
受
付
で
使
う
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

③
受
付
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

④
受
付
場
面
で
の
留
意
点
を
覚
え
よ
う
。

科
、
受
付

4
1
0
/
2
3
(金
)

2
1
2
1

問
診
①

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
症
状
の
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
問
診
で
使
う
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

③
問
診
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

症
状
、
問
診

5
1
0
/
3
0
(金
)

2
1
2
1

問
診
②

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
病
名
の
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
問
診
で
使
う
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

③
問
診
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

病
名
、
問
診

6
1
1
/
6
(金
)

2
1
2
1

問
診
③

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
問
診
で
使
う
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
問
診
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
問
診
場
面
で
の
留
意
点
を
覚
え
よ
う
。

問
診

7
1
1
/
1
3
(金
)

2
1
2
1

手
話
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

海
藤
　
俊
行

①
い
ろ
い
ろ
な
手
話
表
現
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。

読
み
取
り

8
1
1
/
2
0
(金
)

2
1
2
1

診
察

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
診
察
で
使
う
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
診
察
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
診
察
場
面
で
の
留
意
点
を
覚
え
よ
う
。

診
察

9
1
1
/
2
7
(金
)

2
1
2
1

ま
と
め
（
受
付
・
問
診
・
診
察
）

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
復
習
し
て
み
よ
う
。

②
受
付
場
面
・
問
診
場
面
・
診
察
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
を
し
て
み
よ
う
。

③
受
付
場
面
・
問
診
場
面
・
診
察
場
面
で
の
体
験
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

受
付
、
問
診
、
診
察

-
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回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
0

1
2
/
4
(金
)

2
1
2
1

検
査
①

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
検
査
で
使
う
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
検
査
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

検
査

1
1

1
2
/
1
1
(金
)

2
1
2
1

検
査
②

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
検
査
場
面
で
の
主
な
指
示
を
覚
え
よ
う
。

②
検
査
場
面
で
の
留
意
点
を
覚
え
よ
う
。

検
査

1
2

1
2
/
1
8
(金
)

2
1
2
1

治
療

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
薬
の
種
類
の
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
薬
の
使
い
方
の
手
話
表
現
を
し
て
み
よ
う
。

③
治
療
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

④
治
療
場
面
で
の
留
意
点
を
覚
え
よ
う
。

薬
、
治
療

1
3

1
2
/
2
5
(金
)

2
1
2
1

薬
局

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
薬
局
で
使
う
手
話
単
語
を
覚
え
よ
う
。

②
薬
局
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
薬
局
場
面
で
の
留
意
点
を
覚
え
よ
う
。

薬
局

1
4

1
/
8
(金
)

2
1
2
1

ま
と
め
（
検
査
・
治
療
・
薬
局
）

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
復
習
し
て
み
よ
う
。

②
検
査
場
面
・
治
療
場
面
・
薬
局
場
面
で
の
基
本
的
な
会
話
を
し
て
み
よ
う
。

③
検
査
場
面
・
治
療
場
面
・
薬
局
場
面
で
の
体
験
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

検
査
、
治
療
、
薬
局

1
5

1
/
1
5
(金
)

2
1
2
1

聴
覚
障
害
者
と
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

石
橋
　
大
吾

（
非
常
勤
）

①
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
一
人
ひ
と
り
の
聴
覚
障
害
者
の
手
話
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
様
々
な
手
話
表
現
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。

②
手
話
表
現
が
聴
覚
障
害
者
に
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
確
認
す
る
。

③
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
今
ま
で
の
学
習
を
自
由
な
会
話
の
中
で
実
践
し
、
自

分
の
意
見
を
伝
え
、
相
手
の
話
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

人
間
力
の
要
素
：
共
感
的
理
解
力
、
受
容
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
行
動
力

評
価
：
定
期
試
験

8
0
%

レ
ポ
ー
ト

1
5
%

授
業
態
度

5
%

教
科
書
：
別
途
指
示
し
ま
す
。

-
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自
然

環
境

と
生

体
適

応

科
目

到
達

目
標

：
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

現
状

を
把

握
し

、
人

体
に

及
ぼ

す
影

響
を

考
慮

し
、

原
因

を
追

究
し

、
対

策
を

考
え

、
学

習
を

総
括

し
て

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
河

合
　

康
明

（
適

応
生

理
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(月

)
2

1
1
1

導
入

（
資

料
提

供
）

河
合

　
康

明
自

然
環

境
の

現
状

を
把

握
す

る
。

自
然

環
境

、
生

体
適

応
、

進
化

2
1
0
/
1
5
(木

)
2

1
2
1

ビ
デ

オ
鑑

賞
河

合
　

康
明

地
球

温
暖

化
の

問
題

点
を

認
識

す
る

。
地

球
温

暖
化

、
気

候
変

動
、

森
林

破
壊

3
1
0
/
1
9
(月

)
2

1
1
1

グ
ル

ー
プ

討
論

１
河

合
　

康
明

班
分

け
し

、
地

球
温

暖
化

の
現

状
を

調
べ

る
。

同
上

4
1
0
/
2
6
(月

)
2

1
1
1

グ
ル

ー
プ

討
論

２
河

合
　

康
明

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
原

因
を

追
究

す
る

。
同

上

5
1
1
/
2
(月

)
2

1
1
1

グ
ル

ー
プ

討
論

３
河

合
　

康
明

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
対

策
を

検
討

す
る

。
同

上

6
1
1
/
9
(月

)
2

1
1
1

グ
ル

ー
プ

討
論

４
河

合
　

康
明

学
習

発
表

の
準

備
を

す
る

。
同

上

7
1
1
/
1
6
(月

)
2

1
1
1

グ
ル

ー
プ

発
表

、
全

体
討

論
会

河
合

　
康

明
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

学
習

内
容

を
発

表
し

討
論

す
る

。
同

上

8
1
1
/
2
5
(水

)
2

1
1
1

テ
ー

マ
（
自

然
環

境
が

ヒ
ト

の
生

活
に

及
ぼ

す
影

響
）
決

め
河

合
　

康
明

学
習

テ
ー

マ
を

決
め

る
。

飢
餓

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

、
水

資
源

9
1
1
/
3
0
(月

)
2

2
6
2

グ
ル

ー
プ

討
論

５
河

合
　

康
明

選
ん

だ
テ

ー
マ

に
つ

い
て

現
状

を
調

べ
る

。
同

上

1
0

1
2
/
7
(月

)
2

2
6
2

グ
ル

ー
プ

討
論

６
河

合
　

康
明

選
ん

だ
テ

ー
マ

に
つ

い
て

原
因

を
追

究
す

る
。

同
上

1
1

1
2
/
1
4
(月

)
2

2
6
2

グ
ル

ー
プ

討
論

７
河

合
　

康
明

選
ん

だ
テ

ー
マ

に
つ

い
て

対
策

を
検

討
す

る
。

同
上

1
2

1
2
/
2
1
(月

)
2

2
6
2

デ
イ

ベ
ー

ト
準

備
１

河
合

　
康

明
デ

イ
ベ

ー
ト

の
テ

ー
マ

を
決

め
、

準
備

す
る

。
上

記
全

て

1
3

1
/
4
(月

)
2

2
6
2

デ
イ

ベ
ー

ト
準

備
２

河
合

　
康

明
デ

イ
ベ

ー
ト

準
備

を
す

る
。

上
記

全
て

1
4

1
/
1
8
(月

)
2

2
6
2

デ
イ

ベ
ー

ト
準

備
３

河
合

　
康

明
デ

イ
ベ

ー
ト

準
備

を
す

る
。

上
記

全
て

1
5

1
/
2
5
(月

)
2

2
6
2

デ
イ

ベ
ー

ト
河

合
　

康
明

自
分

の
考

え
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
、

相
手

の
話

を
傾

聴
で

き
る

。
上

記
全

て

人
間

力
の

要
素

：
行

動
力

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力

評
価

：
レ

ポ
ー

ト
  
  
  
 5

0
%

出
席

（
態

度
）
  
5
0
%
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生
活

と
法

律
　

刑
法

科
目

到
達

目
標

：
法

律
の

中
で

刑
事

法
の

持
つ

意
味

の
理

解

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
講

師
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
2

1
3
1

法
律

に
お

け
る

「
人

」
の

考
え

方
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

法
律

学
で

の
人

の
意

味
。

権
利

能
力

と
意

思
能

力
。

人
の

意
思

能
力

2
1
0
/
9
(金

)
2

1
3
1

民
法

と
刑

法
の

考
え

方
の

違
い

　
　

罪
刑

法
定

主
義

岩
井

　
和

由
(非

常
勤

）
罪

刑
法

定
主

義
の

理
解

。
罪

刑
法

定
主

義

3
1
0
/
1
6
(金

)
2

2
3
1

構
成

要
件

と
い

う
概

念
と

問
題

点
に

つ
い

て
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

構
成

要
件

該
当

性
の

理
解

。
実

行
行

為
･不

作
為

・
因

果
関

係
。

構
成

要
件

4
1
0
/
2
3
(金

)
2

1
3
1

違
法

性
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

正
当

行
為

（
医

療
行

為
な

ど
）
や

正
当

防
衛

は
な

ぜ
罰

せ
ら

れ
な

い
か

。
違

法
性

阻
却

5
1
0
/
3
0
(金

)
2

1
3
1

責
任

岩
井

　
和

由
(非

常
勤

）
責

任
（
故

意
･過

失
）
の

理
解

と
責

任
阻

却
事

由
の

理
解

。
責

任
阻

却

6
1
1
/
6
(金

)
2

1
3
1

未
遂

岩
井

　
和

由
(非

常
勤

）
未

遂
と

言
う

こ
と

。
中

止
未

遂
。

未
遂

7
1
1
/
1
3
(金

)
2

1
3
1

共
犯

岩
井

　
和

由
(非

常
勤

）
正

犯
･教

唆
犯

・
幇

助
犯

の
理

解
。

正
犯

･教
唆

･幇
助

8
1
1
/
2
0
(金

)
2

1
3
1

刑
罰

の
本

質
と

刑
罰

の
体

系
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

生
命

刑
･身

体
刑

･自
由

刑
･財

産
刑

･刑
の

加
重

減
刑

。
死

刑
･懲

役
･禁

錮
･罰

金

9
1
1
/
2
7
(金

)
2

1
3
1

刑
法

各
論

　
個

人
的

法
益

　
生

命
・
身

体
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

保
護

法
益

と
し

て
の

人
の

意
味

を
理

解
。

人
の

身
体

の
完

全
性

1
0

1
2
/
4
(金

)
2

1
3
1

刑
法

各
論

　
個

人
的

法
益

　
財

産
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

財
物

の
理

解
と

保
護

法
益

と
し

て
の

財
産

の
意

味
。

財
物

、
財

産
上

の
利

益

1
1

1
2
/
1
1
(金

)
2

1
3
1

刑
法

各
論

　
社

会
的

法
益

1
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

公
共

の
平

穏
と

公
共

の
安

全
の

意
味

を
理

解
。

社
会

秩
序

、
偽

造
･変

造

1
2

1
2
/
1
8
(金

)
2

1
3
1

刑
法

各
論

　
社

会
的

法
益

2
　

国
家

的
法

益
1

岩
井

　
和

由
(非

常
勤

）
公

衆
衛

生
、

風
俗

、
国

家
の

存
立

の
意

味
の

理
解

。
薬

物
濫

用
、

国
家

1
3

1
2
/
2
5
(金

)
2

1
3
1

刑
法

各
論

　
国

家
的

法
益

2
岩

井
　

和
由

(非
常

勤
）

国
家

の
作

用
を

守
る

こ
と

の
意

味
の

理
解

。
公

務

1
4

1
/
8
(金

)
2

1
3
1

刑
罰

論
と

刑
事

政
策

岩
井

　
和

由
(非

常
勤

）
犯

罪
原

因
と

そ
の

対
策

、
犯

罪
予

防
。

犯
罪

原
因

1
5

1
/
1
5
(金

)
2

1
3
1

試
験

岩
井

　
和

由
(非

常
勤

）
刑

事
法

の
意

味
の

理
解

の
確

認
。

秩
序

の
維

持
と

人
権

保
障

人
間

力
の

要
素

：
総

合
的

判
断

能
力

、
論

理
的

分
析

力

評
　

価
：
定

期
試

験
８

５
％

 出
席

１
５

％

教
科

書
：
「
サ

ブ
ノ

ー
ト

　
生

活
と

法
律

　
刑

法
編

」
岩

井
和

由
著

（
ふ

く
ろ

う
出

版
）
の

改
訂

原
稿

を
配

布
参

考
書

：
刑

法
の

一
般

的
教

科
書

類
　

判
例

百
選

な
ど

 　
判

例
　

参
考

論
文

等
は

適
宜

配
布

そ
の

他
：
 刑

法
の

条
文

は
初

回
配

布
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東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化

科
目
到
達
目
標
：
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
文
化
的
思
考
力
の
涵
養

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
藤
原
　
順
宣
（
非
常
勤
講
師
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
0
/
5
(月
)

2
1
2
2

東
ア
ジ
ア
前
近
代
の
医
学
（
１
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

東
洋
医
学
の
歴
史
を
た
ど
り
先
人
の
労
苦
を
学
ぶ
。

中
国
・
日
本
医
学
の
推
移
と
日
本
蘭
学
の
勃
興

2
1
0
/
1
5
(木
)

2
1
2
2

東
ア
ジ
ア
前
近
代
の
医
学
（
２
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

伝
え
ら
れ
た
文
献
を
通
し
医
者
の
自
覚
と
責
任
感
を
涵
養
す
る
。

読
解
演
習
『
蘭
学
事
始
』

3
1
0
/
1
9
(月
)

2
1
2
2

東
ア
ジ
ア
前
近
代
の
医
学
（
３
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

伝
え
ら
れ
た
文
献
を
通
し
医
者
の
自
覚
と
責
任
感
を
涵
養
す
る
。

読
解
演
習
『
蘭
学
事
始
』

4
1
0
/
2
6
(月
)

2
1
2
2

東
ア
ジ
ア
前
近
代
の
医
学
（
４
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

伝
え
ら
れ
た
文
献
を
通
し
医
者
の
自
覚
と
責
任
感
を
涵
養
す
る
。

読
解
演
習
『
解
体
新
書
』
、
日
本
蘭
学
の
そ
の
後

5
1
1
/
2
(月
)

2
1
2
2

中
国
の
歴
史
書
（
１
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

歴
史
を
記
述
す
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
。

中
国
の
正
史
「
二
十
四
史
」

6
1
1
/
9
(月
)

2
1
2
2

中
国
の
歴
史
書
（
２
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

中
国
の
正
史
を
読
み
、
史
料
と
は
何
か
を
考
え
る
。

読
解
演
習
　
司
馬
遷
『
史
記
』

7
1
1
/
1
6
(月
)

2
1
2
2

中
国
の
歴
史
書
（
３
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

中
国
の
正
史
を
読
み
、
史
料
と
は
何
か
を
考
え
る
。

読
解
演
習
　
司
馬
遷
『
史
記
』

8
1
1
/
2
5
(水
)

2
1
3
1

中
国
の
歴
史
書
（
４
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

中
国
の
正
史
を
読
み
、
史
料
と
は
何
か
を
考
え
る
。

読
解
演
習
　
正
史
の
「
倭
人
伝
」
他

9
1
1
/
3
0
(月
)

2
1
3
1

中
国
の
歴
史
書
（
５
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

中
国
の
正
史
を
読
み
、
史
料
と
は
何
か
を
考
え
る
。

読
解
演
習
　
正
史
の
「
倭
人
伝
」
他

1
0

1
2
/
7
(月
)

2
1
3
1

東
ア
ジ
ア
の
宗
教
（
１
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

宗
教
（
仏
教
）
を
通
し
て
人
間
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

覚
者
と
し
て
の
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ

1
1

1
2
/
1
4
(月
)

2
1
3
1

東
ア
ジ
ア
の
宗
教
（
２
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

経
典
を
読
み
、
人
間
存
在
の
本
質
を
考
え
る
。

原
始
仏
教
経
典
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
他

1
2

1
2
/
2
1
(月
)

2
2
1
1

東
ア
ジ
ア
の
宗
教
（
３
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

経
典
を
読
み
、
人
間
存
在
の
本
質
を
考
え
る
。

原
始
仏
教
経
典
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
他

1
3

1
/
4
(月
)

2
1
3
1

東
ア
ジ
ア
の
宗
教
（
４
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

経
典
を
読
み
、
人
間
存
在
の
本
質
を
考
え
る
。

大
乗
経
典
『
浄
土
経
典
』
他

1
4

1
/
1
8
(月
)

2
1
3
1

ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
（
１
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

文
化
の
伝
播
・
交
流
の
意
義
を
考
え
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
交
流

1
5

1
/
2
5
(月
)

2
1
3
1

ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
（
２
）

藤
原
　
順
宣

（
非
常
勤
）

文
化
の
伝
播
・
交
流
の
意
義
を
考
え
る
。

遣
隋
使
・
遣
唐
使
交
流
、
朝
鮮
通
信
使
交
流

人
間
力
の
要
素
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
共
感
的
理
解
力
）
、
気
力
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
）
、
実
践
力
（
経
験
力
）

評
価
：レ
ポ
ー
ト

5
5
%

出
席

4
5
%

そ
の
他
：
教
材
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
が
高
校
時
代
に
使
用
し
た
世
界
史
教
科
書
・
図
録
（
年
表
・
地
図
）
を
持
参
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
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芸
術

科
目

到
達

目
標

：
美

術
（
絵

画
、

彫
刻

、
建

築
、

写
真

、
映

画
、

サ
ブ

カ
ル

チ
ャ

ー
）
の

通
史

を
把

握
し

、
作

品
の

見
方

、
用

語
、

社
会

背
景

を
あ

わ
せ

て
理

解
す

る
。

科
目

責
任

者
：
筒

井
　

宏
樹

（
附

属
芸

術
文

化
セ

ン
タ

ー
　

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
2

4
3
1

ガ
イ

ダ
ン

ス
（
美

術
の

見
方

）
筒

井
　

宏
樹

美
術

作
品

の
専

門
的

な
分

析
方

法
を

実
践

で
き

る
。

イ
コ

ノ
ロ

ジ
ー

（
図

像
解

釈
学

）
、

様
式

論

2
1
0
/
9
(金

)
2

4
3
1

古
代

（
ギ

リ
シ

ア
・
ロ

ー
マ

）
の

美
術

筒
井

　
宏

樹
古

代
ギ

リ
シ

ア
・
ロ

ー
マ

美
術

の
特

徴
を

理
解

す
る

。
ク

ー
ロ

ス
像

、
古

典
古

代
、

壷
絵

3
1
0
/
1
6
(金

)
2

4
3
1

中
世

西
洋

の
美

術
筒

井
　

宏
樹

キ
リ

ス
ト

教
美

術
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

キ
リ

ス
ト

教
、

ロ
マ

ネ
ス

ク
、

ゴ
シ

ッ
ク

、
写

本

4
1
0
/
2
3
(金

)
2

4
3
1

初
期

ル
ネ

サ
ン

ス
＋

北
方

美
術

筒
井

　
宏

樹
ど

の
よ

う
に

ル
ネ

サ
ン

ス
が

台
頭

し
た

の
か

を
理

解
す

る
。

記
憶

術
、

人
文

主
義

、
遠

近
法

、
線

描
派

、
解

剖
学

5
1
0
/
3
0
(金

)
2

4
3
1

盛
期

ル
ネ

サ
ン

ス
筒

井
　

宏
樹

ル
ネ

サ
ン

ス
文

化
の

最
盛

期
を

知
る

。
レ

オ
ナ

ル
ド

、
ミ

ケ
ラ

ン
ジ

ェ
ロ

、
ラ

フ
ァ

エ
ロ

6
1
1
/
6
(金

)
2

4
3
1

マ
ニ

エ
リ

ス
ム

、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
派

筒
井

　
宏

樹
ル

ネ
サ

ン
ス

文
化

の
衰

退
期

を
知

る
。

ア
ナ

モ
ル

フ
ォ

ー
ズ

、
色

彩
派

7
1
1
/
1
3
(金

)
2

4
3
1

バ
ロ

ッ
ク

筒
井

　
宏

樹
バ

ロ
ッ

ク
美

術
の

誕
生

と
そ

の
波

及
を

知
る

。
対

抗
宗

教
改

革
、

宮
廷

文
化

、
市

民
文

化

8
1
1
/
2
0
(金

)
2

4
3
1

１
８

世
紀

西
洋

美
術

筒
井

　
宏

樹
ロ

コ
コ

、
新

古
典

主
義

の
美

術
を

知
る

。
サ

ロ
ン

文
化

、
グ

ラ
ン

ド
・
ツ

ア
ー

、
フ

ラ
ン

ス
革

命
、

美
術

館

9
1
1
/
2
7
(金

)
2

4
3
1

１
９

世
紀

西
洋

美
術

（
１

）
筒

井
　

宏
樹

近
代

美
術

の
は

じ
ま

り
（
ロ

マ
ン

主
義

～
リ

ア
リ

ズ
ム

）
を

知
る

。
ア

カ
デ

ミ
ズ

ム
、

ロ
マ

ン
主

義
、

リ
ア

リ
ズ

ム
、

写
真

1
0

1
2
/
4
(金

)
2

4
3
1

１
９

世
紀

西
洋

美
術

（
２

）
筒

井
　

宏
樹

前
衛

芸
術

の
台

頭
（
印

象
派

～
世

紀
末

芸
術

）
を

知
る

。
近

代
都

市
パ

リ
、

印
象

派
、

新
印

象
派

、
世

紀
末

芸
術

1
1

1
2
/
1
1
(金

)
2

4
3
1

２
０

世
紀

前
半

の
美

術
（
１

）
筒

井
　

宏
樹

さ
ま

ざ
ま

な
前

衛
芸

術
の

展
開

を
知

る
。

映
画

、
表

現
主

義
、

未
来

派
、

ダ
ダ

、
バ

ウ
ハ

ウ
ス

1
2

1
2
/
1
8
(金

)
2

4
3
1

２
０

世
紀

前
半

の
美

術
（
２

）
筒

井
　

宏
樹

い
か

に
し

て
芸

術
の

中
心

地
が

N
Y
に

移
行

し
た

の
か

理
解

す
る

。
シ

ュ
ル

レ
ア

リ
ス

ム
、

退
廃

芸
術

、
亡

命
芸

術
家

1
3

1
2
/
2
5
(金

)
2

4
3
1

戦
後

の
美

術
（
１

）
筒

井
　

宏
樹

戦
後

ア
メ

リ
カ

美
術

の
台

頭
を

知
る

。
抽

象
表

現
主

義
、

ミ
ニ

マ
リ

ズ
ム

、
ポ

ッ
プ

・
ア

ー
ト

1
4

1
/
8
(金

)
2

4
3
1

戦
後

の
美

術
（
２

）
筒

井
　

宏
樹

今
日

の
ア

ー
ト

に
つ

い
て

知
る

。
コ

ン
セ

プ
チ

ュ
ア

ル
ア

ー
ト

、
関

係
性

の
美

学

1
5

1
/
1
5
(金

)
2

4
3
1

鳥
取

の
美

術
筒

井
　

宏
樹

明
治

以
降

の
鳥

取
の

美
術

に
つ

い
て

知
る

。
前

田
寛

治
、

砂
丘

社
、

辻
晋

堂
、

植
田

正
治

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
(共

感
的

理
解

力
)、

知
力

(発
想

力
)、

実
践

力
(経

験
力

)、
気

力
（
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
ー

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

評
価

：
定

期
試

験
  

 5
0
％

出
席

　
　

　
  

5
0
％

 (
出

席
と

と
も

に
毎

回
実

施
す

る
小

課
題

を
加

味
す

る
）
 

参
考

書
：
『
こ

れ
な

ら
わ

か
る

ア
ー

ト
の

歴
史

』
　

ジ
ョ

ン
・
フ

ァ
ー

マ
ン

　
　

東
京

書
籍

  
  

  
  

  
 『

現
代

美
術

史
日

本
篇

』
　

中
ザ

ワ
ヒ

デ
キ

　
　

ア
ー

ト
ダ

イ
バ

ー
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哲
学
入
門

科
目
到
達
目
標
：
「
哲
学
的
な
問
題
」
を
理
解
し
、
先
人
た
ち
の
解
決
法
の
有
効
性
を
吟
味
し
て
、
自
分
な
り
の
考
え
を
提
示
で
き
る
こ
と
。

科
目
責
任
者
：
田
畑
　
博
敏
（
教
育
セ
ン
タ
ー
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
0
/
2
(金
)

2
1
2
2

導
入
：
哲
学
と
は
ど
ん
な
学
問
か
？

田
畑
　
博
敏

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
パ
ス
カ
ル
の
人
間
論
を
ヒ
ン
ト
に
、
「
知
を
愛
す

る
活
動
」
と
し
て
の
哲
学
を
理
解
す
る
。

愛
知
、
視
覚
へ
の
愛
好
、
幾
何
学
的
精
神
と
繊
細
の
精

神
、
思
考
実
験

2
1
0
/
9
(金
)

2
1
2
2

道
徳
（
生
き
方
の
作
法
）
に
つ
い
て
考
え
る

田
畑
　
博
敏

人
間
の
あ
り
方
・
振
る
舞
い
方
の
中
で
も
っ
と
も
人
間
的
な
こ
と
が

ら
で
あ
る
倫
理
や
道
徳
に
つ
い
て
規
範
や
自
由
の
観
点
か
ら
説

明
で
き
る
。

規
範
、
自
由
、
モ
ラ
ル
、
義
務
、
定
言
命
法
と
格
率

3
1
0
/
1
6
(金
)

2
1
2
2

政
治
：
社
交
的
で
あ
り
、
ま
た
利
己
的
で
あ
る
存
在
た

る
人
間
の
側
面

田
畑
　
博
敏

人
間
は
共
同
体
の
中
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
が
、
共
同
体
内
部
で

の
、
ま
た
他
の
共
同
体
と
の
利
害
の
対
立
を
ど
の
よ
う
に
調
整
し

た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
説
明
で
き
る
。

国
家
、
権
力
、
主
権
、
自
然
状
態
、
連
帯
と
寛
容
、
民
主

主
義

4
1
0
/
2
3
(金
)

2
1
2
2

生
き
る
こ
と
の
「
ビ
タ
ミ
ン
剤
」
と
し
て
の
愛

田
畑
　
博
敏

哲
学
的
な
主
題
と
し
て
の
愛
の
三
形
相
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ら

の
具
体
的
な
現
れ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

エ
ロ
ス
、
フ
ィ
リ
ア
、
ア
ガ
ペ
ー
、
欲
求
、
自
愛
、
友
情
、
相

互
尊
重
、
慈
愛
、
自
己
犠
牲

5
1
0
/
3
0
(金
)

2
1
2
2

死
と
い
う
謎

田
畑
　
博
敏

人
間
に
と
っ
て
の
「
死
ぬ
こ
と
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
　
先
人
の

考
え
を
聴
き
、
自
ら
の
考
え
を
深
め
る
。

死
の
練
習
、
無
、
「
苦
」
と
し
て
の
死
、
「
謎
」
と
し
て
の
死
、

他
者
の
死
と
自
分
の
死
、
生
の
完
成
と
し
て
の
死

6
1
1
/
6
(金
)

2
1
2
2

認
識
：
人
間
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

田
畑
　
博
敏

人
間
は
自
分
の
外
部
世
界
を
感
覚
を
通
し
て
知
り
、
体
系
づ
け

る
。
人
間
が
得
る
真
理
や
知
識
の
有
効
性
と
限
界
に
つ
い
て
説

明
で
き
る
。

認
識
、
真
理
、
感
覚
、
知
性
、
理
性
、
懐
疑
、
科
学
、

7
1
1
/
1
3
(金
)

2
1
2
2

自
由
に
つ
い
て
考
え
る

田
畑
　
博
敏

人
間
は
ど
れ
だ
け
自
由
で
あ
る
か
？
意
志
、
身
体
、
社
会
の
規
範

な
ど
の
観
点
か
ら
、
「
自
由
」
の
意
義
と
限
界
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

拘
束
、
束
縛
、
限
界
、
意
志
の
自
由
、
選
択
、
自
発
性
、

精
神
の
自
由

8
1
1
/
2
0
(金
)

2
1
2
2

討
論
（
１
）
：
各
自
が
作
成
し
た
小
レ
ポ
ー
ト
を
題
材
に
し

て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
議
論
す
る
。

田
畑
　
博
敏

自
分
で
考
え
た
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
に
し
て
発
表
で
き
る
。
他
者
の
考

え
を
理
解
し
、
質
問
な
ど
に
よ
り
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
表
、
質
問
、
疑
問
、
批
判
、
擁
護
、
敷
衍
、
展
開

9
1
1
/
2
7
(金
)

2
1
2
2

神
に
つ
い
て
考
え
る

田
畑
　
博
敏

神
が
存
在
す
る
こ
と
の
伝
統
的
な
証
明
を
吟
味
し
て
、
そ
れ
ら
の

特
徴
（
長
所
と
短
所
）
を
理
解
し
説
明
で
き
る
。

神
、
一
神
教
、
存
在
論
的
証
明
、
宇
宙
論
的
証
明
、
自

然
神
学
的
証
明
、
理
性
と
信
仰

1
0

1
2
/
4
(金
)

2
1
2
2

無
神
論
（
神
は
存
在
し
な
い
と
い
う
主
張
）
に
つ
い
て
考

え
る

田
畑
　
博
敏

無
神
論
と
不
可
知
論
の
違
い
、
無
神
論
の
論
証
の
特
徴
を
説
明

で
き
る
。

無
神
論
、
不
可
知
論
、
経
験
的
無
神
論
、
理
論
的
無
神

論
、
悪
の
存
在

1
1

1
2
/
1
1
(金
)

2
1
2
2

芸
術
の
た
の
し
み

田
畑
　
博
敏

人
間
に
と
っ
て
の
芸
術
の
存
在
意
義
（
娯
楽
や
美
の
経
験
）
を
学

び
、
科
学
の
よ
う
な
真
理
の
探
求
と
芸
術
活
動
の
違
い
を
説
明
で

き
る
。

芸
術
作
品
、
制
作
、
美
と
自
然
、
再
帰
性
、
模
倣
、
天

才
、
真
理
、
美
と
幸
福

1
2

1
2
/
1
8
(金
)

2
1
2
2

時
間
と
は
何
か
？

田
畑
　
博
敏

時
間
は
変
化
や
運
動
の
継
続
性
と
い
う
枠
な
の
か
、
誰
に
と
っ
て

も
時
間
は
同
じ
速
さ
で
流
れ
る
の
か
、
な
ど
の
時
間
を
め
ぐ
る
思

考
を
理
解
す
る
。

時
間
の
流
れ
、
現
在
・
過
去
・
未
来
、
継
起
、
継
続
、
現

在
の
逆
説
、
永
遠
と
時
間

1
3

1
2
/
2
5
(金
)

2
1
2
2

人
間
こ
そ
最
大
の
謎
で
あ
る
！

田
畑
　
博
敏

進
化
の
最
終
段
階
と
さ
れ
る
人
間
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
、
理

想
、
そ
し
て
幻
想
な
ど
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
る
。

人
間
の
定
義
、
事
実
と
し
て
の
（
＝
動
物
と
し
て
の
）
人

間
、
神
か
悪
魔
か
、
人
間
主
義
の
限
界

1
4

1
/
8
(金
)

2
1
2
2

叡
智
（
知
恵
）
に
つ
い
て
考
え
る

田
畑
　
博
敏

人
生
に
は
な
ぜ
叡
智
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
叡
智
が
必
要
か
、

生
き
る
術
と
し
て
の
叡
智
を
ど
う
生
か
す
か
、
人
間
の
目
標
（
叡
智

と
幸
福
）
は
ど
う
し
た
ら
得
ら
れ
る
か
、
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
考

え
を
述
べ
得
る
。

哲
学
と
叡
智
、
観
照
と
実
践
、
望
ま
し
い
叡
智
、
生
き
る

術
と
し
て
の
叡
智
、
叡
智
と
幸
福

1
5

1
/
1
5
(金
)

2
2
1
1

討
論
（
２
）
：
（
１
）
の
時
と
同
じ
く
小
レ
ポ
ー
ト
を
題
材
に

し
て
議
論
す
る
。

田
畑
　
博
敏

後
半
の
講
義
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
（
班
の
代
表
と
し

て
）
発
表
し
質
問
で
き
る
。

発
表
、
質
問
、
疑
問
、
批
判
、
擁
護
、
敷
衍
、
展
開

人
間
力
の
要
素
：
知
力
（
総
合
的
判
断
力
、
発
想
力
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
共
感
的
理
解
力
）

評
価
：
授
業
へ
の
積
極
的
参
加
2
0
％
、
小
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
基
本
的
理
解
の
確
認
2
0
％
×
２
＝
4
0
％
、
総
合
的
理
解
力
を
確
認
す
る
最
終
レ
ポ
ー
ト
4
0
％

教
科
書
：
ア
ン
ド
レ
・
コ
ン
ト
＝
ス
ポ
ン
ヴ
ィ
ル
「
哲
学
は
こ
ん
な
ふ
う
に
」
紀
伊
国
屋
書
店
2
0
0
2
年

適
宜
、
参
考
資
料
と
な
る
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
ま
す
。
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基
礎

物
理

学

科
目

到
達

目
標

：
医

学
・
医

療
の

基
礎

と
な

る
物

理
学

を
理

解
す

る
能

力

科
目

責
任

者
：
井

元
　

敏
明

（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(月

)
1

1
3
1

医
学

の
中

の
物

理
学

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
物

理
学

お
よ

び
他

の
学

問
と

の
関

係
が

理
解

で
き

る
。

物
理

学
、

観
測

，
国

際
単

位
系

2
1
0
/
1
5
(木

)
1

1
1
1

力
の

つ
り

あ
い

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
力

と
そ

の
つ

り
合

い
の

概
念

が
理

解
で

き
る

。
力

、
モ

ー
メ

ン
ト

、
つ

り
合

い

3
1
0
/
1
9
(月

)
1

1
1
1

力
と

運
動

　
　

運
動

の
法

則
井

元
　

敏
明

（
非

常
勤

）
力

と
運

動
の

関
係

が
理

解
で

き
る

。
慣

性
、

加
速

度
、

運
動

の
法

則

4
1
0
/
2
6
(月

)
1

1
3
1

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
仕

事
・
仕

事
率

　
－

 筋
肉

の
物

理
学

 －
井

元
　

敏
明

（
非

常
勤

）
仕

事
の

定
義

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
意

味
が

理
解

で
き

る
。

仕
事

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

保
存

則

5
1
1
/
2
(月

)
1

1
3
1

気
体

の
圧

力
井

元
　

敏
明

（
非

常
勤

）
圧

力
の

定
義

、
分

圧
の

意
味

が
理

解
で

き
る

。
気

圧
、

分
圧

、
ベ

ル
ヌ

ー
イ

の
定

理

6
1
1
/
9
(月

)
1

1
3
1

流
体

の
性

質
　

－
 血

液
循

環
の

物
理

学
 －

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
非

圧
縮

性
の

流
体

の
性

質
が

理
解

で
き

る
。

層
流

、
ポ

ア
ズ

イ
ユ

の
法

則
、

血
圧

7
1
1
/
1
6
(月

)
1

1
3
1

物
質

の
熱

的
性

質
　

－
 地

球
環

境
を

考
え

る
 －

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

熱
の

伝
わ

り
方

が
理

解
で

き
る

。
熱

容
量

、
熱

伝
導

、
ス

テ
フ

ァ
ン

・
ボ

ル
ツ

マ
ン

の
法

則

8
1
1
/
3
0
(月

)
1

1
3
1

ヒ
ト

の
熱

力
学

　
－

 ヒ
ト

の
代

謝
と

体
温

調
節

 －
井

元
　

敏
明

（
非

常
勤

）
ヒ

ト
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
バ

ラ
ン

ス
が

理
解

で
き

る
。

熱
平

衛
、

代
謝

熱
 、

体
温

調
節

9
1
2
/
7
(月

)
1

1
3
1

細
胞

の
電

気
的

性
質

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
拡

散
電

位
の

発
生

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

イ
オ

ン
ポ

ン
プ

、
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

、
拡

散
電

位

1
0

1
2
/
1
4
(月

)
1

1
3
1

生
体

の
中

の
電

気
現

象
　

－
 心

電
図

・
脳

波
・
筋

電
図

－
井

元
　

敏
明

（
非

常
勤

）
生

体
の

電
気

現
象

の
由

来
と

測
定

原
理

が
理

解
で

き
る

。
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

、
単

極
誘

導
、

双
極

誘
導

1
1

1
2
/
2
1
(月

)
1

1
3
1

音
　

－
 聴

覚
の

物
理

学
 －

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
音

の
性

質
と

そ
の

受
容

原
理

が
理

解
で

き
る

。
音

波
、

周
波

数
分

析
、

内
耳

有
毛

細
胞

1
2

1
/
4
(月

)
1

1
3
1

光
　

－
 視

覚
の

物
理

学
 －

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
光

の
性

質
と

そ
の

受
容

原
理

が
理

解
で

き
る

。
電

磁
波

、
可

視
光

線
、

光
の

粒
子

性
、

光
子

、
視

細
胞

1
3

1
/
1
8
(月

)
1

1
3
1

放
射

線
と

生
体

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
放

射
線

の
性

質
と

生
体

へ
の

影
響

が
理

解
で

き
る

。
α

線
、

β
線

、
γ

線
、

ベ
ク

レ
ル

、
崩

壊
定

数

1
4

1
/
2
5
(月

)
1

1
3
1

分
子

と
磁

場
の

相
互

作
用

　
－

 M
R

Iの
基

礎
 －

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）
M

R
Iの

原
理

が
理

解
で

き
る

。
核

ス
ピ

ン
、

ゼ
ー

マ
ン

分
裂

、
核

磁
気

共
鳴

1
5

2
/
1
(月

)
1

1
3
1

試
験

井
元

　
敏

明
（
非

常
勤

）

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

（
経

験
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

体
力

（
適

応
力

）

評
価

：
定

期
試

験
7
0
%

小
試

験
・
レ

ポ
ー

ト
2
0
%

出
席

1
0
%

-
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科
目

到
達

目
標

：
微

積
分

と
複

素
数

に
つ

い
て

理
論

構
成

が
理

解
で

き
、

行
列

の
簡

単
な

計
算

が
で

き
る

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
（
月

）
3

1
3
1

数
学

史
林

原
　

謙
二

郎
（
非

常
勤

）
数

学
史

を
概

観
す

る
。

根
底

ま
で

掘
り

下
げ

る
精

神

2
1
0
/
1
5
（
木

）
3

1
3
1

論
理

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
逆

、
否

定
、

対
偶

命
題

の
作

成
が

で
き

る
真

理
表

3
1
0
/
1
9
（
月

）
3

1
1
1

論
理

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
全

称
命

題
・
存

在
命

題
と

そ
の

否
定

の
真

偽
が

わ
か

る
任

意
の

ｘ
、

あ
る

ｘ

4
1
0
/
2
6
（
月

）
3

1
3
1

数
列

の
極

限
林

原
　

謙
二

郎
（
非

常
勤

）
数

列
の

極
限

の
意

味
を

知
り

、
基

本
的

な
定

理
の

証
明

が
で

き
る

無
限

5
1
1
/
2
（
月

）
3

1
3
1

関
数

の
極

限
と

連
続

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
関

数
の

連
続

の
定

義
か

ら
基

本
的

な
定

理
の

証
明

が
で

き
る

ε
－

δ
論

法

6
1
1
/
9
（
月

）
3

1
3
1

微
分

法
林

原
　

謙
二

郎
（
非

常
勤

）
微

分
法

の
基

本
的

な
定

理
の

証
明

が
で

き
る

微
分

法
の

体
系

7
1
1
/
1
6
（
月

）
3

1
3
1

微
分

法
の

応
用

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
関

数
の

増
減

、
グ

ラ
フ

の
凹

凸
に

関
す

る
定

理
の

証
明

が
で

き
る

増
減

・
凹

凸

8
1
1
/
3
0
（
月

）
3

1
3
1

不
定

積
分

、
微

分
方

程
式

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
簡

単
な

微
分

方
程

式
が

解
け

る
変

数
分

離
形

9
1
2
/
7
（
月

）
3

1
3
1

微
分

方
程

式
林

原
　

謙
二

郎
（
非

常
勤

）
簡

単
な

微
分

方
程

式
が

解
け

る
同

次
形

1
0

1
2
/
1
4
（
月

）
3

1
3
1

複
素

数
平

面
林

原
　

謙
二

郎
（
非

常
勤

）
複

素
数

を
極

形
式

で
表

示
で

き
、

計
算

に
利

用
で

き
る

ド
･モ

ワ
ブ

ル
の

定
理

1
1

1
2
/
2
1
（
月

）
3

1
3
1

累
乗

根
林

原
　

謙
二

郎
（
非

常
勤

）
aの

n
乗

根
を

求
め

、
複

素
数

平
面

上
に

図
示

で
き

る
１

の
ｎ

乗
根

1
2

1
/
4
（
月

）
3

1
3
1

複
素

数
の

応
用

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
四

則
演

算
と

点
の

移
動

の
関

係
が

理
解

で
き

る
平

行
移

動
と

回
転

移
動

1
3

1
/
1
8
（
月

）
3

1
3
1

行
列

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
行

列
の

演
算

が
で

き
る

乗
法

、
逆

行
列

1
4

1
/
2
5
（
月

）
3

1
3
1

１
次

変
換

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）
１

次
変

換
を

表
す

行
列

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

対
称

移
動

、
回

転
移

動

1
5

2
/
1
（
月

）
3

1
3
1

定
期

試
験

林
原

　
謙

二
郎

（
非

常
勤

）

評
価

定
期

試
験

6
0
%

小
試

験
2
5
%

出
席

1
5
%

教
科

書
：
プ

リ
ン

ト
配

布

参
考

書
：
指

定
な

し

基
礎

数
学

科
目

責
任

者
：
林

原
 謙

二
郎

（
非

常
勤

講
師

）

人
間

力
の

要
素

：
気

力
（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
）

－
1
0
－
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0―



生
物

学
実

験
演

習

科
目

到
達

目
標

：
生

物
の

構
造

を
観

察
す

る
こ

と
や

生
命

現
象

を
実

験
的

に
再

現
す

る
。

生
命

科
学

の
基

礎
的

な
実

験
操

作
に

な
れ

る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
黒

沢
　

洋
一

（
健

康
政

策
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
,2

1
0
/
1
(木

)
3
･4

1
3
1

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

3
,4

1
0
/
7
(水

)
3
･4

感
染

症
系

・
生

化
実

習
室

細
菌

の
観

察
藤

井
　

潤
松

葉
　

隆
司

尾
鶴

　
亮

細
菌

学
顕

微
鏡

の
使

い
方

　
細

菌
の

大
き

さ
、

形
態

、
集

落
の

特
徴

を
理

解
す

る
球

菌
、

桿
菌

、
集

落
、

単
染

色

5
,6

1
0
/
8
(木

)
3
･4

基
礎

的
な

実
験

操
作

基
礎

系
教

官
＋

技
術

部

7
,8

1
0
/
1
4
(水

)
3
･4

基
礎

的
な

実
験

操
作

基
礎

系
教

官
＋

技
術

部

9
,1

0
1
0
/
2
1
(水

)
3
･4

基
礎

的
な

実
験

操
作

基
礎

系
教

官
＋

技
術

部

1
1
,1

2
1
0
/
2
2
(木

)
3
･4

基
礎

的
な

実
験

操
作

基
礎

系
教

官
＋

技
術

部

1
3
,1

4
1
0
/
2
8
(水

)
3
･4

基
礎

的
な

実
験

操
作

基
礎

系
教

官
＋

技
術

部

1
5
,1

6
1
0
/
2
9
(木

)
3
･4

基
礎

的
な

実
験

操
作

基
礎

系
教

官
＋

技
術

部

1
7
,1

8
1
1
/
4
(水

)
3
･4

1
.ア

ル
コ

ー
ル

発
酵

2
.カ

エ
ル

の
解

剖
生

理
と

生
理

学
実

験
1
.松

浦
　

達
也

2
.渡

邊
　

達
生

1
.統

合
分

子
医

化
学

2
.統

合
生

理
学

1
.酵

素
反

応
の

特
徴

が
説

明
で

き
る

2
.カ

エ
ル

の
神

経
・
筋

標
本

の
実

験
を

通
し

て
生

物
の

形
態

と
機

能
を

理
解

す
る

1
.酵

素
、

基
質

特
異

性
、

至
適

温
度

、
至

適
pH

2
.活

動
電

位
、

筋
収

縮
、

神
経

・
筋

接
合

部

1
9
,2

0
1
1
/
5
(木

)
3
･4

カ
エ

ル
の

解
剖

生
理

と
生

理
学

実
験

渡
邊

　
達

生
統

合
生

理
学

カ
エ

ル
の

神
経

・
筋

標
本

の
実

験
を

通
し

て
生

物
の

形
態

と
機

能
を

理
解

す
る

活
動

電
位

、
筋

収
縮

、
神

経
・
筋

接
合

部

2
1
,2

2
1
1
/
1
1
(水

)
3
･4

ア
ル

コ
ー

ル
発

酵
松

浦
　

達
也

統
合

分
子

医
化

学
酵

素
反

応
の

特
徴

が
説

明
で

き
る

酵
素

、
基

質
特

異
性

、
至

適
温

度
、

至
適

pH

2
3
,2

4
1
1
/
1
2
(木

)
3
,4

1
3
1

ま
と

め
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

　
気

力
　

　
評

価
:実

習
態

度
・
レ

ポ
ー

ト

感
染

症
系

・
生

化
実

習
室

、
ア

レ
ス

コ
棟

5
階

第
4
.5

実
習

室
等

1
.顕

微
鏡

　
組

織
標

本
 固

定
　

脱
水

　
包

埋
　

薄
切

　
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

・
エ

オ
ジ

ン
染

色
　

封
入

2
. 
Ｄ

Ｎ
Ａ

抽
出

　
ピ

ペ
ッ

ト
　

P
C

R
法

　
プ

ラ
イ

マ
ー

ア
ガ

ロ
ー

ス
電

気
泳

動

組
織

学
実

習
室

、
ア

レ
ス

コ
棟

5
階

第
4
.5

実
習

室
等

 基
礎

的
実

験
操

作
を

習
得

す
る

。
1
.動

物
の

組
織

標
本

作
製

2
.動

物
の

組
織

ま
た

は
培

養
細

胞
か

ら
D

N
A

を
抽

出

-
 1

1
 -
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
B

（
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
B

e
in

g 
a 

G
o
o
d
 E

n
gl

is
h
 S

p
e
ak

e
r

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
テ

ィ
ム

・
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
（
基

礎
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
連

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 7

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

S
h
ap

e
s 

an
d 

P
ro

c
e
ss

e
s

ve
rt

ic
al

, 
h
o
ri
zo

n
ta

l, 
di

ag
o
n
al

, 
pa

ra
lle

l

2
1
0
/
1
3
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 7

 (
c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

S
h
ap

e
s 

. 
. 
. 
(c

o
n
td

) 
-
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

tr
ia

n
gu

la
r,
 r

e
c
ta

n
gu

la
r,
 -

sh
ap

e
d

3
1
0
/
2
0
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 8

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

T
al

ki
n
g 

ab
o
u
t 

N
e
w

s
po

lit
ic

s,
 e

c
o
n
o
m

ic
s,

 f
in

an
c
e
, 
c
as

u
al

ty
, 
fo

re
c
as

t

4
1
0
/
2
7
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 8

 (
c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

N
e
w

s 
(c

o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

c
o
n
vi

c
t,
 i
n
n
o
c
e
n
t

5
1
1
/
1
0
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 9

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

M
o
n
e
y 

ar
o
u
n
d 

th
e
 W

o
rl
d

c
u
rr

e
n
c
y,

 k
e
e
p 

tr
ac

k,
 c

h
ar

it
y

6
1
1
/
1
7
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 9

 (
c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

M
o
n
e
y 

(c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

tu
it
io

n
, 
sc

h
o
la

rs
h
ip

, 
m

an
ag

e
m

e
n
t

7
1
1
/
2
4
(火

)
3

1
1
1

M
id

te
rm

 R
e
vi

e
w

  
-
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

 復
習

な
ど

復
習

な
ど

8
1
2
/
1
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 1

0
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
S
tu

dy
 P

ro
gr

am
s

ac
ad

e
m

ic
, 
ad

va
n
ta

ge
, 
di

sa
dv

an
ta

ge
, 
ac

c
o
m

o
da

ti
o
n

9
1
2
/
8
(火

)
3

1
1
1

U
n
it
 1

0
 (

c
o
n
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u
m
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)
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ー
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ve
lli

n
g 
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 c
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c
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m
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n
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(火

)
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u
e
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r 
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c
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シ
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ー
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n
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u
e
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r

to
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c
s
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ss
y,
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as
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o
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sa

1
2

1
/
5
(火

)
3

1
1
1

R
e
vi

e
w
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d 
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e
c
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ャ
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習
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ど
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習
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ど

1
3
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/
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2
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)
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1
1
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R
e
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e
w
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o
n
ti
n
u
e
d)

 -
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th
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r

to
pi

c
s

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

 復
習

な
ど
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習

な
ど

1
4

1
/
1
9
(火

)
3

1
1
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n
g/

S
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A
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e
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m
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n
t

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

試
験

試
験

1
5

1
/
2
6
(火

)
3

1
1
1

S
pe

ak
in

g 
A

ss
e
ss

m
e
n
t 

(c
o
n
ti
n
u
e
d)

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

試
験

試
験

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
、

受
容

力
、

共
感

的
理

解
力

）
、

実
践

力
（
行

動
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
経

験
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

指
定

教
科

書
：
E
n
gl

is
h
 t

o
 t

h
e
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o
rl
d 

A
, 
2
0
1
5
, 
T
o
tt

o
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e
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y 
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n
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価
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／
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加
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ト
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-
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
B

（
青

砥
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
B

e
in

g 
a 

G
o
o
d
 E

n
gl

is
h
 S

p
e
ak

e
r

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
青

砥
　

ダ
イ

ア
ン

（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
連

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 7

青
砥

（
非

常
勤

）
S
h
ap

e
s 

an
d 

P
ro

c
e
ss

e
s

ve
rt

ic
al

, 
h
o
ri
zo

n
ta

l, 
di

ag
o
n
al

, 
pa

ra
lle

l

2
1
0
/
1
3
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 7

 (
c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

青
砥

（
非

常
勤

）
S
h
ap

e
s 

. 
. 
. 
(c

o
n
td

) 
-
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

tr
ia

n
gu

la
r,
 r

e
c
ta

n
gu

la
r,
 -

sh
ap

e
d

3
1
0
/
2
0
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 8

青
砥

（
非

常
勤

）
T
al

ki
n
g 

ab
o
u
t 

N
e
w

s
po

lit
ic

s,
 e

c
o
n
o
m

ic
s,

 f
in

an
c
e
, 
c
as

u
al

ty
, 
fo

re
c
as

t

4
1
0
/
2
7
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 8

 (
c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

青
砥

（
非

常
勤

）
N

e
w

s 
(c

o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

c
o
n
vi

c
t,
 i
n
n
o
c
e
n
t

5
1
1
/
1
0
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 9

青
砥

（
非

常
勤

）
M

o
n
e
y 

ar
o
u
n
d 

th
e
 W

o
rl
d

c
u
rr

e
n
c
y,

 k
e
e
p 

tr
ac

k,
 c

h
ar

it
y

6
1
1
/
1
7
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 9

 (
c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

青
砥

（
非

常
勤

）
M

o
n
e
y 

(c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

tu
it
io

n
, 
sc

h
o
la

rs
h
ip

, 
m

an
ag

e
m

e
n
t

7
1
1
/
2
4
(火

)
3

1
1
2

M
id

te
rm

 R
e
vi

e
w

  
-
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

青
砥

（
非

常
勤

）
 復

習
な

ど
復

習
な

ど

8
1
2
/
1
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 1

0
青

砥
（
非

常
勤

）
S
tu

dy
 P

ro
gr

am
s

ac
ad

e
m

ic
, 
ad

va
n
ta

ge
, 
di

sa
dv

an
ta

ge
, 
ac

c
o
m

o
da

ti
o
n

9
1
2
/
8
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 1

0
 (

c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

青
砥

（
非

常
勤

）
S
tu

dy
 (

c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

pr
o
fe

ss
io

n
al

, 
ad

m
is

si
o
n
s,

 c
e
rt

if
ie

d,
 m

ax
im

u
m

1
0

1
2
/
1
5
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 1

1
青

砥
（
非

常
勤

）
T
ra

ve
lli

n
g 

O
ve

rs
e
as

ba
gg

ag
e
, 
c
u
st

o
m

s,
 c

h
e
c
k-

in
, 
im

m
ig

ra
ti
o
n

1
1

1
2
/
2
2
(火

)
3

1
1
2

U
n
it
 1

1
 (

c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

青
砥

（
非

常
勤

）
T
ra

ve
l 
. 
. 
. 
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c
o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

de
pa

rt
in

g,
 e

m
ba

ss
y,

 p
as

sp
o
rt

, 
vi

sa

1
2

1
/
5
(火

)
3

1
1
2

R
e
vi

e
w

 a
n
d 

R
e
c
ap

青
砥

（
非

常
勤

）
 復

習
な

ど
 復

習
な

ど

1
3

1
/
1
2
(火

)
3

1
1
2

R
e
vi

e
w

  
(c

o
n
ti
n
u
e
d)

 -
 o

th
e
r 

to
pi

c
s

青
砥

（
非

常
勤

）
 復

習
な

ど
 復

習
な

ど

1
4

1
/
1
9
(火

)
3

1
1
2

W
ri
ti
n
g/

S
pe

ak
in
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A
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e
ss

m
e
n
t

青
砥

（
非

常
勤

）
試

験
試

験

1
5

1
/
2
6
(火

)
3

1
1
2

S
pe

ak
in

g 
A

ss
e
ss

m
e
n
t 

(c
o
n
ti
n
u
e
d)

青
砥

（
非

常
勤

）
試

験
試

験

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
、

受
容

力
、

共
感

的
理

解
力

）
、

実
践

力
（
行

動
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
経

験
力

）
、

気
力

（
チ
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レ

ン
ジ
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神

）
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定
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：
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h
e
 W

o
rl
d 

A
, 
2
0
1
5
, 
T
o
tt

o
ri
 U

n
iv

e
rs

it
y 

E
du

c
at

io
n
 C

e
n
te

r

評
価

：
出

席
／

参
加

　
3
0
％

　
、

　
リ

ポ
ー

ト
／

テ
ス

ト
　

7
0
％

-
 1

3
 -

―1
3―



コ
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ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
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語
B

（
ジ

ア
デ

ィ
ー

ン
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
B

e
in

g 
a 

G
o
o
d
 E

n
gl

is
h
 S

p
e
ak

e
r

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
マ

ー
ク

・
 ジ

ア
デ

ィ
ー

ン
（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
連

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
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1
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it
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デ
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）
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c
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ra
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n
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u
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n
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デ
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1
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)
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1
/
5
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)
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3
1

R
e
vi
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e
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（
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e
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u
e
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（
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勤
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習
な
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1
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)
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n
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S
pe

ak
in
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A
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e
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n
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）
試

験
試

験

1
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1
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2
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)
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1

S
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ak
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A

ss
e
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m
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n
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n
u
e
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ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

（
非

常
勤

）
試

験
試

験

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
、

受
容

力
、

共
感

的
理

解
力

）
、

実
践

力
（
行

動
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
経

験
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

指
定

教
科

書
：
E
n
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 t
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h
e
 W
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A
, 
2
0
1
5
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ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ

科
目

到
達

目
標

：
ド

イ
ツ

語
を

使
っ

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
山

城
　

裕
子

（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
4

1
1
1

前
期

の
復

習
、

会
話

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
前

期
に

学
習

し
た

こ
と

を
使

っ
て

会
話

す
る

。
sp

re
c
h
e
n

2
1
0
/
1
3
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
 4

-
1

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
動

詞
を

使
う

。
V

e
rb

e
n

3
1
0
/
2
0
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
4
-
1

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
助

動
詞

と
動

詞
を

使
っ

た
会

話
を

聞
き

取
る

。
H

ö
re

n

4
1
0
/
2
7
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
4
-
1

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
助

動
詞

と
動

詞
を

使
う

。
M

o
da

lv
e
rb

e
n
,V

e
rb

e
n
.

5
1
1
/
1
0
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
4
-
2

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
時

刻
と

動
詞

を
使

う
。

U
h
rz

e
it
. 
V

e
rb

e
n
.

6
1
1
/
1
7
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
4
-
2

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
時

刻
と

分
離

動
詞

を
使

う
。

U
h
rz

e
it
. 
T
re

n
n
ba

re
 V

e
rb

e
n

7
1
1
/
2
4
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
4
-
3

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
時

刻
を

含
ん

だ
会

話
を

聞
き

取
る

。
U

h
rz

e
it
. 
H

ö
re

n

8
1
2
/
1
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
4
-
4

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
一

週
間

の
予

定
を

た
て

る
。

T
e
rm

in
ka

le
n
de

r

9
1
2
/
8
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
4
-
5
、

L
e
kt

io
n
4
復

習
山

城
　

裕
子

（
非

常
勤

）
手

紙
を

書
く
、

復
習

。
A

n
si

c
h
tk

ar
te

1
0

1
2
/
1
5
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
5
-
1

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
部

屋
の

名
前

、
家

具
の

名
前

を
言

う
。

W
o
h
n
e
n

1
1

1
2
/
2
2
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
5
-
1

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
4
格

を
使

っ
て

み
る

。
A

kk
u
sa

ti
v

1
2

1
/
5
(火

)
4

1
1
1

L
e
kt

io
n
5
-
1

山
城

　
裕

子
（
非

常
勤

）
形

容
詞

を
使

っ
て

み
る

。
A

dj
e
kt

iv

1
3

1
/
1
2
(火

)
4

1
1
1

K
e
kt

io
n
5
 復

習
山

城
　

裕
子

（
非

常
勤

）
総

復
習

。
V

e
rb

e
n
.U

h
rz

e
it
.W

o
h
n
e
n
.A

kk
u
sa

ti
v.

A
dj

rk
ti
v

1
4

1
/
1
9
(火

)
4

1
1
1

会
話

テ
ス

ト
山

城
　

裕
子

（
非

常
勤

）
2
人

1
組

で
3
分

間
の

会
話

を
発

表
す

る
。

テ
ス

ト

1
5

1
/
2
6
(火

)
4

1
1
1

筆
記

テ
ス

ト
山

城
　

裕
子

（
非

常
勤

）
筆

記
＆

ヒ
ア

リ
ン

グ
テ

ス
ト

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
共

感
的

理
解

力
）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

力
）
、

実
践

力
（
行

動
力

）

評
価

：定
期

試
験

8
0
%

小
試

験
1
5
%

出
席

5
%

参
考

書
：
独

和
辞

書

-
 1

5
 -

―1
5―



フ
ラ

ン
ス

語
基

礎
Ⅱ

科
目

到
達

目
標

：
基

礎
文

法
を

習
得

し
フ

ラ
ン

ス
語

初
級

の
日

常
会

話
が

話
せ

る
よ

う
に

な
る

。
さ

ら
に

、
フ

ラ
ン

ス
社

会
や

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

科
目

責
任

者
：
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
4

2
1
1

　
　

　
前

期
の

復
習

・
 L

e
ç
o
n
 6

岡
村

　
能

里
子

（
非

常
勤

）
　

　
強

勢
形

人
称

代
名

詞
　

　
 前

期
学

習
の

復
習

2
1
0
/
1
3
(火

)
4

2
1
1

  
  

　
L
e
ç
o
n
  

6
  

  
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
疑

問
副

詞

3
1
0
/
2
0
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 7

岡
村

　
能

里
子

（
非

常
勤

）
　

　
時

刻
の

表
現

4
1
0
/
2
7
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 7

岡
村

　
能

里
子

（
非

常
勤

）
　

　
非

人
称

構
文

　
　

シ
ャ

ン
ソ

ン
を

楽
し

も
う

5
1
1
/
1
0
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 8

岡
村

　
能

里
子

（
非

常
勤

）
　

　
近

接
未

来
形

・
近

接
過

去
形

6
1
1
/
1
7
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 8

岡
村

　
能

里
子

（
非

常
勤

）
　

　
中

性
代

名
詞

　

7
1
1
/
2
4
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 9

岡
村

　
能

里
子

（
非

常
勤

）
　

　
比

較
級

・
最

上
級

　
　

8
1
2
/
1
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
中

間
試

験
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
　

　
中

間
試

験
　

＆
　

Ｄ
Ｖ

Ｄ
（
フ

ラ
ン

ス
の

絶
景

）

9
1
2
/
8
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 9

岡
村

　
能

里
子

（
非

常
勤

）
　

　
指

示
代

名
詞

1
0

1
2
/
1
5
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 1

0
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
目

的
語

人
称

代
名

詞
　

　

1
1

1
2
/
2
2
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 1

0
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
疑

問
代

名
詞

　
　

映
像

で
楽

し
む

フ
ラ

ン
ス

の
旅

1
2

1
/
5
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 1

1
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
代

名
動

詞

1
3

1
/
1
2
(火

)
4

2
1
1

　
  

  
Ｌ

ｅ
ç
o
n
 1

1
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
命

令
形

1
4

1
/
1
9
(火

)
4

2
1
1

　
　

　
オ

ー
ラ

ル
試

験
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
　

オ
ー

ラ
ル

試
験

1
5

1
/
2
6
(火

)
4

2
1
1

　
　

　
後

期
試

験
岡

村
　

能
里

子
（
非

常
勤

）
　

　
前

期
試

験

人
間

力
の

要
素

：

評
価

：
中

間
試

験
2
5
%

オ
ー

ラ
ル

試
験

2
5
%

後
期

試
験

5
0
%

そ
の

他
：

実
践

力
（
行

動
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
共

感
的

理
解

力
）

①
C

D
を

し
っ

か
り

聞
い

て
予

習
・
復

習
す

る
こ

と
。

学
ん

だ
フ

ラ
ン

ス
語

構
文

を
繰

り
返

し
練

習
し

て
下

さ
い

。
実

用
的

な
フ

ラ
ン

ス
語

会
話

を
楽

し
く
学

び
ま

し
ょ

う
。

語
学

は
、

忍
耐

強
く
声

に
出

し
て

練
習

す
る

事
が

習
得

へ
の

早
道

で
す

。

②
教

科
書

「
 P

ar
lo

n
s 

e
t 

lis
o
n
s 

le
 f
ra

n
ç
ai

s 
」
（
き

み
と

話
し

た
い

！
フ

ラ
ン

ス
語

）
　

（
株

）
朝

日
出

版
社

　
大

久
保

政
憲

 著
  
2
0
1
5
年

初
版

-
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中
国

語
基

礎
Ⅱ

科
目

到
達

目
標

：
中

国
語

の
発

音
を

修
得

し
、

発
展

的
な

文
法

事
項

・
表

現
を

学
び

、
中

国
へ

の
理

解
を

深
め

る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
要

木
　

佳
美

（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
4

2
3
1

前
置

詞
要

木
　

佳
美

（
非

常
勤

）
「
～

へ
」
　

「
～

か
ら

」
離

2
1
0
/
1
3
(火

)
4

2
3
1

助
動

詞
（
1
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
「
～

し
た

い
」

要

3
1
0
/
2
0
(火

)
4

2
3
1

助
動

詞
（
2
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
「
～

で
き

る
」

会
、

能
、

可
以

4
1
0
/
2
7
(火

)
4

2
3
1

結
果

補
語

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
「
買

っ
て

手
に

入
れ

た
」

到

5
1
1
/
1
0
(火

)
4

2
3
1

持
続

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
「
～

し
て

い
る

」
着

6
1
1
/
1
7
(火

)
4

2
3
1

実
用

会
話

（
1
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
買

い
物

多
少

銭
？

7
1
1
/
2
4
(火

)
4

2
3
1

実
用

会
話

（
2
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
レ

ス
ト

ラ
ン

に
て

注
文

8
1
2
/
1
(火

)
4

2
3
1

実
用

会
話

（
3
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
道

を
尋

ね
る

道
順

9
1
2
/
8
(火

)
4

2
3
1

実
用

会
話

（
4
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
診

察
（
１

）
ど

う
し

ま
し

た
か

1
0

1
2
/
1
5
(火

)
4

2
3
1

実
用

会
話

（
5
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
診

察
（
２

）
病

気

1
1

1
2
/
2
2
(火

)
4

2
3
1

漢
詩

（
1
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
孟

浩
然

『
春

暁
』

1
2

1
/
5
(火

)
4

2
3
1

漢
詩

（
2
）

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
杜

甫
『
春

望
』

1
3

1
/
1
2
(火

)
4

2
3
1

漢
詩

（
3
）
　

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
李

白
『
山

中
問

答
』

1
4

1
/
1
9
(火

)
4

2
3
1

漢
詩

（
4
）
　

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）
王

翰
『
涼

州
詞

』

1
5

1
/
2
6
(火

)
4

2
3
1

定
期

試
験

要
木

　
佳

美
（
非

常
勤

）

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
共

感
的

理
解

力
）

評
価

：
定

期
試

験
6
0
%

小
試

験
1
0
%

出
席

・
平

常
点

  
  
3
0
%
 （

総
合

評
価

で
あ

り
、

試
験

お
よ

び
平

常
点

で
そ

れ
ぞ

れ
合

格
点

を
取

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
）

教
科

書
：
　

『
学

ビ
テ

時
ニ

之
ヲ

習
フ

』
　

　
相

原
茂

・
保

坂
律

子
　

　
好

文
出

版
　

-
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医
学

概
論

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

（
学

部
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(月

)
4

1
1
2

先
進

的
外

科
治

療
武

中
　

篤
腎

泌
尿

器
学

低
侵

襲
、

機
能

温
存

を
目

指
し

た
最

先
端

の
外

科
治

療
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

腹
腔

鏡
手

術
、

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

2
1
0
/
1
5
(木

)
4

1
1
2

分
子

医
学

事
始

め
林

　
眞

一
免

疫
学

医
学

方
法

論
と

し
て

の
遺

伝
子

科
学

、
分

子
生

物
学

を
理

解
で

き
る

。
遺

伝
子

組
み

換
え

、
E
x 

v
iv

o
医

療
、

遺
伝

子
治

療

3
1
0
/
1
9
(月

)
4

1
1
2

現
代

の
精

神
医

療
兼

子
　

幸
一

精
神

行
動

医
学

精
神

医
療

に
対

す
る

多
面

的
な

視
点

を
育

む
。

精
神

疾
患

、
ス

ト
レ

ス
-
脆

弱
性

モ
デ

ル
、

了
解

可
能

性
、

認
知

機
能

、
社

会
機

能
、

地
域

移
行

、
自

殺
予

防
、

偏
見

4
1
0
/
2
6
(月

)
4

1
1
2

発
明

楽
入

門
植

木
　

賢
次

世
代

高
度

医
療

推
進

セ
ン

タ
ー

医
療

機
器

開
発

の
現

状
と

異
分

野
連

携
の

意
義

を
理

解
す

る
。

内
視

鏡
っ

て
何

？
、

医
工

連
携

に
よ

る
次

世
代

内
視

鏡
の

開
発

、
発

明
を

楽
し

も
う

！

5
1
1
/
2
(月

)
4

1
1
2

臓
器

移
植

井
上

　
幸

次
視

覚
病

態
学

臓
器

移
植

と
医

の
倫

理
に

つ
い

て
考

え
る

。
臓

器
提

供
、

脳
死

、
角

膜
移

植
、

臓
器

移
植

法

6
1
1
/
9
(月

)
4

1
1
2

遺
伝

子
医

療
難

波
　

栄
二

（
非

常
勤

）
遺

伝
子

診
断

と
人

権
、

社
会

福
祉

を
考

え
る

。
遺

伝
子

医
療

、
遺

伝
子

診
断

、
人

権
擁

護
、

社
会

福
祉

7
1
1
/
1
6
(月

)
4

1
1
2

難
病

の
医

療
中

島
　

健
二

脳
神

経
内

科
学

神
経

難
病

医
療

の
現

状
と

展
望

。
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
、

在
宅

医
療

、
脳

を
守

る

8
1
1
/
3
0
(月

)
4

1
1
2

保
健

・
医

療
・
福

祉
の

統
合

尾
崎

　
米

厚
環

境
予

防
医

学
医

療
制

度
、

医
療

政
策

、
公

衆
衛

生
対

策
の

意
義

を
理

解
す

る
。

健
康

日
本

2
1
、

健
や

か
親

子
2
1
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

、
医

療
制

度
、

介
護

保
険

，
健

康
日

本
2
1
、

医
療

の
し

く
み

人
間

力
の

要
素

：
知

力
（
発

想
力

、
創

造
力

、
論

理
的

分
析

力
）
、

バ
イ

タ
リ

テ
ィ

ー
、

共
感

的
理

解
力

、
経

験
力

評
価

：
小

試
験

行
う

可
能

性
あ

り

レ
ポ

ー
ト

5
0
%

授
業

態
度

5
0
%

そ
の

他
：
レ

ポ
ー

ト
に

関
し

て
は

別
途

指
示

す
る

の
で

、
用

紙
、

形
式

、
提

出
期

限
、

提
出

場
所

等
を

厳
守

す
る

こ
と

。

  
 欠

席
、

遅
刻

は
厳

禁
。

出
席

状
況

は
厳

重
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

欠
席

、
遅

刻
し

た
講

義
に

関
す

る
レ

ポ
ー

ト
は

受
け

付
け

な
い

。

科
目

到
達

目
標

：
教

育
課

程
の

早
期

段
階

で
医

学
、

医
療

、
生

命
科

学
の

重
要

な
話

題
に

触
れ

、
学

習
す

る
こ

と
に

よ
り

、
今

後
の

学
習

の
方

向
性

、
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

等
に

つ
い

て
考

え
る

。
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実
験

動
物

学

科
目

到
達

目
標

：
動

物
実

験
を

行
な

う
ル

ー
ル

を
理

解
し

、
実

験
動

物
を

用
い

た
生

物
医

学
研

究
を

行
な

う
イ

メ
ー

ジ
が

出
来

る
よ

う
に

な
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
大

林
　

徹
也

（
動

物
資

源
開

発
分

野
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
1
/
1
8
(水

)
3

1
3
1

動
物

実
験

と
実

験
動

物
大

林
　

徹
也

(非
常

勤
)

動
物

資
源

開
発

動
物

実
験

の
意

義
と

重
要

性
並

び
に

実
験

動
物

の
定

義
の

理
解

。
動

物
実

験
、

実
験

動
物

、
実

験
用

動
物

、
動

物
の

反
応

、
外

挿
、

G
L
P

規
制

2
1
1
/
1
9
(木

)
3

1
3
1

動
物

実
験

に
関

わ
る

法
規

と
倫

理
大

林
　

徹
也

(非
常

勤
)

動
物

資
源

開
発

動
物

実
験

に
係

る
法

規
と

動
物

実
験

の
倫

理
に

つ
い

て
の

理
解

。
動

物
実

験
倫

理
、

動
物

愛
護

と
動

物
福

祉
、

動
物

権
、

3
つ

の
R

、
動

物
実

験
法

規

3
1
1
/
2
5
(水

)
3

1
3
1

実
験

動
物

の
種

類
大

林
　

徹
也

(非
常

勤
)

動
物

資
源

開
発

代
表

的
な

実
験

動
物

と
動

物
実

験
手

技
を

知
る

。
実

験
動

物
種

、
疾

患
モ

デ
ル

動
物

、
保

定
、

投
与

法
、

個
体

識
別

4
1
1
/
2
6
(木

)
3

1
3
1

実
験

動
物

の
条

件
大

林
　

徹
也

(非
常

勤
)

動
物

資
源

開
発

実
験

動
物

の
遺

伝
統

御
及

び
環

境
統

御
の

意
義

と
必

要
性

に
つ

い
て

の
理

解
。

遺
伝

統
御

、
近

交
系

、
ミ

ュ
ー

タ
ン

ト
系

、
ク

ロ
ー

ズ
ド

コ
ロ

ニ
ー

、
交

雑
群

5
1
2
/
2
4
(木

)
3

1
3
1

遺
伝

子
改

変
動

物
大

林
　

徹
也

(非
常

勤
)

動
物

資
源

開
発

遺
伝

子
工

学
、

細
胞

工
学

、
発

生
工

学
を

用
い

た
遺

伝
子

改
動

物
に

関
し

て
学

ぶ
。

ジ
ー

ン
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

、
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
マ

ウ
ス

、
ト

ラ
ン

ン
ジ

ェ
ニ

ッ
ク

マ
ウ

ス
、

E
S
細

胞

6
1
/
7
(木

)
3

1
3
1

ポ
ス

ト
ゲ

ノ
ム

研
究

に
お

け
る

動
物

実
験

（
1
）

大
林

　
徹

也
(非

常
勤

)
動

物
資

源
開

発
最

新
の

動
物

実
験

技
術

を
用

い
た

研
究

を
知

る
。

iP
S
細

胞
、

バ
イ

オ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
、

代
替

法
研

究

7
1
/
1
3
(水

)
3

1
3
1

ポ
ス

ト
ゲ

ノ
ム

研
究

に
お

け
る

動
物

実
験

（
2
）

大
林

　
徹

也
(非

常
勤

)
動

物
資

源
開

発
最

新
の

動
物

実
験

技
術

を
用

い
た

研
究

を
知

る
。

ヒ
ト

疾
患

モ
デ

ル
マ

ウ
ス

、
ヒ

ト
型

マ
ウ

ス
、

染
色

体
導

入
マ

ウ
ス

（
ト

ラ
ン

ス
ク

ロ
モ

ソ
ミ

ッ
ク

マ
ウ

ス
）

8
1
/
1
4
(木

)
3

1
3
1

動
物

実
験

施
設

の
利

用
法

及
び

教
育

訓
練

大
林

　
徹

也
(非

常
勤

)
動

物
資

源
開

発
鳥

取
大

学
で

動
物

実
験

を
行

な
う

た
め

に
必

要
な

教
育

訓
練

を
受

け
る

。
鳥

取
大

学
動

物
実

験
規

定
、

動
物

実
験

委
員

会
、

動
物

実
験

計
画

書

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

（
経

験
力

）
、

知
力

（
論

理
的

分
析

力
）

評
価

：
定

期
試

験
5
0
%

出
席

5
0
%

定
期

試
験

：
　

1
月

２
０

日
（
水

）

再
試

験
　

 ：
　

２
月

１
０

日
（
水

）
３

時
限

-
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医
用

統
計

学

科
目

到
達

目
標

：
医

学
に

必
要

な
統

計
解

析
の

原
理

を
理

解
し

，
医

学
デ

ー
タ

を
解

析
す

る
実

践
的

能
力

を
養

う
．

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
祝

部
　

大
輔

（
医

学
教

育
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
1
/
1
8
(水

)
4

1
3
1

医
学

と
統

計
学

(
パ

ソ
コ

ン
演

習
)

祝
部

 
大

輔
統

計
学

的
考

え
方

の
必

要
性

を
理

解
し

，
E
x
c
e
l
で

の
デ

ー
タ

処
理

の
方

法
を

理
解

．
検

索
，

並
び

替
え

，
計

算
，

関
数

の
挿

入

2
1
1
/
1
9
(木

)
4

1
3
1

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

(
パ

ソ
コ

ン
演

習
)

祝
部

 
大

輔
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
を

作
成

で
き

る
．

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

3
1
1
/
2
5
(水

)
4

1
3
1

相
関

と
回

帰
(
パ

ソ
コ

ン
演

習
)

祝
部

 
大

輔
相

関
と

回
帰

を
理

解
で

き
，

係
数

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

．
相

関
係

数
，

回
帰

直
線

4
1
1
/
2
6
(木

)
4

1
3
1

基
本

統
計

量
と

グ
ラ

フ
(
パ

ソ
コ

ン
演

習
)

祝
部

 
大

輔
デ

ー
タ

の
特

性
を

理
解

で
き

る
．

基
本

統
計

量
，

グ
ラ

フ

5
1
2
/
2
4
(木

)
4

1
3
1

2
×

2
分

割
表

，
F
検

定
(
パ

ソ
コ

ン
演

習
)

祝
部

 
大

輔
ク

ロ
ス

集
計

表
が

作
成

で
き

，
χ

2
検

定
が

で
き

る
．

F
検

定
が

で
き

る
．

ク
ロ

ス
集

計
表

，
χ

2
検

定
，

F
検

定

6
1
/
6
(水

)
4

1
3
1

平
均

値
の

検
定

(
パ

ソ
コ

ン
演

習
)

祝
部

 
大

輔
平

均
値

の
検

定
の

方
法

を
理

解
し

，
実

行
で

き
る

．
P
a
i
r
e
d

t
e
s
t
,

S
t
u
d
e
n
t

t
-
t
e
s
t
,

W
e
l
c
h

t
-
t
e
s
t
,

M
a
n
n
-
W
h
i
t
n
e
y
’

s
 
U
-
t
e
s
t

7
1
/
7
(木

)
4

1
3
1

分
散

分
析

(
パ

ソ
コ

ン
演

習
)

祝
部

 
大

輔
分

散
分

析
の

方
法

を
理

解
し

，
実

行
で

き
る

．
分

散
分

析
：

一
元

配
置

，
繰

り
返

し
の

な
い

二
元

配
置

，
繰

り
返

し
の

あ
る

二
元

配
置

．

8
1
/
1
3
(水

)
4

1
3
1

総
合

的
パ

ソ
コ

ン
演

習
祝

部
 
大

輔
与

え
ら

れ
た

課
題

を
解

決
で

き
る

．
上

記
全

て

人
間

力
の

要
素

：
論

理
的

分
析

力
，

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

，
総

合
的

判
断

力

評
価

：
レ

ポ
ー

ト
提

出
は

試
験

の
受

験
資

格
で

，
定

期
試

験
1
0
0
％

.

そ
の

他
：
毎

回
，

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
に

よ
る

演
習

（
E
xc

e
l）

を
行

う
の

で
，

ケ
ー

ブ
ル

と
共

に
各

自
持

参
す

る
こ

と
．

　
　

　
　

　
（
特

に
周

知
を

要
す

る
事

項
：
E
xc

e
lの

入
っ

た
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

を
持

参
す

る
こ

と
．

　
規

定
に

よ
り

欠
席

は
１

回
の

み
可

）
　

　
　

　
　

E
-
学

習
シ

ス
テ

ム
M

o
o
d
le

を
用

い
る

の
で

，
パ

ス
ワ

ー
ド

を
用

意
す

る
こ

と
．

定
期

試
験

：
　

１
月

２
０

日
（
水

）
４

限
（
講

義
室

：
1
3
1
）

再
試

験
　

 ：
　

２
月

１
０

日
（
水

）
４

限
（
講

義
室

：
1
3
1
）
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細
胞
組
織
学

科
目
到
達
目
標
：
細
胞
・
組
織
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
椋
田
　
崇
生
（
解
剖
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
0
/
7
(水
)

1
4
3
1

細
胞
の
構
造
と
研
究
法

稲
賀
　
す
み
れ

解
剖
学
講
座

細
胞
の
観
察
法
を
説
明
で
き
る
。

光
学
顕
微
鏡
、
蛍
光
顕
微
鏡
、
微
分
干
渉
顕
微
鏡
、
共
焦
点
走
査
型
顕
微
鏡
、

プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
、
電
子
顕
微
鏡
（
T
E
M
、
S
E
M
）
、
分
解
能
、
各
種
標
本
作
製

法

2
1
0
/
7
(水
)

2
4
3
1

細
胞
膜
の
構
造

細
胞
接
着

大
槻
　
均

医
動
物
学

細
胞
膜
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
接
着
の
仕
組
み
を
説
明
で
き
る
。

脂
質
二
重
層
、
リ
ン
脂
質
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
脂
質
、
膜
蛋
白
、
糖
衣
、
レ
ク

チ
ン
、
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
、
密
着
結
合
、
接
着
結
合
、
デ
ス
モ
ソ
ー
ム
、

ギ
ャ
ッ
プ
結
合
、
カ
ド
ヘ
リ
ン

3
1
0
/
1
4
(水
)

1
4
3
1

細
胞
小
器
官
1

椋
田
　
崇
生

解
剖
学
講
座

種
々
の
細
胞
小
器
官
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
の
全
体
像
を
図
示
で
き
る
。

粗
面
小
胞
体
、
滑
面
小
胞
体
、
筋
小
胞
体
、
シ
グ
ナ
ル
識
別
粒
子
、
ゴ
ル
ジ
装

置
、
シ
ス
、
ト
ラ
ン
ス
、
ゴ
ル
ジ
層
板
、
ゴ
ル
ジ
小
胞

4
1
0
/
1
4
(水
)

2
4
3
1

細
胞
小
器
官
2

椋
田
　
崇
生

解
剖
学
講
座

核
と
リ
ボ
ソ
ー
ム
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

核
、
核
膜
、
核
膜
孔
複
合
体
、
ク
ロ
マ
チ
ン
、
核
小
体
、
染
色
体
、
D
N
A
、
ヌ
ク
レ

オ
ソ
ー
ム
、
ヒ
ス
ト
ン
、
リ
ボ
ソ
ー
ム

5
1
0
/
2
1
(水
)

1
4
3
1

細
胞
骨
格

海
藤
　
俊
行

解
剖
学
講
座

細
胞
骨
格
を
構
成
す
る
蛋
白
質
と
そ
の
機
能
を
概
説
で
き

る
。

ア
ク
チ
ン
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
、
ア
ク
チ
ン
結
合
蛋
白
、
微
小
管
、
微
小
管
モ
ー
タ
ー
蛋

白
、
中
間
径
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
、
中
間
径
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
蛋
白

6
1
0
/
2
1
(水
)

2
4
3
1

受
容
体
と
シ
グ
ナ
ル
伝
達

椋
田
　
崇
生

解
剖
学
講
座

細
胞
の
シ
グ
ナ
ル
受
容
と
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
仕
組
み

を
概
説
で
き
る
。

シ
グ
ナ
ル
分
子
、
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
共
役
型
受
容
体
、
G
P
C
R
、
酵
素
連
結
型
受

容
体
、
核
内
受
容
体
、
G
タ
ン
パ
ク
質
、
受
容
体
チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
、
R
as
タ
ン

パ
ク
質

7
1
0
/
2
8
(水
)

1
4
3
1

細
胞
分
裂

稲
賀
　
す
み
れ

解
剖
学
講
座

細
胞
分
裂
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

M
期
、
紡
錘
体
、
中
心
体
、
収
縮
環
、
動
原
体
、
動
原
体
微
小
管
、
極
微
小
管
、

星
状
体
微
小
管
、
セ
ン
ト
ロ
メ
ア
、
染
色
体
、
染
色
分
体
、
核
膜

8
1
0
/
2
8
(水
)

2
4
3
1

細
胞
周
期

中
根
　
裕
信

解
剖
学
講
座

細
胞
周
期
の
各
期
と
そ
の
調
節
を
概
説
で
き
る
。

有
糸
分
裂
、
細
胞
質
分
裂
、
M
期
、
間
期
、
S
期
、
ギ
ャ
ッ
プ
、
C
d
k蛋

白
、
サ
イ
ク

リ
ン
、
M
P
F
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
ユ
ビ
キ
チ
ン
、
ユ
ビ
キ
チ
ン
連
結
酵
素
、
後
期

促
進
複
合
体
(A
P
C
)、
D
N
A
損
傷
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

9
1
1
/
4
(水
)

1
4
3
1

上
皮
組
織
1

稲
賀
　
す
み
れ

解
剖
学
講
座

上
皮
組
織
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

単
層
上
皮
、
多
列
上
皮
、
重
層
上
皮
、
線
毛
上
皮
、
密
着
結
合
、
接
着
結
合
、

デ
ス
モ
ソ
ー
ム
、
ギ
ャ
ッ
プ
結
合
、
基
底
膜

1
0

1
1
/
4
(水
)

2
4
3
1

上
皮
組
織
2

稲
賀
　
す
み
れ

解
剖
学
講
座

腺
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

外
分
泌
腺
、
内
分
泌
腺
、
漿
液
腺
、
粘
液
腺
、
脂
腺
、
導
管
、
介
在
部
、
線
条

部
、
筋
上
皮
細
胞
、
全
分
泌
、
離
出
分
泌
、
漏
出
分
泌

1
1

1
1
/
1
1
(水
)

1
4
3
1

結
合
組
織
1

中
根
　
裕
信

解
剖
学
講
座

支
持
組
織
を
構
成
す
る
細
胞
と
細
胞
間
質
（
線
維
成
分
と
基

質
）
を
説
明
で
き
る
。

膠
原
線
維
、
弾
性
線
維
、
細
網
線
維
、
基
質
、
疎
生
結
合
組
織
、
線
維
芽
細

胞
、
脂
肪
細
胞
、
肥
満
細
胞
、
形
質
細
胞
、
組
織
球
、
間
葉
細
胞
、
強
靭
結
合

組
織
、
腱
、
靭
帯
、
膠
様
組
織
、
細
網
組
織
、
脂
肪
組
織

1
2

1
1
/
1
1
(水
)

2
4
3
1

結
合
組
織
2

中
根
　
裕
信

解
剖
学
講
座

骨
・
軟
骨
を
構
成
す
る
細
胞
と
基
質
を
説
明
で
き
る
。

ガ
ラ
ス
軟
骨
、
線
維
軟
骨
、
弾
性
軟
骨
、
軟
骨
細
胞
、
軟
骨
膜
、
石
灰
化
、
骨

髄
、
緻
密
質
、
海
綿
質
、
骨
膜
、
骨
端
軟
骨
、
骨
細
胞
、
骨
芽
細
胞
、
破
骨
細

胞
、
ハ
バ
ー
ス
管
、
置
換
骨
、
骨
化
中
心
、
リ
モ
デ
リ
ン
グ

1
3

1
1
/
1
8
(水
)

1
4
3
1

筋
組
織

中
根
　
裕
信

解
剖
学
講
座

筋
組
織
に
つ
い
て
、
骨
格
筋
、
心
筋
、
平
滑
筋
の
構
造
と
機

能
を
対
比
し
て
説
明
で
き
る
。

随
意
筋
、
不
随
意
筋
、
筋
線
維
、
筋
原
線
維
、
ア
ク
チ
ン
、
ミ
オ
シ
ン
、
自
律
神

経
、
外
套
細
胞
、
筋
の
再
生
、
横
紋
、
筋
節
、
T
系
、
Z
帯
、
A
帯
、
I帯
、
運
動
終

板
、
筋
紡
錘
、
合
胞
体
、
刺
激
伝
導
系

1
4

1
1
/
1
8
(水
)

2
4
3
1

神
経
組
織
1

椋
田
　
崇
生

解
剖
学
講
座

中
枢
お
よ
び
末
梢
神
経
を
構
成
す
る
細
胞
の
構
造
と
機
能
を

説
明
で
き
る
。

神
経
細
胞
、
神
経
突
起
、
ア
ス
ト
ロ
サ
イ
ト
、
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
、
ミ
ク
ロ
グ

リ
ア
、
上
衣
細
胞
、
シ
ュ
ワ
ン
細
胞
、
外
套
細
胞
、
髄
鞘
、
ラ
ン
ビ
エ
絞
輪

1
5

1
1
/
2
5
(水
)

1
4
3
1

神
経
組
織
2

椋
田
　
崇
生

解
剖
学
講
座

神
経
組
織
の
再
生
・
新
生
調
節
を
説
明
で
き
る
。

シ
ナ
プ
ス
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

グ
リ
ア
瘢
痕
、
線
維
性
瘢
痕
、
神
経
成
長
因
子
、
神
経
幹
細
胞
、
シ
ナ
プ
ス
、
神

経
伝
達
物
質
、
軸
索
輸
送
、
伝
導
と
伝
達

-
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
6

1
2
/
3
(木

)
3
・
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

1
（
上

皮
組

織
1
）

上
皮

組
織

の
構

造
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。
単

層
上

皮
（
単

層
扁

平
・
単

層
立

方
・
単

層
円

柱
）
、

多
列

上
皮

、
重

層
上

皮
（
角

化
・
非

角
化

）
、

線
毛

上
皮

、
基

底
膜

1
7

1
2
/
7
(月

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

2
（
上

皮
組

織
2
）

腺
の

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

外
分

泌
腺

、
内

分
泌

腺
、

漿
液

腺
、

粘
液

腺
、

脂
腺

、
導

管
、

介
在

部
、

線
条

部
、

筋
上

皮
細

胞

1
8

1
2
/
9
(水

)
3
・
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

3
（
結

合
組

織
1
）

結
合

組
織

を
構

成
す

る
細

胞
と

細
胞

間
質

（
基

質
）
を

説
明

で
き

る
。

膠
原

線
維

、
弾

性
線

維
、

細
網

線
維

、
基

質
、

疎
生

結
合

組
織

、
線

維
芽

細
胞

、
脂

肪
細

胞
、

肥
満

細
胞

、
形

質
細

胞
、

組
織

球
、

色
素

細
胞

、
間

葉
細

胞
、

血
液

細
胞

（
好

中
球

、
好

酸
球

、
好

塩
基

球
、

単
球

、
リ

ン
パ

球
、

血
小

板
）

1
9

1
2
/
1
0
(木

)
3
・
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

4
（
結

合
組

織
2
）

結
合

組
織

を
構

成
す

る
細

胞
と

細
胞

間
質

（
基

質
）
を

説
明

で
き

る
。

強
靭

結
合

組
織

、
腱

、
靭

帯
、

膠
様

組
織

、
細

網
組

織
、

脂
肪

組
織

2
0

1
2
/
1
4
(月

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

5
（
結

合
組

織
3
）

骨
・
軟

骨
の

微
細

構
造

を
説

明
で

き
る

。
ガ

ラ
ス

軟
骨

、
線

維
軟

骨
、

弾
性

軟
骨

、
軟

骨
細

胞
、

軟
骨

膜
、

緻
密

質
、

海
綿

質
、

骨
膜

、
骨

端
軟

骨
、

骨
細

胞
、

骨
芽

細
胞

、
破

骨
細

胞
、

ハ
バ

ー
ス

管

2
1

1
2
/
1
6
(水

)
3
・
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

6
（
筋

組
織

）
筋

組
織

の
微

細
構

造
を

説
明

で
き

る
。

筋
線

維
、

筋
原

線
維

、
ア

ク
チ

ン
、

ミ
オ

シ
ン

、
自

律
神

経
、

外
套

細
胞

、
筋

の
再

生
、

横
紋

、
筋

節
、

T
系

、
Z
帯

、
A

帯
、

I帯
、

運
動

終
板

、
筋

紡
錘

、
合

胞
体

2
2

1
2
/
1
7
(木

)
3
・
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

7
（
神

経
組

織
）

神
経

組
織

の
微

細
構

造
を

説
明

で
き

る
。

神
経

細
胞

、
ア

ス
ト

ロ
サ

イ
ト

（
ア

ス
ト

ロ
サ

イ
ト

（
星

状
膠

細
胞

）
、

オ
リ

ゴ
デ

ン
ド

ロ
サ

イ
ト

（
希

突
起

膠
細

胞
）
、

マ
イ

ク
ロ

グ
リ

ア
（
小

膠
細

胞
）
）
、

上
衣

細
胞

、
シ

ュ
ワ

ン
細

胞
、

外
套

細
胞

（
衛

星
細

胞
）
、

神
経

突
起

（
樹

状
突

起
・
軸

索
）
、

髄
鞘

、
有

髄
線

維
、

無
髄

線
維

、
ラ

ン
ビ

エ
絞

輪

2
3

1
2
/
2
1
(月

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

8
（
試

験
）

各
組

織
の

特
徴

と
違

い
を

説
明

で
き

る
。

上
皮

組
織

、
結

合
組

織
、

筋
組

織
、

神
経

組
織

人
間

力
の

要
素

：
知

力
（
論

理
的

分
析

力
、

総
合

的
判

断
力

、
想

像
力

、
発

想
力

）
、

気
力

（
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
ー

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

評
価

：
筆

記
試

験
、

出
席

、
授

業
態

度
な

ど
か

ら
総

合
的

に
評

価
す

る
。

参
考

図
書

：
細

胞
の

分
子

生
物

学
　

第
5
版

、
中

村
桂

子
（
監

訳
）
、

N
e
w

to
n
 P

re
ss

、
2
0
1
0
年

；
E
ss

e
n
ti
al

 細
胞

生
物

学
　

原
書

第
3
版

、
中

村
桂

子
・
松

原
謙

一
（
監

訳
）
、

南
江

堂
、

2
0
1
1
年

海
藤

　
俊

行
中

根
　

裕
信

椋
田

　
崇

生
稲

賀
 す

み
れ

岡
崎

　
健

治

解
剖

学
講

座

-
 2

2
 -

―2
2―



細
胞

生
理

学

科
目

到
達

目
標

：
物

理
化

学
的

基
礎

に
た

っ
て

細
胞

の
興

奮
、

輸
送

、
情

報
伝

達
の

し
く
み

を
説

明
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
河

合
　

康
明

（
適

応
生

理
学

）
、

松
尾

　
聡

（
適

応
生

理
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
(木

)
1

4
3
1

生
理

学
と

は
河

合
　

康
明

生
理

学
の

定
義

と
生

い
立

ち
を

概
観

で
き

る
。

基
礎

医
学

と
臨

床
医

学
、

フ
ィ

ジ
オ

ロ
ギ

ア
、

分
析

と
統

合

2
1
0
/
1
(木

)
2

4
3
1

ホ
メ

オ
ス

タ
ー

シ
ス

河
合

　
康

明
生

体
の

恒
常

性
維

持
と

適
応

を
説

明
で

き
る

。
内

部
環

境
、

恒
常

性
、

ホ
メ

オ
ス

タ
ー

シ
ス

3
1
0
/
8
(木

)
1

4
3
1

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

河
合

　
康

明
恒

常
性

を
維

持
す

る
た

め
の

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

。
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

制
御

、
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
制

御
、

ﾈ
ｶ
ﾞﾃ

ｨﾌ
ﾞﾌ

ｨｰ
ﾄﾞ

ﾊ
ﾞｯ

ｸ

4
1
0
/
8
(木

)
2

4
3
1

体
液

の
恒

常
性

 （
１

）
河

合
　

康
明

体
液

ｐ
H

の
重

要
性

と
緩

衝
系

を
説

明
で

き
る

。
体

液
の

ｐ
H

、
炭

酸
緩

衝
系

5
1
0
/
2
2
(木

)
1

4
3
1

細
胞

膜
の

構
造

と
機

能
木

場
　

智
史

細
胞

膜
の

構
成

と
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
膜

、
ﾘ
ﾝ
脂

質
、

糖
脂

質
、

流
動

性
、

細
胞

内
外

の
ｲ
ｵ

ﾝ
組

成

6
1
0
/
2
2
(木

)
2

4
3
1

細
胞

内
外

の
イ

オ
ン

組
成

木
場

　
智

史
膜

の
ｲ
ｵ

ﾝ
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ、

ｲ
ｵ

ﾝ
ﾁ
ｬ
ﾈ

ﾙ
、

受
容

体
、

酵
素

の
機

能
を

概
説

で
き

る
。

ｲ
ｵ

ﾝ
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ、

ｲ
ｵ

ﾝ
ﾁ
ｬ
ﾈ

ﾙ
、

膜
貫

通
タ

ン
パ

ク
質

7
1
0
/
2
9
(木

)
1

4
3
1

体
液

の
恒

常
性

 （
２

）
渡

邊
　

達
生

体
液

の
恒

常
性

維
持

の
重

要
性

と
そ

の
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
。

体
液

、
水

分
出

納
、

体
液

調
節

系
、

脱
水

8
1
0
/
2
9
(木

)
2

4
3
1

生
体

防
御

渡
邊

　
達

生
生

体
防

御
の

機
序

を
説

明
で

き
る

。
非

特
異

的
防

御
、

特
異

的
防

御

9
1
1
/
5
(木

)
1

4
3
1

電
気

化
学

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

と
物

質
の

移
動

木
場

　
智

史
細

胞
膜

を
介

す
る

物
質

移
動

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

拡
散

、
電

気
化

学
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

1
0

1
1
/
5
(木

)
2

4
3
1

細
胞

膜
を

介
す

る
物

質
の

輸
送

木
場

　
智

史
細

胞
膜

を
介

す
る

物
質

の
受

動
、

能
動

輸
送

過
程

を
説

明
で

き
る

。
促

通
拡

散
、

一
次

、
二

次
能

動
輸

送
、

共
輸

送

1
1

1
1
/
1
2
(木

)
1

4
3
1

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
と

静
止

電
位

の
発

生
木

場
　

智
史

ｲ
ｵ

ﾝ
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ、

ｲ
ｵ

ﾝ
ﾁ
ｬ
ﾈ

ﾙ
と

静
止

電
位

発
生

の
関

係
を

理
解

す
る

。
N

aチ
ャ

ネ
ル

、
K
チ

ャ
ネ

ル
、

静
止

電
位

1
2

1
1
/
1
2
(木

)
2

4
3
1

活
動

電
位

と
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

の
は

た
ら

き
木

場
　

智
史

神
経

、
筋

細
胞

に
お

け
る

活
動

電
位

の
発

生
機

構
を

説
明

で
き

る
。

電
位

依
存

性
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

、
活

動
電

位
、

不
活

性
化

1
3

1
1
/
1
9
(木

)
1

4
3
1

活
動

電
位

と
イ

オ
ン

の
流

れ
木

場
　

智
史

活
動

電
位

に
伴

う
イ

オ
ン

の
流

れ
を

説
明

で
き

る
。

電
位

固
定

、
パ

ッ
チ

ク
ラ

ン
プ

1
4

1
1
/
1
9
(木

)
2

4
3
1

神
経

の
分

類
木

場
　

智
史

無
髄

神
経

と
有

髄
神

経
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
無

髄
神

経
、

有
髄

神
経

、
伝

導
速

度
に

よ
る

分
類

1
5

1
1
/
2
6
(木

)
1

4
3
1

興
奮

の
伝

導
木

場
　

智
史

活
動

電
位

の
伝

導
機

構
、

速
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

伝
導

速
度

、
跳

躍
伝

導
、

神
経

変
性

、
再

生

1
6

1
1
/
2
6
(木

)
2

4
3
1

興
奮

の
伝

達
木

場
　

智
史

シ
ナ

プ
ス

伝
達

の
し

く
み

と
種

類
を

説
明

で
き

る
。

伝
達

物
質

、
興

奮
性

、
抑

制
性

シ
ナ

プ
ス

、
シ

ナ
プ

ス
前

抑
制

1
7

1
2
/
3
(木

)
1

4
3
1

反
射

木
場

　
智

史
反

射
弓

を
説

明
で

き
る

。
単

ｼ
ﾅ

ﾌ
ﾟｽ

反
射

、
多

ｼ
ﾅ

ﾌ
ﾟｽ

反
射

、
相

反
性

神
経

支
配

、
反

回
抑

制

-
 2

3
 -
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
8

1
2
/
3
(木

)
2

4
3
1

感
覚

の
受

容
木

場
　

智
史

感
覚

受
容

の
種

類
と

機
序

を
説

明
で

き
る

。
刺

激
、

受
容

器
、

受
容

器
電

位
、

順
応

1
9

1
2
/
1
0
(木

)
1

4
3
1

細
胞

骨
格

と
細

胞
小

器
官

松
尾

　
聡

細
胞

骨
格

を
構

成
す

る
タ

ン
パ

ク
質

と
そ

の
機

能
を

説
明

で
き

る
。

細
胞

骨
格

、
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
、

中
間

径
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト

2
0

1
2
/
1
0
(木

)
2

4
3
1

細
胞

運
動

松
尾

　
聡

ｱ
ｸ
ﾁ
ﾝ
ﾌ
ｨﾗ

ﾒ
ﾝ
ﾄ系

に
よ

る
細

胞
運

動
と

微
小

管
の

役
割

を
説

明
で

き
る

。
ｱ

ｸ
ﾁ
ﾝ
ﾌ
ｨﾗ

ﾒ
ﾝ
ﾄ、

微
小

管

2
1

1
2
/
1
7
(木

)
1

4
3
1

細
胞

内
輸

送
シ

ス
テ

ム
松

尾
　

聡
細

胞
内

の
輸

送
シ

ス
テ

ム
を

説
明

で
き

る
。

核
膜

孔
複

合
体

、
シ

グ
ナ

ル
ペ

プ
チ

ド
、

小
胞

体
輸

送

2
2

1
2
/
1
7
(木

)
2

4
3
1

細
胞

の
分

泌
と

吸
収

松
尾

　
聡

細
胞

膜
を

介
す

る
分

泌
と

吸
収

の
過

程
を

説
明

で
き

る
。

小
胞

体
輸

送
、

ﾘ
ｿ
ｿ
ﾞｰ

ﾑ
、

ｴ
ﾝ
ﾄﾞ

ｻ
ｲ
ﾄｰ

ｼ
ｽ

、
ｴ
ｷ

ｿ
ｻ

ｲ
ﾄｰ

ｼ
ｽ

2
3

1
2
/
2
4
(木

)
1

4
3
1

細
胞

間
情

報
伝

達
松

尾
　

聡
細

胞
間

の
情

報
伝

達
の

方
法

を
概

説
で

き
る

。
傍

分
泌

、
シ

ナ
プ

ス
、

内
分

泌

2
4

1
2
/
2
4
(木

)
2

4
3
1

受
容

体
に

よ
る

情
報

伝
達

松
尾

　
聡

受
容

体
を

介
す

る
細

胞
内

情
報

伝
達

の
し

く
み

を
説

明
で

き
る

。
受

容
体

、
チ

ャ
ネ

ル
型

受
容

体

2
5

1
/
7
(木

)
1

4
3
1

情
報

伝
達

の
種

類
と

機
能

松
尾

　
聡

細
胞

内
情

報
伝

達
の

種
類

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

G
タ

ン
パ

ク
質

、
セ

カ
ン

ド
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

2
6

1
/
7
(木

)
2

4
3
1

生
体

内
の

カ
ル

シ
ウ

ム
イ

オ
ン

河
合

　
康

明
生

体
内

に
お

け
る

カ
ル

シ
ウ

ム
イ

オ
ン

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

カ
ル

シ
ウ

ム
ポ

ン
プ

、
イ

ノ
シ

ト
ー

ル
リ

ン
酸

、
カ

ル
モ

ジ
ュ

リ
ン

2
7

1
/
1
4
(木

)
1

4
3
1

細
胞

接
着

河
合

　
康

明
細

胞
接

着
の

し
く
み

と
上

皮
膜

輸
送

を
説

明
で

き
る

。
細

胞
外

ﾏ
ﾄﾘ

ｯ
ｸ
ｽ

、
ﾀ
ｲ
ﾄｼ

ﾞｬ
ﾝ
ｸ
ｼ
ｮﾝ

、
ｷ

ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟｼ

ﾞｬ
ﾝ
ｸ
ｼ
ｮﾝ

2
8

1
/
1
4
(木

)
2

4
3
1

細
胞

の
増

殖
河

合
　

康
明

細
胞

周
期

と
細

胞
分

裂
を

説
明

で
き

る
。

遺
伝

子
、

染
色

体
、

有
糸

分
裂

、
減

数
分

裂

2
9

1
/
2
1
(木

)
1

4
3
1

放
射

線
と

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

の
基

礎
木

村
　

宏
二

（
非

常
勤

）
放

射
線

と
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
の

正
確

な
基

礎
知

識
を

理
解

す
る

。
放

射
線

、
放

射
能

、
陽

子
、

中
性

子
、

同
位

体
、

放
射

性
同

位
元

素
、

α
線

、
β

線
、

γ
線

、
X
線

、
粒

子
、

電
磁

波
、

壊
変

、
半

減
期

3
0

1
/
2
1
(木

)
2

4
3
1

放
射

線
の

安
全

管
理

木
村

　
宏

二
（
非

常
勤

）
放

射
線

の
人

体
へ

の
影

響
を

理
解

し
、

安
全

な
取

扱
い

を
習

得
す

る
。

放
射

線
感

受
性

、
確

定
的

影
響

、
確

率
的

影
響

、
閾

値

人
間

力
の

要
素

：
体

力
（
持

続
力

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

評
価

：
定

期
試

験
9
0
%

小
試

験
5
%

出
席

5
%

参
考

書
：
T
h
e
 C

e
ll

-
 2

4
 -
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細
胞

一
般

生
理

学
（
環

境
生

理
学

）

科
目

到
達

目
標

：
１

）
恒

常
性

維
持

と
そ

の
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
２

）
体

温
調

節
と

発
熱

発
現

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
説

明
で

き
る

３
）
体

液
P

H
 と

そ
の

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

４
）
体

内
リ

ズ
ム

と
そ

の
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
５

）
微

小
重

力
・
無

重
力

環
境

で
の

生
体

適
応

機
能

を
説

明
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
渡

邊
　

達
生

（
統

合
生

理
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
2
/
2
(水

)
2

1
3
1

恒
常

性
維

持
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
生

体
の

恒
常

性
維

持
と

適
応

を
説

明
で

き
る

。
恒

常
性

維
持

、
適

応
、

内
部

環
境

、
外

部
環

境
、

調
節

系

2
1
2
/
9
(水

)
2

1
3
1

恒
常

性
維

持
の

た
め

の
調

節
機

構
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
恒

常
性

維
持

の
た

め
の

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

。
神

経
系

、
内

分
泌

系
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
調

節
、

受
容

器
、

効
果

器
、

神
経

伝
達

物
質

、
ホ

ル
モ

ン

3
1
2
/
1
6
(水

)
2

1
3
1

体
温

の
恒

常
性

維
持

と
そ

の
調

節
機

構
（
１

）
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
体

温
の

恒
常

性
維

持
と

そ
の

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

。
体

温
、

熱
産

生
、

熱
放

散
、

温
度

受
容

器
、

視
床

下
部

、
セ

ッ
ト

ポ
イ

ン
ト

4
1
/
6
(水

)
2

1
3
1

体
温

の
恒

常
性

維
持

と
そ

の
調

節
機

構
（
２

）
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
発

熱
と

そ
の

発
現

機
構

さ
ら

に
は

そ
の

意
味

を
説

明
で

き
る

。
発

熱
、

L
P

S
、

イ
ン

タ
ー

ロ
イ

キ
ン

、
プ

ロ
ス

タ
グ

ラ
ン

デ
ィ

ン
E
、

視
床

下
部

、
生

体
防

衛
反

応

5
1
/
1
3
(水

)
2

1
3
1

体
内

リ
ズ

ム
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
生

体
機

能
や

体
内

環
境

の
リ

ズ
ム

性
変

化
を

説
明

で
き

る
。

体
内

環
境

、
リ

ズ
ム

、
視

交
叉

上
核

、
生

物
時

計
、

メ
ラ

ト
ニ

ン

6
1
/
1
8
(月

)
4

1
3
1

体
液

P
H

と
緩

衝
系

（
１

）
稲

垣
　

喜
三

麻
酔

・
集

中
治

療
医

学
体

液
P

H
の

重
要

性
と

緩
衝

系
を

説
明

で
き

る
。

pH
、

 ア
シ

ド
ー

シ
ス

、
ア

ル
カ

ロ
ー

シ
ス

、
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
・
ハ

ッ
セ

ル
バ

ル
ヒ

の
式

、
緩

衝
系

、
重

炭
酸

塩
、

血
漿

タ
ン

パ
ク

、
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン

7
1
/
2
0
(水

)
2

1
3
1

宇
宙

環
境

へ
の

適
応

河
合

　
康

明
適

応
生

理
学

特
殊

な
環

境
に

お
け

る
適

応
と

不
適

応
を

説
明

で
き

る
。

宇
宙

環
境

、
微

小
重

力
、

宇
宙

酔
い

、
体

液
移

動
、

起
立

不
耐

性

8
1
/
2
5
(月

)
4

1
3
1

体
液

P
H

と
緩

衝
系

（
２

）
稲

垣
　

喜
三

麻
酔

・
集

中
治

療
医

学
体

液
P

H
の

異
常

と
そ

の
代

償
機

構
を

説
明

で
き

る
。

呼
吸

性
ア

シ
ド

ー
シ

ス
（
ア

ル
カ

ロ
ー

シ
ス

）
、

代
謝

性
ア

シ
ド

ー
シ

ス
（
ア

ル
カ

ロ
ー

シ
ス

）
、

呼
吸

性
代

償
、

腎
臓

に
よ

る
代

償

人
間

力
の

要
素

：
知

力
/
総

合
的

判
断

力

評
価

：
定

期
試

験
 1

0
0
%

-
 2

5
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細
胞

生
化

学

科
目

到
達

目
標

：
生

命
現

象
を

分
子

レ
ベ

ル
で

理
解

す
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
松

浦
　

達
也

（
統

合
分

子
医

化
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
1

4
3
1

概
説

松
浦

　
達

也
A

T
P

の
産

生
、

A
T
P

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
説

明
で

き
る

。
自

由
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
同

化
・
異

化
、

解
糖

、
T
C

A
回

路
、

電
子

伝
達

系
、

酸
化

リ
ン

酸
化

2
1
0
/
6
(火

)
2

4
3
1

糖
質

の
化

学
松

浦
  

達
也

炭
水

化
物

の
基

本
的

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

単
糖

、
多

糖
、

グ
ル

コ
サ

ミ
ノ

グ
リ

カ
ン

、
糖

タ
ン

パ
ク

質
、

糖
脂

質
、

糖
質

の
分

解
と

吸
収

3
1
0
/
1
3
(火

)
1

4
3
1

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

と
機

能
中

曽
　

一
裕

タ
ン

パ
ク

質
の

基
本

的
な

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

と
性

質
、

タ
ン

パ
ク

質
の

分
類

、
タ

ン
パ

ク
質

の
合

成
・
分

解
、

タ
ン

パ
ク

質
の

機
能

4
1
0
/
1
3
(火

)
2

4
3
1

解
糖

松
浦

  
達

也
解

糖
の

経
路

と
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
。

解
糖

の
反

応
、

解
糖

の
調

節
、

嫌
気

的
代

謝
、

A
T
P

生
成

、
N

A
D

H
生

成

5
1
0
/
2
0
(火

)
1

4
3
1

酵
素

（
1
）

中
曽

　
一

裕
酵

素
の

機
能

と
作

用
機

序
を

説
明

で
き

る
。

基
質

特
異

性
、

補
因

子
と

補
酵

素
、

触
媒

機
構

、
逸

脱
酵

素
、

イ
ソ

酵
素

6
1
0
/
2
0
(火

)
2

4
3
1

ク
エ

ン
酸

回
路

松
浦

  
達

也
ク

エ
ン

酸
回

路
を

説
明

で
き

る
。

ア
セ

チ
ル

C
o
A

の
合

成
・
異

化
、

ク
エ

ン
酸

回
路

の
酵

素
と

活
性

調
節

、
中

間
体

の
利

用
・
補

充
、

還
元

当
量

7
1
0
/
2
7
(火

)
1

4
3
1

酵
素

（
2
）

中
曽

　
一

裕
酵

素
の

反
応

速
度

論
と

調
節

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

反
応

速
度

論
、

ミ
カ

エ
リ

ス
・
メ

ン
テ

ン
式

、
酵

素
阻

害
、

酵
素

活
性

調
節

、
治

療
薬

8
1
0
/
2
7
(火

)
2

4
3
1

電
子

伝
達

系
松

浦
  

達
也

電
子

伝
達

系
と

酸
化

的
リ

ン
酸

化
を

説
明

で
き

る
。

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
、

電
子

伝
達

系
、

酸
化

的
リ

ン
酸

化
、

A
T
P

生
成

、
好

気
的

代
謝

9
1
1
/
1
0
(火

)
1

4
3
1

ア
ミ

ノ
酸

の
化

学
中

曽
　

一
裕

ア
ミ

ノ
酸

の
種

類
と

性
質

を
説

明
で

き
る

。
ア

ミ
ノ

酸
の

特
性

、
ペ

プ
チ

ド
結

合
、

必
須

ア
ミ

ノ
酸

、
ア

ミ
ノ

酸
の

表
記

法

1
0

1
1
/
1
0
(火

)
2

4
3
1

糖
新

生
松

浦
  

達
也

糖
新

生
の

経
路

と
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
。

グ
ル

コ
ー

ス
、

ピ
ル

ビ
ン

酸
、

ホ
ス

ホ
エ

ノ
ー

ル
ピ

ル
ビ

ン
酸

、
加

水
分

解
反

応
、

糖
新

生
の

調
節

、
血

糖
値

1
1

1
1
/
1
7
(火

)
1

4
3
1

ア
ミ

ノ
酸

代
謝

（
1
）

中
曽

　
一

裕
タ

ン
パ

ク
質

の
消

化
・
吸

収
と

ア
ミ

ノ
酸

の
異

化
代

謝
を

説
明

で
き

る
。

タ
ン

パ
ク

質
の

消
化

・
吸

収
、

ア
ミ

ノ
基

転
移

、
酸

化
的

脱
ア

ミ
ノ

、
ア

ン
モ

ニ
ア

の
生

成
と

処
理

、
高

ア
ン

モ
ニ

ア
血

症

1
2

1
1
/
1
7
(火

)
2

4
3
1

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

代
謝

松
浦

  
達

也
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
の

合
成

と
分

解
の

経
路

を
説

明
で

き
る

。
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
の

合
成

・
分

解
、

代
謝

調
節

、
ア

ロ
ス

テ
リ

ッ
ク

調
節

、
共

有
結

合
性

修
飾

、
ホ

ル
モ

ン

1
3

1
1
/
2
4
(火

)
1

4
3
1

五
炭

糖
リ

ン
酸

回
路

松
浦

  
達

也
五

炭
糖

リ
ン

酸
回

路
の

意
義

を
説

明
で

き
る

。
N

A
D

P
H

、
G

6
P

D
H

、
調

節
機

構
、

リ
ボ

ー
ス

-
5
-
リ

ン
酸

、
ト

ラ
ン

ス
ケ

ト
ラ

ー
ゼ

、
ト

ラ
ン

ス
ア

ル
ド

ラ
ー

ゼ

1
4

1
1
/
2
4
(火

)
2

4
3
1

脂
質

の
化

学
松

浦
  

達
也

脂
質

の
基

本
的

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

脂
質

の
構

造
、

脂
質

二
重

層
、

生
体

膜
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
貯

蔵
体

、
脂

肪
酸

、
生

理
活

性
物

質
、

ス
テ

ロ
イ

ド

1
5

1
2
/
1
(火

)
1

4
3
1

ア
ミ

ノ
酸

代
謝

（
2
）

中
曽

　
一

裕
尿

素
合

成
の

経
路

と
ア

ミ
ノ

酸
炭

素
骨

格
の

代
謝

を
説

明
で

き
る

。
尿

素
サ

イ
ク

ル
、

ア
ン

モ
ニ

ア
、

カ
ル

バ
モ

イ
ル

リ
ン

酸
、

代
謝

調
節

、
炭

素
骨

格
の

代
謝

、
糖

原
性

ア
ミ

ノ
酸

、
ケ

ト
原

性
ア

ミ
ノ

酸

1
6

1
2
/
1
(火

)
2

4
3
1

脂
質

の
分

解
（
1
）

松
浦

  
達

也
脂

質
の

消
化

・
吸

収
と

輸
送

が
説

明
で

き
る

。
脂

質
の

吸
収

と
輸

送
、

脂
質

の
貯

蔵
、

脂
肪

吸
収

不
良

、
臓

器
特

異
性

、
ミ

セ
ル

、
リ

パ
ー

ゼ

1
7

1
2
/
8
(火

)
1

4
3
1

ア
ミ

ノ
酸

代
謝

（
3
）

中
曽

　
一

裕
ア

ミ
ノ

酸
代

謝
関

連
疾

患
の

発
症

機
序

を
説

明
で

き
る

。
分

枝
ア

ミ
ノ

酸
、

メ
ー

プ
ル

シ
ロ

ッ
プ

尿
症

、
含

硫
ア

ミ
ノ

酸
、

ホ
モ

シ
ス

チ
ン

尿
症

、
フ

ェ
ニ

ル
ケ

ト
ン

尿
症

、
ア

ル
カ

プ
ト

ン
尿

症

1
8

1
2
/
8
(火

)
2

4
3
1

脂
質

の
分

解
（
2
）

松
浦

  
達

也
脂

質
の

分
解

経
路

と
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
。

カ
ル

ニ
チ

ン
、

ア
シ

ル
C

o
A

、
β

酸
化

、
A

T
P

生
成

-
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9

1
2
/
1
5
(火

)
1

4
3
1

ア
ミ

ノ
酸

代
謝

（
4
）

中
曽

　
一

裕
ア

ミ
ノ

酸
の

特
殊

生
成

物
へ

の
変

換
を

説
明

で
き

る
。

生
理

活
性

物
質

、
甲

状
腺

ホ
ル

モ
ン

、
ヒ

ス
タ

ミ
ン

、
セ

ロ
ト

ニ
ン

、
メ

ラ
ト

ニ
ン

、
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ

ン
、

ク
レ

ア
チ

ン
、

グ
ル

タ
チ

オ
ン

2
0

1
2
/
1
5
(火

)
2

4
3
1

脂
質

の
合

成
（
1
）

松
浦

  
達

也
脂

肪
酸

の
合

成
経

路
と

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

。
ア

セ
チ

ル
C

o
A

、
マ

ロ
ニ

ル
C

o
A

、
脂

肪
酸

、
不

飽
和

脂
肪

酸
、

A
C

P
、

ト
リ

ア
シ

ル
グ

リ
セ

ロ
ー

ル
（
T
G

）

2
1

1
2
/
2
2
(火

)
1

4
3
1

鉄
・
ヘ

ム
代

謝
中

曽
　

一
裕

鉄
代

謝
お

よ
び

ヘ
ム

・
ポ

ル
フ

ィ
リ

ン
代

謝
を

説
明

で
き

る
。

鉄
の

吸
収

・
利

用
・
分

布
、

鉄
含

有
タ

ン
パ

ク
質

、
ヘ

ム
の

合
成

・
分

解
、

ビ
リ

ル
ビ

ン
、

ウ
ロ

ビ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

、
腸

肝
循

環
、

鉄
欠

乏
・

過
剰

、
黄

疸

2
2

1
2
/
2
2
(火

)
2

4
3
1

ア
ミ

ノ
酸

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

の
生

化
学

佐
藤

　
英

世
(新

潟
大

学
医

学
部

教
授

)

ア
ミ

ノ
酸

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

の
種

類
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。
ア

ミ
ノ

酸
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
、

シ
ス

チ
ン

・
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
（
xC

T
）

2
3

1
/
5
(火

)
1

4
3
1

核
酸

の
構

造
と

機
能

中
曽

　
一

裕
核

酸
の

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

D
N

A
の

分
子

構
造

、
染

色
体

と
D

N
A

、
D

N
A

の
二

重
ら

せ
ん

、
D

N
A

の
遺

伝
情

報
、

D
N

A
の

分
裂

と
複

製
、

塩
基

の
対

応

2
4

1
/
5
(火

)
2

4
3
1

脂
質

の
合

成
（
2
）

松
浦

  
達

也
脂

質
の

合
成

経
路

と
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
。

ケ
ト

ン
体

、
ケ

ト
ア

シ
ド

ー
シ

ス
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

胆
汁

酸
、

ス
テ

ロ
イ

ド
ホ

ル
モ

ン
、

エ
イ

コ
サ

ノ
イ

ド

2
5

1
/
1
2
(火

)
1

4
3
1

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

代
謝

（
1
）

中
曽

　
一

裕
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
の

合
成

・
異

化
・
再

利
用

経
路

を
説

明
で

き
る

。
ピ

リ
ミ

ジ
ン

、
プ

リ
ン

、
デ

オ
キ

シ
リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
、

再
利

用
回

路
、

葉
酸

2
6

1
/
1
2
(火

)
2

4
3
1

リ
ポ

タ
ン

パ
ク

質
松

浦
  

達
也

リ
ポ

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

と
代

謝
を

説
明

で
き

る
。

キ
ロ

ミ
ク

ロ
ン

、
V

L
D

L
、

L
D

L
、

H
D

L
、

ア
ポ

タ
ン

パ
ク

質
、

リ
ポ

タ
ン

パ
ク

質
リ

パ
ー

ゼ
（
L
P

L
）

2
7

1
/
1
9
(火

)
1

4
3
1

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

代
謝

（
2
）

中
曽

　
一

裕
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
の

合
成

・
異

化
・
再

利
用

経
路

を
説

明
で

き
る

。
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
の

分
解

、
尿

酸
、

痛
風

、
抗

ガ
ン

剤

2
8

1
/
1
9
(火

)
2

4
3
1

脂
溶

性
ビ

タ
ミ

ン
松

浦
  

達
也

脂
溶

性
ビ

タ
ミ

ン
の

種
類

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

ビ
タ

ミ
ン

A
、

ビ
タ

ミ
ン

D
、

ビ
タ

ミ
ン

Ｅ
、

ビ
タ

ミ
ン

Ｋ
、

代
謝

と
活

性
型

、
欠

乏
症

2
9

1
/
2
6
(火

)
1

4
3
1

水
溶

性
ビ

タ
ミ

ン
（
1
）

松
浦

  
達

也
水

溶
性

ビ
タ

ミ
ン

の
種

類
と

機
能

を
説

明
で

き
る

チ
ア

ミ
ン

、
リ

ボ
フ

ラ
ビ

ン
、

ナ
イ

ア
シ

ン
、

パ
ン

ト
テ

ン
酸

、
代

謝
と

活
性

型
、

欠
乏

症

3
0

1
/
2
6
(火

)
2

4
3
1

水
溶

性
ビ

タ
ミ

ン
（
2
）

松
浦

  
達

也
水

溶
性

ビ
タ

ミ
ン

の
種

類
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。
ビ

タ
ミ

ン
B

6
、

ビ
オ

チ
ン

、
ビ

タ
ミ

ン
B

1
2
、

葉
酸

、
ア

ス
コ

ル
ビ

ン
酸

、
代

謝
と

活
性

型
、

欠
乏

症

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
共

感
的

理
解

力
）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

体
力

（
持

続
力

）

評
価

：
定

期
試

験
　

1
0
0
%
。

た
だ

し
、

単
位

認
定

規
則

の
出

席
時

間
不

足
者

は
受

験
を

認
め

な
い

。

　
　

　
　

な
お

、
本

試
験

は
選

択
・
穴

埋
問

題
と

記
述

問
題

の
両

方
で

行
う

。

そ
の

他
：
講

義
内

容
は

プ
リ

ン
ト

と
し

て
講

義
時

間
に

配
付

す
る

。
授

業
外

学
習

は
講

義
プ

リ
ン

ト
や

参
考

書
を

使
っ

て
復

習
を

中
心

に
行

う
こ

と
を

勧
め

る
。

参
考

書
：
デ

ブ
リ

ン
生

化
学

（
原

書
７

版
）
、

集
中

講
義

　
生

化
学

、
イ

ラ
ス

ト
レ

イ
テ

ッ
ド

生
化

学
（
原

書
4
版

）
、

ハ
ー

パ
ー

・
生

化
学

（
原

書
2
9
版

）
、

ホ
ー

ト
ン

生
化

学
（
第

5
版

）
、

　
 ヴ

ォ
ー

ト
基

礎
生

化
学

（
第

4
版

）
、

ス
ト

ラ
イ

ヤ
ー

基
礎

生
化

学
、

マ
ッ

キ
ー

生
化

学
（
第

4
版

）
、

生
化

学
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
（
改

訂
第

３
版

増
補

）
、

  
 イ

ラ
ス

ト
基

礎
か

ら
わ

か
る

生
化

学
、

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

で
学

ぶ
ヒ

ト
の

生
化

学

-
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

･診
療

科
到

達
目

標
講

義
の

キ
ー

ワ
ー

ド

1
1
0
/
2
(金

)
3

4
3
1

免
疫

系
の

特
徴

・
組

織
と

細
胞

林
　

眞
一

免
疫

学
生

体
防

御
機

構
に

お
け

る
免

疫
系

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

反
応

に
関

わ
る

組
織

と
細

胞
を

説
明

で
き

る
。

骨
髄

、
胸

腺
、

リ
ン

パ
節

、
Ｔ

細
胞

、
Ｂ

細
胞

、
Ｎ

Ｋ
細

胞
、

樹
状

細
胞

、
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

、
好

中
球

、
好

酸
球

、
マ

ス
ト

細
胞

2
1
0
/
9
(金

)
3

4
3
1

免
疫

学
的

自
己

の
確

立
と

破
綻

林
　

眞
一

免
疫

学
免

疫
学

的
自

己
の

確
立

と
破

綻
を

説
明

で
き

る
。

胸
腺

、
C

D
4
、

C
D

8
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
選

択
、

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
選

択
、

免
疫

寛
容

、
ア

ポ
ト

ー
シ

ス

3
1
0
/
1
6
(金

)
3

4
3
1

自
然

免
疫

と
獲

得
免

疫
林

　
眞

一
免

疫
学

自
然

免
疫

と
獲

得
免

疫
の

違
い

を
説

明
で

き
る

。
病

原
体

、
免

疫
記

憶
、

ク
ロ

ー
ン

、
T
o
ll-

lik
e
受

容
体

、
細

胞
障

害
性

4
1
0
/
2
3
(金

)
3

4
3
1

免
疫

ｸ
ﾞﾛ

ﾌ
ﾞﾘ

ﾝ
と

T
細

胞
抗

原
ﾚ
ｾ

ﾌ
ﾟﾀ

ｰ
林

　
眞

一
免

疫
学

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
と

Ｔ
細

胞
抗

原
レ

セ
プ

タ
ー

の
構

造
と

反
応

様
式

を
説

明
で

き
る

。
抗

体
、

抗
原

結
合

、
M

H
C

、
ペ

プ
チ

ド
、

可
変

領
域

、
ク

ラ
ス

ス
イ

ッ
チ

、
親

和
性

成
熟

5
1
0
/
3
0
(金

)
3

4
3
1

M
H

C
ク

ラ
ス

Iと
ク

ラ
ス

II
林

　
眞

一
免

疫
学

M
H

C
ク

ラ
ス

Iと
ク

ラ
ス

IIの
基

本
構

造
、

抗
原

提
示

経
路

の
違

い
を

説
明

で
き

る
。

H
L
A

、
H

-
2
、

抗
原

提
供

細
胞

、
プ

ロ
テ

オ
ソ

ー
ム

、
粗

面
小

胞
体

、
イ

ン
バ

リ
ア

ン
ト

鎖

6
1
1
/
6
(金

)
3

4
3
1

T
細

胞
サ

ブ
セ

ッ
ト

林
　

眞
一

免
疫

学
T
h
1
、

T
h
2
、

T
re

g、
T
h
1
7
細

胞
な

ど
の

各
サ

ブ
セ

ッ
ト

が
担

当
す

る
生

体
防

御
反

応
を

説
明

で
き

る
。

ヘ
ル

パ
ー

T
細

胞
、

細
胞

傷
害

、
抗

体
産

生
、

免
疫

抑
制

、
IL

-
4
、

IL
-
6
、

IL
-
1
2
、

IL
-
1
7
、

T
G

F
-
b
、

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

7
1
1
/
2
0
(金

)
3

4
3
1

臓
器

移
植

免
疫

加
藤

　
信

介
脳

病
態

医
科

学
臓

器
移

植
免

疫
反

応
を

概
説

で
き

る
。

移
植

免
疫

反
応

、
拒

絶
反

応
機

構
、

腎
移

植
、

肝
移

植
、

心
移

植
、

膵
移

植
、

免
疫

抑
制

剤

8
1
1
/
2
7
(金

)
3

4
3
1

免
疫

応
答

吉
野

　
三

也
免

疫
学

ウ
イ

ル
ス

、
細

菌
、

寄
生

虫
に

対
す

る
免

疫
応

答
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
キ

ラ
ー

Ｔ
細

胞
、

Ｎ
Ｋ

細
胞

、
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

、
好

酸
球

、
自

然
免

疫

9
1
1
/
3
0
(月

)
5

1
1
2

が
ん

免
疫

小
谷

  
昌

広
分

子
制

御
内

科
学

が
ん

免
疫

に
関

わ
る

細
胞

性
機

序
を

概
説

で
き

る
。

転
移

、
拒

絶
反

応
、

が
ん

ウ
イ

ル
ス

、
免

疫
抑

制

1
0

1
2
/
4
(金

)
3

4
3
1

免
疫

不
全

症
景

山
　

誠
二

ウ
イ

ル
ス

学
先

天
性

免
疫

不
全

と
後

天
的

免
疫

不
全

を
概

説
で

き
る

。
先

天
性

免
疫

不
全

、
後

天
性

免
疫

不
全

、
ヒ

ト
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
と

エ
イ

ズ

1
1

1
2
/
1
1
(金

)
3

4
3
1

サ
イ

ト
カ

イ
ン

・
ケ

モ
カ

イ
ン

村
田

　
暁

彦
免

疫
学

代
表

的
な

サ
イ

ト
カ

イ
ン

・
ケ

モ
カ

イ
ン

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

共
通

b
e
ta

鎖
、

ga
m

m
a鎖

、
gp

1
3
0
、

J
ak

、
Ｓ

ｔａ
ｔ

1
2

1
2
/
1
8
(金

)
3

4
3
1

抗
原

ﾚ
ｾ

ﾌ
ﾟﾀ

ｰ
か

ら
の

ｼ
ｸ
ﾞﾅ

ﾙ
吉

野
　

三
也

免
疫

学
抗

原
レ

セ
プ

タ
ー

か
ら

の
シ

グ
ナ

ル
を

増
強

あ
る

い
は

減
弱

す
る

調
節

機
構

を
概

説
で

き
る

。
キ

ナ
ー

ゼ
、

ア
ダ

プ
タ

ー
分

子
、

転
写

調
節

、
N

F
-
ka

p
p
aB

1
3

1
2
/
2
5
(金

)
3

4
3
1

自
己

免
疫

疾
患

山
崎

　
章

第
三

内
科

診
療

科
群

免
疫

寛
容

の
維

持
機

構
と

そ
の

破
綻

に
よ

る
自

己
免

疫
疾

患
の

発
症

を
概

説
で

き
る

。
自

己
抗

体
、

糖
尿

病
、

甲
状

腺
、

重
症

筋
無

力
症

、
貧

血
、

紫
斑

病
、

間
接

リ
ウ

マ
チ

1
4

1
/
8
(金

)
3

4
3
1

ア
レ

ル
ギ

ー
発

症
吉

野
　

三
也

免
疫

学
ア

レ
ル

ギ
ー

発
症

の
機

序
を

概
説

で
き

る
。

I-
IV

型
、

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

、
Ig

E
、

F
c
受

容
体

、
補

体
、

免
疫

複
合

体
、

遅
延

型
過

敏
症

1
5

1
/
2
2
(金

)
3

4
3
1

論
文

抄
読

と
ま

と
め

林
　

眞
一

吉
野

　
三

也
免

疫
学

免
疫

学
を

よ
り

深
く
理

解
す

る
た

め
、

代
表

的
な

論
文

を
抄

読
す

る
。

参
考

書
：
細

胞
の

分
子

生
物

学
（
第

5
版

）
、

ニ
ュ

ー
ト

ン
プ

レ
ス

、
2
0
1
0
年

評
価

：
定

期
試

験
７

０
％

、
小

試
験

１
０

％
、

授
業

参
加

・
態

度
２

０
％

免
疫

生
物

学

科
目

到
達

目
標

：
免

疫
機

構
を

学
習

し
、

生
体

防
御

と
疾

病
の

発
症

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

論
的

に
理

解
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
林

　
眞

一
（
免

疫
学

）

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

（
経

験
力

）
、

体
力

（
持

続
力

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
共

感
的

理
解

力
）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

  
Im

m
u
n
o
b
io

lo
gy

 (
8
th

 e
d
）
、

 G
ar

la
n
d
 S

c
ie

n
c
e
 2

0
1
2
年

 (
日

本
語

訳
は

免
疫

生
物

学
第

7
版

）

  
基

礎
免

疫
学

第
4
版

、
エ

ル
ゼ

ビ
ア

・
ジ

ャ
パ

ン
、

2
0
1
4
年

  
C

e
llu

la
r 

an
d
 M

o
le

c
u
la

r 
Im

m
u
n
o
lo

gy
 (
8
th

 e
d
)、

 S
an

d
e
rs

、
 2

0
1
4
年

（
日

本
語

訳
は

分
子

細
胞

免
疫

学
第

5
版

（
エ

ル
ゼ

ビ
ア

・
ジ

ャ
パ

ン
）
）
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遺
伝

生
化

学

科
目

到
達

目
標

：
遺

伝
子

・
ゲ

ノ
ム

の
構

造
と

発
現

制
御

の
し

く
み

を
理

解
し

、
遺

伝
子

操
作

の
基

本
技

術
お

よ
び

新
技

術
開

発
の

重
要

性
と

医
学

へ
の

応
用

を
理

解
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
初

沢
　

清
隆

（
分

子
生

物
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
1

4
3
1

D
N

A
, 
染

色
体

, 
ゲ

ノ
ム

久
郷

　
裕

之
遺

伝
子

機
能

工
学

D
N

A
ｰ

ヌ
ク

レ
オ

ソ
ー

ム
-
染

色
体

構
造

を
説

明
で

き
る

。
D

N
A

、
ク

ロ
マ

チ
ン

、
核

、
染

色
体

、
染

色
体

テ
リ

ト
リ

ー

2
1
0
/
9
(金

)
1

4
3
1

D
N

A
の

複
製

佐
藤

　
幸

夫
生

体
情

報
学

D
N

A
の

複
製

の
概

略
を

説
明

で
き

る
。

複
製

起
点

、
複

製
前

複
合

体
、

塩
基

対
、

複
製

フ
ォ

ー
ク

、
非

対
称

性
、

D
N

A
ポ

リ
メ

ラ
ー

ゼ
、

校
正

活
性

、
R

N
A

プ
ラ

イ
マ

ー
、

複
製

装
置

3
1
0
/
1
6
(金

)
1

4
3
1

D
N

A
の

修
復

と
組

換
え

佐
藤

　
幸

夫
生

体
情

報
学

D
N

A
の

修
復

と
組

換
え

の
概

略
を

説
明

で
き

る
。

誤
対

合
修

復
、

自
然

損
傷

、
塩

基
除

去
修

復
、

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

除
去

修
復

、
色

素
性

乾
皮

症
、

相
同

組
換

え
、

部
位

特
異

的
組

換
え

4
1
0
/
2
3
(金

)
1

4
3
1

D
N

A
か

ら
タ

ン
パ

ク
質

へ
 (

1
)

初
沢

　
清

隆
分

子
生

物
学

D
N

A
か

ら
R

N
A

へ
の

情
報

変
換

の
過

程
を

説
明

で
き

る
転

写
、

転
写

調
節

、
R

N
A

プ
ロ

セ
シ

ン
グ

、
ス

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

、
R

N
A

病

5
1
0
/
3
0
(金

)
1

4
3
1

D
N

A
か

ら
タ

ン
パ

ク
質

へ
 (

2
)

初
沢

　
清

隆
分

子
生

物
学

R
N

A
複

合
体

に
よ

る
タ

ン
パ

ク
質

合
成

の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

コ
ド

ン
、

ア
ミ

ノ
ア

シ
ル

tR
N

A
、

m
R

N
A

、
リ

ボ
ソ

ー
ム

、
翻

訳

6
1
1
/
6
(金

)
1

4
3
1

遺
伝

子
調

節
の

全
体

像
と

調
節

蛋
白

堀
　

直
裕

分
子

生
物

学
遺

伝
子

調
節

の
全

体
像

を
説

明
で

き
る

。
転

写
を

調
節

す
る

タ
ン

パ
ク

質
の

特
徴

的
な

構
造

、
転

写
調

節
タ

ン
パ

ク
質

と
D

N
A

と
の

相
互

作
用

を
調

べ
る

実
験

方
法

を
説

明
で

き
る

。

遺
伝

子
調

節
タ

ン
パ

ク
質

、
D

N
A

結
合

モ
チ

ー
フ

、
ゲ

ル
シ

フ
ト

法
、

ク
ロ

マ
チ

ン
免

疫
沈

降
法

7
1
1
/
1
3
(金

)
1

4
3
1

遺
伝

子
ス

イ
ッ

チ
の

働
く
し

く
み

堀
　

直
裕

分
子

生
物

学
遺

伝
子

ス
イ

ッ
チ

、
リ

プ
レ

ッ
サ

ー
、

転
写

因
子

、
ラ

ク
ト

ー
ス

オ
ペ

ロ
ン

8
1
1
/
2
0
(金

)
1

4
3
1

ク
ロ

マ
チ

ン
構

造
と

遺
伝

子
発

現
調

節
堀

　
直

裕
分

子
生

物
学

ヒ
ス

ト
ン

コ
ー

ド
、

ヘ
テ

ロ
ク

ロ
マ

チ
ン

、
e
ve

遺
伝

子
の

転
写

制
御

、
β

グ
ロ

ビ
ン

遺
伝

子
座

の
転

写
制

御

9
1
1
/
2
7
(金

)
1

4
3
1

専
門

化
し

た
細

胞
を

作
り

出
す

分
子

遺
伝

学
的

機
構

堀
　

直
裕

分
子

生
物

学
遺

伝
子

の
転

写
制

御
に

よ
り

異
な

る
種

類
の

細
胞

が
生

じ
る

仕
組

み
を

説
明

で
き

る
。

出
芽

酵
母

の
性

決
定

座
位

に
よ

る
転

写
制

御
、

遺
伝

子
導

入
に

よ
る

細
胞

や
組

織
の

変
換

、
D

N
A

の
メ

チ
ル

化

1
0

1
2
/
4
(金

)
1

4
3
1

転
写

後
調

整
 (

1
)

堀
　

直
裕

分
子

生
物

学

1
1

1
2
/
1
1
(金

)
1

4
3
1

転
写

後
調

整
 (

2
)

堀
　

直
裕

分
子

生
物

学

1
2

1
2
/
1
8
(金

)
1

4
3
1

タ
ン

パ
ク

質
, 
R

N
A

, 
D

N
A

の
操

作
初

沢
　

清
隆

分
子

生
物

学
細

胞
や

タ
ン

パ
ク

質
の

調
製

法
と

組
換

え
D

N
A

実
験

法
の

基
本

原
理

を
説

明
で

き
る

。
細

胞
培

養
、

細
胞

分
画

、
D

N
A

の
単

離
、

c
D

N
A

ク
ロ

ー
ニ

ン
グ

、
P

C
R

1
3

1
2
/
2
5
(金

)
1

4
3
1

細
胞

の
可

視
化

初
沢

　
清

隆
分

子
生

物
学

生
細

胞
、

固
定

化
細

胞
の

観
察

法
の

基
本

原
理

が
理

解
で

き
る

。
光

学
顕

微
鏡

、
電

子
顕

微
鏡

、
免

疫
染

色
、

蛍
光

タ
ン

パ
ク

質

1
4

1
/
8
(金

)
1

4
3
1

タ
ン

パ
ク

質
の

品
質

管
理

と
翻

訳
後

修
飾

堀
越

　
洋

輔
統

合
分

子
医

化
学

タ
ン

パ
ク

質
の

品
質

管
理

機
構

と
タ

ン
パ

ク
質

の
修

飾
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
分

子
シ

ャ
ペ

ロ
ン

、
リ

フ
ォ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

、
リ

ン
酸

化
、

ユ
ビ

キ
チ

ン
化

、
糖

鎖
修

飾
、

1
5

1
/
1
5
(金

)
1

4
3
1

遺
伝

子
異

常
と

分
子

病
態

堀
越

　
洋

輔
統

合
分

子
医

化
学

遺
伝

子
変

異
に

よ
っ

て
起

こ
る

タ
ン

パ
ク

質
の

機
能

変
化

と
病

態
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

説
明

で
き

る
。

R
as

遺
伝

子
、

発
ガ

ン

参
考

書
：
１

．
細

胞
の

分
子

生
物

学
、

ニ
ュ

ー
ト

ン
プ

レ
ス

、
ま

た
は

T
h
e
 M

o
le

c
u
la

r 
B

io
lo

gy
 o

f 
th

e
 C

e
ll、

 G
ra

n
d 

S
c
ie

n
c
e
、

  
  
  
  
  
  
２

．
E
ss

e
n
ti
al

細
胞

生
物

学
、

南
江

堂
、

2
0
1
1
年

ま
た

は
 2

0
0
5
年

評
価

：
　

筆
記

試
験

８
０

％
、

講
義

へ
の

参
加

態
度

・
質

問
等

２
０

％

定
期

試
験

：
１

月
２

２
日

（
金

）
１

時
限

遺
伝

子
の

転
写

が
活

性
化

ま
た

は
抑

制
さ

れ
る

仕
組

み
を

説
明

で
き

る
。

遺
伝

子
の

転
写

後
調

節
を

説
明

で
き

る
。

選
択

的
R

N
A

ス
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
、

R
N

A
編

集
、

R
N

A
の

安
定

性
制

御
、

翻
訳

調
節

、
R

N
A

干
渉

-
 2

9
 -

―2
9―



発
生

生
物

学
（
発

生
工

学
）

科
目

到
達

目
標

：
動

物
、

特
に

哺
乳

類
に

お
け

る
発

生
の

し
く
み

を
理

解
し

、
医

学
と

生
物

学
、

さ
ら

に
は

社
会

に
お

け
る

意
義

を
理

解
で

き
る

。
ま

た
、

論
理

的
な

思
考

力
や

発
想

力
を

向
上

す
る

。
科

目
責

任
者

（
所

属
）
：
竹

内
　

隆
（
生

体
情

報
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
4

4
3
1

発
生

生
物

学
と

は
竹

内
　

隆
生

体
情

報
学

発
生

生
物

学
と

は
ど

の
よ

う
な

学
問

で
あ

る
か

と
そ

の
意

義
を

理
解

す
る

。
発

生
の

概
観

、
先

天
異

常
、

再
生

医
療

、
進

化

2
1
0
/
9
(金

)
4

4
3
1

体
軸

形
成

竹
内

　
隆

生
体

情
報

学
発

生
に

お
け

る
体

軸
形

成
の

役
割

を
理

解
で

き
る

。
軸

形
成

、
前

後
軸

、
左

右
軸

、
背

腹
軸

、
ホ

ッ
ク

ス
遺

伝
子

、
ノ

ー
ド

流

3
1
0
/
1
6
(金

)
4

4
3
1

生
殖

細
胞

と
受

精
堀

　
直

裕
分

子
生

物
学

卵
子

、
精

子
の

形
成

過
程

に
お

け
る

制
御

機
構

を
理

解
す

る
。

二
倍

体
世

代
、

減
数

分
裂

、
キ

ア
ズ

マ
、

卵
形

成
、

精
子

形
成

、
受

精

4
1
0
/
2
3
(金

)
4

4
3
1

初
期

発
生

白
吉

　
安

昭
再

生
医

療
学

哺
乳

類
の

初
期

発
生

の
特

徴
を

理
解

す
る

。
卵

割
、

原
腸

陥
入

、
3
胚

葉
の

分
化

、
胎

盤
形

成
、

調
節

卵

5
1
0
/
3
0
(金

)
4

4
3
1

発
生

に
お

け
る

誘
導

と
細

胞
死

白
吉

　
安

昭
再

生
医

療
学

原
腸

陥
入

、
感

覚
器

発
生

を
モ

デ
ル

に
、

誘
導

と
細

胞
の

分
化

、
組

織
形

成
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

誘
導

と
細

胞
分

化
、

細
胞

の
移

動
と

再
配

置
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
細

胞
死

6
1
1
/
6
(金

)
4

4
3
1

四
肢

の
発

生
白

吉
　

安
昭

再
生

医
療

学
四

肢
形

成
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

モ
ル

フ
ォ

ゲ
ン

、
前

後
軸

と
遠

近
軸

、
遺

伝
子

に
よ

る
形

態
形

成
の

制
御

7
1
1
/
1
3
(金

)
4

4
3
1

生
殖

巣
の

発
生

多
田

　
政

子
（
非

常
勤

）
マ

ウ
ス

胎
児

内
で

始
ま

る
生

殖
細

胞
形

成
過

程
と

性
決

定
過

程
を

理
解

す
る

。
始

原
生

殖
細

胞
、

リ
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

、
性

決
定

、
卵

成
熟

8
1
1
/
2
0
(金

)
4

4
3
1

イ
ン

プ
リ

ン
テ

ィ
ン

グ
多

田
　

政
子

（
非

常
勤

）
ゲ

ノ
ム

イ
ン

プ
リ

ン
テ

ィ
ン

グ
に

よ
る

マ
ウ

ス
正

常
発

生
制

御
機

構
を

理
解

す
る

。
始

原
生

殖
細

胞
、

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ク

ス
、

ゲ
ノ

ム
イ

ン
プ

リ
ン

テ
ィ

ン
グ

9
1
1
/
2
7
(金

)
4

4
3
1

造
血

系
の

発
生

林
　

眞
一

免
疫

学
血

液
細

胞
の

発
生

を
理

解
す

る
。

白
血

球
、

骨
髄

、
造

血
幹

細
胞

、
ス

ト
ロ

ー
マ

細
胞

、
C

S
F

1
0

1
2
/
4
(金

)
4

4
3
1

免
疫

器
官

の
発

生
吉

野
　

三
也

免
疫

学
免

疫
担

当
器

官
の

発
生

を
理

解
す

る
。

胸
腺

、
脾

臓
、

末
梢

リ
ン

パ
節

、
イ

ン
デ

ュ
ー

サ
ー

細
胞

1
1

1
2
/
1
1
(金

)
4

4
3
1

神
経

管
形

成
と

初
期

神
経

発
生

竹
内

　
隆

生
体

情
報

学
中

枢
神

経
の

形
態

形
成

と
脳

や
脊

髄
の

神
経

系
の

初
期

発
生

を
理

解
す

る
。

神
経

板
、

神
経

管
形

成
、

神
経

細
胞

移
動

、
神

経
堤

細
胞

1
2

1
2
/
1
8
(金

)
4

4
3
1

心
臓

の
発

生
竹

内
　

隆
生

体
情

報
学

心
臓

の
発

生
機

構
を

理
解

す
る

。
心

房
、

心
室

、
中

隔
、

大
血

管
、

動
脈

弓
、

刺
激

伝
達

系
、

先
天

異
常

1
3

1
2
/
2
5
(金

)
4

4
3
1

発
生

工
学

と
ゲ

ノ
ム

医
工

学
加

藤
　

基
伸

ゲ
ノ

ム
医

工
学

発
生

工
学

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
医

工
学

技
術

の
活

用
法

を
理

解
す

る
と

と
も

に
新

し
い

技
術

開
発

の
重

要
性

を
理

解
す

る
。

人
工

染
色

体
、

染
色

体
工

学
、

ゲ
ノ

ム
応

用
、

ト
ラ

ン
ス

ク
ロ

モ
ソ

ミ
ッ

ク
動

物

1
4

1
/
8
(金

)
4

4
3
1

一
次

繊
毛

と
分

化
初

沢
　

清
隆

分
子

生
物

学
一

次
繊

毛
の

形
成

過
程

と
発

生
分

化
に

お
け

る
役

割
を

理
解

す
る

。
一

次
繊

毛
（
シ

リ
ア

）
、

膜
輸

送
、

神
経

発
生

、
繊

毛
病

1
5

1
/
2
2
(金

)
4

4
3
1

ク
ロ

ー
ン

動
物

と
医

学
へ

の
応

用
栗

政
　

明
弘

遺
伝

子
医

療
学

ク
ロ

ー
ン

動
物

の
作

製
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
ク

ロ
ー

ン
動

物
、

核
移

植
、

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ッ

ク
ス

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
共

感
的

理
解

力
、

受
容

力
）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

参
考

書
：
細

胞
の

分
子

生
物

学
　

第
5
版

、
ニ

ュ
ー

ト
ン

プ
レ

ス
社

、
B

．
 A

lb
e
rt

sら
；
発

生
生

物
学

キ
ー

ノ
ー

ト
、

シ
ュ

プ
リ

ン
ガ

ー
フ

ェ
ア

ラ
ー

ク
社

、
R

．
M

．
T
w

ym
an

、
2
0
0
2
年

　
　

　
　

　
D

e
ve

lo
pm

e
n
ta

l 
B

io
lo

gy
, 
S
in

au
e
r,
 G

ilb
e
rt

, 
第

9
版

評
価

：
定

期
試

験
１

０
０

％
（
出

席
を

前
提

と
す

る
）

-
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0
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月 火 水 木 金

後
期

　
金

曜
主

題
/
人

文
・
社

会
 ：

 医
療

手
話

 /
 生

活
と

法
律

 刑
法

 /
 芸

術
 /

 哲
学

入
門

　
　

　
　

※
全

て
の

科
目

が
配

当
表

ど
お

り
行

う
と

は
限

ら
な

い
の

で
各

シ
ラ

バ
ス

を
よ

く
確

認
す

る
こ

と
。

※
第

５
時

限
は

補
講

を
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。
※

９
月

２
４

日
（
木

）
、

１
０

月
１

５
日

（
木

）
は

月
曜

日
の

講
義

を
行

う
。

※
１

月
１

５
日

（
金

）
３

・
４

時
限

は
セ

ン
タ

ー
試

験
準

備
の

た
め

休
講

と
す

る
。

【
講

義
室

名
】

１
１

１
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

１
階

）
３

２
２

講
義

室
（
総

合
教

育
棟

２
階

）
１

１
２

講
義

室
（
講

義
・
実

習
棟

１
階

）
３

２
３

講
義

室
（
総

合
教

育
棟

２
階

）
【
後

期
】

 【
授

業
時

間
】

１
２

１
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

２
階

）
４

２
１

講
義

室
（
臨

床
講

義
棟

２
階

）

授
業

期
間

  
９

月
２

４
日

（
木

）
～

　
１

月
２

１
日

（
木

）
　

１
時

限
：
　

８
：
４

０
 ～

 １
０

：
１

０
１

２
２

講
義

室
（
講

義
・
実

習
棟

２
階

）
４

３
１

講
義

室
（
臨

床
講

義
棟

３
階

）
冬

季
休

業
１

２
月

２
６

日
（
土

）
～

　
１

月
  

３
日

（
日

）
　

２
時

限
：
１

０
：
３

０
 ～

 １
２

：
０

０
１

３
１

講
義

室
（
講

義
・
実

習
棟

３
階

）
５

１
１

講
義

室
（
生

命
科

学
棟

１
階

）

試
験

期
間

　
１

月
２

２
日

（
金

）
～

　
２

月
１

８
日

（
木

）
　

３
時

限
：
１

３
：
０

０
 ～

 １
４

：
３

０
２

１
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

１
階

）

春
季

休
業

　
２

月
１

９
日

（
金

）
～

　
３

月
３

１
日

（
木

）
　

４
時

限
：
１

４
：
５

０
 ～

 １
６

：
２

０
２

２
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

２
階

）

　
５

時
限

：
１

６
：
４

０
 ～

 １
８

：
１

０
２

３
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

３
階

）

２
６

１
講

義
室

（
ア

レ
ス

コ
棟

６
階

）

２
６

２
講

義
室

（
ア

レ
ス

コ
棟

６
階

）

※
各

授
業

の
講

義
室

は
配

当
表

ど
お

り
で

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

下
記

よ
り

詳
細

を
確

認
で

き
ま

す
の

で
、

ご
活

用
く
だ

さ
い

。

  
ア

ク
セ

ス
方

法
：
　

鳥
取

大
学

医
学

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

→
　

学
部

生
の

皆
様

へ
　

→
　

学
生

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

　
→

　
平

成
２

７
年

度
版

　
U

R
L
:h

tt
p
:/

/
e
d
u
c
at

io
n
.m

e
d
.t
o
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

/
ga

ku
bu

/
jy

u
gy

o
u
_y

o
te

i/
in

d
e
x.

h
tm

l

基
礎

医
学

特
論

平
成

２
７

年
度

後
期

　
　

授
業

時
間

配
当

表
（
医

学
科

２
年

次
）

解
剖

学
実

習
＊

に
つ

い
て

は
、

実
習

を
5
限

目
の

半
分

ま
で

行
う

。

後
　

　
　

　
期

（
１

５
）

Ⅲ
ブ

ロ
ッ

ク
（
５

）

1
2

3
4

Ⅱ
ブ

ロ
ッ

ク
（
５

）
Ⅰ

ブ
ロ

ッ
ク

（
５

）

1
3

社
会

環
境

医
学

心
理

学
病

理
学

総
論

4

医
療

英
語

Ⅱ
生

命
倫

理
学

基
礎

医
学

セ
ミ

ナ
ー

基
礎

医
学

セ
ミ

ナ
ー

生
命

倫
理

学

生
命

倫
理

学

医
学

史

医
学

史

基
礎

医
学

セ
ミ

ナ
ー

主
題

／
人

文
・
社

会
基

礎
医

学
セ

ミ
ナ

ー

4
1

2
3

解
剖

学
実

習
＊

解
剖

学
実

習
＊

社
会

環
境

医
学

病
理

学
総

論

社
会

環
境

医
学

医
療

英
語

Ⅱ
病

理
学

総
論

心
理

学

病
理

学
総

論

病
理

学
総

論

社
会

環
境

医
学

医
療

英
語

Ⅱ

解
剖

学
実

習
＊

病
理

学
総

論

解
剖

学
実

習
＊

主
題

／
人

文
・
社

会
病

理
学

総
論

社
会

環
境

医
学

心
理

学
病

理
学

総
論

2

主
題

／
人

文
・
社

会
解

剖
学

実
習

＊

解
剖

学
実

習
＊

解
剖

学
実

習
＊

病
理

学
総

論

解
剖

学
実

習
＊



医学科２年次(後期)

　人文・社会分野

1

生命倫理学……………………………………………2

外国語科目

3

4

専門科目

　医学入門科目

医学史…………………………………………………5・6

　基礎医学科目

解剖学実習……………………………………………7・8

病理学総論……………………………………………9～11

社会環境医学…………………………………………12・13

基礎医学特論…………………………………………………………14

　総合医学科目

基礎医学セミナー…………………………………………………………15
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　生活と法律　刑法（人文・社会分野・旧主題Ⅱ）……………………………………………1年次 P5 参照

　芸術（人文・社会分野・旧主題Ⅰ）……………………………………………1年次 P7 参照

　哲学入門（人文・社会分野・旧主題Ⅰ）……………………………………………1年次 P8 参照
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心理学…………………………………………………………

医療英語Ⅱ（ウィルシャークラス）……………………

医療英語Ⅱ（戸野クラス）……………………………



心
理

学

科
目

到
達

目
標

：
心

理
学

の
基

礎
を

ふ
ま

え
て

、
よ

り
深

い
人

間
理

解
が

可
能

な
知

識
を

習
得

す
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
兼

子
　

幸
一

（
精

神
行

動
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(月

)
2

1
2
1

医
学

的
心

理
学

菊
池

　
義

人
臨

床
心

理
学

心
理

学
の

基
本

概
念

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

心
理

学
の

歴
史

、
発

展

2
1
0
/
1
5
(木

)
2

1
1
1

感
覚

、
知

覚
長

田
　

泉
美

精
神

行
動

医
学

脳
機

能
に

お
け

る
知

覚
の

機
能

を
説

明
で

き
る

。
知

覚
、

連
合

学
習

3
1
0
/
1
9
(月

)
2

1
2
1

発
達

心
理

学
2

金
子

  
周

平
臨

床
心

理
学

ピ
ア

ジ
ェ

、
エ

リ
ク

ソ
ン

な
ど

の
発

達
理

論
を

理
解

す
る

。
ピ

ア
ジ

ェ
の

発
達

理
論

、
エ

リ
ク

ソ
ン

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

理
論

、
母

子
相

互
作

用
、

自
我

同
一

性
の

確
立

、
青

年
期

危
機

4
1
0
/
2
6
(月

)
2

1
2
1

認
知

心
理

学
岩

田
　

正
明

精
神

行
動

医
学

認
知

心
理

学
の

概
要

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

視
覚

認
知

、
錯

覚
、

順
応

5
1
1
/
2
(月

)
2

1
2
1

高
次

神
経

機
能

岩
田

　
正

明
精

神
行

動
医

学
高

次
神

経
機

能
障

害
及

び
そ

の
検

査
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

注
意

、
記

憶
、

遂
行

機
能

、
ワ

ー
キ

ン
グ

メ
モ

リ
ー

6
1
1
/
9
(月

)
2

1
2
1

記
憶

松
村

　
博

史
精

神
行

動
医

学
脳

機
能

に
お

け
る

記
憶

の
機

能
を

説
明

で
き

る
。

海
馬

、
空

間

7
1
1
/
1
6
(月

)
2

1
2
1

情
動

長
田

　
泉

美
精

神
行

動
医

学
情

動
と

自
律

神
経

系
、

記
憶

と
の

関
係

を
説

明
で

き
る

。
情

動
、

扁
桃

体
、

条
件

付
け

学
習

、
視

床
下

部

8
1
2
/
7
(月

)
2

1
1
2

発
達

心
理

学
1

井
上

　
雅

彦
臨

床
心

理
学

人
間

の
心

理
的

な
発

達
に

つ
い

て
、

理
解

し
説

明
で

き
る

。
認

知
・
思

考
・
情

緒
・
社

会
性

の
発

達

9
1
2
/
1
4
(月

)
2

1
1
2

心
理

テ
ス

ト
2
（
人

格
特

性
）

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
人

格
と

そ
の

査
定

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
性

格
類

型
、

人
格

検
査

、
評

価
尺

度

1
0

1
2
/
2
1
(月

)
2

1
1
2

人
間

関
係

と
社

会
心

理
学

金
子

  
周

平
臨

床
心

理
学

現
代

社
会

に
お

け
る

人
間

関
係

の
心

理
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
社

会
心

理
学

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

1
1

1
/
1
2
(火

)
1

1
2
1

精
神

療
法

概
論

1
（
精

神
力

動
論

）
菊

池
　

義
人

臨
床

心
理

学
精

神
療

法
の

歴
史

と
力

動
的

精
神

療
法

の
原

理
・
技

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
フ

ロ
イ

ト
、

ユ
ン

グ
、

自
由

連
想

法
、

対
象

関
係

論
、

病
態

水
準

論

1
2

1
/
1
3
(水

)
1

1
2
1

心
理

テ
ス

ト
1
（
知

能
・
発

達
）

井
上

  
雅

彦
臨

床
心

理
学

知
能

・
能

力
と

そ
の

査
定

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
知

能
検

査
、

知
能

指
数

、
精

神
発

達
遅

滞
、

認
知

症

1
3

1
/
1
4
(木

)
1

1
2
1

精
神

療
法

概
論

2
（
行

動
療

法
）

井
上

  
雅

彦
臨

床
心

理
学

学
習

理
論

と
行

動
療

法
の

原
理

・
技

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
学

習
、

条
件

付
け

、
応

用
行

動
分

析
、

系
統

的
脱

感
作

、
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン

1
4

1
/
1
5
(金

)
1

1
2
1

精
神

療
法

概
論

3
（
認

知
行

動
療

法
）

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
認

知
行

動
療

法
の

原
理

・
技

法
、

ま
た

生
活

技
能

訓
練

や
心

理
教

育
へ

の
応

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
認

知
行

動
療

法
、

心
理

教
育

、
生

活
技

能
訓

練

1
5

1
/
1
9
(火

)
1

1
2
1

精
神

療
法

概
論

4
（
そ

の
他

）
菊

池
  

義
人

臨
床

心
理

学
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド

ア
プ

ロ
ー

チ
、

家
族

療
法

、
短

期
療

法
な

ど
そ

の
他

の
精

神
療

法
の

原
理

と
技

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
ロ

ジ
ャ

ー
ズ

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

、
家

族
療

法
、

シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロ

ー
チ

、
人

を
癒

す
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

人
間

力
の

要
素

：
気

力
（
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
ー

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
受

容
力

）
、

体
力

（
適

応
力

）
、

実
践

力
（
行

動
力

）

評
価

：
定

期
試

験
結

果
重

視
、

出
席

状
況

に
つ

い
て

も
加

味
す

る

-
 1

 -
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―



生
命
倫
理
学

科
目
到
達
目
標
：
医
師
に
な
る
上
で
必
須
の
生
命
倫
理
の
基
本
理
念
を
習
得
す
る
。

科
目
責
任
者
（
所
属
）
：
尾
崎
　
米
厚
（
環
境
予
防
医
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
/
4
(月
)

3
1
2
1

医
の
倫
理
と
生
命
倫
理

黒
沢
　
洋
一

健
康
政
策
医
学
生
命
倫
理
学
の
基
本
原
則
、
医
の
倫
理
と
生

命
倫
理
の
規
範
を
の
重
要
性
を
認
識
す
る

生
命
倫
理
学
、
生
命
哲
学
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
、
ヘ
ル

シ
ン
キ
宣
言
、
患
者
の
権
利
章
典
、
医
師
の
義
務
と
裁
量
権

2
1
/
4
(月
)

4
1
2
1

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
高
橋
　
洋
一

医
学
教
育
学

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
必
要
性
と
意
義

を
説
明
で
き
る

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
チ
ョ
イ
ス
、
自
己
決
定
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
綱
領
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
原
則
、
医
師
法
、
説
明
と
同
意
、
納
得
診
療

3
1
/
5
(火
)

3
1
2
1

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
高
橋
　
洋
一

医
学
教
育
学

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
方
法
と
例
外
を

理
解
で
き
る

個
人
情
報
保
護
、
情
報
開
示
、
代
理
同
意
、
精
神
疾
患
、
救
急
患
者
、
判
例
、

説
明
義
務
違
反

4
1
/
5
(火
)

4
1
2
1

デ
ィ
ベ
ー
ト
準
備
の
進
め
方

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学
デ
ィ
ベ
ー
ト
準
備
の
方
法
を
理
解
す
る

生
命
倫
理
、
医
療
倫
理
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
リ
ン
ク
マ
ッ
プ
、
文
献
検

索
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
法

5
1
/
6
(水
)

3

6
1
/
6
(水
)

4

7
1
/
7
(木
)

3

8
1
/
7
(木
)

4

9
1
/
1
2
(火
)

3

1
0

1
/
1
2
(火
)

4

1
1

1
/
1
3
(水
)

3

1
2

1
/
1
3
(水
)

4

1
/
1
8
(月
)

3
,4

(0
.5

)
2
6
2

デ
ィ
ベ
ー
ト

デ
ィ
ベ
ー
ト
発
表
会
　
生
命
倫
理
の
諸
問
題

1
/
1
9
(火
)

3
,4

(0
.5

)
2
6
2

デ
ィ
ベ
ー
ト

デ
ィ
ベ
ー
ト
発
表
会
　
生
命
倫
理
の
諸
問
題

人
間
力
の
要
素
：
倫
理
観
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
力
、
探
求
力
、
知
力
（
論
理
的
分
析
力
）

評
価
：
定
期
試
験
５
０
％
、
実
習
態
度
４
０
％
、
出
席
１
０
％

そ
の
他
：
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
テ
ー
マ
及
び
班
分
け
は
担
当
分
野
で
行
い
ま
す
。

1
3
～

1
5

黒
澤
・
尾
崎
・

金
城
・
天
野
・

大
西

黒
澤
・
尾
崎
・

金
城
・
天
野
・

大
西

各
班
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
や
り
取
り
に
参
加
す
る
中
で
、
生
命
倫
理
学
の
基
本
原

則
、
重
要
な
考
え
方
、
賛
否
の
分
か
れ
る
論
点
等
を
理
解
し
、
認
識
す
る
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
準
備
　
生
命
倫
理
の
諸
問
題

生
殖
医
療
、
出
生
前
診
断
、
人
工
妊
娠
中
絶
、
代
理
出
産
、
不
妊
治
療
、
卵
子

の
保
存
、
終
末
期
医
療
と
安
楽
死
・
尊
厳
死
、
臓
器
移
植
、
遺
伝
子
検
査
、
遺

伝
子
治
療
、
治
療
的
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
再
生
医
療
（
ｉＰ
Ｓ
細
胞
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
等
）
、

脳
死
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
臨
床
倫
理
、
診
療
拒
否
、
胃
ろ
う
、
人
工
透
析
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
閉
じ
込

め
症
候
群
、
が
ん
告
知
、
Ｈ
ＩＶ
パ
ー
ト
ナ
ー
告
知
、
予
防
的
乳
房
切
除
術
、
民

間
療
法
・
代
替
医
療
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
、
が
ん
登
録
義
務
化
、
が
ん
検

診
法
制
化
、
自
然
災
害
時
の
入
院
患
者
置
き
去
り
、
生
活
習
慣
病
の
保
険
外

診
療
、
医
療
政
策
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
生
活
保
護
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
、

混
合
診
療
、
医
師
の
移
民
政
策
　
等
　
最
新
の
生
命
倫
理
の
課
題
、
臨
床
倫

理
の
課
題
、
医
療
政
策
の
課
題
に
つ
い
て
　
賛
成
派
、
反
対
派
に
わ
か
れ
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
医
学
的
、
法
的
、
国
際
的
、
公
衆
衛
生
学

的
根
拠
を
も
と
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
準
備
を
行
い
、
立
論
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作

成
す
る
。
反
駁
お
よ
び
反
駁
へ
の
回
答
も
準
備
す
る
。

ｱ
ﾚ
ｽ
ｺ
棟

ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄﾘ
ｱ
ﾙ
室

総
研
棟

ｾ
ﾐﾅ
ｰ
室
等

健
康
政
策
医
学

環
境
予
防
医
学

健
康
政
策
医
学

環
境
予
防
医
学

デ
ィ
ベ
ー
ト

-
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医
療

英
語

Ⅱ
（
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
Ｂ

ｅ
ｉｎ

ｇ
　

ａ
　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉｃ

ａ
ｌ　

Ｅ
ｎ

ｇ
ｌｉ
ｓ
ｈ

　
Ｓ

ｐ
ｅ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
テ

ィ
ム

・
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
（
基

礎
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
連

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
2

1
3
1

In
tr

o
du

c
ti
o
n
 -

 U
n
it
 1

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

M
e
e
ti
n
g 

P
at

ie
n
ts

re
gi

st
ra

ti
o
n
, 
e
m

e
rg

e
n
c
y,

 m
e
di

c
in

e
, 
n
u
rs

e
, 
do

c
to

r,
 i
n
su

ra
n
c
e
,

D
O

B
 (

da
te

 o
f 

bi
rt

h
)

2
1
0
/
1
3
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 2

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

T
ak

in
g 

a 
M

e
di

c
al

 H
is

to
ry

m
e
di

c
al

 h
is

to
ry

, 
al

le
rg

y,
 D

M
 (

di
ab

e
te

s 
m

e
lli

tu
s)

, 
va

c
c
in

e
,

bo
o
st

e
r,
 D

P
T
, 
M

M
R

3
1
0
/
2
0
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 3

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

A
ss

e
ss

in
g 

P
at

ie
n
ts

' 
S
ym

pt
o
m

s
di

zz
y,

 c
o
n
st

ip
at

io
n
, 
di

ar
rh

e
a,

 c
o
u
gh

, 
sy

m
pt

o
m

, 
gl

an
d,

 f
am

ily
tr

e
e
, 
be

ve
ra

ge
, 
ac

h
e

4
1
0
/
2
7
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 4

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

T
ak

in
g 

V
it
al

 S
ig

n
s

pu
ls

e
 (

ra
te

),
 t

e
m

pe
ra

tu
re

, 
re

sp
ir
at

io
n
, 
bl

o
o
d 

pr
e
ss

u
re

,
th

e
rm

o
m

e
te

r,
 s

te
th

e
o
sc

o
pe

5
1
1
/
1
0
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 5

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

T
ak

in
g 

a 
S
pe

c
im

e
n

c
h
e
c
ku

p,
 s

pe
c
im

e
n
, 
h
e
m

an
al

ys
is

, 
u
ri
n
al

ys
is

, 
to

u
rn

iq
u
e
t,

an
ti
se

pt
ic

, 
B

M
I, 

la
bo

ra
to

ry

6
1
1
/
1
7
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 6

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

C
o
n
du

c
ti
n
g 

M
e
di

c
al

 E
xa

m
in

at
io

n
s

pr
e
gn

an
t,
 X

-
ra

y,
 c

lin
ic

al
, 
te

c
h
n
ic

ia
n
, 
ba

ri
u
m

, 
la

xa
ti
ve

,
E
C

G
/
E
K
G

, 
e
c
h
o
, 
C

T
, 
M

R
I, 

E
E
G

7
1
1
/
2
4
(火

)
2

1
3
1

M
id

te
rm

 A
ss

e
ss

m
e
n
t 

-
 R

e
vi

e
w

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

復
習

復
習

8
1
2
/
1
(火

)
2

1
3
1

M
id

te
rm

 A
ss

e
ss

m
e
n
t 

-
 R

e
vi

e
w

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

復
習

復
習

9
1
2
/
8
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 7

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

A
ss

e
ss

in
g 

P
ai

n
an

o
re

xi
a,

 a
c
u
te

, 
c
h
ro

n
ic

, 
n
au

se
a,

 s
te

ri
liz

e
, 
re

gi
o
n
, 
sp

ra
in

,
m

e
di

c
at

io
n

1
0

1
2
/
1
5
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 8

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

A
dv

is
in

g 
A

bo
u
t 

M
e
di

c
at

io
n

in
tr

av
e
n
o
u
s 

(I
V

) 
dr

ip
, 
pr

e
sc

ri
pt

io
n
, 
an

ti
bi

o
ti
c
, 
an

ta
c
id

, 
do

se
,

dr
o
w

sy
, 
al

le
rg

y 
(a

lle
rg

ic
)

1
1

1
2
/
2
2
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 9

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

Im
pr

o
vi

n
g 

P
at

ie
n
ts

' 
M

o
bi

lit
y

ra
n
ge

 o
f 

m
o
ti
o
n
, 
m

o
bi

lit
y,

 p
h
ys

io
th

e
ra

pi
st

/
ph

ys
ic

al
th

e
ra

pi
st

 (
P

T
),
 p

ar
al

yz
e
d

1
2

1
/
5
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 1

0
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
M

ai
n
ta

in
in

g 
a 

G
o
o
d 

D
ie

t
ga

in
/
lo

se
 w

e
ig

h
t,
 o

ve
r/

u
n
de

rw
e
ig

h
t,
 n

u
tr

ie
n
t,
 d

ia
be

ti
c
,

ve
ge

ta
ri
an

, 
ba

th
ro

o
m

 s
c
al

e
s

1
3

1
/
1
2
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 1

1
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
C

ar
in

g 
fo

r 
In

pa
ti
e
n
ts

o
pe

ra
ti
o
n
, 
an

e
st

h
e
si

a,
 p

o
st

-
o
pe

ra
ti
ve

, 
pr

o
gn

o
si

s/
di

ag
n
o
si

s,
in

c
is

io
n
, 
pr

o
c
e
du

re
, 
c
o
n
se

n
t

1
4

1
/
1
9
(火

)
2

1
3
1

U
n
it
 1

2
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
C

o
pi

n
g 

w
it
h
 E

m
e
rg

e
n
c
ie

s
pa

ra
m

e
di

c
, 
C

P
R

, 
A

E
D

, 
S
C

A
, 
c
o
n
sc

io
u
s,

 l
if
e
-
th

re
at

e
n
in

g,
am

bu
la

n
c
e
, 
se

iz
u
re

1
5

1
/
2
6
(火

)
2

1
3
1

F
in

al
 A

ss
e
ss

m
e
n
t

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

試
験

試
験

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
、

受
容

力
、

共
感

的
理

解
力

）
、

実
践

力
（
行

動
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
経

験
力

）

指
定

教
科

書
:　

C
ar

in
g 

fo
r 

P
e
o
pl

e
, 
2
0
1
4
年

, 
C

e
n
ga

ge
 L

e
ar

n
in

g 

評
価

：
出

席
、

参
加

　
3
0
％

　
　

　
リ

ポ
ー

ト
／

テ
ス

ト
、

7
0
％
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医
療

英
語

Ⅱ
（
戸

野
ク

ラ
ス

)

科
目

到
達

目
標

：
医

療
に

関
連

し
た

英
文

読
解

、
医

療
用

語
の

習
熟

、
英

作
文

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
2

1
2
1

H
e
al

th
 C

ar
e
 P

ro
fe

ss
io

n
al

s
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

）
病

院
の

診
療

科
、

医
療

従
事

者
を

知
る

。
de

pa
rt

m
e
n
t、

 s
pe

c
ia

lis
t、

h
e
al

th
c
ar

e
 p

ro
fe

ss
io

n
al

s

2
1
0
/
1
3
(火

)
2

1
2
1

A
n
ti
o
xi

da
n
ts

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）
サ

プ
リ

メ
ン

ト
の

有
用

性
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

an
ti
o
xi

da
n
t,
 s

u
pp

le
m

e
n
t,
 h

e
al

th
 b

e
n
e
fi
t

3
1
0
/
2
0
(火

)
2

1
2
1

F
o
o
d 

an
d 

H
e
al

th
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

）
健

康
と

食
事

の
関

係
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

fa
ts

, 
o
be

si
ty

, 
h
e
ar

t 
di

se
as

e
, 
di

ab
e
te

s

4
1
0
/
2
7
(火

)
2

1
2
1

O
rg

an
s

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）
臓

器
の

名
称

と
働

き
を

知
る

。
o
rg

an
s

5
1
1
/
1
0
(火

)
2

1
2
1

P
re

n
at

al
 U

lt
ra

so
u
n
d

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）
超

音
波

検
査

の
適

切
な

使
用

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
u
lt
ra

so
u
n
d,

 r
ad

ia
ti
o
n
,f
e
tu

s

6
1
1
/
1
7
(火

)
2

1
2
1

S
tr

o
ke

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）
脳

卒
中

の
症

状
、

予
後

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
sy

m
pt

o
m

, 
pr

o
gn

o
si

s,
 d

is
ab

ili
ty

7
1
1
/
2
4
(火

)
2

1
2
1

R
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）
脳

卒
中

後
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

m
o
ve

m
e
n
t,
 a

c
ti
vi

ty
, 
as

si
st

an
c
e
, 
in

de
pe

n
de

n
c
e

8
1
2
/
1
(火

)
2

1
2
1

M
u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
S
ys

te
m

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）
体

の
部

位
、

骨
格

、
筋

肉
に

関
す

る
語

彙
を

知
る

。
bo

dy
 p

ar
ts

, 
bo

n
e
, 
jo

in
t,
 m

u
sc

le

9
1
2
/
8
(火

)
2

1
2
1

In
ju

ry
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

）
傷

害
の

原
因

を
理

解
し

、
治

療
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

sp
o
rt

s 
in

ju
ry

, 
su

rg
e
ry

, 
re

h
ab

ili
ta

ti
o
n

1
0

1
2
/
1
5
(火

)
2

1
2
1

M
e
n
ta

l 
h
e
al

th
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

）
認

知
行

動
療

法
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

c
o
gn

it
iv

e
 b

e
h
av

io
ra

l 
th

e
ra

py

1
1

1
2
/
2
2
(火

)
2

1
2
1

F
e
rt

ili
ty

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）
不

妊
治

療
に

関
す

る
助

言
を

す
る

。
A

R
T
, 
IV

F
, 
pr

e
gn

an
c
y 

1
2

1
/
5
(火

)
2

1
2
1

L
at

e
st

 H
e
al

th
 N

e
w

s
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

）
最

新
の

医
療

情
報

を
理

解
し

要
約

す
る

。

1
3

1
/
1
2
(火

)
2

1
2
1

L
at

e
st

 H
e
al

th
 N

e
w

s
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

）
最

新
の

医
療

情
報

を
理

解
し

要
約

す
る

。

1
4

1
/
1
9
(火

)
2

1
2
1

L
at

e
st

 H
e
al

th
 N

e
w

s
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

）
最

新
の

医
療

情
報

を
理

解
し

要
約

す
る

。

1
5

1
/
2
6
(火

)
2

1
2
1

試
験

戸
野

　
康

恵
（
非

常
勤

）

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
共

感
的

理
解

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）

評
価

：
定

期
試

験
６

０
％

、
小

テ
ス

ト
２

０
％

、
課

題
提

出
２

０
％

そ
の

他
：
教

材
は

そ
の

都
度

配
布

し
ま

す
。
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医
学

史

科
目

到
達

目
標

：
医

学
の

歴
史

を
通

じ
て

医
学

・
医

療
の

考
え

方
の

全
体

像
（
体

系
）
を

学
ぶ

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
久

留
　

一
郎

（
再

生
医

療
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
2
/
8
(火

)
1

1
2
1

医
学

の
歴

史
（
1
）
：
呪

術
的

医
療

か
ら

古
代

ｷ
ﾞﾘ

ｼ
ｬ
で

発
達

し
た

形
至

上
学

的
医

学
や

現
代

医
学

に
通

ず
る

自
然

治
癒

説
・
体

液
・
固

体
病

理
説

を
考

え
る

。
次

に
西

欧
ﾙ

ﾈ
ｻ

ﾝ
ｽ

期
の

医
学

を
概

説
し

、
医

学
が

解
剖

学
・
生

理
学

・
病

理
学

の
順

に
発

展
し

て
ゆ

く
様

を
理

解
す

る
。

個
体

病
理

説
は

ﾍ
ﾞｯ

ﾄﾞ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

医
学

へ
と

昇
華

さ
れ

、
病

院
医

学
の

中
心

と
な

る
。

久
留

　
一

郎
再

生
医

療
学

古
代

ｷ
ﾞﾘ

ｼ
ｬ
の

自
然

哲
学

を
基

盤
と

し
た

体
液

・
固

体
病

理
説

や
自

然
治

癒
説

を
基

に
疾

患
を

考
え

る
概

念
を

理
解

す
る

し
、

同
時

に
確

立
さ

れ
た

医
の

倫
理

の
礎

で
あ

る
ﾋ
ﾎ

ﾟｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ

の
誓

い
を

学
ぶ

。
教

会
の

権
威

に
基

づ
く
形

至
上

学
的

医
学

か
ら

脱
却

し
、

西
欧

ﾙ
ﾈ

ｻ
ﾝ
ｽ

期
に

、
生

物
の

形
態

の
背

景
に

あ
る

力
学

的
原

理
か

ら
出

発
し

た
解

剖
学

と
生

理
学

の
発

展
を

理
解

す
る

。
 ﾍ

ﾞｯ
ﾄﾞ

ｻ
ｲ
ﾄﾞ

教
育

の
確

立
と

ﾊ
ﾟﾘ

病
院

医
学

の
発

展
を

通
し

て
、

視
診

・
触

診
・
打

診
・
聴

診
の

確
立

、
特

に
打

診
法

と
聴

診
器

の
開

発
の

経
緯

を
考

え
る

。
病

気
は

局
在

す
る

と
い

う
概

念
か

ら
解

剖
学

的
変

化
を

生
前

の
症

状
と

比
較

す
る

個
体

病
理

説
の

進
歩

と
病

理
学

の
発

展
を

知
る

。

ﾋ
ﾎ

ﾟｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ

、
ｶ
ﾞﾚ

ﾉ
ｽ

、
ｳ

ﾞｪ
ｻ

ﾘ
ｳ

ｽ
、

ﾊ
ﾟﾚ

、
ﾊ

ｰ
ｳ

ﾞｨ
ｰ

、
ﾊ

ﾟﾗ
ｹ

ﾙ
ｽ

ｽ
、

ｻ
ﾝ
ﾄﾘ

ｵ
、

ｼ
ﾃ
ﾞﾅ

ﾑ
、

ﾓ
ﾙ

ｶ
ﾞｰ

ﾆ
ｰ

、
ﾌ
ﾞｰ

ﾙ
ﾊ

ｰ
ﾌ
ｪ、

ｱ
ｳ

ｴ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾙ

ｶ
ﾞｰ

、
ﾗ
ｴ
ﾝ
ｴ
ｯ
ｸ

2
1
2
/
1
0
(木

)
2

1
2
1

医
学

の
歴

史
(2

)：
外

科
学

の
発

展
の

一
例

と
し

て
、

心
臓

外
科

学
の

発
展

を
と

り
あ

げ
、

ど
の

よ
う

な
問

題
点

が
あ

り
、

そ
の

解
決

の
た

め
に

先
人

が
ど

の
よ

う
な

努
力

を
積

み
重

ね
て

、
現

在
に

至
っ

て
い

る
か

を
述

べ
る

。

西
村

　
元

延
器

官
再

生
外

科
学

心
臓

外
科

学
の

現
況

を
知

る
と

と
も

に
、

様
々

な
問

題
の

解
決

の
た

め
に

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
が

な
さ

れ
て

き
た

か
を

理
解

す
る

。
臓

器
移

植
や

人
工

臓
器

を
用

い
た

臓
器

置
換

療
法

の
現

況
と

問
題

点
を

知
る

。

開
心

術
、

人
工

心
肺

装
置

、
心

筋
保

護
法

、
人

工
心

臓
、

人
工

臓
器

3
1
2
/
1
4
(月

)
1

1
2
1

医
学

の
歴

史
（
3
）
：
体

液
病

理
説

は
実

験
医

学
と

結
び

つ
き

な
が

ら
生

理
学

や
生

命
科

学
へ

と
、

個
体

病
理

説
は

細
胞

病
理

学
へ

と
昇

華
し

て
行

く
経

過
を

理
解

す
る

。
感

染
症

の
克

服
を

通
し

て
の

細
菌

病
理

学
や

細
胞

病
理

学
の

成
り

立
ち

を
概

説
し

、
こ

の
考

え
が

外
科

学
へ

と
応

用
さ

れ
て

ゆ
く
ﾌ
ﾟ

ﾛ
ｾ

ｽ
を

理
解

す
る

。

久
留

　
一

郎
再

生
医

療
学

体
液

病
理

説
の

考
え

方
は

そ
の

中
心

を
血

液
か

ら
神

経
活

動
へ

と
移

し
、

そ
の

過
程

で
生

命
と

は
何

か
と

い
う

命
題

と
関

連
し

て
行

く
経

過
を

理
解

す
る

。
ｲ
ｷ

ﾞﾘ
ｽ

に
て

発
展

し
た

、
実

験
医

学
と

、
こ

れ
を

も
と

に
し

た
感

染
症

と
の

闘
い

か
ら

ﾜ
ｸ
ﾁ
ﾝ
療

法
の

発
展

を
知

る
。

個
体

病
理

説
は

病
気

の
場

は
ど

こ
に

あ
る

の
か

と
い

う
命

題
を

追
跡

し
、

細
胞

病
理

学
に

到
達

す
る

。
「
細

胞
は

細
胞

か
ら

生
ず

る
」
と

い
う

細
胞

病
理

学
の

発
展

は
自

然
発

生
説

で
説

明
さ

れ
て

き
た

感
染

症
の

考
え

を
一

新
し

、
病

理
細

菌
学

の
発

展
と

そ
の

内
科

・
外

科
的

治
療

法
に

結
び

つ
い

て
い

る
こ

と
を

理
解

す
る

。
さ

ら
に

ﾍ
ﾟﾆ

ｼ
ﾘ
ﾝ
を

始
め

と
す

る
化

学
療

法
の

発
達

を
知

る
。

ﾊ
ﾗ
ｰ

、
ｶ
ﾚ
ﾝ
、

ﾋ
ﾞｼ

ｬ
、

ﾐｭ
ｰ

ﾗ
ｰ

、
ﾊ

ﾝ
ﾀ
ｰ

、
ｼ
ﾞｪ

ﾝ
ﾅ

ｰ
、

ｳ
ｨﾙ

ﾋ
ｮｳ

、
ﾊ

ﾟｽ
ﾂ
ｰ

ﾙ
、

ｺ
ｯ
ﾎ

、
ｾ

ﾞﾝ
ﾒ
ﾙ

ﾜ
ｲ
ｽ

、
ﾘ
ｽ

ﾀ
ｰ

、
ｴ
ｰ

ﾘ
ｯ
ﾋ
、

ﾌ
ﾚ
ﾐﾝ

ｸ
ﾞ、

ﾌ
ﾛ
ｰ

ﾘ
ｰ

4
1
2
/
1
6
(水

)
2

1
2
1

医
学

の
歴

史
(4

)：
公

衆
衛

生
の

歴
史

、
つ

ま
り

、
共

同
生

活
の

組
織

的
な

努
力

を
通

じ
て

疾
病

を
予

防
し

て
き

た
歴

史
に

つ
い

て
概

説
す

る
。

黒
沢

　
洋

一
健

康
政

策
医

学

人
類

の
歴

史
は

共
同

生
活

の
組

織
的

な
努

力
を

通
じ

て
疾

病
を

予
防

し
て

き
た

歴
史

で
も

あ
る

。
上

下
水

道
の

整
備

、
検

疫
制

度
、

予
防

接
種

、
職

業
病

対
策

、
近

代
の

医
療

・
保

健
・
福

祉
制

度
、

健
康

増
進

運
動

、
な

ど
で

あ
る

。
そ

の
中

で
現

在
の

医
学

・
医

療
の

役
割

を
理

解
す

る
。

ﾋ
ﾎ

ﾟｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ

、
水

道
、

下
水

道
、

検
疫

制
度

、
職

業
病

、
ﾗ
ﾏ
ｯ
ﾁ
ｨｰ

ﾆ
、

衛
生

統
計

、
ﾁ
ｬ
ﾄﾞ

ｳ
ｯ
ｸ
、

産
業

革
命

、
ｲ
ｷ

ﾞﾘ
ｽ

に
お

け
る

労
働

者
階

級
の

状
態

、
公

衆
衛

生
法

、
ｺ
ｯ
ﾎ

、
ﾍ

ﾟｯ
ﾃ
ﾝ
ｺ
ｯ
ﾌ
ｧ
ｰ

、
病

原
菌

説
、

多
要

因
説

、
病

気
の

三
要

因
、

予
防

接
種

、
ﾅ

ｲ
ﾁ

ﾝ
ｹ

ﾞｰ
ﾙ

、
世

界
保

健
機

関
（
W

H
O

）
、

健
康

増
進
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回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

5
1
2
/
1
7
(木
)

2
1
2
1

医
学
の
歴
史
(5
)：
脳
が
行
動
と
情
動
を
支
配
す
る

中
枢
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
ま
で
の
歴

史
を
理
解
し
、
脳
の
機
能
の
解
析
と
病
気
の
研
究

の
背
景
に
あ
る
現
在
ま
で
の
進
歩
を
理
解
す
る
。

兼
子
　
幸
一

精
神
行

動
医
学

運
動
や
行
動
の
中
枢
が
脳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時

代
、
神
経
学
的
診
察
と
脳
の
病
巣
診
断
に
よ
る
古
典
的
神
経

診
断
学
が
確
立
さ
れ
た
時
代
を
経
て
、
様
々
な
神
経
疾
患
や

精
神
疾
患
に
対
す
る
、
分
子
生
物
学
的
、
生
理
学
的
、
神
経

画
像
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
し
た
脳
科
学
の
発
展
と
そ

の
最
前
線
に
つ
い
て
学
ぶ
。

脳
解
剖
、
大
脳
の
機
能
的
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟ、
失
語
症
、

B
ro
dm
an
n
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟ、
C
T
、
M
R
I、
P
E
T
、
神
経
疾
患
，

精
神
疾
患

6
1
2
/
1
8
(金
)

1
1
2
1

医
学
の
歴
史
(6
)：
病
気
の
場
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

を
可
視
化
す
る
技
術
や
化
学
・
物
理
学
を
基
盤
と

し
た
生
理
学
が
確
立
し
て
ゆ
く
。
内
分
泌
学
の
進

歩
や
病
理
思
想
の
全
体
・
統
合
を
目
指
し
た
展
開

を
学
ぶ
。
さ
ら
に
生
化
学
と
分
子
生
物
学
が
融
合

す
る
こ
と
で
、
構
造
と
機
能
を
結
び
付
け
て
理
解

す
る
時
代
の
到
来
を
概
説
す
る
。
さ
ら
に
外
科
学

の
進
歩
と
臓
器
移
植
法
の
開
発
の
延
長
線
上

に
、
拒
絶
反
応
を
抑
制
す
る
免
疫
抑
制
や
万
能

細
胞
を
用
い
た
再
生
医
学
の
発
展
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
。

久
留
　
一
郎

再
生
医
療
学

解
剖
学
的
診
断
法
と
し
て
検
眼
鏡
に
始
ま
り
、
内
視
鏡
・
ﾚ
ﾝ
ﾄｹ
ﾞ

ﾝ
線
の
応
用
と
生
き
て
い
る
身
体
内
の
病
理
解
剖
学
を
勉
強
す

る
理
想
的
な
方
法
と
な
る
経
過
を
理
解
す
る
。
生
化
学
と
分
子

生
物
学
が
発
展
し
、
細
胞
の
機
能
と
そ
の
構
造
と
の
関
連
が

解
明
さ
れ
、
一
方
で
、
細
胞
病
理
学
か
ら
細
胞
の
系
統
が
体

の
機
能
を
担
い
、
神
経
・
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
・
体
液
に
よ
る
統
合
作
用
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
生
体
の
統
合
的
理
解
へ
の
病
理
思
想
の
展

開
を
知
る
。
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
を
介
し
た
一
連
の
適
応
現
象
と
ﾌ
ｨｰ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｯ
ｸ

機
構
か
ら
自
然
治
癒
説
の
本
態
を
理
解
す
る
。
自
然
免
疫
と

獲
得
免
疫
の
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｽ
ﾞﾑ
の
解
明
の
経
緯
を
理
解
し
、
拒
絶
反
応

の
臓
器
移
植
や
人
工
臓
器
を
駆
使
す
る
外
科
学
の
発
展
と
、

万
能
細
胞
か
ら
の
再
生
医
療
の
発
達
と
こ
の
技
術
を
用
い
た
ｸ

ﾛ
ｰ
ﾝ
技
術
の
発
達
を
知
る
。

ﾍ
ﾞﾙ
ﾅ
ｰ
ﾙ
、
ﾍ
ﾙ
ﾑ
ﾎ
ﾙ
ﾂ
、
ﾊ
ﾟﾌ
ﾞﾛ
ﾌ
、
ｾ
ﾘ
ｴ
、
ﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ｼ
ｭ
ﾀ

ｲ
ﾅ
ｰ
、
ﾄﾞ
ｰ
ｾ
、
ﾒ
ﾀ
ﾞﾜ
ｰ
、
ﾒ
ﾘ
ﾙ
、
ﾏ
ﾚ
ｲ
、
再
生
医
学

7
1
2
/
2
1
(月
)

1
1
2
1

医
学
の
歴
史
(7
)：
医
薬
は
ま
じ
な
い
、
祈
祷
の
道

具
か
ら
、
ｴ
ｼ
ﾞﾌ
ﾟﾄ
、
ﾒ
ｿ
ﾎ
ﾟﾀ
ﾐｱ
、
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ
、
中
国
な
ど

古
代
文
明
の
発
祥
と
共
に
草
根
木
皮
、
鉱
物
、
動

物
由
来
物
な
ど
薬
理
作
用
を
持
つ
も
の
が
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
薬
は
病
気
を
治
し
健
康
に
利
す

る
も
の
と
の
概
念
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
の
自
然

物
利
用
か
ら
、
工
業
的
合
成
と
な
っ
た
製
薬
の
歴

史
、
心
理
的
効
果
か
ら
科
学
的
な
薬
効
評
価
法

の
確
立
、
薬
物
治
療
の
倫
理
的
側
面
な
ど
の
歴

史
的
変
遷
を
述
べ
る
。

長
谷
川
　
純
一

薬
物
治
療
学

古
代
文
明
の
中
で
発
達
し
た
薬
物
治
療
の
文
化
的
側
面
を
理

解
す
る
。
生
体
機
能
の
修
飾
に
は
有
益
な
物
ば
か
り
で
は
な
く

有
害
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
科
学
的
な
薬

効
評
価
法
を
理
解
し
、
現
代
に
お
い
て
も
あ
り
ふ
れ
て
い
る
非

科
学
的
薬
効
表
現
の
批
判
的
吟
味
が
で
き
る
。
近
年
の
製
薬

工
業
の
発
展
と
新
た
な
方
向
を
理
解
す
る
。
薬
物
治
療
に
関

わ
る
倫
理
的
判
断
基
盤
の
確
立
を
目
指
す
。

呪
術
、
生
薬
、
古
代
文
明
、
大
国
主
命
、
和
漢

薬
、
西
洋
薬
、
万
能
薬
、
薬
局
方
、
薬
局
・
薬
店
、

売
薬
無
効
論
、
O
T
C
薬
、
薬
効
評
価
、
主
作
用
と

副
作
用
、
高
分
子
化
合
物
、
抗
体
医
薬
、
ｹ
ﾞﾉ
ﾑ
創

薬

8
1
2
/
2
5
(金
)

1
1
2
2

ま
と
め

久
留
　
一
郎

再
生
医
療
学

学
ん
だ
知
識
を
総
括
し
、
医
学
を
学
ぶ
上
で
の
医
学
史
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

人
間
力
の
要
素
：
知
力
（
発
想
力
・
創
造
力
・
論
理
的
分
析
力
）
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
共
感
的
理
解
力
、
経
験
力

評
価
：試
験
（
１
２
月
２
５
日
１
限
の
後
半
に
実
施
予
定
）
　
５
０
％

レ
ポ
ー
ト
　
な
し

出
席
　
　
　
5
0
%

参
考
書
：
医
学
の
歴
史
　
梶
田
　
昭
（
著
）
　
講
談
社
学
術
文
庫
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解
剖
学
実
習

科
目
到
達
目
標
：
人
体
の
構
造
と
マ
ク
ロ
病
変
を
説
明
で
き
る

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
海
藤
　
俊
行
（
解
剖
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

実
習
内
容

（
頭
側
担
当
者
）

実
習
内
容

（
尾
側
担
当
者
）

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
9
/
2
4
(木
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

頚
、
胸
部
の
剥
皮

胸
、
腹
部
の
剥
皮

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

皮
膚
の
構
造
、
脈
管
・
神
経
の
区
別

体
表
、
真
皮
、
皮
下
組
織
、
胸
腹
部
の
皮
静
脈
、
乳
腺

2
9
/
2
5
(金
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

頚
、
胸
部
の
剥
皮

胸
、
腹
部
の
剥
皮

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

D
e
rm
at
o
m
e
の
概
念
、
胸
腹
部
浅
層
の
局
所
解
剖

広
頸
筋
/
脊
髄
神
経
の
前
・
外
側
皮
枝

3
9
/
2
8
(月
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

頚
部
（
浅
層
）
の
観
察

鼡
径
部
表
層
の
解
剖

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

頚
部
浅
層
/
鼡
径
部
表
層
の
局
所
解
剖

頚
部
浅
層
の
静
脈
・
神
経
、
胸
鎖
乳
突
筋
/
浅
鼠
径
輪

4
9
/
3
0
(水
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

頚
部
（
深
層
）
の
観
察

大
腿
部
の
剥
皮

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

頚
部
深
層
の
局
所
解
剖
/
大
腿
の
皮
神
経
・
皮
静
脈

舌
骨
下
筋
群
、
内
頚
静
脈
、
総
頚
動
脈
/
伏
在
裂
孔
、
大
腿
の
皮

神
経

5
1
0
/
1
(木
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

頚
部
（
深
層
）
の
観
察

下
腿
・
足
背
・
上
肢
の

剥
皮

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

頚
部
深
層
の
局
所
解
剖
/
上
肢
と
下
肢
の
皮
神
経
・
皮
静
脈

頚
神
経
ワ
ナ
/
上
肢
と
下
肢
の
皮
神
経
・
皮
静
脈

6
1
0
/
2
(金
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

上
肢
・
下
肢
（
後
面
）

の
剥
皮

殿
部
の
剥
皮

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

上
肢
と
下
肢
の
皮
神
経
・
皮
静
脈
/
殿
部
の
皮
神
経

上
肢
と
下
肢
の
皮
神
経
・
皮
静
脈
/
上
・
中
・
下
殿
皮
神
経
、
大
殿

筋

7
1
0
/
5
(月
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

背
部
の
剥
皮

殿
部
深
層

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

背
部
浅
層
の
神
経
/
殿
部
深
層
の
局
所
解
剖

脊
髄
神
経
後
枝
/
大
・
中
・
小
殿
筋

8
1
0
/
7
(水
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

背
部
の
筋

殿
部
深
層
と
大
腿
屈

側
解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

背
部
の
筋
/
殿
部
深
層
と
大
腿
屈
側
の
局
所
解
剖

僧
帽
筋
、
広
背
筋
、
前
鋸
筋
/
大
坐
骨
孔
、
坐
骨
神
経
、
大
腿
二

頭
筋

9
1
0
/
8
(木
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

浅
胸
筋

大
腿
伸
側

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

胸
部
の
筋
層
/
大
腿
伸
側
の
局
所
解
剖

大
・
小
胸
筋
/
大
腿
三
角
、
大
腿
四
頭
筋
、
大
腿
動
脈
と
そ
の
分

枝

1
0

1
0
/
9
(金
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

腋
窩

大
腿
伸
側

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

腋
窩
の
局
所
解
剖
/
大
腿
内
側
の
局
所
解
剖

腋
窩
リ
ン
パ
節
、
腋
窩
動
・
静
脈
/
内
転
筋
群

1
1
1
0
/
1
4
(水
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

胸
郭
出
口
部

下
腿
前
面

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

胸
郭
出
口
部
の
局
所
解
剖
/
下
腿
前
面
の
局
所
解
剖

鎖
骨
下
動
脈
と
腋
窩
動
脈
の
分
枝
、
前
斜
角
筋
/
下
腿
伸
筋
群

1
2
1
0
/
1
5
(木
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

腕
神
経
叢

足
背

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

腕
神
経
叢
の
構
成
/
足
背
の
局
所
解
剖

神
経
幹
と
神
経
束
、
筋
皮
・
腋
窩
・
橈
骨
・
正
中
・
尺
骨
神
経
/
下

腿
伸
筋
群
の
腱
、
短
指
伸
筋

1
3
1
0
/
1
6
(金
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

上
肢
帯
と
筋

大
腿
の
屈
側
、
膝
窩

と
下
腿
後
面

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

上
肢
帯
筋
の
構
成
/
大
腿
屈
側
、
膝
窩
、
下
腿
後
面
の
局
所

解
剖

三
角
筋
、
内
側
・
外
側
腋
窩
隙
/
半
腱
様
筋
、
半
膜
様
筋
、
坐
骨

神
経
、
膝
窩
動
脈
、
下
腿
三
頭
筋

1
4
1
0
/
1
9
(月
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

上
腕
屈
側
の
筋

膝
関
節

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

上
腕
屈
側
の
局
所
解
剖
/
膝
関
節
の
構
造

筋
間
中
隔
、
上
腕
二
頭
筋
、
上
腕
動
脈
/
半
月
、
十
字
靱
帯
、
側

副
靱
帯

1
5
1
0
/
2
1
(水
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

上
腕
伸
側
の
筋
、
手

首
と
手
掌
の
剥
皮

股
関
節

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

上
腕
伸
側
の
局
所
解
剖
、
手
首
と
手
掌
/
股
関
節
の
構
造

上
腕
三
頭
筋
、
橈
骨
神
経
、
屈
筋
支
帯
/
関
節
外
靱
帯
、
大
腿
骨

頭
靱
帯

1
6
1
0
/
2
2
(木
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

前
腕
屈
側
の
筋

肩
関
節

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

前
腕
屈
側
の
局
所
解
剖
/
肩
関
節
の
構
造

前
腕
の
屈
筋
群
・
血
管
・
神
経
/
肩
関
節
周
囲
の
筋
、
関
節
窩
と

関
節
唇

1
7
1
0
/
2
3
(金
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

前
腕
伸
側
の
筋

足
底

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

前
腕
伸
側
の
局
所
解
剖
/
足
底
の
局
所
解
剖

伸
筋
支
帯
と
前
腕
伸
筋
群
/
足
底
腱
膜
、
短
指
屈
筋
な
ど

1
8
1
0
/
2
6
(月
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

顔
面
の
剥
皮

手
解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

顔
面
浅
層
の
局
所
解
剖
/
手
の
局
所
解
剖

表
情
筋
、
顔
面
の
動
脈
/
腱
鞘
、
手
掌
腱
膜
、
母
指
球
の
構
成
筋

1
9
1
0
/
2
8
(水
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

顔
面
の
筋

手
解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

顔
面
浅
層
の
局
所
解
剖
/
手
の
局
所
解
剖

三
叉
神
経
と
顔
面
神
経
、
耳
下
腺
/
小
指
球
の
構
成
筋
、
動
脈
弓

2
0
1
0
/
2
9
(木
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

前
胸
壁
の
除
去

腹
部
の
筋
、
腹
腔

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

胸
郭
の
構
造
/
腹
部
の
筋
の
構
成
、
腹
膜
の
ヒ
ダ

肋
間
筋
、
肋
間
神
経
・
動
脈
・
静
脈
、
壁
側
胸
膜
/
腹
直
筋
、
外
・

内
腹
斜
筋
、
腹
横
筋
、
正
中
臍
ヒ
ダ
な
ど

2
1
1
0
/
3
0
(金
)
3
・
4
･5
,5
解
剖
学

実
習
室

縦
隔
と
胸
膜

腹
腔

解
剖
学

講
座
教
員

解
剖
学

縦
隔
の
区
別
と
構
造
/
腹
膜
の
構
造
、
腹
部
内
臓
の
位
置

腕
頭
静
脈
、
心
膜
/
消
化
器
の
発
生
、
大
網
、
小
網
、
胃
、
小
腸
、

結
腸
、
肝
臓

-
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
実

習
内

容
（
頭

側
担

当
者

）
実

習
内

容
（
尾

側
担

当
者

）
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

2
2

1
1
/
2
(月

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
胸

部
内

臓
摘

出
腹

腔
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
縦

隔
の

局
所

解
剖

/
消

化
管

の
血

管
系

、
腹

部
内

臓
の

摘
出

反
回

神
経

、
大

動
脈

弓
の

分
枝

、
/
上

・
下

腸
間

膜
動

脈
、

腹
腔

動
脈

、
門

脈

2
3

1
1
/
4
(水

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
胸

部
内

臓
摘

出
、

後
部

縦
隔

腹
腔

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

縦
隔

の
局

所
解

剖
/
肝

臓
、

胃
の

構
造

心
臓

の
自

律
神

経
、

食
道

、
胸

大
動

脈
、

奇
静

脈
、

胸
管

/
肝

臓
、

胃

2
4

1
1
/
5
(木

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
後

部
縦

隔
腹

腔
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
縦

隔
後

部
の

局
所

解
剖

/
下

部
消

化
管

の
構

造
迷

走
神

経
、

交
感

神
経

幹
/
十

二
指

腸
、

膵
臓

、
脾

臓
、

空
腸

、
回

腸
、

回
盲

部
、

結
腸

2
5

1
1
/
6
(金

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
肺

腹
膜

後
器

官
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
肺

の
構

造
/
腎

臓
と

副
腎

気
管

、
気

管
支

、
肺

葉
、

肺
区

域
/
腎

被
膜

、
腎

・
副

腎
の

内
部

構
造

2
6

1
1
/
9
(月

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
心

臓
腹

膜
後

器
官

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

心
臓

の
外

観
/
腹

大
動

脈
、

胸
管

の
走

向
心

膜
、

心
尖

、
心

房
、

心
耳

、
心

室
、

冠
状

動
・
静

脈
/
腹

大
動

脈
の

分
枝

、
胸

管

2
7

1
1
/
1
1
(水

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
心

臓
横

隔
膜

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

心
臓

の
内

景
/
横

隔
膜

の
構

造
左

右
の

心
房

と
心

室
、

動
脈

弁
と

房
室

弁
、

乳
頭

筋
、

線
維

三
角

/
横

隔
膜

2
8

1
1
/
1
2
(木

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
固

有
背

筋
、

脊
柱

と
脊

柱
管

の
構

造
、

脊
髄

髄
膜

の
層

構
造

固
有

背
筋

の
種

類
（
板

状
筋

、
棘

筋
、

最
長

筋
、

腸
肋

筋
な

ど
）
、

脊
髄

髄
膜

（
硬

膜
、

ク
モ

膜
、

ク
モ

膜
下

腔
、

軟
膜

）
、

脊
髄

神
経

節
、

頸
膨

大
、

腰
膨

大
、

馬
尾

2
9

1
1
/
1
3
(金

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
頭

部
・
頚

部
移

行
部

の
局

所
解

剖
、

脊
髄

の
構

造
椎

骨
動

脈
、

蓋
膜

、
環

椎
十

字
靭

帯
、

脊
髄

（
前

索
、

側
索

、
後

索
、

前
角

、
側

角
、

後
角

）

3
0

1
1
/
1
6
(月

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
舌

骨
上

筋
群

と
咽

頭
鼡

径
管

と
会

陰
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
顎

下
三

角
、

オ
ト

ガ
イ

下
部

、
咽

頭
の

局
所

解
剖

/
鼡

径
管

の
局

所
解

剖
、

会
陰

と
外

陰
部

の
解

剖

顎
二

腹
筋

、
顎

舌
骨

筋
、

舌
骨

舌
筋

、
舌

下
神

経
、

咽
頭

収
縮

筋
、

咽
頭

（
鼻

部
、

口
部

、
喉

頭
部

）
、

舌
根

、
扁

桃
/
深

鼡
径

輪
、

鼡
径

管
の

内
容

物
、

会
陰

3
1

1
1
/
1
8
(水

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
甲

状
腺

、
気

管
と

喉
頭

会
陰

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

甲
状

腺
の

局
所

解
剖

、
喉

頭
の

構
造

/
会

陰
の

局
所

解
剖

甲
状

腺
、

上
皮

小
体

、
喉

頭
の

軟
骨

と
筋

、
声

帯
/
会

陰
の

筋
、

外
肛

門
括

約
筋

3
2

1
1
/
1
9
(木

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
頭

蓋
内

面
と

頭
部

の
正

中
断

、
口

腔
骨

盤
下

部
臓

器
、

勃
起

器
官

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

脳
硬

膜
、

硬
膜

静
脈

洞
、

頭
蓋

窩
の

理
解

、
口

腔
の

構
造

/
骨

盤
下

部
臓

器
の

位
置

、
勃

起
器

官
の

構
成

大
脳

鎌
、

小
脳

テ
ン

ト
、

硬
膜

静
脈

洞
、

下
垂

体
、

脳
神

経
や

脈
管

の
通

路
、

舌
/
前

立
腺

、
膣

、
陰

茎
・
陰

核
と

海
綿

体
、

尿
道

3
3

1
1
/
2
0
(金

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
口

腔
、

鼻
腔

と
鼻

中
隔

骨
盤

臓
器

の
観

察
と

取
り

出
し

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

口
腔

の
構

造
、

鼻
腔

の
構

造
/
骨

盤
臓

器
の

局
所

解
剖

顎
下

腺
、

舌
下

腺
、

舌
神

経
、

鼻
中

隔
、

鼻
甲

介
、

/
骨

盤
臓

器
の

位
置

、
膀

胱

3
4

1
1
/
2
5
(水

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
鼻

腔
と

咽
頭

鼻
部

、
顔

面
深

層
男

性
・
女

性
生

殖
器

、
直

腸
と

肛
門

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

鼻
腔

側
壁

と
咽

頭
鼻

部
の

構
造

、
咀

嚼
筋

と
下

顎
骨

の
構

造
/
男

性
・
女

性
生

殖
器

の
構

造
、

肛
門

の
局

所
解

剖

翼
口

蓋
神

経
節

、
鼻

腔
の

動
脈

、
耳

管
咽

頭
口

、
咀

嚼
筋

、
下

顎
管

/
男

性
生

殖
器

（
精

巣
、

精
管

）
、

女
性

生
殖

器
（
卵

管
、

卵
巣

、
子

宮
）
、

肛
門

柱
、

歯
状

線

3
5

1
1
/
2
6
(木

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
顔

面
深

層
後

腹
壁

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

顎
関

節
と

側
頭

下
窩

の
構

造
/
後

腹
壁

の
筋

と
腰

神
経

叢
顎

関
節

、
側

頭
筋

、
顎

動
脈

、
舌

神
経

、
口

蓋
神

経
/
腸

腰
筋

、
腰

神
経

叢

3
6

1
1
/
2
7
(金

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
眼

球
付

属
器

体
幹

と
骨

盤
の

半
切

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

眼
瞼

、
結

膜
、

涙
器

の
構

造
/
骨

盤
の

血
管

眼
瞼

と
結

膜
、

涙
腺

、
涙

嚢
、

鼻
涙

管
/
内

腸
骨

動
脈

の
枝

、
陰

部
神

経
管

3
7

1
1
/
3
0
(月

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
眼

窩
と

眼
球

、
聴

覚
器

仙
骨

神
経

叢
、

肘
関

節
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
眼

窩
と

眼
球

の
構

造
、

聴
覚

器
の

構
造

/
仙

骨
神

経
叢

、
肘

関
節

の
構

造
外

眼
筋

と
支

配
神

経
、

鼓
膜

、
鼓

室
、

耳
小

骨
/
仙

骨
神

経
叢

、
橈

骨
輪

状
靭

帯

3
8

1
2
/
2
(水

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
眼

窩
と

眼
球

、
内

耳
、

上
顎

洞
足

関
節

解
剖

学
講

座
教

員
解

剖
学

眼
窩

と
眼

球
の

構
造

、
内

耳
の

構
造

、
上

顎
洞

/
足

関
節

の
構

造

視
神

経
、

眼
動

脈
の

枝
、

毛
様

体
神

経
節

、
眼

球
（
水

晶
体

な
ど

）
、

内
耳

（
半

規
管

、
蝸

牛
管

）
、

上
顎

洞
/
内

腸
骨

動
脈

、
内

側
・
外

側
靭

帯

3
9

1
2
/
4
(金

)
3
・
4
･5

,5
解

剖
学

実
習

室
解

剖
学

講
座

教
員

解
剖

学
解

剖
学

実
習

の
総

ま
と

め
感

謝
・
畏

敬
の

念

人
間

力
の

要
素

：
知

力
（
論

理
的

分
析

力
）
、

体
力

（
持

続
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
評

価
：
出

席
状

況
、

口
頭

試
問

及
び

剖
出

チ
ェ

ッ
ク

そ
の

他
：
時

間
厳

守
、

解
剖

実
習

を
行

う
者

と
し

て
常

識
あ

る
態

度
を

と
る

こ
と

。
  
  
  
  
  
 系

統
解

剖
学

実
習

は
学

生
4
-
5
人

で
行

う
共

同
作

業
で

あ
る

の
で

、
正

当
な

理
由

な
く
し

て
休

む
こ

と
は

許
さ

れ
な

い
。

  
  
  
  
  
 上

記
の

シ
ラ

バ
ス

は
、

実
習

の
進

行
状

況
に

応
じ

て
適

宜
変

更
す

る
こ

と
が

あ
る

。
  
  
  
  
  
 9

/
2
4
は

最
初

に
実

習
の

注
意

事
項

を
説

明
す

る
の

で
、

3
2
3
講

義
室

に
集

合
す

る
こ

と
。

  
  
  
  
  
 平

成
2
8
年

春
に

解
剖

体
慰

霊
祭

が
予

定
さ

れ
て

い
る

の
で

、
全

員
が

出
席

す
る

こ
と

。

脊
柱

と
脊

髄

頭
部

の
切

り
離

し
作

業
、

脊
髄

最
終

試
問

、
清

掃
・
納

骨

-
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病
理

学
総

論

科
目

到
達

目
標

：
病

因
と

病
態

（
遺

伝
子

異
常

と
疾

患
・
発

生
発

達
異

常
, 
細

胞
傷

害
・
変

性
と

細
胞

死
, 
代

謝
障

害
, 
循

環
傷

害
, 
炎

症
と

創
傷

治
癒

, 
腫

瘍
）
及

び
関

連
す

る
代

表
的

な
病

理
組

織
像

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
梅

北
　

善
久

（
器

官
病

理
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/
2
4
(木

)
1

1
2
1

循
環

障
害

 １
加

藤
　

雅
子

分
子

病
理

学
水

腫
、

充
血

と
鬱

血
、

シ
ョ

ッ
ク

が
説

明
で

き
る

浮
腫

、
水

腫
、

充
血

、
鬱

血
、

シ
ョ

ッ
ク

、
心

不
全

、
腎

性
浮

腫
、

脳
浮

腫

2
9
/
2
4
(木

)
2

1
2
1

循
環

障
害

 ２
加

藤
　

雅
子

分
子

病
理

学
出

血
と

凝
固

機
序

、
血

栓
症

が
説

明
で

き
る

出
血

、
凝

固
機

序
、

出
血

性
素

因
、

血
栓

症
、

血
小

板
、

線
溶

系

3
9
/
2
8
(月

)
1

1
2
1

細
胞

傷
害

 １
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
細

胞
傷

害
・
変

性
と

細
胞

死
の

多
様

性
、

病
因

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

A
T
P

, 
フ

リ
ー

ラ
ジ

カ
ル

, 
凝

固
壊

死
, 
液

化
壊

死
, 
乾

酪
壊

死
, 
脂

肪
壊

死
, 
フ

ィ
ブ

リ
ノ

イ
ド

壊
死

, 
A

u
to

p
h
ag

y,
 老

化
, 
ア

ポ
ト

ー
シ

ス
, 
U

P
R

, 
萎

縮

4
9
/
2
8
(月

)
2

1
2
1

細
胞

傷
害

 ２
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
糖

代
謝

異
常

、
蛋

白
質

・
ア

ミ
ノ

酸
異

常
、

脂
質

代
謝

異
常

、
核

酸
・
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
代

謝
異

常
、

無
機

質
代

謝
異

常
の

病
態

を
説

明
で

き
る

。

ラ
ッ

セ
ル

小
体

, 
硝

子
滴

変
性

, 
ア

ミ
ロ

イ
ド

ー
シ

ス
, 
脂

肪
変

性
,

痛
風

, 
病

的
石

灰
沈

着
, 
リ

ポ
フ

ス
チ

ン
, 
ヘ

モ
ジ

デ
ロ

ー
シ

ス
, 
ヘ

モ
ク

ロ
マ

ト
ー

シ
ス

, 
黄

疸

5
9
/
2
9
(火

)
3

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 １
：
 細

胞
傷

害
塩

見
　

達
志

坂
部

　
友

彦
器

官
病

理
学

細
胞

傷
害

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

脂
肪

肝
, 
マ

ロ
リ

ー
小

体
, 
硝

子
滴

変
性

, 
リ

ポ
フ

ス
チ

ン
蓄

積

6
9
/
2
9
(火

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ２
：
 細

胞
傷

害
塩

見
　

達
志

坂
部

　
友

彦
器

官
病

理
学

細
胞

傷
害

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

ヘ
モ

ジ
デ

リ
ン

沈
着

, 
メ

ラ
ニ

ン
沈

着
, 
胆

汁
鬱

滞
, 
粘

液
変

性
, 
ア

ミ
ロ

イ
ド

沈
着

7
9
/
2
9
(火

)
5

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ３
：
 細

胞
傷

害
塩

見
　

達
志

坂
部

　
友

彦
器

官
病

理
学

細
胞

傷
害

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

ゴ
ー

シ
ェ

病
, 
塵

肺
症

, 
凝

固
壊

死
, 
液

化
壊

死
, 
転

移
性

石
灰

化

8
1
0
/
1
(木

)
1

1
2
1

遺
伝

性
疾

患
・
発

生
発

達
異

常
 １

梅
北

　
善

久
器

官
病

理
学

遺
伝

子
・
染

色
体

異
常

と
発

生
発

達
異

常
や

疾
患

と
の

関
連

を
説

明
で

き
る

。

多
因

子
遺

伝
, 
変

形
, 
破

壊
, 
先

天
性

風
疹

症
候

群
, 
全

前
脳

症
,

H
o
x 

ge
n
e
, 
P

A
X
 g

e
n
e
, 
レ

チ
ノ

イ
ン

酸
胎

芽
症

, 
D

o
w

n
 症

候
群

,
K
le

in
fe

lt
e
r 

症
候

群
, 
T
u
rn

e
r 

症
候

群

9
1
0
/
1
(木

)
2

1
2
1

循
環

障
害

 ３
加

藤
　

雅
子

分
子

病
理

学
塞

栓
症

が
説

明
で

き
る

塞
栓

症
、

塞
栓

の
種

類
、

肺
塞

栓
症

1
0

1
0
/
2
(金

)
1

1
2
1

循
環

障
害

 ４
加

藤
　

雅
子

分
子

病
理

学
梗

塞
が

説
明

で
き

る
梗

塞
、

白
色

梗
塞

、
赤

色
梗

塞

1
1

1
0
/
5
(月

)
1

1
2
1

炎
症

 １
林

　
一

彦
分

子
病

理
学

病
理

学
に

つ
い

て
、

炎
症

の
定

義
、

炎
症

総
論

病
理

学
の

歴
史

と
役

割
、

炎
症

の
進

化
、

炎
症

の
歴

史
、

、
炎

症
に

よ
る

全
身

反
応

、
炎

症
と

発
癌

1
2

1
0
/
6
(火

)
3

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ４
：
 循

環
障

害
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

循
環

障
害

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

浮
腫

、
充

血
、

う
っ

血
、

出
血

、
血

栓
、

塞
栓

、
梗

塞
シ

ョ
ッ

ク

1
3

1
0
/
6
(火

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ５
：
 循

環
障

害
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

循
環

障
害

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

浮
腫

、
充

血
、

う
っ

血
、

出
血

、
血

栓
、

塞
栓

、
梗

塞
シ

ョ
ッ

ク

1
4

1
0
/
6
(火

)
5

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ６
：
 循

環
障

害
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

循
環

障
害

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

浮
腫

、
充

血
、

う
っ

血
、

出
血

、
血

栓
、

塞
栓

、
梗

塞
シ

ョ
ッ

ク

1
5

1
0
/
8
(木

)
1

1
2
1

遺
伝

性
疾

患
・
発

生
発

達
異

常
 ２

梅
北

　
善

久
器

官
病

理
学

遺
伝

子
・
染

色
体

異
常

と
発

生
発

達
異

常
や

疾
患

と
の

関
連

を
説

明
で

き
る

。

メ
ン

デ
ル

の
法

則
, 
伴

性
劣

性
遺

伝
, 
常

染
色

体
劣

性
遺

伝
, 
家

族
性

高
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

, 
糖

原
病

, 
ラ

イ
ソ

ゾ
ー

ム
蓄

積
病

,
リ

ピ
ー

ト
病

, 
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

遺
伝

子
変

異
, 
ゲ

ノ
ム

イ
ン

プ
リ

ン
テ

ィ
ン

グ

1
6

1
0
/
8
(木

)
2

1
2
1

環
境

要
因

・
栄

養
障

害
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
環

境
要

因
及

び
栄

養
障

害
に

よ
る

代
表

的
な

疾
患

の
病

態
を

説
明

で
き

る
。

チ
ト

ク
ロ

ー
ム

P
-
4
5
0
, 
大

気
汚

染
, 
重

金
属

汚
染

, 
ア

ル
コ

ー
ル

,
経

口
避

妊
薬

, 
物

理
的

因
子

に
よ

る
傷

害
, 
蛋

白
エ

ネ
ル

ギ
ー

栄
養

障
害
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
7

1
0
/
9
(金

)
1

1
2
1

炎
症

 ２
村

上
　

一
郎

分
子

病
理

学
炎

症
、

感
染

症
、

免
疫

を
含

む
生

体
反

応
の

総
論

と
ト

ピ
ッ

ク
ス

炎
症

反
応

の
カ

ス
ケ

ー
ド

、
炎

症
巣

の
構

造
、

浸
潤

細
胞

、
ケ

ミ
カ

ル
メ

デ
ィ

エ
ー

タ
ー

、
免

疫
応

答
の

パ
ラ

ダ
イ

ム

1
8

1
0
/
1
3
(火

)
3

1
2
1

炎
症

 ３
村

上
　

一
郎

分
子

病
理

学
炎

症
の

分
類

、
組

織
形

態
学

的
変

化
と

経
時

的
変

化
慢

性
炎

症
、

治
癒

、
瘢

痕
、

膿
瘍

1
9

1
0
/
1
3
(火

)
4

1
2
1

炎
症

 ４
村

上
　

一
郎

分
子

病
理

学
炎

症
の

分
類

、
組

織
形

態
学

的
変

化
と

経
時

的
変

化
炎

症
の

種
類

、
漿

液
性

炎
、

線
維

素
性

炎
、

化
膿

性
炎

、
出

血
性

炎
、

壊
死

性
炎

、
壊

疽
性

炎

2
0

1
0
/
1
5
(木

)
1

1
2
1

炎
症

 ５
村

上
　

一
郎

分
子

病
理

学
炎

症
の

分
類

、
組

織
形

態
学

的
変

化
と

経
時

的
変

化
慢

性
増

殖
性

炎
、

肉
芽

性
炎

症
、

結
核

型
肉

芽
腫

、
サ

ル
コ

イ
ド

肉
芽

腫
、

リ
ウ

マ
チ

結
節

、
A

sc
h
o
ff
結

節
、

異
物

肉
芽

腫

2
1

1
0
/
1
6
(金

)
1

1
2
1

創
傷

治
癒

 １
加

藤
　

雅
子

分
子

病
理

学
創

傷
治

癒
に

関
す

る
細

胞
と

そ
の

過
程

組
織

細
胞

反
応

、
肉

芽
組

織
反

応
、

間
質

細
胞

、
組

織
修

復

2
2

1
0
/
1
9
(月

)
1

1
2
1

炎
症

 ６
村

上
　

一
郎

分
子

病
理

学
炎

症
、

感
染

症
、

免
疫

を
含

む
生

体
反

応
の

総
括

生
体

防
御

反
応

、
自

然
免

疫
、

炎
症

と
宿

主
要

因
、

炎
症

の
分

子
機

構
,炎

症
と

接
着

分
子

2
3

1
0
/
2
0
(火

)
3

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ７
：
 炎

症
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

急
性

炎
症

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

浸
潤

細
胞

、
微

小
循

環
、

漿
液

性
炎

,線
維

素
性

炎
、

化
膿

性
炎

、
出

血
性

炎
、

壊
死

性
炎

2
4

1
0
/
2
0
(火

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ８
：
 炎

症
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

慢
性

炎
症

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

治
癒

、
瘢

痕
、

膿
瘍

、
肉

芽
性

炎
、

結
核

結
節

、
サ

ル
コ

イ
ド

肉
芽

腫
、

リ
ュ

ウ
マ

チ
結

節

2
5

1
0
/
2
0
(火

)
5

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ９
：
 炎

症
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

慢
性

炎
症

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

治
癒

、
瘢

痕
、

膿
瘍

、
肉

芽
性

炎
、

結
核

結
節

、
サ

ル
コ

イ
ド

肉
芽

腫
、

リ
ュ

ウ
マ

チ
結

節

2
6

1
0
/
2
2
(木

)
1

1
2
1

腫
瘍

 １
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
腫

瘍
の

定
義

と
良

性
・
境

界
・
悪

性
腫

瘍
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

癌
腫

, 
肉

腫
, 
異

型
, 
多

形
性

, 
退

形
成

, 
浸

潤
, 
転

移
, 
最

終
診

断
,

免
疫

組
織

化
学

2
7

1
0
/
2
2
(木

)
2

1
2
1

創
傷

治
癒

 ２
加

藤
　

雅
子

分
子

病
理

学
創

傷
治

癒
に

関
す

る
細

胞
と

そ
の

過
程

細
胞

増
殖

因
子

、
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

、
再

生

2
8

1
0
/
2
3
(金

)
1

1
2
1

腫
瘍

 ２
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
腫

瘍
の

定
義

と
良

性
・
境

界
・
悪

性
腫

瘍
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

病
理

医
, 
細

胞
診

, 
分

化
度

, 
異

型
度

, 
異

形
成

, 
上

皮
内

癌
, 
腺

癌
, 
扁

平
上

皮
癌

, 
尿

路
上

皮
癌

, 
未

分
化

癌

2
9

1
0
/
2
6
(月

)
1

1
2
1

腫
瘍

 ３
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
腫

瘍
の

定
義

と
良

性
・
境

界
・
悪

性
腫

瘍
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

肥
大

, 
過

形
成

, 
転

移
, 
播

種
, 
ラ

テ
ン

ト
癌

, 
幹

細
胞

, 
ニ

ッ
チ

, 
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
, 
T
N

M
分

類
, 
原

発
不

明
癌

3
0

1
0
/
2
7
(火

)
3

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

１
０

：
 腫

瘍
塩

見
　

達
志

坂
部

　
智

彦
器

官
病

理
学

細
胞

傷
害

に
伴

う
組

織
像

が
説

明
で

き
る

腺
種

、
高

分
化

腺
癌

、
扁

平
上

皮
癌

、
高

分
化

扁
平

上
皮

癌
, 
上

皮
内

癌

3
1

1
0
/
2
7
(火

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

１
１

：
 腫

瘍
塩

見
　

達
志

坂
部

　
友

彦
器

官
病

理
学

良
性

腫
瘍

と
悪

性
腫

瘍
の

代
表

的
な

組
織

像
が

説
明

で
き

る
低

分
化

腺
癌

, 
尿

路
上

皮
癌

, 
印

環
細

胞
癌

, 
過

形
成

ポ
リ

ー
プ

3
2

1
0
/
2
7
(火

)
5

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

１
２

：
 腫

瘍
塩

見
　

達
志

坂
部

　
友

彦
器

官
病

理
学

良
性

腫
瘍

と
悪

性
腫

瘍
の

代
表

的
な

組
織

像
が

説
明

で
き

る
平

滑
筋

腫
, 
平

滑
筋

肉
腫

, 
脂

肪
腫

, 
脂

肪
肉

腫
, 
神

経
鞘

腫
,

3
3

1
0
/
2
9
(木

)
1

1
2
1

免
疫

病
理

 １
桑

本
　

聡
史

病
理

部
免

疫
系

の
生

物
学

、
免

疫
反

応
に

よ
る

組
織

障
害

、
移

植
免

疫
免

疫
系

の
細

胞
、

M
H

C
,　

液
性

免
疫

、
細

胞
性

免
疫

、
Ⅰ

型
-
Ⅳ

型
過

敏
性

反
応

、
拒

絶
反

応

3
4

1
0
/
2
9
(木

)
2

1
2
1

免
疫

病
理

 ２
桑

本
　

聡
史

病
理

部
免

疫
状

態
の

評
価

、
免

疫
不

全
疾

患
、

自
己

免
疫

疾
患

複
合

免
疫

不
全

症
、

A
ID

S
,　

S
L
E
,　

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
、

強
皮

症
、

混
合

性
結

合
組

織
病

3
5

1
0
/
3
0
(金

)
1

1
2
1

腫
瘍

 ４
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
が

ん
の

疫
学

、
内

因
及

び
環

境
要

因
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

職
業

癌
, 
遺

伝
性

腫
瘍

症
候

群
, 
前

癌
病

変
, 
炎

症
性

発
癌

,
H

e
lic

o
b
ac

te
r 

p
yl

o
ri
, 
 ア

ス
ベ

ス
ト

, 
中

皮
腫

3
6

1
1
/
2
(月

)
1

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 １
３

：
 免

疫
病

理
　

林
　

一
彦

村
上

一
郎

桑
本

聡
史

分
子

病
理

学
免

疫
反

応
に

よ
る

組
織

学
的

変
化

・
病

変
を

説
明

で
き

る
細

胞
性

免
疫

、
過

敏
性

反
応

、
A

ID
S
,　

S
L
E
,　

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
、

強
皮

症

3
7

1
1
/
5
(木

)
1

1
2
1

腫
瘍

 ５
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
発

癌
の

分
子

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
O

n
c
o
ge

n
e
, 
が

ん
抑

制
遺

伝
子

, 
L
O

H
, 
E
G

F
R

, 
R

A
S
, 
H

E
R

2
,

T
G

F
-
a

, 
ド

ラ
イ

バ
ー

変
異

-
 1

0
 -

―1
0―



回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

3
8

1
1
/
5
(木

)
2

1
2
1

腫
瘍

 ６
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
発

癌
の

分
子

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る

M
Y
C

, 
C

yc
lin

s,
 C

D
K
4
, 
R

b,
 p

5
3
, 
m

ic
ro

R
N

A
, 
W

T
1
, 
A

P
C

, 
β

-

c
at

e
n
in

, 
p1

6
, 
p2

1
, 
T
G

F
-
β

, 
B

R
C

A
1
,A

P
C

, 
b-

c
at

e
n
in

,
P

T
E
N

, 
V

H
L
, 
H

IF
1
, 
A

po
pt

o
si

s,
 細

胞
老

化
, 
テ

ロ
メ

ア
, 
テ

ロ
メ

ラ
ー

ゼ
,

3
9

1
1
/
6
(金

)
1

1
2
1

腫
瘍

 ７
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
発

癌
の

分
子

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
間

質
の

微
小

環
境

, 
V

E
G

F
, 
V

E
G

F
R

, 
遺

伝
子

が
ん

症
候

群
,

M
S
I, 

ゲ
ノ

ム
不

安
定

性
,W

ar
bu

rg
 効

果
, 
染

色
体

相
互

転
座

,
E
pi

ge
n
e
ti
c
s

4
0

1
1
/
1
0
(火

)
3

1
2
1

感
染

症
 １

千
酌

　
浩

樹
感

染
制

御
部

感
染

症
に

よ
る

炎
症

性
変

化
を

病
原

体
別

に
説

明
ウ

イ
ル

ス
感

染
、

リ
ケ

ッ
チ

ア
、

ク
ラ

ミ
ジ

ア
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ

4
1

1
1
/
1
0
(火

)
4

1
2
1

感
染

症
 ２

千
酌

　
浩

樹
感

染
制

御
部

感
染

症
に

よ
る

炎
症

性
変

化
を

病
原

体
別

に
説

明
細

菌
感

染
、

真
菌

感
染

、
原

虫
感

染
、

寄
生

虫
感

染
、

日
和

見
感

染

4
2

1
1
/
1
2
(木

)
1

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 １
５

：
 創

傷
治

癒
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

創
傷

治
癒

に
関

す
る

組
織

像
を

説
明

で
き

る
組

織
細

胞
反

応
、

肉
芽

組
織

反
応

、
間

質
細

胞
、

組
織

修
復

4
3

1
1
/
1
2
(木

)
2

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 １
４

：
 創

傷
治

癒
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

創
傷

治
癒

に
関

す
る

組
織

像
を

説
明

で
き

る
組

織
細

胞
反

応
、

肉
芽

組
織

反
応

、
間

質
細

胞
、

組
織

修
復

4
4

1
1
/
1
3
(金

)
1

1
2
1

腫
瘍

 ８
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
ウ

イ
ル

ス
発

癌
及

び
化

学
発

癌
の

分
子

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
H

T
L
V

-
1
, 
H

P
V

 E
6
, 
H

P
V

 E
7
, 
E
B

V
, 
H

B
V

, 
In

it
ia

ti
o
n
,

P
ro

m
o
ti
o
n
, 
A

fl
at

o
xi

n
B

1

4
5

1
1
/
1
7
(火

)
3

1
2
1

腫
瘍

 ９
梅

北
　

善
久

器
官

病
理

学
浸

潤
と

転
移

の
分

子
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

細
胞

外
基

質
、

E
M

T
、

M
M

P
s,

 E
-
c
ad

h
e
ri
n
, 
C

at
h
e
n
in

s,
C

at
h
e
ps

in
, 
L
am

in
in

4
6

1
1
/
1
7
(火

)
4

1
2
1

腫
瘍

１
０

梅
北

　
善

久
器

官
病

理
学

主
な

小
児

が
ん

の
種

類
と

特
徴

, 
腫

瘍
免

疫
・
宿

主
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

神
経

芽
細

胞
腫

, 
W

ilm
s 

tu
m

o
r,
 肝

芽
腫

, 
白

血
病

, 
横

紋
筋

肉
腫

, 
髄

芽
腫

、
腫

瘍
抗

原
, 
N

K
細

胞
,

4
7

1
1
/
1
9
(木

)
1

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

１
６

：
　

総
復

習
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

循
環

障
害

と
炎

症
性

疾
患

の
代

表
的

な
組

織
像

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

4
8

1
1
/
1
9
(木

)
2

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 １
７

：
　

総
復

習
林

　
一

彦
村

上
　

一
郎

加
藤

　
雅

子
分

子
病

理
学

循
環

障
害

と
炎

症
性

疾
患

の
代

表
的

な
組

織
像

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

4
9

1
1
/
2
4
(火

)
3

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 １
８

：
 腫

瘍
塩

見
　

達
志

坂
部

　
友

彦
器

官
病

理
学

良
性

腫
瘍

と
悪

性
腫

瘍
の

代
表

的
な

組
織

像
が

説
明

で
き

る
扁

平
上

皮
癌

, 
低

分
化

型
腺

癌
, 
尿

路
上

皮
癌

, 
印

環
細

胞
癌

,
過

形
成

ポ
リ

ー
プ

5
0

1
1
/
2
4
(火

)
4

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 １
９

：
 腫

瘍
塩

見
　

達
志

坂
部

　
友

彦
器

官
病

理
学

良
性

腫
瘍

と
悪

性
腫

瘍
の

代
表

的
な

組
織

像
が

説
明

で
き

る
平

滑
筋

腫
, 
平

滑
筋

肉
腫

, 
脂

肪
腫

, 
脂

肪
肉

腫
, 
神

経
鞘

腫
,

5
1

1
1
/
2
4
(火

)
5

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ２
０

：
 総

復
習

塩
見

　
達

志
坂

部
　

友
彦

器
官

病
理

学
良

性
腫

瘍
と

悪
性

腫
瘍

、
細

胞
傷

害
の

代
表

的
な

組
織

像
が

説
明

で
き

る

5
2

1
1
/
2
6
(木

)
2

病
理

解
剖

組
織

系
実

習
室

実
習

 ２
１

：
　

実
習

試
験

塩
見

　
達

志
坂

部
　

友
彦

器
官

病
理

学
細

胞
障

害
、

腫
瘍

の
代

表
的

な
組

織
像

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

（
行

動
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

体
力

（
持

続
力

）

評
価

：
定

期
試

験
、

*
組

織
実

習
、

出
席

、
学

習
態

度
を

総
合

的
に

評
価

す
る

*
組

織
実

習
の

評
価

：
バ

ー
チ

ャ
ル

ス
ラ

イ
ド

シ
ス

テ
ム

等
を

利
用

し
た

試
験

＋
レ

ポ
ー

ト
（
実

習
ノ

ー
ト

）
・
出

席

参
考

書
（
講

義
用

推
奨

）
：
 B

as
ic

 P
at

h
o
lo

gy
 (
9
th

 e
ds

.)
, 
ル

ー
ビ

ン
病

理
学

（
西

村
書

店
）
, 
解

明
病

理
学

（
医

歯
薬

出
版

）
, 
標

準
病

理
学

（
医

学
書

院
）

参
考

書
（
実

習
用

推
奨

）
：
 組

織
病

理
ア

ト
ラ

ス
（
文

光
堂

）
, 
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
病

理
学

（
西

村
出

版
）
、

病
理

組
織

の
見

方
と

鑑
別

診
断

（
医

歯
薬

出
版

）

-
 1

1
 -

―1
1―



社
会

環
境

医
学

科
目

到
達

目
標

：
健

康
、

疾
病

を
取

り
巻

く
社

会
的

環
境

に
つ

い
て

の
知

識
と

考
え

方
を

習
得

す
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
尾

崎
　

米
厚

（
環

境
予

防
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/
2
9
(火

)
1

1
2
1

疾
病

の
概

念
尾

崎
　

米
厚

環
境

予
防

医
学

健
康

、
障

害
と

疾
病

の
概

念
を

説
明

で
き

る
健

康
の

定
義

、
健

康
水

準
の

尺
度

、
健

康
の

権
利

、
W

H
O

の
定

義

2
9
/
2
9
(火

)
2

1
2
1

社
会

構
造

と
健

康
・
疾

病
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

家
族

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

地
域

社
会

、
国

際
化

と
健

康
、

疾
病

と
の

関
係

を
説

明
で

き
る

家
族

、
地

域
社

会
の

変
貌

、
人

口
構

造
の

変
化

、
労

働
力

人
口

の
変

化
、

高
齢

化
の

特
徴

、
国

際
化

3
9
/
3
0
(水

)
1

1
2
1

衛
生

行
政

尾
崎

　
米

厚
環

境
予

防
医

学
国

際
的

公
衆

衛
行

政
の

動
向

と
厚

生
行

政
、

健
康

危
機

管
理

、
衛

生
行

政
の

意
義

と
内

容
を

説
明

で
き

る
。

公
衆

衛
生

医
、

厚
生

行
政

の
実

際
、

医
療

政
策

、
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
、

ハ
イ

リ
ス

ク
ア

プ
ロ

ー
チ

、
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
ロ

ー
チ

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
、

健
康

危
機

管
理

4
9
/
3
0
(水

)
2

1
2
1

環
境

と
健

康
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

環
境

と
健

康
・
疾

病
と

の
関

係
（
環

境
と

適
応

）
を

理
解

す
る

。
環

境
と

適
応

、
適

応
の

例
、

環
境

要
因

の
分

類
、

ﾎ
ﾒ
ｵ

ｽ
ﾀ
ｼ
ｽ

、
主

体
環

境
系

、
環

境
形

成
作

用
、

社
会

的
適

応

5
1
0
/
6
(火

)
1

1
2
1

保
健

、
医

療
、

福
祉

シ
ス

テ
ム

尾
崎

　
米

厚
環

境
予

防
医

学
医

療
制

度
、

福
祉

制
度

、
わ

が
国

の
保

健
医

療
福

祉
シ

ス
テ

ム
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
医

療
制

度
改

革
、

医
師

確
保

対
策

等
医

療
政

策
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
、

保
健

医
療

福
祉

制
度

の
国

際
比

較
、

医
療

法
、

医
療

計
画

、
医

療
体

制
、

医
療

従
事

者

6
1
0
/
7
(水

)
1

1
2
1

労
働

衛
生

、
産

業
保

健
能

勢
　

隆
之

（
非

常
勤

）
健

康
政

策
医

学
産

業
保

健
（
労

働
関

係
法

規
を

含
む

）
を

概
説

で
き

る
。

労
働

基
準

法
、

労
働

安
全

衛
生

法
、

産
業

医
、

作
業

環
境

管
理

、
作

業
管

理
、

健
康

管
理

、
労

働
災

害
、

職
業

性
疾

病
、

じ
ん

肺
、

放
射

線
、

職
業

性
腰

痛

7
1
0
/
7
(水

)
2

1
2
1

環
境

と
健

康
　

考
え

方
と

事
例

福
島

　
哲

仁
（
非

常
勤

）
環

境
予

防
医

学
環

境
と

健
康

に
つ

い
て

の
考

え
方

の
基

本
を

整
理

。
リ

ス
ク

、
安

全
、

安
心

、
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

環
境

と
健

康

8
1
0
/
1
3
(火

)
1

1
2
1

生
態

系
、

環
境

の
変

化
と

健
康

大
西

　
一

成
健

康
政

策
医

学
生

態
系

の
変

化
と

健
康

、
地

球
環

境
の

変
化

と
健

康
と

の
関

連
が

説
明

で
き

る

地
球

環
境

の
変

化
、

温
暖

化
、

生
態

系
へ

の
影

響
、

黄
砂

、
P

M
2
.5

 ,
大

気
汚

染
、

水
質

汚
濁

、
水

問
題

、
乾

燥
地

、
生

体
循

環
、

生
体

濃
縮

、
室

内
大

気
汚

染
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
排

気
、

環
境

基
本

法
、

酸
性

雨
、

オ
ゾ

ン
層

破
壊

、
ｴ
ﾙ

ﾆ
ｰ

ﾆ
ｮ

9
1
0
/
1
4
(水

)
1

1
2
1

環
境

保
健

　
公

害
対

策
尾

崎
　

米
厚

環
境

予
防

医
学

環
境

汚
染

と
健

康
、

公
害

病
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

四
大

公
害

病
、

薬
害

、
現

代
の

公
害

、
世

界
の

公
害

、
公

害
対

策

1
0

1
0
/
1
4
(水

)
2

1
2
1

母
子

保
健

、
学

校
保

健
金

城
　

文
環

境
予

防
医

学
母

子
保

健
お

よ
び

学
校

保
健

の
実

態
、

母
子

保
健

対
策

や
学

校
保

健
対

策
の

概
要

を
説

明
で

き
る

母
子

保
健

法
、

出
産

・
育

児
に

関
す

る
制

度
、

母
体

保
護

法
、

母
子

保
健

統
計

、
児

童
福

祉
法

、
児

童
虐

待
防

止
法

、
妊

産
婦

へ
の

施
策

、
疾

病
や

障
害

を
持

っ
た

子
供

の
支

援
策

、
学

校
保

健
安

全
法

、
校

医
、

養
護

教
諭

、
学

校
健

診
、

学
校

感
染

症
、

等

1
1

1
0
/
2
0
(火

)
1

1
2
1

環
境

発
癌

物
質

黒
沢

　
洋

一
健

康
政

策
医

学
生

態
系

の
変

化
が

健
康

と
生

活
に

与
え

る
影

響
（
環

境
発

癌
物

質
）
。

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

、
電

磁
波

、
放

射
線

、
職

業
性

曝
露

物
質

1
2

1
0
/
2
1
(水

)
1

1
2
1

成
人

保
健

尾
崎

　
米

厚
環

境
予

防
医

学
成

人
保

健
の

実
際

、
成

人
保

健
対

策
の

概
要

を
説

明
で

き
る

健
康

増
進

法
、

健
康

日
本

2
1
（
2
次

計
画

）
、

生
活

習
慣

病
対

策
、

特
定

健
康

診
査

、
特

定
保

健
指

導
、

が
ん

対
策

基
本

法
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

、
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画

1
3

1
0
/
2
1
(水

)
2

1
2
1

在
宅

医
療

、
終

末
期

医
療

、
へ

き
地

医
療

金
城

　
文

環
境

予
防

医
学

在
宅

医
療

、
終

末
期

医
療

、
へ

き
地

医
療

の
実

際
と

課
題

を
説

明
で

き
る

終
末

期
ケ

ア
、

緩
和

ケ
ア

、
地

域
医

療
、

へ
き

地
医

療
、

離
島

医
療

、
在

宅
医

療
、

家
庭

医
療

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム

1
4

1
0
/
2
7
(火

)
1

1
2
1

社
会

福
祉

、
障

害
者

福
祉

天
野

　
宏

紀
健

康
政

策
医

学
社

会
福

祉
制

度
、

障
害

者
福

祉
の

概
要

を
説

明
で

き
る

社
会

保
障

制
度

、
障

害
の

概
念

、
国

際
生

活
機

能
分

類
、

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

、
Q

O
L
,障

害
者

の
福

祉
施

策
、

障
害

者
基

本
計

画
、

障
害

者
手

帳
、

在
宅

障
害

児
・
者

、
障

害
者

総
合

支
援

法
、

社
会

福
祉

、
地

域
福

祉
、

生
活

保
護

、
医

療
扶

助

1
5

1
0
/
2
8
(水

)
2

1
2
1

精
神

保
健

、
難

病
金

城
　

文
環

境
予

防
医

学
精

神
疾

患
の

実
態

、
精

神
保

健
対

策
の

概
要

、
難

病
対

策
の

概
要

、
主

な
難

病
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

障
害

者
自

立
支

援
法

、
精

神
保

健
指

定
医

、
任

意
入

院
、

措
置

入
院

、
医

療
保

護
入

院
、

精
神

医
療

審
査

会
、

自
立

支
援

医
療

、
精

神
通

院
医

療
、

精
神

保
健

福
祉

法
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

、
自

殺
対

策
、

発
達

障
害

者
支

援
、

高
次

脳
機

能
障

害
、

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
、

こ
こ

ろ
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

、
特

定
疾

患
、

難
治

性
疾

患
、

指
定

医
、

難
病

医
療

拠
点

病
院

、
難

病
医

療
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

難
病

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
難

病
医

療
地

域
基

幹
病

院
、

難
病

の
医

療
費

助
成

、
難

病
情

報
セ

ン
タ

ー
、

難
病

相
談

・
支

援
セ

ン
タ

ー
、

難
病

患
者

就
労

サ
ポ

ー
タ

ー

-
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回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
6

1
1
/
1
0
(火
)

1
1
2
1

国
際
社
会
と
健
康
・
疾
病

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学
国
際
保
健
の
現
状
、
課
題
、
方
法
を
説
明
で
き
る
。
世
界
の
疾
病
の
状
況
、
国
際
保
健
の
課
題
、
開
発
と
健
康
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
貧
困
、
飢
餓
、

国
際
保
健
の
方
法

1
7

1
1
/
1
7
(火
)

1
1
2
1

内
分
泌
撹
乱
物
質

黒
沢
　
洋
一

健
康
政
策
医
学
生
態
系
の
変
化
が
健
康
と
生
活
に
与
え
る
影
響

（
内
分
泌
撹
乱
物
質
）
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
D
E
S
、
P
C
B
、
B
P
A
、
ｽ
ﾁ
ﾚ
ﾝ
･ﾀ
ﾞｲ
ﾏ
ｰ
､ﾎ
ﾟﾘ
ﾏ
ｰ
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

1
8

1
1
/
1
8
(水
)

1
1
2
1

高
齢
者
保
健

天
野
　
宏
紀

健
康
政
策
医
学
高
齢
者
保
健
の
実
際
、
高
齢
者
保
健
対
策
の
概
要

を
説
明
で
き
る

老
人
福
祉
法
、
高
齢
者
医
療
確
保
法
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護
保
険
法
、
要
介

護
認
定
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
介
護
給
付
、
介
護
予
防
、
高
齢
者
総
合
的
機
能
評
価

（
C
G
A
）

2
0

1
1
/
1
8
(水
)

2
1
2
1

都
道
府
県
の
衛
生
行
政

藤
井
　
秀
樹

（
非
常
勤
）

環
境
予
防
医
学
都
道
府
県
庁
の
衛
生
部
の
活
動
の
実
際
、
公
衆
衛

生
医
の
役
割
。

健
康
づ
く
り
活
動
、
環
境
衛
生
、
保
健
医
療
福
祉
シ
ス
テ
ム
作
り
、
健
康
危
機
管
理
、
喫
煙

対
策
、
感
染
症
対
策
、
医
師
確
保
対
策

2
1

1
1
/
2
4
(火
)

1
1
2
1

災
害
医
療

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学
災
害
医
療
の
実
態
と
課
題
を
説
明
で
き
る
。

災
害
の
種
類
と
被
害
、
災
害
拠
点
病
院
、
健
康
危
機
管
理
、
災
害
医
療
体
制
、
救
急
搬

送
、
広
域
搬
送
、
ト
リ
ア
ー
ジ
、
災
害
時
保
健
医
療
活
動
、
原
子
力
災
害
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

2
1

1
1
/
2
5
(水
)

1
1
2
1

救
急
医
療

黒
沢
　
洋
一

健
康
政
策
医
学
救
急
医
療
の
実
態
と
課
題
を
説
明
で
き
る

救
急
医
療
体
制
、
一
次
救
急
、
二
次
救
急
、
三
次
救
急
、
休
日
夜
間
医
療
、
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
、
救
急
搬
送
、
救
急
救
命
士
、
小
児
救
急
、
周
産
期
救
急

2
2

1
2
/
1
(火
)

1
1
2
1

有
害
物
質
、
環
境
基
準
と

環
境
影
響
評
価

黒
沢
　
洋
一

健
康
政
策
医
学
生
態
系
の
変
化
が
健
康
と
生
活
に
与
え
る
影
響

（
有
害
物
質
）
、
環
境
と
健
康
・
疾
病
と
の
関
係
（
環

境
基
準
と
環
境
影
響
評
価
）
を
説
明
で
き
る

環
境
基
準
、
許
容
濃
度
、
生
体
影
響
評
価
、
環
境
影
響
評
価
、
生
物
濃
縮
、
量
-
反
応
関

係
、
量
-
影
響
関
係
、
ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
、
有
機
溶
剤
、
特
化
物
。
酸
欠
。

2
3

1
2
/
2
(水
)

1
1
2
1

食
品
保
健
、
薬
亊
行
政

天
野
　
宏
紀

健
康
政
策
医
学
食
中
毒
の
実
態
、
食
品
保
健
対
策
、
薬
亊
衛
生
対

策
、
最
近
の
薬
害
事
例
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

食
中
毒
、
自
然
毒
、
食
品
衛
生
法
、
食
品
表
示
、
食
品
添
加
物
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
、
保
険
機
能
食
品
、
特
別
用
途
食
品
、
健
康
食
品
、
H
A
C
C
P
,薬
事
行
政
、
薬
害
、
医
薬

品
副
作
用
被
害
、
生
物
由
来
製
品
感
染
、
被
害
者
救
済
制
度
、
安
全
性
と
有
効
性
の
確

保
法

2
4

1
2
/
2
(水
)

2
1
2
1

感
染
症
対
策

金
城
　
文

環
境
予
防
医
学
日
本
と
世
界
の
感
染
症
の
実
態
、
感
染
症
対
策
の

方
法
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

新
興
感
染
症
、
再
興
感
染
症
、
新
感
染
症
、
感
染
症
法
、
検
疫
法
、
予
防
接
種
法
、
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
、
隔
離
、
医
療
体
制
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
院
内
感
染
症
、
患
者

搬
送
、
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
バ
イ
オ
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
結
核
対
策

2
5

1
2
/
1
5
(火
)

3
1
2
1

保
健
所
の
活
動

吉
田
　
良
平

（
非
常
勤
）

環
境
予
防
医
学
保
健
所
の
活
動
の
実
際
、
公
衆
衛
生
医
の
役
割
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

健
康
づ
く
り
活
動
、
環
境
衛
生
、
保
健
医
療
福
祉
シ
ス
テ
ム
作
り
、
健
康
危
機
管
理
、
喫
煙

対
策
、
感
染
症
対
策
、
医
師
確
保
対
策

2
6

1
2
/
1
5
(火
)

4
1
2
1

地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
、
地

域
保
健
医
療
計
画
、
病
診

連
携
、
病
病
連
携

黒
沢
　
洋
一

健
康
政
策
医
学
地
域
医
療
の
機
能
と
体
制
（
地
域
保
健
医
療
計

画
）
、
地
域
医
療
の
機
能
と
体
制
（
へ
き
地
医
療
）
、

病
診
連
携
と
病
病
連
帯
、
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

地
域
医
療
の
定
義
、
地
域
医
療
の
要
素
、
地
域
保
健
医
療
計
画
、
医
療
圏
、
必
要
病
床

数
、
医
療
資
源
、
都
市
部
に
お
け
る
地
域
医
療
、
病
診
連
携
、
医
師
会
、
地
域
医
療
政
策

2
7

1
/
4
(日
)

1
1
2
1

公
衆
栄
養

天
野
　
宏
紀

健
康
政
策
医
学
公
衆
栄
養
の
実
態
、
課
題
、
対
策
に
つ
い
て
説
明

で
き
る
。

国
民
健
康
栄
養
調
査
、
食
事
摂
取
基
準
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
、
主
要
栄
養
素
の
実
態

2
8

1
/
5
(月
)

1
1
2
1

公
衆
衛
生
に
お
け
る
対
策

事
例

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学
公
衆
衛
生
対
策
事
例
を
理
解
す
る
。

国
（
内
閣
府
）
に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
の
事
例
を
あ
げ
、
国
際
的
動
向
に
呼
応
し
、
立

法
化
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
省
庁
連
携
し
、
新
た
な
対
策
を
作
り
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
説
明

す
る
。

2
9

1
/
6
(火
)

1
1
2
1

医
療
経
済
と
国
民
医
療
費

天
野
　
宏
紀

健
康
政
策
医
学
医
療
経
済
学
の
方
法
と
適
応
事
例
を
説
明
で
き

る
。

費
用
対
効
果
、
費
用
便
益
、
国
民
医
療
費
、
医
療
費
削
減
方
法
、
診
療
報
酬
、
公
費
医

療
、
医
療
の
質
の
評
価
、
医
療
資
源
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
形
成

3
0

1
/
7
(水
)

1
1
2
1

公
衆
衛
生
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
黒
沢
　
洋
一

健
康
政
策
医
学
公
衆
衛
生
分
野
の
専
門
性
の
獲
得
方
法
、
専
門
家

養
成
方
法
を
理
解
す
る
。

公
衆
衛
生
専
門
職
、
公
衆
衛
生
大
学
院
、
M
P
H
、
公
衆
衛
生
医
、
産
業
医
、
海
外
留
学
、

国
際
機
関

人
間
力
の
要
素
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
共
感
的
理
解
力
）
、
知
力
（
総
合
的
判
断
力
）

評
価
：
定
期
試
験
、
出
席

-
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基
礎
医
学
特
論

科
目
到
達
目
標
：
加
齢
・
老
化
、
自
律
神
経
調
節
の
脳
内
機
構
、
発
熱
の
生
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
発
明
楽
、
や
る
気
の
心
理
学
に
つ
い
て
考
え
る
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え
る
。

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
海
藤
　
俊
行
（
学
部
教
育
支
援
室
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
2
/
3
(木
)

3
1
2
1

発
明
楽
(1
)

植
木
　
賢

次
世
代
高

度
医
療
推

進
セ
ン
タ
ー

過
去
の
発
明
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

研
究
の
要
素
、
臨
床
と
研
究
の
違
い
、
発
明
を
生

み
出
す
発
想
ス
キ
ル
、
医
工
連
携

2
1
2
/
3
(木
)

4
1
2
1

発
明
楽
(2
)

植
木
　
賢

次
世
代
高

度
医
療
推

進
セ
ン
タ
ー

発
明
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
を
理
解
す
る
。
身
の
ま
わ
り
の
経

験
か
ら
、
自
ら
発
明
し
て
み
よ
う
と
い
う
興
味
・
姿
勢
を
も
つ
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
内
発
的
動
機
、
外
発
的
動
機
、

自
己
実
現
理
論
、
マ
ズ
ロ
ー
欲
求
6
段
階

3
1
2
/
1
1
(金
)

4
1
2
1

加
齢
・
老
化
(1
)

中
野
　
俊
也

医
学
教
育
学

加
齢
・
老
化
に
よ
る
諸
臓
器
、
器
官
の
変
化
を
理
解
す
る
。

加
齢
に
伴
う
各
臓
器
・
器
官
の
形
態
・
機
能
の
変

化

4
1
2
/
1
8
(金
)

3
1
2
1

発
熱
の
生
理
学

渡
邊
　
達
生

統
合
生
理
学

発
熱
発
現
の
機
序
を
説
明
で
き
る
。

発
熱
、
L
P
S
、
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ

ン
デ
ィ
ン
E
、
視
床
下
部

5
1
2
/
1
8
(金
)

4
1
2
1

加
齢
・
老
化
(2
)

中
野
　
俊
也

医
学
教
育
学

加
齢
・
老
化
に
よ
る
諸
臓
器
、
器
官
の
変
化
を
理
解
す
る
。

高
齢
者
医
療
の
特
異
性
、
老
年
病

6
1
/
7
(木
)

2
1
2
1

自
律
神
経
調
節
の
脳
内
機
構

木
場
　
智
史

統
合
生
理
学

自
律
神
経
調
節
の
脳
内
機
構
の
解
明
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
て

研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
え
方
を
理
解
す
る
。

交
感
神
経
系
、
副
交
感
神
経
系
、
運
動
、
恐
怖

心
、
情
動
ス
ト
レ
ス

7
1
/
8
(金
)

3
1
2
1

老
化
と
遺
伝
子

中
根
　
裕
信

解
剖
学

老
化
に
関
わ
る
遺
伝
子
に
つ
い
て
早
老
症
を
通
し
て
理
解
す
る
。
早
老
症
（
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
・
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
症
候
群
、

コ
ケ
イ
ン
症
候
群
、
ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候
群
）

8
1
/
1
4
(木
)

2
1
2
1

キ
ャ
リ
ア
形
成

山
田
　
七
子

卒
後
臨
床
研

修
セ
ン
タ
ー

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
初
期
研
修
、
後
期

研
修
、
専
門
医
制
度
、
研
究
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え
る
。

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
初
期
研
修
、
後
期
研
修
、

専
門
医
制
度
、
研
究
(基
礎
・
臨
床
)、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

人
間
力
の
要
素
：
知
力
全
般

評
価
：
定
期
試
験
6
2
.5
%
。
レ
ポ
ー
ト
3
7
.5
%
。
そ
の
他
、
講
義
中
に
小
テ
ス
ト
を
行
い
、
評
価
に
加
味
す
る
。

-
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基
礎

医
学

セ
ミ

ナ
ー

科
目

到
達

目
標

：
基

礎
医

学
系

各
分

野
の

専
門

領
域

の
医

学
知

識
を

深
め

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

（
学

部
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
2
/
4
(金

)
1

2
1
2
/
7
(月

)
1

3
1
2
/
9
(水

)
3

4
1
2
/
9
(水

)
4

5
1
2
/
1
0
(木

)
1

6
1
2
/
1
0
(木

)
3

7
1
2
/
1
0
(木

)
4

8
1
2
/
1
1
(金

)
1

9
1
2
/
1
5
(火

)
1

1
0

1
2
/
1
6
(水

)
1

1
1

1
2
/
1
6
(水

)
4

1
2

1
2
/
1
7
(木

)
1

1
3

1
2
/
1
7
(木

)
4

1
4

1
2
/
2
1
(月

)
4

1
5

1
2
/
2
2
(火

)
1

1
6

1
2
/
2
2
(火

)
4

1
7

1
2
/
2
4
(木

)
1

1
8

1
2
/
2
4
(木

)
2

1
9

1
2
/
2
4
(木

)
4

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

(行
動

力
）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
共

感
的

理
解

力
）

評
価

：
各

分
野

ご
と

に
評

価
を

行
う

。
評

価
方

法
は

分
野

ご
と

に
異

な
る

。

そ
の

他
：

（
1
）
 事

前
の

説
明

会
に

て
、

各
分

野
で

開
講

さ
れ

る
セ

ミ
ナ

ー
の

タ
イ

ト
ル

や
内

容
を

提
示

し
、

受
講

先
の

希
望

調
査

を
実

施
す

る
。

  
  
  
  
  
 

  
  
  
た

だ
し

、
各

分
野

に
定

員
が

あ
る

た
め

、
必

ず
し

も
第

1
希

望
の

分
野

を
受

講
で

き
る

と
は

限
ら

な
い

。
（
2
）
 計

8
回

の
う

ち
、

全
員

で
受

講
す

る
「
地

域
医

療
セ

ミ
ナ

ー
」
の

講
義

2
回

を
含

む
。

1
2
1

基
礎

医
学

系
各

分
野

に
分

か
れ

て
受

講
す

る
。

講
義

内
容

は
各

分
野

か
ら

事
前

に
提

示
さ

れ
、

希
望

調
査

を
通

じ
て

受
講

先
が

決
定

さ
れ

る
。

左
記

の
日

程
の

う
ち

、
8
回

を
受

講
す

る
。

8
回

の
う

ち
2
回

は
、

1
2
/
1
0
（
木

）
4
時

限
、

1
2
/
1
7
（
木

）
4
時

限
に

開
講

さ
れ

る
「
地

域
医

療
セ

ミ
ナ

ー
」
を

全
員

で
受

講
す

る
。

基
礎

系
講

座
・
分

野
担

当
教

員

基
礎

系
各

講
座

・
分

野

基
礎

医
学

系
各

分
野

に
よ

り
開

講
さ

れ
る

講
義

や
セ

ミ
ナ

ー
、

実
習

と
い

っ
た

授
業

を
受

講
す

る
こ

と
で

、
基

礎
医

学
の

知
識

を
深

め
る

。

-
 1

5
 -

―1
5―
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月 火 水 木 金

後
期

　
金

曜
主

題
/
人

文
・
社

会
 ：

 医
療

手
話

 /
 生

活
と

法
律

 刑
法

 /
 芸

術
 /

 哲
学

入
門

応
用

英
語

Ⅱ
：
景

山
ク

ラ
ス

 /
 高

橋
ク

ラ
ス

※
全

て
の

科
目

が
配

当
表

ど
お

り
行

う
と

は
限

ら
な

い
の

で
各

シ
ラ

バ
ス

を
よ

く
確

認
す

る
こ

と
。

 
※

第
５

時
限

は
補

講
を

実
施

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
１

０
月

１
５

日
（
木

）
は

月
曜

日
の

講
義

を
行

う
。

※
１

月
１

５
日

（
金

）
３

・
４

時
限

は
セ

ン
タ

ー
試

験
準

備
の

た
め

休
講

と
す

る
。

【
講

義
室

名
】

１
１

１
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

１
階

）
３

２
２

講
義

室
（
総

合
教

育
棟

２
階

）
１

１
２

講
義

室
（
講

義
・
実

習
棟

１
階

）
３

２
３

講
義

室
（
総

合
教

育
棟

２
階

）
【
後

期
】

  
【
授

業
時

間
】

１
２

１
講

義
室

（
講

義
・
実

習
棟

２
階

）
４

２
１

講
義

室
（
臨

床
講

義
棟

２
階

）
授

業
期

間
　

９
月

２
８

日
（
月

）
～

　
１

月
２

２
日

（
金

）
　

１
時

限
：
　

８
：
４

０
 ～

 １
０

：
１

０
１

２
２

講
義

室
（
講

義
・
実

習
棟

２
階

）
４

３
１

講
義

室
（
臨

床
講

義
棟

３
階

）
冬

季
休

業
１

２
月

２
９

日
（
火

）
～

　
１

月
　

３
日

（
日

）
　

２
時

限
：
１

０
：
３

０
 ～

 １
２

：
０

０
１

３
１

講
義

室
（
講

義
・
実

習
棟

３
階

）
５

１
１

講
義

室
（
生

命
科

学
棟

１
階

）
試

験
期

間
　

１
月

２
５

日
（
月

）
～

　
２

月
１

９
日

（
金

）
　

３
時

限
：
１

３
：
０

０
 ～

 １
４

：
３

０
２

１
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

１
階

）
春

季
休

業
　

２
月

２
０

日
（
土

）
～

　
３

月
３

１
日

（
木

）
　

４
時

限
：
１

４
：
５

０
 ～

 １
６

：
２

０
２

２
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

２
階

）
　

５
時

限
：
１

６
：
４

０
 ～

 １
８

：
１

０
２

３
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

３
階

）
２

６
１

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

６
階

）
２

６
２

講
義

室
（
ア

レ
ス

コ
棟

６
階

）

※
各

授
業

の
講

義
室

は
配

当
表

ど
お

り
で

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

下
記

よ
り

詳
細

を
確

認
で

き
ま

す
の

で
、

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
  

ア
ク

セ
ス

方
法

：
　

鳥
取

大
学

医
学

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

→
　

学
部

生
の

皆
様

へ
　

→
　

学
生

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

　
→

　
平

成
２

７
年

度
版

　
U

R
L
:h

tt
p
:/

/
e
d
u
c
at

io
n
.m

e
d
.t
o
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

/
ga

ku
bu

/
jy

u
gy

o
u
_y

o
te

i/
in

d
e
x.

h
tm

l

臨
床

消
化

器
学

疫
学

と
予

防
医

学
臨

床
内

分
泌

･
代

謝
学

治
療

学
主

題
／

人
文

・
社

会
英

語
応

用
Ⅱ

2
3

4

臨
床

呼
吸

器
学

臨
床

循
環

器
学

臨
床

消
化

器
学治

療
学

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

臨
床

循
環

器
学

臨
床

血
液

学

臨
床

内
分

泌
･代

謝
学

臨
床

循
環

器
学

臨
床

循
環

器
学

臨
床

呼
吸

器
学

臨
床

血
液

学

臨
床

消
化

器
学

疫
学

と
予

防
医

学

臨
床

呼
吸

器
学

臨
床

循
環

器
学

主
題

／
人

文
・
社

会
応

用
英

語
Ⅱ

臨
床

呼
吸

器
学

臨
床

消
化

器
学

平
成

２
７

年
度

後
期

　
　

授
業

時
間

配
当

表
（
医

学
科

３
年

次
）

後
　

　
　

　
期

（
１

５
）

Ⅲ
ブ

ロ
ッ

ク
（
５

）

4
3

2
1

Ⅱ
ブ

ロ
ッ

ク
（
６

）

1
1

4

研
究

室
配

属
研

究
室

配
属

研
究

室
配

属
研

究
室

配
属

研
究

室
配

属
研

究
室

配
属

治
療

学
主

題
／

人
文

・
社

会
応

用
英

語
Ⅱ

研
究

室
配

属
研

究
室

配
属

Ⅰ
ブ

ロ
ッ

ク
（
４

）

2
3



医学科３年次(後期)

基幹科目

　実験演習分野

1

外国語科目

2

3

専門科目

　基礎医学科目

疫学と予防医学………………………………………………4

研究室配属………………………………………………………5

　臨床医学科目

治療学…………………………………………………6・7

臨床消化器学………………………………………………………8・9

臨床循環器学………………………………………………………10・11

臨床呼吸器学………………………………………………………12・13

臨床内分泌・代謝学………………………………………………………14

臨床血液学………………………………………………………15・16

☆ １年次シラバス該当ページを参照願います。

　医療手話（人間と文化・旧主題Ⅵ）……………………………………………1年次 P2・3 参照

　生活と法律　刑法（人文・社会分野・旧主題Ⅱ）……………………………………………1年次 P5 参照

　芸術（人文・社会分野・旧主題Ⅰ）……………………………………………1年次 P7 参照

　哲学入門（人文・社会分野・旧主題Ⅰ）……………………………………………1年次 P8 参照

応用英語Ⅱ（高橋クラス）…………………………………………………………

応用英語Ⅱ（景山・黒沢クラス）…………………………………………………………

メディカルコミュニケーション（ＭＣ）…………………………………



メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
M

C
）

科
目

到
達

目
標

：
医

療
面

接
の

意
義

を
理

解
し

た
上

で
、

基
本

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

を
理

解
し

、
実

践
で

き
る

  
  

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
兼

子
　

幸
一

（
精

神
行

動
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
8
(水

)
3

4
2
1

医
学

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

役
割

・
意

義
兼

子
　

幸
一

精
神

行
動

医
学

・
医

療
面

接
の

意
義

を
理

解
す

る
。

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
が

臨
床

能
力

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。
・
問

診
と

医
療

面
接

の
違

い
を

理
解

す
る

。

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
・
医

療
行

為
、

医
師

患
者

関
係

・
受

容
、

共
感

2
1
1
/
4
(水

)
3

4
2
1

社
会

認
知

と
医

療
面

接
概

論
兼

子
　

幸
一

精
神

行
動

医
学

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

基
本

的
事

項
を

理
解

す
る

。
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

言
語

的
要

素
、

非
言

語
的

要
素

の
役

割
を

理
解

す
る

。
・
医

療
面

接
技

法
の

階
層

構
造

を
理

解
す

る
。

・
患

者
の

考
え

、
思

い
、

不
安

の
理

解
・
解

釈
モ

デ
ル

・
言

語
的

メ
ッ

セ
ー

ジ
、

非
言

語
的

メ
ッ

セ
ー

ジ
・
か

か
わ

り
行

動

3
1
1
/
1
1
(水

)
3

4
2
1

医
療

面
接

の
技

法
－

①
兼

子
　

幸
一

精
神

行
動

医
学

・
医

療
面

接
の

基
本

的
技

法
の

役
割

と
意

義
を

理
解

す
る

：
 導

入
、

質
問

、
傾

聴
、

支
持

と
共

感
、

情
報

の
授

受
。

医
療

面
接

の
技

法
－

①
・
導

入
・
質

問
・
傾

聴
・
支

持
と

共
感

・
情

報
の

授
受

4
1
1
/
1
8
(水

)
3

4
2
1

医
療

面
接

の
技

法
－

②
岩

田
　

正
明

精
神

行
動

医
学

・
同

上
：
 要

約
と

確
認

、
焦

点
付

け
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
終

結

医
療

面
接

の
技

法
－

②
・
要

約
と

確
認

・
焦

点
付

け
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
終

結

3
記

念
講

堂
医

療
面

接
実

習
－

①
兼

子
　

幸
一

岩
田

　
正

明
精

神
行

動
医

学
・
医

療
面

接
の

基
本

的
な

技
法

を
実

践
で

き
る

。
・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

メ
タ

認
知

4
記

念
講

堂
医

療
面

接
実

習
－

②
兼

子
　

幸
一

岩
田

　
正

明
精

神
行

動
医

学
・
医

療
面

接
の

基
本

的
な

技
法

を
実

践
で

き
る

。
・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

メ
タ

認
知

3
記

念
講

堂
医

療
面

接
実

習
－

③
兼

子
　

幸
一

岩
田

　
正

明
精

神
行

動
医

学

・
医

療
面

接
の

基
本

的
な

技
法

を
実

践
で

き
る

：
 特

に
開

か
れ

た
質

問
、

促
し

、
共

感
、

要
約

と
確

認
・
O

S
C

E
（
O

bj
e
c
ti
ve

 S
tr

u
c
tu

re
d 

C
lin

ic
al

 E
xa

m
in

at
io

n
）
の

医
療

面
接

で
要

求
さ

れ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

メ
タ

認
知

・
開

か
れ

た
質

問
、

促
し

、
共

感
、

要
約

と
確

認
・
O

S
C

E

4
記

念
講

堂
医

療
面

接
実

習
－

④
兼

子
　

幸
一

岩
田

　
正

明
精

神
行

動
医

学

・
医

療
面

接
の

基
本

的
な

技
法

を
実

践
で

き
る

：
 特

に
開

か
れ

た
質

問
、

促
し

、
共

感
、

要
約

と
確

認
・
O

S
C

E
（
O

bj
e
c
ti
ve

 S
tr

u
c
tu

re
d 

C
lin

ic
al

 E
xa

m
in

at
io

n
）
の

医
療

面
接

で
要

求
さ

れ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

メ
タ

認
知

・
開

か
れ

た
質

問
、

促
し

、
共

感
、

要
約

と
確

認
・
O

S
C

E

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
共

感
的

理
解

力
、

受
容

力
）
、

実
践

力
（
経

験
力

）

評
価

：
出

席
お

よ
び

姿
勢

8
0
%

レ
ポ

ー
ト

2
0
%

1
1
/
2
5
，

1
2
/
2
は

実
習

の
た

め
に

白
衣

が
必

要

参
考

書
：
 は

じ
め

て
の

医
療

面
接

（
医

学
書

院
・
斎

藤
清

二
・
2
0
0
0
年

）

1
1
/
2
5
(水

)
5
,6

7
,8

1
2
/
2
(水

)
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応
用

英
語

Ⅱ
（
景

山
・
黒

沢
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
国

際
的

な
英

文
医

学
雑

誌
に

掲
載

さ
れ

た
記

事
を

、
要

約
で

き
る

能
力

の
開

発
を

め
ざ

す
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
景

山
  

誠
二

（
ウ

イ
ル

ス
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
１

）
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

2
1
0
/
9
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
２

）
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

3
1
0
/
1
6
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
３

）
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

4
1
0
/
2
3
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
４

）
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

5
1
0
/
3
0
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
５

）
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

6
1
1
/
6
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
６

）
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

7
1
1
/
1
3
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
７

）
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

8
1
1
/
2
0
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
８

）
景

山
　

誠
二

ウ
イ

ル
ス

学
英

文
医

学
雑

誌
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

能
力

の
基

盤
を

作
る

。
英

文
医

学
雑

誌
、

読
解

、
要

約

9
1
1
/
2
7
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
９

）
景

山
　

誠
二

ウ
イ

ル
ス

学
英

文
医

学
雑

誌
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

能
力

の
基

盤
を

作
る

。
英

文
医

学
雑

誌
、

読
解

、
要

約

1
0

1
2
/
4
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
１

０
）

景
山

　
誠

二
ウ

イ
ル

ス
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

1
1

1
2
/
1
1
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
１

１
）

景
山

　
誠

二
ウ

イ
ル

ス
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

1
2

1
2
/
1
8
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
１

２
）

景
山

　
誠

二
ウ

イ
ル

ス
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

1
3

1
2
/
2
5
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
１

３
）

景
山

　
誠

二
ウ

イ
ル

ス
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

1
4

1
/
8
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
１

４
）

景
山

　
誠

二
ウ

イ
ル

ス
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

1
5

1
/
1
5
(金

)
1

1
1
2

英
文

医
学

雑
誌

の
記

事
を

読
み

、
要

約
す

る
（
１

５
）

景
山

　
誠

二
ウ

イ
ル

ス
学

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
能

力
の

基
盤

を
作

る
。

英
文

医
学

雑
誌

、
読

解
、

要
約

人
間

力
の

要
素

：
忍

耐
力

、
理

解
力

評
価

：
出

席
・
小

試
験

の
合

計

教
科

書
：
毎

回
英

文
記

事
を

提
供

す
る

。
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応
用

英
語

Ⅱ
（
高

橋
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
 医

学
関

連
ト

ピ
ッ

ク
の

文
章

や
診

療
英

会
話

に
頻

出
の

語
彙

や
表

現
に

つ
い

て
理

解
し

、
説

明
で

き
る

。

上
記

語
彙

や
表

現
を

、
英

語
で

の
簡

単
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

情
報

収
集

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

実
践

的
な

場
面

で
活

用
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
高

橋
  

洋
一

（
医

学
教

育
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
1

1
2
2

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
高

橋
　

洋
一

e
-
le

ar
n
in

g教
材

に
よ

る
学

習
方

法
を

理
解

す
る

。
e
-
le

ar
n
in

g教
材

に
よ

る
学

習

2
1
0
/
9
(金

)
1

1
2
2

T
O

E
IC

演
習

 (
1
)

高
橋

　
洋

一
T
O

E
IC

の
出

題
形

式
と

目
的

を
把

握
す

る
。

T
O

E
IC

の
出

題
形

式
・
目

的

3
1
0
/
1
6
(金

)
1

1
2
2

T
O

E
IC

演
習

 (
2
)

高
橋

　
洋

一
T
O

E
IC

の
出

題
形

式
と

目
的

を
把

握
す

る
。

T
O

E
IC

の
出

題
形

式
・
目

的

4
1
0
/
2
3
(金

)
1

1
2
2

T
O

E
IC

演
習

 (
3
)

高
橋

　
洋

一
基

本
的

な
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
・
リ

ス
ニ

ン
グ

の
自

主
的

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

。
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

リ
ス

ニ
ン

グ
の

自
己

学
習

5
1
0
/
3
0
(金

)
1

1
2
2

T
O

E
IC

演
習

 (
4
)

高
橋

　
洋

一
基

本
的

な
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
・
リ

ス
ニ

ン
グ

の
自

主
的

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

。
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

リ
ス

ニ
ン

グ
の

自
己

学
習

6
1
1
/
6
(金

)
1

1
2
2

T
O

E
IC

演
習

 (
5
)

高
橋

　
洋

一
基

本
的

な
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
・
リ

ス
ニ

ン
グ

の
自

主
的

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

。
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

リ
ス

ニ
ン

グ
の

自
己

学
習

7
1
1
/
1
3
(金

)
1

1
2
2

T
O

E
IC

演
習

 (
6
)

高
橋

　
洋

一
基

本
的

な
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
・
リ

ス
ニ

ン
グ

の
自

主
的

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

。
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

リ
ス

ニ
ン

グ
の

自
己

学
習

8
1
1
/
2
0
(金

)
1

1
2
2

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

R
e
ad

in
g 

U
n
it
）

高
橋

　
洋

一
医

学
関

連
記

事
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

に
よ

り
、

頻
出

語
彙

・
表

現
を

理
解

す
る

。
M

e
d
ic

al
 T

e
rm

s 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
s

9
1
1
/
2
7
(金

)
1

1
2
2

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

R
e
ad

in
g 

U
n
it
）

高
橋

　
洋

一
医

学
関

連
記

事
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

に
よ

り
、

頻
出

語
彙

・
表

現
を

理
解

す
る

。
M

e
d
ic

al
 T

e
rm

s 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
s

1
0

1
2
/
4
(金

)
1

1
2
2

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

R
e
ad

in
g 

U
n
it
）

高
橋

　
洋

一
医

学
関

連
記

事
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

に
よ

り
、

頻
出

語
彙

・
表

現
を

理
解

す
る

。
M

e
d
ic

al
 T

e
rm

s 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
s

1
1

1
2
/
1
1
(金

)
1

1
2
2

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

R
e
ad

in
g 

U
n
it
）

高
橋

　
洋

一
医

学
関

連
記

事
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

に
よ

り
、

頻
出

語
彙

・
表

現
を

理
解

す
る

。
M

e
d
ic

al
 T

e
rm

s 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
s

1
2

1
2
/
1
8
(金

)
1

1
2
2

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

L
is

te
n
in

g 
U

n
it
）

高
橋

　
洋

一
診

療
英

会
話

を
題

材
に

、
実

践
的

リ
ス

ニ
ン

グ
能

力
を

習
得

す
る

。
M

e
d
ic

al
 I
n
te

rv
ie

w

1
3

1
2
/
2
5
(金

)
1

1
2
1

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

L
is

te
n
in

g 
U

n
it
）

高
橋

　
洋

一
診

療
英

会
話

を
題

材
に

、
実

践
的

リ
ス

ニ
ン

グ
能

力
を

習
得

す
る

。
M

e
d
ic

al
 I
n
te

rv
ie

w

1
4

1
/
8
(木

)
1

1
2
2

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

L
is

te
n
in

g 
U

n
it
）

高
橋

　
洋

一
診

療
英

会
話

を
題

材
に

、
実

践
的

リ
ス

ニ
ン

グ
能

力
を

習
得

す
る

。
M

e
d
ic

al
 I
n
te

rv
ie

w

1
5

1
/
1
5
(木

)
1

2
1
1

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

L
is

te
n
in

g 
U

n
it
）

高
橋

　
洋

一
診

療
英

会
話

を
題

材
に

、
実

践
的

リ
ス

ニ
ン

グ
能

力
を

習
得

す
る

。
M

e
d
ic

al
 I
n
te

rv
ie

w

授
業

で
は

、
e
-
le

ar
n
in

g教
材

を
中

心
に

他
教

材
も

併
用

し
て

の
演

習
を

行
う

。
そ

の
た

め
、

学
習

状
況

に
応

じ
て

内
容

が
前

後
す

る
こ

と
や

、
同

一
時

限
内

で
複

数
の

内
容

を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
こ

と
が

あ
る

。

人
間

力
の

要
素

：
　

実
践

力
（
行

動
力

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
共

感
的

理
解

力
、

受
容

力
）
、

気
力

（
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
精

神
）

評
価

：
平

常
点

7
0
%

（
出

席
、

小
テ

ス
ト

、
授

業
で

の
取

り
組

み
を

含
む

。
特

に
出

席
は

重
視

す
る

。
）

定
期

試
験

3
0
%

教
科

書
：

A
L
C

 N
e
tA

c
ad

e
m

y2
 （

e
-
le

ar
n
in

g教
材

の
た

め
購

入
の

必
要

は
な

い
が

、
ロ

グ
イ

ン
に

必
要

な
ア

カ
ウ

ン
ト

・
パ

ス
ワ

ー
ド

（
入

学
時

に
発

行
）
を

初
回

授
業

時
ま

で
に

確
認

し
て

お
く
こ

と
。

）

そ
の

他
、

初
回

授
業

時
に

指
示

す
る

。

そ
の

他
（
重

要
）
：

学
内

無
線

L
A

N
に

接
続

で
き

る
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

を
毎

回
の

授
業

に
持

参
す

る
こ

と
。

1
1
月

2
1
日

（
土

）
に

学
内

で
実

施
予

定
の

T
O

E
IC

を
受

験
す

る
こ

と
。

ス
コ

ア
の

扱
い

に
つ

い
て

は
授

業
時

に
説

明
す

る
。
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疫
学
と
予
防
医
学

科
目
到
達
目
標
：
疫
学
方
法
論
、
考
え
方
に
つ
い
て
の
知
識
と
方
法
を
習
得
す
る

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
尾
崎
　
米
厚
（
環
境
予
防
医
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
0
/
2
6
(月
)

1
4
2
1

疫
学
の
概
念

尾
崎
　
米
厚

疫
学
の
概
念

疫
学
の
定
義
・
概
念
・
目
的
、
疫
学
的
方
法
論
、
疾
病
発
生
論
、
病

因
論
、
疫
学
的
因
果
関
係
論

2
1
0
/
2
6
(月
)

2
4
2
1

疾
病
の
定
義
と
分
類
、
国
際
疾
病
分
類
、

疫
学
の
諸
指
標

尾
崎
　
米
厚

疾
病
の
定
義
と
分
類
、
国
際
疾
病
分
類
IC
D
、
疾
病
の
頻
度
と

分
布
を
あ
ら
わ
す
指
標
を
説
明
で
き
る
。

疾
病
の
定
義
、
疾
病
分
類
、
疾
病
頻
度
の
測
定
、
国
際
疾
病
分

類
、
率
と
比
、
分
布
と
ば
ら
つ
き
、
死
亡
率
、
罹
患
率
、
有
病
率

3
1
1
/
2
(月
)

1
4
2
1

年
齢
調
整
率
と
標
準
化
死
亡
比
S
M
R

尾
崎
　
米
厚

年
齢
調
整
率
と
標
準
化
死
亡
比
S
M
R
を
計
算
で
き
る
。

標
準
化
、
直
接
法
、
間
接
法
、
年
齢
調
整
、
標
準
化
死
亡
比

（
S
M
R
)

4
1
1
/
2
(月
)

2
4
2
1

疫
学
研
究
方
法
論
　
１

尾
崎
　
米
厚

記
述
疫
学
を
説
明
で
き
る
。

記
述
疫
学
、
流
行
調
査
、
仮
説
の
設
定
方
法

5
1
1
/
9
(月
)

1
4
2
1

疫
学
研
究
方
法
論
　
２

尾
崎
　
米
厚

分
析
疫
学
：
症
例
対
照
研
究
を
説
明
で
き
る
。

症
例
・
対
照
研
究
、
オ
ッ
ズ
比
、
マ
ッ
チ
ン
グ

6
1
1
/
9
(月
)

2
4
2
1

疫
学
研
究
方
法
論
　
３

尾
崎
　
米
厚

分
析
疫
学
：
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
説
明
で
き
る
。

コ
ホ
ー
ト
研
究
、
後
ろ
向
き
コ
ホ
ー
ト
研
究
、
相
対
危
険
度

7
1
1
/
1
6
(月
)

1
4
2
1

疫
学
研
究
方
法
論
　
４

尾
崎
　
米
厚

臨
床
疫
学
、
介
入
研
究
の
方
法
を
説
明
で
き
る

無
作
為
化
比
較
試
験
、
臨
床
試
験
、
介
入
研
究
、
無
作
為
割
り
付

け

8
1
1
/
1
6
(月
)

2
4
2
1

人
口
静
態
統
計
と
人
口
動
態
統
計
、
疾

病
・
有
病
・
障
害
統
計
、
生
命
関
数

尾
崎
　
米
厚

人
口
静
態
統
計
と
人
口
動
態
統
計
。
疾
病
・
有
病
・
障
害
統
計
、

生
命
関
数
（
表
）
（
平
均
余
命
と
平
均
寿
命
）
の
概
要
を
解
説
で

き
る

人
口
静
態
統
計
、
国
勢
調
査
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
人
口
動
態
統

計
、
死
亡
統
計
、
疾
病
統
計
、
有
病
統
計
、
障
害
統
計
、
患
者
調

査
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
、
感
染
症
動
向
調
査
、
食
中
毒
統
計
、

生
命
表
、
生
命
関
数
、
平
均
寿
命
、
平
均
余
命
、
健
康
寿
命
、
早

世
指
標

9
1
1
/
3
0
(月
)

2
4
2
1

疫
学
調
査
事
例
１
(水
俣
病
）

尾
崎
　
米
厚

疫
学
方
法
論
の
応
用
し
て
、
社
会
医
学
的
問
題
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

感
染
症
の
疫
学
、
流
行
調
査
、
環
境
疫
学
、
疫
学
研
究
が
適
切
に

な
さ
れ
な
か
っ
た
事
例

1
0

1
2
/
7
(月
)

1
4
2
1

疫
学
調
査
事
例
２
（
喫
煙
、
飲
酒
の
疫
学
）
尾
崎
　
米
厚

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
症
例
対
照
研
究
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
、
介
入
研
究

な
ど
疫
学
研
究
方
法
論
の
応
用
実
例
を
説
明
で
き
る
。

記
述
疫
学
、
分
析
疫
学
、
実
験
疫
学
、
疫
学
研
究
の
活
用

1
1

1
2
/
7
(月
)

2
4
2
1

疫
学
調
査
事
例
３
（
地
域
医
療
の
疫
学
）

金
城
　
文

地
域
医
療
分
野
に
関
連
す
る
疫
学
の
実
例
を
知
る
。

地
域
医
療
課
題
に
関
す
る
疫
学
研
究
事
例
、
終
末
期
に
関
係
し
た

疫
学
、
Q
O
L
、
Q
O
D

1
2

1
2
/
1
4
(月
)

1
4
2
1

疫
学
調
査
事
例
４
（
薬
剤
疫
学
、
薬
害
）

尾
崎
　
米
厚

疫
学
方
法
論
の
応
用
方
法
。
薬
剤
疫
学
、
デ
ー
タ
の
ね
つ
造
、

不
正
に
つ
い
て
解
説
で
き
る
。

疫
学
研
究
方
法
の
問
題
、
薬
害
、
疫
学
統
計
の
誤
用
、
研
究
倫
理

1
3

1
2
/
1
4
(月
)

2
4
2
1

臨
床
疫
学

金
城
　
文

臨
床
疫
学
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

臨
床
疫
学
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、
検
査
の
妥
当
性
指
標
、
事
後

確
率
（
検
査
後
確
率
）
、
R
O
C
分
析

1
4

1
2
/
2
1
(月
)

1
4
2
1

因
果
推
論
、
バ
イ
ア
ス
と
交
絡
因
子

尾
崎
　
米
厚

因
果
関
係
の
推
論
方
法
、
バ
イ
ア
ス
の
種
類
と
調
整
方
法
、
を

理
解
す
る
。

因
果
関
係
の
類
推
、
バ
イ
ア
ス
、
交
絡
因
子

1
5

1
2
/
2
1
(月
)

2
4
2
1

健
康
管
理
、
健
康
診
断
と
そ
の
事
後
指
導

尾
崎
　
米
厚

健
康
管
理
、
健
康
診
断
と
そ
の
事
後
指
導
、
健
康
診
断
の
疫
学

的
評
価
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

健
康
管
理
、
健
康
診
断
、
事
後
指
導
、
E
B
M
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
が

ん
検
診
の
有
効
性

人
間
力
の
要
素
：
知
力
（
論
理
的
分
析
力
、
総
合
的
判
断
力
）

評
価
：
定
期
試
験
、
出
席
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研
究

室
配

属

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

（
学

部
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

授
業

内
容

担
当

者
到

達
目

標
講

義
の

キ
ー

ワ
ー

ド

1
9
/
2
8
(月

)
1
～

4

2
9
/
2
9
(火

)
1
～

4

3
9
/
3
0
(水

)
1
～

4

4
1
0
/
1
(木

)
1
～

4

5
1
0
/
5
(月

)
1
～

4

6
1
0
/
6
(火

)
1
～

4

7
1
0
/
7
(水

)
1
～

4

8
1
0
/
8
(木

)
1
～

4

9
1
0
/
1
3
(火

)
1
～

4

1
0

1
0
/
1
4
(水

)
1
～

4

1
1

1
0
/
1
5
(木

)
1
～

4

1
2

1
0
/
1
9
(月

)
1
～

4

1
3

1
0
/
2
0
(火

)
1
～

4

1
4

1
0
/
2
1
(水

)
1
～

4

1
5

1
0
/
2
2
(木

)
1
～

4

人
間

力
の

要
素

：
気

力
（

バ
イ

タ
リ

テ
ィ

ー
）

、
実

践
力

（
行

動
力

）
、

体
力

（
持

続
力

）

評
価

：
実

習
科

目
で

あ
る

の
で

、
全

出
席

を
原

則
と

す
る

。

　
　

 
 
出

席
、

実
習

態
度

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
レ

ポ
ー

ト
な

ど
を

も
と

に
評

価
す

る
。

科
目

到
達

目
標

：
特

定
の

基
礎

・
臨

床
医

学
系

教
室

に
お

い
て

、
４

週
間

に
わ

た
っ

て
学

習
・
研

究
に

従
事

す
る

こ
と

に
よ

り
、

医
学

を
科

学
的

基
盤

に
立

っ
て

考
察

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

配
属

先
教

員

1
. 
学

習
テ

ー
マ

な
ら

び
に

方
略

は
、

各
教

室
に

て
学

生
の

希
望

を
加

味
し

つ
つ

調
整

、
決

定
さ

れ
る

。

2
. 
時

限
数

　
１

６
時

限
×

４
週

間
 =

 ６
４

時
限

（
９

月
２

８
日

～
１

０
月

２
２

日
の

月
曜

日
、

火
曜

日
、

水
曜

日
、

木
曜

日
）

1
. 
医

学
的

な
問

題
に

関
心

を
持

ち
、

学
習

テ
ー

マ
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

2
. 
自

主
的

か
つ

積
極

的
に

学
習

・
調

査
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

3
. 
実

験
の

計
画

、
準

備
、

実
施

を
自

ら
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

4
. 
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
解

析
し

、
発

表
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
レ

ポ
ー

ト
作

成
）
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

5
. 
小

グ
ル

ー
プ

の
中

で
協

調
性

を
発

揮
し

、
チ

ー
ム

の
仲

間
と

協
力

し
て

問
題

解
決

が
で

き
る

。

研
究

、
実

験
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

レ
ポ

ー
ト

作
成
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治
療

学

科
目

到
達

目
標

：
診

療
知

識
と

し
て

検
査

や
各

種
診

断
治

療
の

基
本

を
学

ぶ

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
長

谷
川

　
純

一
（
薬

物
治

療
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
3

4
2
1

経
皮

的
酸

素
飽

和
度

モ
ニ

タ
ー

と
、

動
脈

血
ガ

ス
分

析
、

呼
吸

不
全

と
そ

の
治

療
齋

藤
　

憲
輝

高
次

集
中

治
療

部

経
皮

的
酸

素
飽

和
度

モ
ニ

タ
ー

が
使

用
で

き
る

。
動

脈
血

ガ
ス

分
析

の
目

的
適

応
と

異
常

所
見

を
説

明
し

結
果

を
解

釈
で

き
る

。
酸

素
療

法
と

人
工

呼
吸

管
理

を
理

解
す

る
。

血
液

p
H

、
重

炭
酸

、
呼

吸
機

能
、

酸
素

療
法

、
吸

入
療

法
、

人
工

呼
吸

2
1
0
/
2
(金

)
4

4
2
1

臨
床

薬
物

動
態

と
薬

物
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
三

浦
　

典
正

薬
物

治
療

学
薬

物
治

療
の

基
本

事
項

を
理

解
す

る
。

薬
物

動
態

を
理

解
す

る
。

薬
物

動
態

学
、

血
中

濃
度

-
作

用
関

係
、

T
D

M

3
1
0
/
9
(金

)
3

4
2
1

臨
床

検
査

の
基

本
的

事
項

本
倉

　
徹

臨
床

検
査

医
学

臨
床

検
査

の
基

準
値

・
カ

ッ
ト

オ
フ

値
の

意
味

が
説

明
で

き
る

。
検

査
の

特
性

を
説

明
で

き
る

。

基
準

値
・
カ

ッ
ト

オ
フ

値
の

意
味

、
R

O
C

曲
線

、
基

準
値

の
設

定
、

検
査

管
理

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
、

感
度

、
特

異
度

、
疑

陽
性

、
偽

陰
性

、
検

査
前

確
率

、
予

測
値

、
検

査
後

確
率

、
尤

度
比

4
1
0
/
9
(金

)
4

4
2
1

創
傷

と
感

染
坂

本
　

照
尚

病
態

制
御

外
科

学
外

科
の

歴
史

、
創

傷
、

消
毒

、
滅

菌
を

理
解

す
る

。
創

傷
、

消
毒

、
滅

菌
、

病
原

性
微

生
物

、
院

内
感

染

5
1
0
/
1
6
(金

)
3

4
2
1

血
液

検
査

・
血

液
生

化
学

検
査

・
尿

・
糞

便
検

査
荻

野
　

和
秀

検
査

部
血

液
検

査
・
血

液
生

化
学

検
査

・
尿

検
査

・
糞

便
検

査
を

説
明

で
き

る
。

目
的

・
適

応
・
異

常
所

見
、

尿
定

性
検

査
、

尿
沈

渣
、

糞
便

寄
生

虫
検

査
、

酵
素

反
応

、
電

解
質

6
1
0
/
1
6
(金

)
4

4
2
1

輸
液

療
法

中
村

　
廣

繁
胸

部
外

科
学

水
・
電

解
質

の
管

理
を

理
解

す
る

。
水

出
納

、
電

解
質

、
輸

液
法

7
1
0
/
2
3
(金

)
3

4
2
1

外
科

的
侵

襲
と

生
体

反
応

西
村

　
元

延
器

官
再

生
外

科
学

外
科

侵
襲

の
病

態
を

理
解

す
る

。
手

術
侵

襲
、

S
IR

S
、

M
O

F

8
1
0
/
2
8
(水

)
1

4
2
1

周
術

期
管

理
、

栄
養

管
理

蘆
田

  
啓

吾
第

一
外

科
診

療
科

群
手

術
治

療
前

後
の

病
態

と
栄

養
管

理
方

法
、

一
般

的
食

事
療

法
を

理
解

す
る

。
術

後
合

併
症

、
術

後
管

理
、

中
心

静
脈

栄
養

、
経

腸
栄

養

9
1
0
/
2
8
(水

)
2

4
2
1

手
術

の
危

険
因

子
・
医

用
機

器
前

田
　

佳
彦

第
一

外
科

診
療

科
群

手
術

合
併

症
の

診
断

と
管

理
お

よ
び

医
用

機
器

を
理

解
す

る
。

術
前

合
併

症
、

術
前

管
理

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

1
0

1
0
/
3
0
(金

)
3

4
2
1

外
科

的
基

本
手

技
齊

藤
　

博
昭

病
態

制
御

外
科

学
外

科
の

基
本

手
技

を
理

解
す

る
。

切
開

、
縫

合
、

止
血

、
ド

レ
ナ

ー
ジ

1
1

1
0
/
3
0
(金

)
4

4
2
1

放
射

線
を

用
い

る
診

断
と

治
療

（
1
）

大
内

　
泰

文
放

射
線

科
造

影
Ｘ

線
検

査
、

放
射

線
造

影
法

に
よ

る
治

療
を

概
説

で
き

る
。

根
治

放
射

線
治

療
、

小
線

源
治

療
、

有
害

事
象

1
2

1
1
/
4
(水

)
1

4
2
1

シ
ョ

ッ
ク

と
輸

血
三

和
　

健
胸

部
外

科
診

療
科

群
シ

ョ
ッ

ク
の

診
断

、
治

療
を

理
解

す
る

。
シ

ョ
ッ

ク
、

止
血

、
輸

血
法

、
合

併
症

1
3

1
1
/
4
(水

)
2

4
2
1

心
電

図
検

査
と

所
見

の
読

み
方

長
谷

川
　

純
一

薬
物

治
療

学
心

電
図

検
査

の
目

的
、

適
応

と
異

常
所

見
を

説
明

し
、

結
果

を
解

釈
で

き
る

。
1
2
誘

導
心

電
図

、
長

時
間

心
電

図
、

負
荷

心
電

図
、

不
整

脈
、

虚
血

、
肥

大

1
4

1
1
/
6
(金

)
3

4
2
1

臓
器

移
植

と
人

工
臓

器
西

村
　

元
延

器
官

再
生

外
科

学
主

な
臓

器
移

植
、

人
工

臓
器

を
理

解
す

る
。

移
植

免
疫

、
適

合
試

験
、

移
植

法
、

人
工

臓
器

1
5

1
1
/
6
(金

)
4

4
2
1

病
理

組
織

検
査

堀
江

　
靖

病
理

部
病

理
組

織
検

査
の

目
的

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

病
理

診
断

学
の

種
類

、
適

用
　

癌
取

扱
規

約
　

癌
効

果
判

定
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
6

1
1
/
1
1
(水

)
1

4
2
1

緩
和

手
術

本
城

　
総

一
郎

第
一

外
科

診
療

科
群

末
期

が
ん

に
お

け
る

症
状

緩
和

目
的

の
積

極
的

治
療

の
意

義
が

理
解

で
き

る
緩

和
医

療
、

外
科

的
治

療
、

Q
O

L

1
7

1
1
/
1
1
(水

)
2

4
2
1

薬
物

相
互

作
用

と
薬

物
有

害
反

応
長

谷
川

　
純

一
薬

物
治

療
学

薬
物

相
互

作
用

、
薬

物
有

害
反

応
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

有
害

反
応

、
副

作
用

、
薬

物
の

蓄
積

、
薬

物
相

互
作

用
、

薬
害

1
8

1
1
/
1
3
(金

)
3

4
2
1

悪
性

腫
瘍

の
放

射
線

治
療

（
1
）

田
原

　
誉

敏
画

像
診

断
治

療
学

食
道

癌
、

子
宮

癌
喉

頭
癌

、
乳

癌
の

放
射

線
治

療
を

説
明

で
き

る
。

根
治

放
射

線
治

療
、

小
線

源
治

療
、

有
害

事
象

1
9

1
1
/
1
3
(金

)
4

4
2
1

薬
理

遺
伝

学
と

時
間

薬
理

学
長

谷
川

　
純

一
薬

物
治

療
学

薬
理

作
用

の
個

人
差

を
理

解
す

る
。

投
与

法
・
投

与
期

間
に

よ
る

薬
効

差
を

理
解

す
る

。
時

間
薬

理
学

、
薬

理
遺

伝
学

、
遺

伝
子

多
型

2
0

1
1
/
1
8
(水

)
1

4
2
1

血
管

内
治

療
吉

岡
　

裕
樹

脳
神

経
外

科
各

種
の

血
管

内
治

療
を

理
解

す
る

。
コ

イ
ル

塞
栓

術
、

C
A

S

2
1

1
1
/
1
8
(水

)
2

4
2
1

介
護

と
在

宅
医

療
黒

沢
　

洋
一

健
康

政
策

医
学

介
護

と
在

宅
医

療
を

概
説

で
き

る
。

介
護

、
日

常
生

活
動

作
、

在
宅

医
療

、
在

宅
酸

素
療

法

2
2

1
1
/
2
0
(金

)
3

4
2
1

特
殊

病
態

患
者

の
薬

物
治

療
三

浦
　

典
正

薬
物

治
療

学
各

種
病

態
時

の
薬

物
治

療
を

説
明

で
き

る
。

妊
娠

時
、

腎
障

害
時

の
薬

物
治

療

2
3

1
1
/
2
0
(金

)
4

4
2
1

高
齢

者
に

対
す

る
薬

物
治

療
三

浦
　

典
正

薬
物

治
療

学
高

齢
に

よ
る

各
臓

器
の

老
化

に
伴

う
機

能
低

下
に

対
す

る
薬

物
治

療
、

年
齢

に
よ

る
薬

物
投

与
の

注
意

点
を

説
明

で
き

る
。

高
齢

者
の

薬
物

治
療

2
4

1
1
/
2
5
(水

)
1

4
2
1

放
射

線
治

療
、

化
学

療
法

神
部

　
敦

司
脳

神
経

外
科

学
脳

腫
瘍

に
対

す
る

放
射

線
治

療
、

化
学

療
法

を
理

解
す

る
。

グ
リ

オ
ー

マ
、

定
位

放
射

線
治

療

2
5

1
1
/
2
5
(水

)
2

4
2
1

医
薬

品
適

正
使

用
、

処
方

箋
記

載
方

法
長

谷
川

　
純

一
薬

物
治

療
学

処
方

箋
の

書
き

方
、

服
薬

の
基

本
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
を

説
明

で
き

る
。

新
し

い
処

方
箋

記
載

方
法

、
服

薬
の

基
本

、
薬

剤
選

択
法

、
保

険
制

度

2
6

1
1
/
2
7
(金

)
3

4
2
1

脳
神

経
外

科
の

手
術

黒
崎

　
雅

道
脳

神
経

外
科

学
脳

神
経

外
科

手
術

の
基

本
を

理
解

す
る

。
脳

神
経

外
科

手
術

の
基

本
事

項

2
7

1
1
/
2
7
(金

)
4

4
2
1

ス
ポ

ー
ツ

と
ア

ン
チ

・
ド

ー
ピ

ン
グ

長
谷

川
　

純
一

薬
物

治
療

学
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
ド

ー
ピ

ン
グ

の
問

題
点

を
理

解
し

、
競

技
者

等
に

ド
ー

ピ
ン

グ
防

止
に

つ
い

て
正

し
く
情

報
提

供
で

き
る

。

世
界

ア
ン

チ
・
ド

ー
ピ

ン
グ

規
定

、
禁

止
リ

ス
ト

、
ド

ー
ピ

ン
グ

検
査

、
医

事
申

請

2
8

1
2
/
2
(水

)
1

4
2
1

悪
性

腫
瘍

の
放

射
線

治
療

（
2
）

内
田

　
伸

恵
画

像
診

断
治

療
学

放
射

線
治

療
の

原
理

を
説

明
し

、
主

な
放

射
線

治
療

法
を

列
挙

で
き

る
。

 放
射

線
治

療
に

よ
る

癌
性

疼
痛

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

説
明

で
き

る
。

治
療

可
能

比
、

線
量

分
布

、
分

割
照

射
、

緩
和

治
療

2
9

1
2
/
2
(水

)
2

4
2
1

放
射

線
を

用
い

る
診

断
と

治
療

（
2
）

内
田

　
伸

恵
画

像
診

断
治

療
学

肝
癌

、
食

道
静

脈
瘤

、
胆

管
癌

の
治

療
を

説
明

で
き

る
。

放
射

線
治

療
に

お
け

る
画

像
利

用
を

説
明

で
き

る
。

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
、

集
学

治
療

3
0

1
2
/
4
(金

)
3

4
2
1

抗
炎

症
薬

・
ス

テ
ロ

イ
ド

薬
に

よ
る

治
療

三
浦

　
典

正
薬

物
治

療
学

抗
炎

症
薬

、
ス

テ
ロ

イ
ド

、
作

用
機

序
、

治
療

応
用

の
現

状
を

説
明

で
き

る
。

抗
炎

症
薬

、
ス

テ
ロ

イ
ド

の
薬

物
治

療

人
間

力
の

要
素

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
）
、

実
践

力
（
経

験
力

）
、

体
力

（
適

応
力

）
評

価
：
評

価
は

定
期

試
験

に
よ

る
（
配

点
は

担
当

教
室

毎
の

コ
マ

数
に

よ
る

）
そ

の
他

：
教

科
書

・
参

考
書

等
は

適
宜

紹
介

す
る

。

-
 7

 -
―7
―



臨
床

消
化

器
学

科
目

到
達

目
標

：
消

化
器

疾
患

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
池

口
　

正
英

，
斉

藤
博

昭
（
病

態
制

御
外

科
学

分
野

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

名
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
6
(月

)
3

4
2
1

口
腔

疾
患

田
村

　
隆

行
口

腔
顎

顔
面

病
態

外
科

学
口

腔
疾

患
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
全

身
疾

患
と

口
腔

疾
患

2
1
0
/
2
6
(月

)
4

4
2
1

口
腔

疾
患

土
井

　
理

恵
子

歯
科

口
腔

外
科

口
腔

疾
患

の
病

態
と

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
歯

性
非

歯
性

疾
患

3
1
0
/
2
9
(木

)
1

4
2
1

口
腔

疾
患

田
村

　
隆

行
口

腔
顎

顔
面

病
態

外
科

学
口

腔
疾

患
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
全

身
疾

患
と

口
腔

疾
患

4
1
1
/
2
(月

)
3

4
2
1

口
腔

疾
患

上
山

　
吉

哉
（
非

常
勤

）
口

腔
疾

患
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
唾

液
腺

疾
患

5
1
1
/
2
(月

)
4

4
2
1

咽
喉

頭
疾

患
竹

内
　

英
二

頭
頸

部
診

療
科

群
咽

喉
頭

疾
患

の
病

態
と

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
嚥

下
障

害
、

扁
桃

炎
、

反
回

神
経

麻
痺

、
咽

頭
異

物
、

急
性

喉
頭

蓋
炎

6
1
1
/
5
(木

)
1

4
2
1

咽
喉

頭
疾

患
竹

内
　

英
二

頭
頸

部
診

療
科

群
咽

喉
頭

疾
患

の
病

態
と

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
嚥

下
障

害
、

扁
桃

炎
、

反
回

神
経

麻
痺

、
咽

頭
異

物
、

急
性

喉
頭

蓋
炎

7
1
1
/
9
(月

)
3

4
2
1

食
道

良
性

疾
患

木
下

　
芳

一
（
非

常
勤

）
胃

食
道

逆
流

症
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
胃

食
道

逆
流

症
、

食
道

炎

8
1
1
/
9
(月

)
4

4
2
1

急
性

腹
症

松
永

　
知

之
第

一
外

科
診

療
科

群
急

性
腹

症
を

き
た

す
疾

患
の

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
急

性
虫

垂
炎

、
腹

膜
炎

、
イ

レ
ウ

ス

9
1
1
/
1
2
(木

)
1

4
2
1

胃
良

性
疾

患
八

島
　

一
夫

機
能

病
態

内
科

学
胃

潰
瘍

、
胃

炎
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
消

化
性

潰
瘍

、
H

.p
yl

o
ri
、

胃
炎

、
胃

ポ
リ

ー
プ

1
0

1
1
/
1
6
(月

)
3

4
2
1

肝
炎

 (
1
)

岡
野

　
淳

一
機

能
病

態
内

科
学

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

自
己

免
疫

性
肝

疾
患

、
薬

物
性

肝
障

害
の

病
態

を
理

解
す

る
。

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

劇
症

肝
炎

、
自

己
免

疫
性

肝
炎

、
原

発
性

胆
汁

性
肝

硬
変

、
薬

物
性

肝
障

害

1
1

1
1
/
1
6
(月

)
4

4
2
1

肝
炎

 (
2
)

岡
野

　
淳

一
機

能
病

態
内

科
学

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

自
己

免
疫

性
肝

疾
患

、
薬

物
性

肝
障

害
の

病
態

を
理

解
す

る
。

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

劇
症

肝
炎

、
自

己
免

疫
性

肝
炎

、
原

発
性

胆
汁

性
肝

硬
変

、
薬

物
性

肝
障

害

1
2

1
1
/
1
9
(木

)
1

4
2
1

小
児

外
科

1
高

野
　

周
一

高
次

集
中

治
療

部
小

児
外

科
疾

患
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
小

児
外

科
総

論
、

各
論

1

1
3

1
1
/
2
6
(木

)
1

4
2
1

上
部

消
化

管
疾

患
の

内
視

鏡
診

断
と

治
療

磯
本

　
一

機
能

病
態

内
科

学
上

部
消

化
管

疾
患

の
内

視
鏡

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
上

部
消

化
管

内
視

鏡

1
4

1
1
/
3
0
(月

)
3

4
2
1

悪
性

肝
疾

患
（
1
）

孝
田

　
雅

彦
機

能
病

態
内

科
学

肝
悪

性
腫

瘍
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
原

発
性

肝
癌

、
転

移
性

肝
癌

1
5

1
1
/
3
0
(月

)
4

4
2
1

悪
性

肝
疾

患
（
2
）

孝
田

　
雅

彦
機

能
病

態
内

科
学

肝
悪

性
腫

瘍
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
原

発
性

肝
癌

、
転

移
性

肝
癌

1
6

1
2
/
3
(木

)
1

4
2
1

下
部

消
化

管
疾

患
の

内
視

鏡
診

断
と

治
療

河
口

　
剛

一
郎

機
能

病
態

内
科

学
下

部
消

化
管

疾
患

の
内

視
鏡

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
下

部
消

化
管

内
視

鏡

1
7

1
2
/
7
(月

)
3

4
2
1

膵
疾

患
原

田
　

賢
一

機
能

病
態

内
科

学
膵

炎
・
膵

癌
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
急

性
膵

炎
、

慢
性

膵
炎

、
膵

癌

1
8

1
2
/
7
(月

)
4

4
2
1

肝
硬

変
孝

田
　

雅
彦

機
能

病
態

内
科

学
肝

硬
変

の
病

態
を

理
解

す
る

。
肝

硬
変

　
門

脈
圧

亢
進

症

1
9

1
2
/
1
0
(木

)
1

4
2
1

機
能

温
存

手
術

と
術

後
の

後
遺

症
に

つ
い

て
前

田
　

佳
彦

病
態

制
御

外
科

学
機

能
温

存
手

術
を

理
解

す
る

。
機

能
温

存
手

術
、

P
P

G
、

IS
R

、
後

遺
症
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

名
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

2
0

1
2
/
1
0
(木

)
2

4
2
1

ヘ
ル

ニ
ア

尾
崎

　
知

博
第

一
外

科
診

療
科

群
腹

部
ヘ

ル
ニ

ア
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
鼠

径
ヘ

ル
ニ

ア
、

腹
壁

ヘ
ル

ニ
ア

2
1

1
2
/
1
4
(月

)
3

4
2
1

胆
道

疾
患

坂
本

　
照

尚
第

一
外

科
診

療
科

群
胆

道
疾

患
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
胆

嚢
炎

、
胆

石
症

、
胆

嚢
・
胆

管
癌

、
胆

嚢
ポ

リ
ー

プ

2
2

1
2
/
1
4
(月

)
4

4
2
1

肝
硬

変
の

合
併

症
孝

田
　

雅
彦

機
能

病
態

内
科

学
肝

硬
変

患
者

に
お

け
る

合
併

症
の

診
断

治
療

を
理

解
す

る
。

肝
性

脳
症

、
腹

水
、

肝
腎

症
候

群

2
3

1
2
/
1
7
(木

)
1

4
2
1

食
道

悪
性

疾
患

福
本

　
陽

二
第

一
外

科
診

療
科

群
食

道
癌

の
病

態
と

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
食

道
癌

、
食

道
肉

腫
、

食
道

破
裂

2
4

1
2
/
1
7
(木

)
2

4
2
1

大
腸

悪
性

・
肛

門
疾

患
蘆

田
　

啓
吾

第
一

外
科

診
療

科
群

大
腸

癌
・
肛

門
疾

患
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
結

腸
癌

、
直

腸
癌

・
痔

疾
患

、
脱

肛
、

肛
門

悪
性

腫
瘍

2
5

1
2
/
2
1
(月

)
3

4
2
1

小
児

外
科

2
高

野
　

周
一

高
次

集
中

治
療

部
小

児
外

科
疾

患
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
小

児
外

科
総

論
、

各
論

2

2
6

1
2
/
2
1
(月

)
4

4
2
1

胆
膵

疾
患

の
内

視
鏡

診
療

松
本

　
和

也
機

能
病

態
内

科
学

胆
膵

疾
患

の
内

視
鏡

診
断

・
治

療
胆

膵
疾

患
の

内
視

鏡

2
7

1
2
/
2
4
(木

)
1

4
2
1

移
植

外
科

本
城

　
総

一
郎

第
一

外
科

診
療

科
群

消
化

器
領

域
の

移
植

医
療

を
理

解
す

る
。

肝
移

植
・
小

腸
移

植
・
膵

移
植

2
8

1
2
/
2
4
(木

)
2

4
2
1

鏡
視

下
手

術
蘆

田
　

啓
吾

第
一

外
科

診
療

科
群

消
化

器
疾

患
の

腹
腔

鏡
手

術
を

理
解

す
る

。
腹

腔
鏡

下
胆

嚢
摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
胃

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

大
腸

切
除

術

2
9

1
/
4
(月

)
3

4
2
1

消
化

管
の

画
像

診
断

田
邊

　
芳

雄
画

像
診

断
治

療
学

消
化

管
の

画
像

診
断

を
理

解
す

る
消

化
管

　
画

像
解

剖
　

画
像

所
見

3
0

1
/
4
(月

)
4

4
2
1

消
化

器
疾

患
IV

R
大

内
　

泰
文

放
射

線
診

療
科

群
消

化
器

の
IV

R
を

理
解

す
る

消
化

器
　

IV
R

3
1

1
/
7
(木

)
1

4
2
1

口
腔

疾
患

小
谷

　
勇

口
腔

顎
顔

面
病

態
外

科
学

口
腔

疾
患

の
病

態
と

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
口

腔
悪

性
腫

瘍

3
2

1
/
7
(木

)
2

4
2
1

咽
喉

頭
疾

患
竹

内
　

英
二

頭
頸

部
診

療
科

群
咽

喉
頭

疾
患

の
病

態
と

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
嚥

下
障

害
、

扁
桃

炎
、

反
回

神
経

麻
痺

、
咽

頭
異

物
、

急
性

喉
頭

蓋
炎

3
3

1
/
1
4
(木

)
1

4
2
1

手
術

部
位

感
染

と
パ

ス
山

本
　

学
第

一
外

科
診

療
科

群
手

術
部

位
感

染
,ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

を
理

解
す

る
。

手
術

部
位

感
染

、
感

染
予

防
、

抗
生

物
質

の
使

い
方

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス

3
4

1
/
1
4
(木

)
2

4
2
1

大
腸

良
性

疾
患

八
島

　
一

夫
機

能
病

態
内

科
学

炎
症

性
腸

疾
患

の
病

態
と

診
断

・
治

療
を

理
解

す
る

。
潰

瘍
性

大
腸

炎
、

C
ro

h
n
病

、
大

腸
ポ

リ
ー

プ

3
5

1
/
1
8
(月

)
3

4
2
1

化
学

療
法

徳
安

　
成

郎
病

態
制

御
外

科
学

消
化

器
癌

の
化

学
療

法
を

理
解

す
る

。
根

治
的

化
学

療
法

、
術

前
化

学
療

法
、

術
後

補
助

化
学

療
法

3
6

1
/
1
8
(月

)
4

4
2
1

肝
炎

 (
3
)

岡
野

　
淳

一
機

能
病

態
内

科
学

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

自
己

免
疫

性
肝

疾
患

、
薬

物
性

肝
障

害
の

病
態

を
理

解
す

る
。

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

劇
症

肝
炎

、
自

己
免

疫
性

肝
炎

、
原

発
性

胆
汁

性
肝

硬
変

、
薬

物
性

肝
障

害

3
7

1
/
2
0
(水

)
1

4
2
1

胃
悪

性
疾

患
斉

藤
　

博
昭

病
態

制
御

外
科

学
胃

癌
の

病
態

と
診

断
・
治

療
を

理
解

す
る

。
胃

癌
、

胃
肉

腫
、

胃
悪

性
リ

ン
パ

腫

3
8

1
/
2
0
(水

)
2

4
2
1

肝
臓

・
胆

嚢
・
膵

臓
の

画
像

診
断

柿
手

　
卓

放
射

線
診

療
科

群
肝

臓
・
胆

嚢
・
膵

臓
の

画
像

診
断

を
理

解
す

る
肝

臓
・
胆

嚢
・
膵

臓
　

画
像

解
剖

　
画

像
所

見

評
価

：
評

価
は

定
期

試
験

に
よ

る
（
配

点
は

担
当

教
室

毎
の

コ
マ

数
に

よ
る

）

教
科

書
：
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
・
メ

デ
ィ

シ
ン

4
(西

村
書

店
)、

標
準

外
科

学
(医

学
書

院
)、

T
E
X
T
耳

鼻
咽

喉
科

・
頭

頚
部

外
科

学
(南

山
堂

)、
口

腔
外

科
学

(医
歯

薬
出

版
)､

口
腔

内
科

学
（
(株

)飛
鳥

出
版

室
）

内
科

に
関

し
て

は
、

内
科

学
（
朝

倉
書

店
）
、

内
科

学
書

(中
山

書
店

)、
新

臨
床

内
科

学
（
医

学
書

院
）
な

ど
し

っ
か

り
し

た
も

の
の

う
ち

ど
れ

か
ひ

と
つ

を
持

っ
て

お
く
と

よ
い
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臨
床

循
環

器
学

科
目

到
達

目
標

：
１

）
循

環
器

疾
患

の
病

態
生

理
を

説
明

で
き

る
。

２
）
循

環
器

疾
患

の
症

候
と

診
断

を
概

説
で

き
る

。
　

　
　

　
　

　
 

３
）
循

環
器

疾
患

の
治

療
と

予
後

の
要

点
を

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
西

村
　

元
延

，
中

村
　

嘉
伸

（
器

官
再

生
外

科
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
7
(火

)
3

4
2
1

循
環

器
疾

患
に

対
す

る
検

査
（
1
）

小
倉

　
一

能
第

一
内

科
診

療
科

群
循

環
器

疾
患

に
対

す
る

検
査

が
説

明
で

き
る

。
レ

ン
ト

ゲ
ン

検
査

、
心

電
図

、
超

音
波

検
査

、

2
1
0
/
2
7
(火

)
4

4
2
1

循
環

器
疾

患
の

症
候

、
診

断
、

治
療

岸
本

　
諭

心
臓

血
管

外
科

循
環

器
疾

患
の

症
候

、
診

断
、

治
療

を
概

説
で

き
る

。
胸

痛
、

呼
吸

困
難

、
シ

ョ
ッ

ク
、

機
能

評
価

、
画

像
診

断
、

薬
物

治
療

、
外

科
治

療

3
1
0
/
2
9
(木

)
2

4
2
1

虚
血

性
心

疾
患

（
1
）

古
瀬

　
祥

之
病

態
情

報
内

科
学

虚
血

性
心

疾
患

の
病

態
、

症
候

、
診

断
を

説
明

で
き

る
。

冠
動

脈
解

剖
、

病
型

、
重

症
度

、
各

種
虚

血
検

査
、

冠
動

脈
造

影
検

査

4
1
1
/
5
(木

)
2

4
2
1

高
血

圧
杉

原
　

志
伸

高
次

集
中

治
療

部

総
合

的
な

臓
器

リ
ス

ク
管

理
の

重
要

性
と

そ
の

実
際

を
理

解
し

、
高

血
圧

患
者

各
人

に
と

っ
て

必
要

な
非

薬
物

療
法

・
薬

物
療

法
を

提
案

で
き

る
。

疫
学

、
診

断
基

準
、

高
血

圧
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

合
併

症
、

食
事

療
法

、
薬

物
治

療

5
1
1
/
1
0
(火

)
3

4
2
1

不
整

脈
（
1
）

三
明

　
淳

一
朗

病
態

情
報

内
科

学

1
2
誘

導
心

電
図

の
誘

導
が

説
明

で
き

る
。

刺
激

伝
導

系
が

説
明

で
き

る
。

徐
脈

性
不

整
脈

と
頻

脈
性

不
整

脈
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

療
法

と
非

薬
物

療
法

が
概

説
で

き
る

。

薬
物

治
療

、
カ

テ
ー

テ
ル

治
療

、
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

、
植

え
込

み
型

除
細

動
器

6
1
1
/
1
0
(火

)
4

4
2
1

大
動

脈
弁

の
外

科
治

療
西

村
　

元
延

器
官

再
生

外
科

学
大

動
脈

弁
疾

患
の

病
態

、
症

候
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

重
症

度
、

手
術

適
応

、
外

科
手

術

7
1
1
/
1
2
(木

)
2

4
2
1

カ
テ

ー
テ

ル
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
1
）

大
内

 　
泰

文
放

射
線

科
血

管
疾

患
に

対
す

る
ＩＶ

Ｒ
に

つ
い

て
理

解
す

る

8
1
1
/
1
7
(火

)
3

4
2
1

末
梢

動
脈

疾
患

藤
原

　
義

和
器

官
再

生
外

科
学

末
梢

動
脈

疾
患

の
症

候
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

症
候

、
分

類
、

画
像

診
断

、
薬

物
治

療
、

血
管

内
治

療
、

血
行

再
建

術

9
1
1
/
1
7
(火

)
4

4
2
1

先
天

性
心

疾
患

外
科

治
療

原
田

　
真

吾
器

官
再

生
外

科
学

代
表

的
な

先
天

性
心

疾
患

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

外
科

治
療

を
説

明
で

き
る

。
病

型
、

診
断

、
手

術
適

応
、

外
科

治
療

1
0

1
1
/
1
9
(木

)
2

4
2
1

虚
血

性
心

疾
患

（
2
）

古
瀬

　
祥

之
病

態
情

報
内

科
学

虚
血

性
心

疾
患

の
治

療
を

説
明

で
き

る
。

病
型

、
重

症
度

、
薬

物
療

法
、

カ
テ

ー
テ

ル
治

療

1
1

1
1
/
2
4
(火

)
3

4
2
1

循
環

器
疾

患
に

対
す

る
検

査
（
2
）

三
明

　
淳

一
朗

病
態

情
報

内
科

学
循

環
器

疾
患

に
対

す
る

検
査

が
説

明
で

き
る

。
レ

ン
ト

ゲ
ン

検
査

、
心

電
図

、
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

検
査

、
超

音
波

、
心

筋
シ

ン
チ

グ
ラ

フ
ィ

ー
、

M
R

I、
P

E
T

1
2

1
1
/
2
4
(火

)
4

4
2
1

僧
帽

弁
疾

患
山

本
　

一
博

病
態

情
報

内
科

学
僧

帽
弁

疾
患

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

方
針

を
説

明
で

き
る

。
自

覚
症

状
、

検
査

所
見

、
手

術
適

応
、

合
併

症

1
3

1
1
/
2
6
(木

)
2

4
2
1

カ
テ

ー
テ

ル
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
2
）

大
内

　
泰

文
放

射
線

科
新

し
い

心
・
血

管
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
流

れ
を

理
解

す
る

。

1
4

1
2
/
1
(火

)
3

4
2
1

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
衣

笠
　

良
治

病
態

情
報

内
科

学
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

運
動

療
法

、
多

職
種

介
入

1
5

1
2
/
1
(火

)
4

4
2
1

緊
急

循
環

器
疾

患
岸

本
　

祐
一

郎
心

臓
血

管
外

科
緊

急
循

環
器

疾
患

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

画
像

診
断

、
重

症
度

、
血

管
内

治
療

、
外

科
手

術

1
6

1
2
/
3
(木

)
2

4
2
1

虚
血

性
心

疾
患

の
二

次
予

防
向

　
菜

津
子

高
次

集
中

治
療

部
虚

血
性

心
疾

患
の

二
次

予
防

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

カ
テ

ー
テ

ル
治

療
、

内
服

治
療

、
二

次
予

防

1
7

1
2
/
8
(火

)
3

4
2
1

大
動

脈
弁

疾
患

山
本

　
一

博
病

態
情

報
内

科
学

大
動

脈
弁

疾
患

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

方
針

を
説

明
で

き
る

。
自

覚
症

状
、

検
査

所
見

、
手

術
適

応
、

合
併

症

1
8

1
2
/
8
(火

)
4

4
2
1

僧
帽

弁
の

外
科

治
療

西
村

　
元

延
器

官
再

生
外

科
学

僧
帽

弁
疾

患
の

病
態

、
症

候
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

重
症

度
、

手
術

適
応

、
外

科
手

術

-
 1

0
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回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
9

1
2
/
9
(水
)

1
4
2
1

心
エ
コ
ー

松
原
　
剛
一

第
一
内
科

診
療
科
群

心
エ
コ
ー
図
を
理
解
で
き
る
。

画
像
診
断
、
病
態
評
価

2
0

1
2
/
9
(水
)

2
4
2
1

心
筋
炎
・
心
筋
症

加
藤
　
克

第
一
内
科

診
療
科
群

心
筋
炎
・
心
膜
炎
と
心
筋
症
の
疫
学
、
診
断
、
合
併
症
と
治
療

を
概
説
で
き
る
。

薬
物
療
法
、
非
薬
物
療
法

2
1

1
2
/
1
5
(火
)

4
4
2
1

心
不
全
（
１
）

山
本
　
一
博

病
態
情
報

内
科
学

急
性
心
不
全
の
症
候
、
病
態
分
類
、
治
療
方
針
を
説
明
で
き

る
。

自
覚
症
状
、
身
体
所
見
、
病
態
分
類
、
検
査
、
治
療
方
針

2
2

1
2
/
1
6
(水
)

1
4
2
1

不
整
脈
（
２
）

加
藤
　
克

第
一
内
科

診
療
科
群

徐
脈
性
不
整
脈
と
頻
脈
性
不
整
脈
を
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
と
非
薬
物
治
療

2
3

1
2
/
1
6
(水
)

2
4
2
1

全
身
疾
患
に
伴
う
心
血
管
異
常

加
藤
　
雅
彦

病
態
情
報

内
科
学

急
性
心
不
全
の
症
候
、
病
態
分
類
、
治
療
方
針
を
説
明
で
き

る
。

自
覚
症
状
、
身
体
所
見
、
病
態
分
類
、
検
査
、
治
療
方
針

2
4

1
2
/
1
8
(金
)

3
4
2
1

心
不
全
（
２
）

山
本
　
一
博

病
態
情
報

内
科
学

各
種
全
身
疾
患
の
心
合
併
症
の
内
科
的
管
理
が
で
き
る
。

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
腎
不
全
、
甲
状
腺
機
能
異
常
、

血
液
疾
患
、
膠
原
病

2
5

1
2
/
2
2
(火
)

4
4
2
1

人
工
心
肺
と
心
筋
保
護

岸
本
　
諭

器
官
再
生

外
科
学

人
工
心
肺
の
原
理
を
理
解
し
、
各
術
式
別
に
そ
の
使
用
法
が

説
明
で
き
る

人
工
心
肺
、
脳
分
離
体
外
循
環
、
逆
行
性
脳
灌
流
、
低
体
温

循
環
停
止
、
心
筋
保
護

2
6

1
2
/
2
5
(金
)

3
4
2
1

末
梢
静
脈
疾
患
と
肺
塞
栓

金
岡
　
保

（
非
常
勤
）

末
梢
静
脈
疾
患
の
症
候
、
診
断
、
治
療
を
説
明
で
き
る
。
肺
塞

栓
の
病
態
、
診
断
、
治
療
を
説
明
で
き
る
。

画
像
診
断
、
薬
物
治
療
、
外
科
手
術

2
7

1
2
/
2
5
(金
)

4
4
2
1

腹
部
大
動
脈
疾
患

金
岡
　
保

（
非
常
勤
）

腹
部
大
動
脈
疾
患
の
病
態
、
症
候
、
診
断
、
治
療
を
説
明
で
き

る
。

重
症
度
、
画
像
診
断
、
薬
物
治
療
、
血
管
内
治
療
、
外
科
手
術

2
8

1
/
5
(火
)

4
4
2
1

虚
血
性
心
疾
患
(3
)

中
村
　
嘉
伸

器
官
再
生

外
科
学

虚
血
性
心
疾
患
の
外
科
的
治
療
を
説
明
で
き
る
。

手
術
適
応
、
外
科
治
療

2
9

1
/
6
(水
)

1
4
2
1

心
不
全
（
３
）

山
本
　
一
博

病
態
情
報

内
科
学

慢
性
心
不
全
の
症
候
、
病
態
分
類
、
治
療
方
針
を
説
明
で
き

る
。

自
覚
症
状
、
身
体
所
見
、
病
態
分
類
、
検
査
、
治
療
方
針

3
0

1
/
6
(水
)

2
4
2
1

不
整
脈
（
3
）

小
倉
　
一
能

第
一
内
科

診
療
科
群

徐
脈
性
不
整
脈
な
ら
び
に
そ
の
治
療
が
概
説
で
き
る
。

心
電
図
診
断
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
、
植
込
み
型
除
細
動
器

3
1

1
/
8
(金
)

3
4
2
1

脂
質
代
謝
異
常

古
瀬
　
祥
之

病
態
情
報

内
科
学

脂
質
代
謝
と
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
理
解
し
説
明
で
き
る
。

脂
質
代
謝
、
治
療

3
2

1
/
8
(金
)

4
4
2
1

胸
部
大
動
脈
疾
患

中
村
　
嘉
伸

心
臓
血

管
外
科

胸
部
大
動
脈
疾
患
の
病
態
、
症
候
、
診
断
、
治
療
を
説
明
で
き

る
。

画
像
診
断
、
薬
物
治
療
、
血
管
内
治
療
、
外
科
手
術

3
3

1
/
1
2
(火
)

4
4
2
1

心
膜
・
心
臓
腫
瘍

白
谷
　
卓

心
臓
血

管
外
科

心
膜
疾
患
、
心
臓
腫
瘍
が
説
明
で
き
る
。

病
型
、
診
断
、
治
療

3
4

1
/
1
3
(水
)

1
4
2
1

副
腎
疾
患
・
尿
酸
代
謝

浜
田
　
紀
宏

地
域
医
療
学

副
腎
ホ
ル
モ
ン
の
過
剰
な
い
し
は
副
腎
機
能
低
下
が
身
体
に

及
ぼ
す
影
響
を
概
説
し
、
病
態
解
明
の
た
め
に
的
確
な
検
査

計
画
を
立
案
で
き
る
。
尿
酸
代
謝
を
説
明
で
き
る
。

原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
、
ク
ッ
シ
ン
グ
症
候
群
、
褐
色
細
胞

腫
、
副
腎
不
全
、
高
尿
酸
血
症

3
5

1
/
1
3
(水
)

2
4
2
1

睡
眠
時
無
呼
吸
と
循
環
器
疾
患

加
藤
　
雅
彦

病
態
情
報

内
科
学

睡
眠
時
無
呼
吸
の
循
環
器
疾
患
へ
の
か
か
わ
り
を
説
明
で
き

る
。

睡
眠
時
無
呼
吸
、
C
P
A
P
療
法

3
6

1
/
1
9
(火
)

4
4
2
1

人
工
臓
器
と
臓
器
移
植

岸
本
　
祐
一
郎

心
臓
血

管
外
科

循
環
器
疾
患
に
対
す
る
人
工
臓
器
・
移
植
治
療
を
説
明
で
き

る
。

人
工
臓
器
治
療
、
移
植
治
療

3
7

1
/
2
2
(金
)

3
4
2
1

不
整
脈
の
デ
バ
イ
ス
治
療

飯
塚
　
和
彦

薬
物
治
療
学

不
整
脈
デ
バ
イ
ス
の
治
療
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
植
込
み
型
除
細
動
器

3
8

1
/
2
2
(金
)

4
4
2
1

心
不
全
の
外
科
治
療

西
村
　
元
延

器
官
再
生

外
科
学

心
不
全
の
外
科
的
治
療
方
法
を
説
明
で
き
る
。

重
症
度
、
手
術
適
応
、
外
科
手
術

人
間
力
の
要
素
：
実
践
力
（
経
験
力
）
、
気
力
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
共
感
的
理
解
力
）

評
価
：
定
期
試
験
1
0
0
％

-
 1

1
 -
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臨
床

呼
吸

器
学

科
目

到
達

目
標

：
  

１
) 

呼
吸

困
難

、
咳

嗽
等

の
原

因
と

病
態

生
理

を
説

明
で

き
る

。
  
  
 　

  
  
  
  
  
  
  
  
 ２

) 
呼

吸
困

難
、

咳
嗽

、
血

痰
等

を
き

た
す

疾
患

を
列

挙
し

、
そ

の
診

断
と

治
療

の
要

点
を

概
説

で
き

る
。

  
　

  
  
  
 　

  
  
  
  
  
 ３

) 
呼

吸
器

疾
患

の
検

査
（
肺

機
能

検
査

、
胸

部
C

T
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
  
  
  
  
  
  
  
 　

  
  
  
 ４

) 
肺

気
腫

、
気

管
支

喘
息

、
肺

癌
、

間
質

性
肺

炎
等

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
井

岸
　

正
（
分

子
制

御
内

科
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
9
(木

)
3

4
2
1

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

井
岸

　
正

分
子

制
御

内
科

学
C

O
P

D
な

ど
の

病
態

、
症

候
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

C
O

P
D

、
慢

性
気

管
支

炎
、

肺
気

腫

2
1
0
/
2
9
(木

)
4

4
2
1

放
射

線
診

断
小

川
　

敏
英

画
像

診
断

治
療

学
呼

吸
器

疾
患

の
放

射
線

診
断

を
説

明
で

き
る

。
単

純
撮

影
、

C
T
、

M
R

I、
核

医
学

3
1
1
/
5
(木

)
3

4
2
1

肺
腫

瘍
清

水
　

英
治

分
子

制
御

内
科

学
肺

腫
瘍

の
病

態
、

症
候

、
診

断
を

説
明

で
き

る
。

良
性

肺
腫

瘍
、

肺
癌

、
転

移
性

肺
腫

瘍
、

疫
学

、
発

癌

4
1
1
/
5
(木

)
4

4
2
1

気
管

支
喘

息
１

富
田

　
桂

公
（
非

常
勤

）
気

管
支

喘
息

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。
慢

性
剥

離
性

気
管

支
炎

、
呼

吸
機

能
、

ア
レ

ル
ギ

ー
、

ア
ス

ピ
リ

ン
喘

息

5
1
1
/
1
2
(木

)
3

4
2
1

肺
腫

瘍
の

外
科

治
療

谷
口

　
雄

司
手

術
部

肺
腫

瘍
の

外
科

的
治

療
を

説
明

で
き

る
。

術
前

検
査

、
術

式
の

選
択

、
術

後
管

理
、

術
後

化
学

療
法

6
1
1
/
1
2
(木

)
4

4
2
1

び
ま

ん
性

汎
細

気
管

支
炎

、
無

気
肺

井
岸

　
正

分
子

制
御

内
科

学
び

ま
ん

性
汎

細
気

管
支

炎
、

無
気

肺
を

理
解

す
る

。
慢

性
副

鼻
腔

炎
、

症
候

、
呼

吸
機

能
、

画
像

診
断

7
1
1
/
1
9
(木

)
3

4
2
1

気
管

支
拡

張
症

、
肺

囊
胞

症
井

岸
　

正
分

子
制

御
内

科
学

気
管

支
拡

張
症

、
肺

囊
胞

症
を

理
解

す
る

。
病

因
、

画
像

診
断

、
治

療

8
1
1
/
1
9
(木

)
4

4
2
1

感
染

性
肺

疾
患

１
渡

部
　

仁
成

第
三

内
科

診
療

科
群

一
般

的
な

呼
吸

器
感

染
症

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

急
性

気
管

支
炎

、
市

中
肺

炎
、

院
内

肺
炎

、
肺

化
膿

症

9
1
1
/
2
6
(木

)
3

4
2
1

腫
瘍

随
伴

症
候

群
井

岸
　

正
分

子
制

御
内

科
学

腫
瘍

随
伴

症
候

群
を

理
解

す
る

。
高

C
a
血

症
、

S
IA

D
H

、
ク

ッ
シ

ン
グ

症
候

群

1
0

1
1
/
2
6
(木

)
4

4
2
1

肺
癌

治
療

中
本

　
成

紀
高

次
感

染
症

セ
ン

タ
ー

肺
癌

の
治

療
を

説
明

で
き

る
。

手
術

療
法

、
化

学
療

法
、

放
射

線
治

療
、

1
1

1
2
/
3
(木

)
3

4
2
1

比
較

的
希

な
び

ま
ん

性
肺

疾
患

1
井

岸
　

正
分

子
制

御
内

科
学

比
較

的
希

な
び

ま
ん

性
肺

疾
患

を
理

解
す

る
。

肺
胞

蛋
白

症
、

L
A

M

1
2

1
2
/
3
(木

)
4

4
2
1

感
染

性
肺

疾
患

2
渡

部
　

仁
成

第
三

内
科

診
療

科
群

肺
抗

酸
菌

感
染

症
の

症
候

、
診

断
，

治
療

を
説

明
で

き
る

。
肺

結
核

、
非

結
核

性
抗

酸
菌

症

1
3

1
2
/
1
0
(木

)
3

4
2
1

肺
循

環
障

害
1

井
岸

　
正

分
子

制
御

内
科

学
肺

動
静

脈
瘻

、
肺

分
画

症
の

病
態

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。
肺

動
静

脈
瘻

、
肺

分
画

症

1
4

1
2
/
1
0
(木

)
4

4
2
1

睡
眠

呼
吸

障
害

鰤
岡

　
直

人
病

態
検

査
学

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
を

理
解

す
る

。
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

，
チ

ェ
ー

ン
・
ス

ト
ー

ク
ス

呼
吸

1
5

1
2
/
1
0
(木

)
5

4
2
1

肺
癌

合
併

症
小

谷
　

昌
広

分
子

制
御

内
科

学
肺

癌
合

併
症

の
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。
癌

性
胸

膜
炎

、
上

大
静

脈
症

候
群

、
反

回
神

経
麻

痺

1
6

1
2
/
1
1
(金

)
4

4
2
1

特
発

性
間

質
性

肺
炎

大
串

　
文

隆
（
非

常
勤

）
特

発
性

間
質

性
肺

炎
の

病
態

，
症

候
，

診
断

，
治

療
を

説
明

で
き

る
。

特
発

性
肺

線
維

症
、

非
特

異
性

問
質

性
肺

炎
、

特
発

性
器

質
化

肺
炎

-
1
2
-

―1
2―



回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
7

1
2
/
1
5
(火

)
3

4
2
1

気
管

支
喘

息
２

山
崎

　
章

第
三

内
科

診
療

科
群

気
管

支
喘

息
の

診
断

、
治

療
の

実
際

を
理

解
す

る
。

症
候

、
呼

吸
機

能
検

査
、

薬
物

療
法

1
8

1
2
/
1
7
(木

)
3

4
2
1

機
能

的
呼

吸
障

害
井

岸
　

正
分

子
制

御
内

科
学

機
能

的
呼

吸
障

害
の

症
候

，
治

療
を

説
明

で
き

る
。

過
換

気
症

候
群

、
中

枢
性

肺
胞

低
換

気
症

候
群

1
9

1
2
/
1
7
(木

)
4

4
2
1

気
管

支
喘

息
類

似
疾

患
渡

部
　

仁
成

第
三

内
科

診
療

科
群

気
管

支
喘

息
類

似
疾

患
の

病
態

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。
ア

レ
ル

ギ
ー

性
気

管
支

肺
ア

ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

症
、

咳
喘

息
、

ア
ト

ピ
ー

咳
嗽

2
0

1
2
/
1
8
(金

)
4

4
2
1

肺
の

ア
レ

ル
ギ

ー
・
免

疫
疾

患
１

山
崎

　
章

第
三

内
科

診
療

科
群

肺
の

ア
レ

ル
ギ

ー
・
免

疫
疾

患
を

理
解

す
る

。
サ

ル
コ

イ
ド

ー
シ

ス
、

過
敏

性
肺

臓
炎

、
Ｐ

ＩＥ
症

候
群

2
1

1
2
/
2
2
(火

)
3

4
2
1

膠
原

病
合

併
肺

疾
患

橋
本

　
潔

分
子

制
御

内
科

学
膠

原
病

に
合

併
す

る
肺

疾
患

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。
リ

ウ
マ

チ
肺

、
am

yo
pa

th
ic

 D
M

、
胸

膜
炎

2
2

1
2
/
2
4
(木

)
3

4
2
1

縦
隔

疾
患

谷
口

　
雄

司
手

術
部

縦
隔

病
変

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。
縦

隔
腫

瘍
、

縦
隔

気
腫

、
縦

隔
炎

2
3

1
2
/
2
4
(木

)
4

4
2
1

肺
の

ア
レ

ル
ギ

ー
・
免

疫
疾

患
２

井
岸

　
正

分
子

制
御

内
科

学
W

e
ge

n
e
r肉

芽
腫

症
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

肉
芽

腫
性

血
管

炎
を

理
解

す
る

。
W

e
ge

n
e
r肉

芽
腫

症
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

肉
芽

腫
性

血
管

炎

2
4

1
/
5
(火

)
3

4
2
1

感
染

性
肺

疾
患

3
山

崎
　

章
第

三
内

科
診

療
科

群
免

疫
抑

制
状

態
の

呼
吸

器
感

染
症

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

日
和

見
感

染
、

真
菌

、
ニ

ュ
ー

モ
シ

ス
チ

ス
肺

炎
、

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

2
5

1
/
7
(木

)
3

4
2
1

比
較

的
希

な
び

ま
ん

性
肺

疾
患

2
中

本
　

成
紀

高
次

感
染

症
セ

ン
タ

ー
比

較
的

希
な

び
ま

ん
性

肺
疾

患
を

理
解

す
る

。
G

o
o
dp

as
tu

re
症

候
群

、
L
an

ge
rh

an
s細

胞
肉

芽
腫

2
6

1
/
1
2
(火

)
3

4
2
1

肺
循

環
障

害
2

山
崎

　
章

第
三

内
科

診
療

科
群

肺
塞

栓
、

肺
高

血
圧

の
病

態
、

症
候

、
診

断
，

治
療

を
説

明
で

き
る

。
肺

塞
栓

、
肺

高
血

圧

2
7

1
/
1
4
(木

)
3

4
2
1

物
理

化
学

的
原

因
に

よ
る

呼
吸

器
疾

患
渡

部
　

仁
成

第
三

内
科

診
療

科
群

物
理

化
学

的
原

因
に

よ
る

肺
疾

患
の

病
態

、
症

候
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

放
射

線
性

肺
臓

炎
，

薬
剤

性
肺

障
害

，
職

業
性

肺
疾

患

2
8

1
/
1
4
(木

)
4

4
2
1

胸
膜

疾
患

、
胸

部
外

傷
谷

口
　

雄
司

手
術

部
胸

膜
病

変
、

胸
部

外
傷

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

外
科

的
治

療
を

説
明

で
き

る
。

膿
胸

、
気

胸
、

胸
膜

中
皮

腫
、

fl
ai

l　
c
h
e
st

2
9

1
/
1
9
(火

)
3

4
2
1

肺
循

環
障

害
３

橋
本

　
潔

分
子

制
御

内
科

学
Ａ

Ｒ
Ｄ

Ｓ
、

肺
水

腫
を

理
解

す
る

。
Ａ

Ｒ
Ｄ

Ｓ
、

肺
水

腫

3
0

1
/
2
1
(木

)
3

4
2
1

呼
吸

不
全

井
岸

　
正

分
子

制
御

内
科

学
急

性
・
慢

性
呼

吸
不

全
の

病
態

、
治

療
を

理
解

す
る

。
呼

吸
不

全
、

酸
素

療
法

、
人

工
換

気

人
間

力
の

要
素

：
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

、
適

応
力

評
価

：
定

期
試

験
（
教

員
に

よ
っ

て
は

出
席

も
考

慮
す

る
）

参
考

書
：
特

に
指

定
は

し
な

い

-
1
3
-

―1
3―



臨
床

内
分

泌
・
代

謝
学

科
目

到
達

目
標

：
内

分
泌

疾
病

な
ら

び
に

生
活

習
慣

病
を

対
象

と
し

た
代

謝
学

の
病

態
、

診
断

、
治

療
（
予

防
を

含
む

）
を

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
加

藤
　

雅
彦

（
病

態
情

報
内

科
学

）
、

山
本

　
一

博
（
病

態
情

報
内

科
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
8
(水

)
4

4
2
1

甲
状

腺
（
Ｉ）

伊
澤

　
正

一
郎

病
態

情
報

内
科

学
甲

状
腺

機
能

異
常

の
原

因
、

病
態

、
診

断
、

治
療

お
よ

び
甲

状
腺

腫
瘍

の
病

態
、

診
断

を
説

明
で

き
る

。
甲

状
腺

中
毒

症
、

甲
状

腺
機

能
低

下
症

、
甲

状
腺

癌
、

P
lu

m
m

e
r病

、
薬

剤
性

甲
状

腺
機

能
異

常
、

S
IT

S
H

2
1
1
/
4
(水

)
4

4
2
1

内
分

泌
外

科
(Ⅰ

)
石

黒
　

清
介

（
非

常
勤

）
乳

腺
内

分
泌

外
科

甲
状

腺
、

副
甲

状
腺

疾
患

の
外

科
治

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
バ

セ
ド

ウ
病

、
甲

状
腺

腫
瘍

、
原

発
性

副
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
、

副
腎

皮
質

腺
腫

・
癌

、
褐

色
細

胞
腫

3
1
1
/
1
1
(水

)
4

4
2
1

下
垂

体
(Ⅰ

)
福

井
　

裕
子

（
非

常
勤

）
地

域
医

療
学

下
垂

体
腺

腫
に

よ
る

疾
患

を
理

解
し

説
明

で
き

る
。

先
端

肥
大

症
、

ク
ッ

シ
ン

グ
病

、
プ

ロ
ラ

ク
チ

ノ
ー

マ
、

T
S
H

産
生

腺
腫

、
非

機
能

性
腺

腫

4
1
1
/
1
8
(水

)
4

4
2
1

糖
代

謝
異

常
（
 I
 )

谷
口

　
晋

一
地

域
医

療
学

糖
代

謝
機

構
と

糖
尿

病
の

病
態

を
理

解
で

き
る

。
糖

代
謝

異
常

、
ケ

ト
ア

シ
ド

ー
シ

ス

5
1
1
/
3
0
(月

)
1

4
2
1

脂
質

代
謝

異
常

谷
口

　
晋

一
地

域
医

療
学

脂
質

代
謝

機
構

と
脂

質
異

常
の

病
態

・
治

療
を

理
解

で
き

る
。

脂
質

（
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

・
脂

肪
酸

）
代

謝
、

脂
質

異
常

症
の

分
類

、
ス

タ
チ

ン
系

・
フ

ィ
ブ

ラ
ー

ト
系

薬

6
1
2
/
9
(水

)
3

4
2
1

糖
代

謝
異

常
(Ⅱ

)
大

倉
　

毅
病

態
情

報
内

科
学

糖
尿

病
の

診
断

と
急

性
合

併
症

を
理

解
で

き
る

。
１

型
・
２

型
糖

尿
病

、
糖

尿
病

性
昏

睡
、

低
血

糖

7
1
2
/
9
(水

)
4

4
2
1

視
床

下
部

・
低

身
長

花
木

　
啓

一
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

視
床

下
部

・
下

垂
体

疾
患

・
低

身
長

を
理

解
し

説
明

で
き

る
。

視
床

下
部

・
下

垂
体

、
間

脳
下

垂
体

腫
瘍

、
低

身
長

8
1
2
/
1
6
(水

)
3

4
2
1

下
垂

体
(Ⅱ

)
福

井
　

裕
子

（
非

常
勤

）
地

域
医

療
学

下
垂

体
疾

患
を

理
解

し
説

明
で

き
る

。
下

垂
体

機
能

低
下

症
、

尿
崩

症
、

S
IA

D
H

9
1
2
/
1
6
(水

)
4

4
2
1

甲
状

腺
（
ＩＩ
）

松
澤

　
和

彦
地

域
医

療
学

バ
セ

ド
ウ

病
と

慢
性

甲
状

腺
炎

（
橋

本
病

）
の

病
態

、
診

断
、

治
療

お
よ

び
そ

の
鑑

別
疾

患
を

説
明

で
き

る
。

バ
セ

ド
ウ

病
、

慢
性

甲
状

腺
炎

（
橋

本
病

）
、

バ
セ

ド
ウ

病
眼

症
、

甲
状

腺
ク

リ
ー

ゼ
、

粘
液

水
腫

性
昏

睡

1
0

1
/
6
(水

)
3

4
2
1

糖
代

謝
異

常
(Ⅲ

)
大

倉
　

毅
病

態
情

報
内

科
学

糖
尿

病
の

慢
性

合
併

症
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
糖

尿
病

性
末

梢
神

経
障

害
・
網

膜
症

・
腎

症
、

動
脈

硬
化

症

1
1

1
/
6
(水

)
4

4
2
1

副
甲

状
腺

、
C

a代
謝

異
常

松
澤

　
和

彦
地

域
医

療
学

副
甲

状
腺

疾
患

・
C

a代
謝

異
常

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

C
a・

P
代

謝
、

特
発

性
・
偽

性
副

甲
状

腺
機

能
低

下
症

、
原

発
性

副
甲

状
腺

機
能

亢
進

症

1
2

1
/
1
3
(水

)
3

4
2
1

糖
代

謝
異

常
(Ⅳ

)
大

倉
　

毅
病

態
情

報
内

科
学

糖
尿

病
治

療
概

論
と

経
口

糖
尿

病
薬

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

食
事

・
運

動
療

法
、

経
口

糖
尿

病
薬

1
3

1
/
1
3
(水

)
4

4
2
1

糖
代

謝
異

常
（
V

)
大

倉
　

毅
病

態
情

報
内

科
学

イ
ン

ス
リ

ン
治

療
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

イ
ン

ス
リ

ン
製

剤

1
4

1
/
2
0
(水

)
3

4
2
1

副
腎

疾
患

伊
澤

　
正

一
郎

病
態

情
報

内
科

学
副

腎
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
副

腎
腫

瘍
（
ク

ッ
シ

ン
グ

症
候

群
、

原
発

性
ア

ル
ド

ス
テ

ロ
ン

症
、

褐
色

細
胞

腫
、

副
腎

偶
発

腫
、

副
腎

皮
質

癌
）
、

副
腎

機
能

低
下

症

1
5

1
/
2
0
(水

)
4

4
2
1

最
近

の
内

分
泌

代
謝

学
の

動
向

大
倉

　
毅

病
態

情
報

内
科

学
最

近
の

内
分

泌
代

謝
学

の
動

向
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

予
防

医
学

、
先

端
医

療

人
間

力
の

要
素

：
知

力
（
論

理
的

分
析

力
、

総
合

的
判

断
力

）
、

実
践

力
（
行

動
力

）

評
価

：定
期

試
験

9
0
%

出
席

1
0
%

教
科

書
：
内

科
学

（
朝

倉
）
、

内
分

泌
代

謝
専

門
医

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

、
病

気
が

み
え

る

-
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臨
床

血
液

学

科
目

到
達

目
標

：
血

液
疾

患
（
白

血
病

、
悪

性
リ

ン
パ

腫
、

多
発

性
骨

髄
腫

、
貧

血
な

ど
）
の

病
態

、
症

候
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
本

倉
　

徹
（
臨

床
検

査
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
3
(金

)
4

4
2
1

貧
血

（
１

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
貧

血
を

分
類

し
、

鑑
別

に
有

用
な

検
査

を
列

挙
で

き
る

。
平

均
赤

血
球

容
積

（
M

C
V

）
、

網
赤

血
球

2
1
0
/
2
7
(火

)
1

4
2
1

貧
血

（
２

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
欠

乏
性

貧
血

の
病

因
、

病
態

、
診

断
と

治
療

を
説

明
で

き
る

。
小

球
性

貧
血

、
大

球
性

貧
血

3
1
0
/
2
7
(火

)
2

4
2
1

貧
血

（
３

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
溶

血
性

貧
血

と
再

生
不

良
性

貧
血

の
病

因
、

病
態

、
診

断
と

治
療

を
説

明
で

き
る

。
自

己
免

疫
性

溶
血

性
貧

血
、

正
球

性
貧

血

4
1
1
/
1
0
(火

)
1

4
2
1

骨
髄

異
形

成
症

候
群

本
倉

　
徹

血
液

内
科

骨
髄

異
形

成
症

候
群

（
Ｍ

Ｄ
Ｓ

）
の

臨
床

像
を

説
明

で
き

る
。

骨
髄

異
形

成
症

候
群

、
IP

S
S
、

脱
メ

チ
ル

化
薬

5
1
1
/
1
0
(火

)
2

4
2
1

急
性

白
血

病
（
１

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
急

性
白

血
病

の
病

態
、

症
候

、
診

断
と

分
類

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

Ｆ
Ａ

Ｂ
分

類
、

Ｗ
Ｈ

Ｏ
分

類

6
1
1
/
1
7
(火

)
1

4
2
1

悪
性

リ
ン

パ
腫

（
１

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
in

do
le

n
tリ

ン
パ

腫
と

ホ
ジ

キ
ン

リ
ン

パ
腫

の
分

類
を

概
説

し
、

病
態

、
症

候
、

診
断

、
治

療
と

予
後

を
説

明
で

き
る

。
ホ

ジ
キ

ン
リ

ン
パ

腫
、

ろ
胞

性
リ

ン
パ

腫
、

Ｍ
Ａ

Ｌ
Ｔ

リ
ン

パ
腫

、
抗

体
医

薬

7
1
1
/
1
7
(火

)
2

4
2
1

多
発

性
骨

髄
腫

（
１

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
多

発
性

骨
髄

腫
の

病
態

、
症

候
、

診
断

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

単
ク

ロ
ー

ン
性

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
血

症
、

過
粘

稠
度

症
候

群
、

高
カ

ル
シ

ウ
ム

血
症

、
打

ち
抜

き
像

8
1
1
/
2
4
(火

)
1

4
2
1

出
血

性
疾

患
、

血
栓

性
疾

患
矢

冨
　

裕
 （

非
常

勤
）

東
大

検
査

部
生

理
的

止
血

機
構

を
理

解
し

た
上

で
、

そ
の

破
綻

と
し

て
の

出
血

性
疾

患
、

血
栓

性
疾

患
の

病
態

、
さ

ら
に

は
、

診
断

と
治

療
が

説
明

で
き

る
。

Ｔ
Ｔ

Ｐ
、

ＩＴ
Ｐ

、
血

友
病

、
Ｖ

Ｗ
Ｄ

、
抗

リ
ン

脂
質

抗
体

症
候

群

9
1
1
/
2
4
(火

)
2

4
2
1

Ｄ
ＩＣ

矢
冨

　
裕

（
非

常
勤

）
東

大
検

査
部

Ｄ
ＩＣ

の
病

態
を

理
解

し
、

診
断

と
治

療
が

説
明

で
き

る
。

Ｄ
ＩＣ

診
断

基
準

、
F
D

P
、

Ｔ
Ａ

Ｔ
、

Ｐ
ＩＣ

1
0

1
2
/
1
(火

)
1

4
2
1

多
発

性
骨

髄
腫

（
２

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
多

発
性

骨
髄

腫
の

診
断

、
治

療
と

予
後

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

ベ
ン

ス
ー

ジ
ョ

ー
ン

ズ
蛋

白
、

自
家

移
植

1
1

1
2
/
1
(火

)
2

4
2
1

悪
性

リ
ン

パ
腫

（
２

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
ag

gr
e
ss

iv
e
悪

性
リ

ン
パ

腫
の

分
類

を
概

説
し

、
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

と
予

後
を

説
明

で
き

る
。

び
慢

性
大

型
Ｂ

細
胞

リ
ン

パ
腫

、
リ

ン
パ

芽
球

性
リ

ン
パ

腫

1
2

1
2
/
8
(火

)
1

4
2
1

症
例

解
析

（
赤

血
球

系
疾

患
)

大
居

　
慎

治
（
非

常
勤

）
松

江
赤

十
字

血
液

赤
血

球
系

疾
患

の
実

際
の

症
例

に
即

し
た

検
査

、
治

療
法

を
学

ぶ
。

鉄
欠

乏
製

貧
血

、
巨

赤
芽

球
性

貧
血

、
再

生
不

良
性

貧
血

、
自

己
免

疫
性

溶
血

、
膠

原
病

-
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
3

1
2
/
8
(火

)
2

4
2
1

慢
性

骨
髄

性
白

血
病

大
居

　
慎

治
（
非

常
勤

）
松

江
赤

十
字

血
液

慢
性

骨
髄

性
白

血
病

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

と
予

後
を

説
明

で
き

る
。

微
小

残
存

病
変

、
分

子
標

的
薬

、
B

C
R

-
A

B
L

1
4

1
2
/
1
5
(火

)
1

4
2
1

H
IV

感
染

症
大

居
　

慎
治

（
非

常
勤

）
松

江
赤

十
字

血
液

H
IV

感
染

症
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

と
治

療
を

説
明

で
き

る
。

H
IV

、
A

ID
S
、

H
A

A
R

T
療

法
、

1
5

1
2
/
1
5
(火

)
2

4
2
1

悪
性

リ
ン

パ
腫

（
３

）
大

居
　

慎
治

（
非

常
勤

）
松

江
赤

十
字

血
液

成
人

T
細

胞
白

血
病

リ
ン

パ
腫

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

と
予

後
を

説
明

で
き

る
。

H
T
L
V

-
1
、

花
細

胞
、

高
カ

ル
シ

ウ
ム

血
症

1
6

1
2
/
2
2
(火

)
1

4
2
1

骨
髄

増
殖

性
腫

瘍
本

倉
　

徹
血

液
内

科
骨

髄
増

殖
性

腫
瘍

の
病

態
、

症
候

、
診

断
、

治
療

と
予

後
を

説
明

で
き

る
。

骨
髄

線
維

症
、

本
態

性
血

小
板

血
症

、
真

性
多

血
症

、
J
A

K
2

変
異

1
7

1
2
/
2
2
(火

)
2

4
2
1

悪
性

リ
ン

パ
腫

（
４

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
マ

ン
ト

ル
細

胞
リ

ン
パ

腫
そ

の
他

の
リ

ン
パ

腫
の

病
態

、
症

候
、

診
断

、
治

療
と

予
後

を
説

明
で

き
る

。
サ

イ
ク

リ
ン

、
細

胞
周

期
、

ヒ
ス

ト
ン

脱
ア

セ
チ

ル
化

酵
素

阻
害

薬

1
8

1
/
5
(火

)
1

4
2
1

急
性

白
血

病
（
２

）
本

倉
　

徹
血

液
内

科
急

性
白

血
病

の
治

療
と

予
後

を
説

明
で

き
る

。
寛

解
導

入
療

法
、

地
固

め
療

法
、

維
持

療
法

、
F
ra

c
ti
o
n
al

 K
ill

1
9

1
/
5
(火

)
2

4
2
1

輸
血

療
法

本
倉

　
徹

血
液

内
科

輸
血

療
法

の
原

理
と

副
作

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
血

液
型

、
成

分
輸

血
、

輸
血

関
連

有
害

事
象

2
0

1
/
1
2
(火

)
1

4
2
1

造
血

幹
細

胞
移

植
（
１

）
但

馬
　

史
人

（
非

常
勤

）
医

療
セ

ン
タ

ー
血

液
自

家
も

し
く
は

同
種

造
血

幹
細

胞
移

植
の

原
理

と
他

の
治

療
と

の
関

連
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
造

血
幹

細
胞

、
H

L
A

、
ド

ナ
ー

ソ
ー

ス
、
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No1

【後期】 【講義室名】
授業期間 　　　９月２４日（木）～　１月２１日（木） 111講義室（講義実習棟1階）
冬季休業 　　１２月２６日（土）～　１月　３日（日） 112講義室（講義実習棟１階）
試験期間 　　　１月２２日（金）～　２月１８日（木） 131講義室（講義実習棟３階）
春季休業 　　　２月１９日（金）～　３月３１日（木） 261講義室（アレスコ棟６階）

431講義室（臨床講義棟３階）
※第５時限は補講を実施する場合がある。
※９月２４日（木）、１０月１５日（木）は月曜日の講義を行う。

後期第1週 1 2 3 4 5

9月24日 木 救急医学　131 救急医学　131 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

9月25日 金 臨床医学特論１　131 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　131 -

9月28日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu 老年医学　131

9月29日 火 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

9月30日 水 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　431 地域医療体験　431 -

10月1日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月2日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第2週 1 2 3 4 5

10月5日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

10月6日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月7日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月8日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月9日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第3週 1 2 3 4 5

10月13日 火 救急医学　1１1 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431 老年医学　431

10月14日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月15日 木 救急医学　131 救急医学　131 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

10月16日 金 産科学　421 医121/生231/芸431/哲122 免疫・アレルギー　112 産科学　131 臨床医学特論１　431

後期第4週 1 2 3 4 5

10月19日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu 老年医学　431

10月20日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月21日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月22日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月23日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第5週 1 2 3 4 5

10月26日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　431 社医Tu　431 社医Tu　431

10月27日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月28日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月29日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　131 臨床実習入門 臨床実習入門

10月30日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第6週 1 2 3 4 5

11月2日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　431 社医Tu　431 社医Tu　431

11月4日 水 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　431 地域医療体験　431 -

11月5日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門 臨床実習入門

11月6日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第7週 1 2 3 4 5

11月9日 月 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 麻酔学　111 麻酔学　111

11月10日 火 老年医学　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月11日 水 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月12日 木 臨床医学特論１　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月13日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　112

後期第8週 1 2 3 4 5

11月16日 月 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 麻酔学　111 麻酔学　111 地域医療体験　431

11月17日 火 老年医学　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月18日 水 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月19日 木 臨床医学特論１　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月20日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　112

注：Tuはアレスコ棟２階チュートリアル室及び261講義室を示す。

平成２７年度　医学科４年次授業時間配当表

後期主題：医療手話 121
後期人文・社会：生活と法律 刑法 131 / 芸術 431 / 哲学入門 122



　
No1

【後期】 【講義室名】
授業期間 　　　９月２４日（木）～　１月２１日（木） 111講義室（講義実習棟1階）
冬季休業 　　１２月２６日（土）～　１月　３日（日） 112講義室（講義実習棟１階）
試験期間 　　　１月２２日（金）～　２月１８日（木） 131講義室（講義実習棟３階）
春季休業 　　　２月１９日（金）～　３月３１日（木） 261講義室（アレスコ棟６階）

431講義室（臨床講義棟３階）
※第５時限は補講を実施する場合がある。
※９月２４日（木）、１０月１５日（木）は月曜日の講義を行う。

後期第1週 1 2 3 4 5

9月24日 木 救急医学　131 救急医学　131 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

9月25日 金 臨床医学特論１　131 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　131 -

9月28日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu 老年医学　131

9月29日 火 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431 -

9月30日 水 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　431 地域医療体験　431 -

10月1日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月2日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第2週 1 2 3 4 5

10月5日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

10月6日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月7日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月8日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月9日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第3週 1 2 3 4 5

10月13日 火 救急医学　1１1 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431 老年医学　431

10月14日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月15日 木 救急医学　131 救急医学　131 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

10月16日 金 産科学　421 医121/生231/芸431/哲122 免疫・アレルギー　112 産科学　131 臨床医学特論１　431

後期第4週 1 2 3 4 5

10月19日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu 老年医学　431

10月20日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月21日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月22日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月23日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第5週 1 2 3 4 5

10月26日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　431 社医Tu　431 社医Tu　431

10月27日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月28日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月29日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　131 臨床実習入門 臨床実習入門

10月30日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第6週 1 2 3 4 5

11月2日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　431 社医Tu　431 社医Tu　431

11月4日 水 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　431 地域医療体験　431 -

11月5日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門 臨床実習入門

11月6日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第7週 1 2 3 4 5

11月9日 月 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 麻酔学　111 麻酔学　111

11月10日 火 老年医学　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月11日 水 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月12日 木 臨床医学特論１　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月13日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　112

後期第8週 1 2 3 4 5

11月16日 月 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 麻酔学　111 麻酔学　111 地域医療体験　431

11月17日 火 老年医学　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月18日 水 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月19日 木 臨床医学特論１　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月20日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　112

注：Tuはアレスコ棟２階チュートリアル室及び261講義室を示す。

平成２７年度　医学科４年次授業時間配当表

後期主題：医療手話 121
後期人文・社会：生活と法律 刑法 131 / 芸術 431 / 哲学入門 122



　
No1

【後期】 【講義室名】
授業期間 　　　９月２４日（木）～　１月２１日（木） 111講義室（講義実習棟1階）
冬季休業 　　１２月２６日（土）～　１月　３日（日） 112講義室（講義実習棟１階）
試験期間 　　　１月２２日（金）～　２月１８日（木） 131講義室（講義実習棟３階）
春季休業 　　　２月１９日（金）～　３月３１日（木） 261講義室（アレスコ棟６階）

431講義室（臨床講義棟３階）
※第５時限は補講を実施する場合がある。
※９月２４日（木）、１０月１５日（木）は月曜日の講義を行う。

後期第1週 1 2 3 4 5

9月24日 木 救急医学　131 救急医学　131 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

9月25日 金 臨床医学特論１　131 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　131 -

9月28日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu 老年医学　131

9月29日 火 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431 -

9月30日 水 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　431 地域医療体験　431 -

10月1日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月2日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第2週 1 2 3 4 5

10月5日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

10月6日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月7日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月8日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月9日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第3週 1 2 3 4 5

10月13日 火 救急医学　1１1 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431 老年医学　431

10月14日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月15日 木 救急医学　131 救急医学　131 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu -

10月16日 金 産科学　421 医121/生231/芸431/哲122 免疫・アレルギー　112 産科学　131 臨床医学特論１　431

後期第4週 1 2 3 4 5

10月19日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　Tu 社医Tu　Tu 老年医学　431

10月20日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月21日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月22日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月23日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第5週 1 2 3 4 5

10月26日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　431 社医Tu　431 社医Tu　431

10月27日 火 老年医学　131 生活生命医学　112 臨床実習入門　431 臨床実習入門　431

10月28日 水 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 地域医療体験　実習 -

10月29日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　131 臨床実習入門 臨床実習入門

10月30日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第6週 1 2 3 4 5

11月2日 月 救急医学　431 救急医学　431 社医Tu　431 社医Tu　431 社医Tu　431

11月4日 水 地域医療体験　131 地域医療体験　131 地域医療体験　431 地域医療体験　431 -

11月5日 木 臨床医学特論１　131 生活生命医学　112 臨床実習入門 臨床実習入門

11月6日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 免疫・アレルギー　131 産科学　131

後期第7週 1 2 3 4 5

11月9日 月 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 麻酔学　111 麻酔学　111

11月10日 火 老年医学　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月11日 水 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月12日 木 臨床医学特論１　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月13日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　112

後期第8週 1 2 3 4 5

11月16日 月 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 麻酔学　111 麻酔学　111 地域医療体験　431

11月17日 火 老年医学　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月18日 水 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月19日 木 臨床医学特論１　131 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu 臨床実習入門 臨床実習入門

11月20日 金 産科学　131 医121/生131/芸431/哲122 PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　Tu PBLﾁｭｰﾄﾘｱﾙ　112

注：Tuはアレスコ棟２階チュートリアル室及び261講義室を示す。

平成２７年度　医学科４年次授業時間配当表

後期主題：医療手話 121
後期人文・社会：生活と法律 刑法 131 / 芸術 431 / 哲学入門 122

医学科４年次(後期)

専門科目

　基礎医学科目

生活生命医学 生活習慣と健康………………………………1

死と医学………………………………………2

社会医学チュートリアル・実習………………………………………3

　臨床医学科目

産科学……………………………………………………………4

臨床腫瘍学………………………………………………5

免疫・アレルギー…………………………………………………6

老年医学……………………………………………………………7

麻酔科学（麻酔学）…………………………………………………………8

救急医学………………………………………………………9

医療情報学１………………………………………………………10

地域医療体験………………………………………………………11

臨床医学特論１…………………………………………………………12

☆ １年次シラバス該当ページを参照願います。

　医療手話（人間と文化・旧主題Ⅵ）……………………………………………1年次 P2・3 参照

　生活と法律　刑法（人文・社会分野・旧主題Ⅱ）……………………………………………1年次 P5 参照

　芸術（人文・社会分野・旧主題Ⅰ）……………………………………………1年次 P7 参照

　哲学入門（人文・社会分野・旧主題Ⅰ）……………………………………………1年次 P8 参照



生
活
生
命
医
学
（
生
活
習
慣
と
健
康
）

科
目
到
達
目
標
：
生
活
習
慣
と
健
康
の
関
連
、
生
活
習
慣
指
導
に
つ
い
て
理
解
・
習
得
す
る

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
尾
崎
　
米
厚
（
環
境
予
防
医
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
9
/
2
9
(火
)

2
1
1
2

喫
煙
と
健
康
、
禁
煙
指
導

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学
喫
煙
と
健
康
の
関
係
、
禁
煙
指
導
法
が
説
明
で
き
る
。

喫
煙
関
連
疾
患
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
の
治
療
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
、
F
C
T
C

2
1
0
/
1
(木
)

2
1
1
2

生
活
習
慣
と
が
ん

祖
父
江
　
友
孝

（
非
常
勤
）

環
境
予
防
医
学
生
活
習
慣
と
が
ん
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。
が
ん
の
記
述

疫
学
を
説
明
で
き
る
。

記
述
疫
学
の
動
向
、
部
位
別
が
ん
、
喫
煙
、
食
生
活
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
が
ん
対
策

3
1
0
/
2
0
(火
)

2
1
1
2

生
活
習
慣
と
原
因
不
明
の
疾
患

中
村
　
好
一

（
非
常
勤
）

環
境
予
防
医
学
原
因
不
明
疾
患
の
原
因
究
明
の
方
法
が
分
か
る
。

川
崎
病
、
難
病
、
疫
学
研
究
方
法
論

4
1
2
/
3
(木
)

1
1
1
2

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
の
関
連
を
説
明
で
き
る
。
問
題
飲
酒

者
へ
の
介
入
方
法
を
理
解
で
き
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
の
関
係
、
問
題
飲
酒
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
介
入
・
治
療
方
法
、
関
連
要
因
、
W
H
O
の
世
界
戦
略

5
1
2
/
1
0
(木
)

1
1
1
2

生
活
習
慣
へ
の
介
入
、
行
動
科
学

的
方
法

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
介
入
方
法
の
理
論
と
実
際
的

方
法
を
説
明
で
き
る
。

行
動
科
学
理
論
、
行
動
科
学
的
手
法
,オ
ペ
ラ
ン
ト
条
件
付
け
、
ヘ

ル
ス
・
ビ
リ
ー
フ
・
モ
デ
ル
、
計
画
的
行
動
理
論
、
汎
理
論
的
モ
デ

ル
、
社
会
的
学
習
理
論
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
モ
デ
ル
、
特
定
保
健
指
導
、
ハ
イ
リ

ス
ク
・
ア
ル
ロ
ー
チ
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ

6
1
2
/
1
7
(木
)

1
1
1
2

生
活
習
慣
と
脳
血
管
疾
患

磯
　
博
康

（
非
常
勤
）

環
境
予
防
医
学
脳
血
管
疾
患
と
生
活
習
慣
の
関
係
が
説
明
で
き
る
。

脳
血
管
疾
患
、
高
血
圧
、
食
生
活
、
予
防
対
策

人
間
力
の
要
素
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
共
感
的
理
解
力
）
、
知
力
（
総
合
的
判
断
力
）

評
価
：
定
期
試
験
、
出
席

-
 1

 -

―1
―



生
活
生
命
医
学
（
死
と
医
学
）

未
定

未
定

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
0
/
6
(火

)
2

1
1
2

未
定

未
定

2
1
0
/
8
(木

)
2

1
1
2

未
定

未
定

3
1
0
/
2
2
(木

)
2

1
1
2

未
定

未
定

4
1
0
/
2
7
(火

)
2

1
1
2

未
定

未
定

5
1
0
/
2
9
(木

)
2

1
3
1

未
定

未
定

6
1
1
/
5
(木

)
2

1
1
2

未
定

未
定

7
1
2
/
2
2
(火

)
2

1
1
2

未
定

未
定

8
1
2
/
2
4
(木

)
2

1
1
2

未
定

未
定

9
1
/
4
(月

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
0

1
/
5
(火

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
1

1
/
7
(木

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
2

1
/
1
2
(火

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
3

1
/
1
3
(水

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
4

1
/
1
4
(木

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
5

1
/
1
8
(月

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
6

1
/
1
9
(火

)
2

1
1
2

未
定

未
定

1
7

1
/
2
1
(木

)
2

1
1
2

未
定

未
定

人
間
力
の
要
素
：

評
価
：

科
目
到
達
目
標
：

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：

-
 2

 -

―2
―



社
会

医
学

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
・
実

習

科
目

到
達

目
標

：
社

会
医

学
に

関
す

る
知

識
お

よ
び

考
え

方
を

演
習

を
通

し
て

習
得

す
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
尾

崎
　

米
厚

（
環

境
予

防
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

3
1
・
3
2

9
/
2
4
(木

)
3
･4

総
合

研
究

棟
セ

ミ
ナ

ー
室

等
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
湯

浅
・

加
藤

・
天

野
・
大

西
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
3
・
3
4

9
/
2
8
(月

)
3
･4

総
合

研
究

棟
セ

ミ
ナ

ー
室

等
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
湯

浅
・

加
藤

・
天

野
・
大

西
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
5
・
3
6

1
0
/
5
(月

)
3
･4

総
合

研
究

棟
セ

ミ
ナ

ー
室

等
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
湯

浅
・

加
藤

・
天

野
・
大

西
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
7
・
3
8

1
0
/
1
5
(木

)
3
･4

総
合

研
究

棟
セ

ミ
ナ

ー
室

等
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
湯

浅
・

加
藤

・
天

野
・
大

西
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
9
・
4
0

1
0
/
1
9
(月

)
3
･4

総
合

研
究

棟
セ

ミ
ナ

ー
室

等
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
湯

浅
・

加
藤

・
天

野
・
大

西
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

4
1
～

4
3

1
0
/
2
6
(月

)
3
･4

･5
4
3
1
(1

6
:3

0
ま

で
に

終
了

）
実

習
発

表
会

黒
沢

・
尾

崎
・
湯

浅
・

加
藤

・
天

野
・
大

西
社

会
医

学
講

座
各

班
の

学
ん

だ
こ

と
の

共
有

。
社

会
医

学
的

考
え

か
た

4
4
～

4
6

1
1
/
2
(月

)
3
･4

･5
4
3
1

実
習

発
表

会
黒

沢
・
尾

崎
・
湯

浅
・

加
藤

・
天

野
・
大

西
社

会
医

学
講

座
各

班
の

学
ん

だ
こ

と
の

共
有

。
社

会
医

学
的

考
え

か
た

人
間

力
の

要
素

：
気

力
（
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
ー

）
、

知
力

（
発

想
力

、
創

造
力

、
総

合
的

判
断

力
、

論
理

的
分

析
力

）
実

践
力

（
行

動
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

）
、

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
体

力
（
持

続
力

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
、

共
感

的
理

解
力

、
受

容
力

）

評
価

：
定

期
試

験
5
0
%

実
習

態
度

4
0
%

出
席

1
0
%

そ
の

他
：
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

実
習

・
演

習
を

行
い

ま
す

。
テ

ー
マ

は
担

当
分

野
で

行
い

、
班

分
け

は
学

生
間

で
決

め
て

も
ら

い
ま

す
。

祝
日

と
重

な
り

実
習

数
が

減
る

の
で

、
最

後
の

3
回

は
5
限

ま
で

と
し

て
調

整
し

ま
す

。

定
期

試
験

：
１

２
月

２
１

日
（
月

）
２

時
限

-
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産
科

学
科

目
到

達
目

標
：
産

科
学

の
病

因
・
病

態
な

ら
び

に
治

療
法

を
理

解
す

る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
原

田
　

省
（
生

殖
機

能
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

の
診

断
法

　
胎

児
・
胎

盤
検

査
法

（
1
）

原
田

　
崇

生
殖

機
能

医
学

妊
娠

の
診

断
法

を
説

明
で

き
る

。
産

科
の

超
音

波
検

査
法

の
所

見
を

説
明

で
き

る
。

問
診

、
分

娩
予

定
日

の
決

定
法

、
妊

娠
反

応
、

超
音

波
検

査

2
1
0
/
2
(金

)
4

1
3
1

妊
娠

の
経

過
野

中
　

道
子

生
殖

機
能

医
学

正
常

妊
娠

の
経

過
を

説
明

で
き

る
。

妊
婦

健
診

、
胎

勢
、

胎
位

、
胎

向

3
1
0
/
9
(金

)
1

1
3
1

胎
児

・
胎

盤
系

の
発

達
坂

本
　

靖
子

生
殖

機
能

医
学

胎
児

・
胎

盤
系

の
発

達
過

程
で

の
機

能
・
形

態
的

変
化

を
説

明
で

き
る

。
栄

養
胚

葉
、

胎
芽

胚
葉

、
卵

膜
、

胎
盤

、
臍

帯
、

羊
水

4
1
0
/
9
(金

)
4

1
3
1

正
常

・
異

常
産

褥
荒

田
　

和
也

生
殖

機
能

医
学

産
褥

の
過

程
と

異
常

産
褥

の
病

態
を

説
明

で
き

る
。

乳
房

・
乳

腺
の

妊
娠

中
と

授
乳

期
の

で
の

変
化

を
説

明
で

き
る

。
子

宮
復

古
、

悪
露

、
乳

汁
分

泌
、

子
宮

復
古

不
全

、
産

褥
熱

、
乳

腺
炎

、
血

栓
症

5
1
0
/
1
6
(金

)
1

4
2
1

妊
娠

に
伴

う
母

体
変

化
坂

本
　

靖
子

生
殖

機
能

医
学

妊
娠

に
伴

う
身

体
的

変
化

を
概

説
で

き
る

。
性

器
の

変
化

、
全

身
の

変
化

、
代

謝
の

変
化

6
1
0
/
1
6
(金

)
4

1
1
2

分
娩

の
経

過
（
2
）

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
正

常
分

娩
の

経
過

を
説

明
で

き
る

。
分

娩
の

前
徴

、
分

娩
第

1
期

、
分

娩
第

2
期

、
分

娩
機

転
、

分
娩

第
3
期

、
胎

盤
の

剥
離

と
娩

出

7
1
0
/
2
3
(金

)
1

1
3
1

異
常

妊
娠

（
1
)

坂
本

　
靖

子
生

殖
機

能
医

学
妊

娠
中

期
以

後
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
早

産
、

多
胎

妊
娠

、
T
T
T
S

8
1
0
/
2
3
(金

)
4

1
3
1

分
娩

の
経

過
（
1
）

野
中

　
道

子
生

殖
機

能
医

学
正

常
分

娩
の

経
過

を
説

明
で

き
る

。
分

娩
の

3
要

素
、

骨
・
軟

産
道

、
児

頭
の

形
状

、
児

頭
の

変
形

、
陣

痛

9
1
0
/
3
0
(金

)
1

1
3
1

胎
児

・
胎

盤
検

査
法

（
2
）

原
田

　
崇

生
殖

機
能

医
学

分
娩

監
視

装
置

に
よ

る
検

査
法

の
意

義
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
胎

児
・
胎

盤
検

査
法

の
意

義
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
C

T
G

、
N

S
T
、

fe
ta

l 
w

e
llb

e
in

g、
h
P

L
、

E
3

1
0

1
0
/
3
0
(金

)
4

1
3
1

異
常

妊
娠

（
2
)

野
中

　
道

子
生

殖
機

能
医

学
妊

娠
高

血
圧

症
候

群
の

病
態

・
管

理
を

説
明

で
き

る
。

妊
娠

高
血

圧
症

候
群

1
1

1
1
/
6
(金

)
1

1
3
1

異
常

妊
娠

（
3
)

坂
本

　
靖

子
生

殖
機

能
医

学
羊

水
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
羊

水
過

多
、

羊
水

過
少

、
羊

水
塞

栓
症

、
巨

大
児

、
IU

G
R

1
2

1
1
/
6
(金

)
4

1
3
1

異
常

妊
娠

(4
)

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
妊

娠
初

期
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
妊

娠
悪

阻
、

流
産

、
異

所
性

妊
娠

、
胞

状
奇

胎

1
3

1
1
/
1
3
(金

)
1

1
3
1

異
常

妊
娠

(5
)

原
田

　
崇

生
殖

機
能

医
学

妊
娠

中
期

以
後

の
異

常
を

説
明

で
き

る
。

細
菌

性
腟

症
、

絨
毛

膜
羊

膜
炎

、
前

期
破

水
、

G
B

S

1
4

1
1
/
2
0
(金

)
1

1
3
1

異
常

妊
娠

(6
)

經
遠

　
孝

子
生

殖
機

能
医

学
附

属
物

の
異

常
を

説
明

で
き

る
。

前
置

胎
盤

、
常

位
胎

盤
早

期
剥

離
、

H
E
L
L
P

、
子

癇

1
5

1
1
/
2
7
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(1

)
經

遠
　

孝
子

生
殖

機
能

医
学

妊
娠

中
の

合
併

症
を

説
明

で
き

る
。

合
併

症
妊

娠
（
G

D
M

、
 甲

状
腺

機
能

異
常

、
自

己
免

疫
疾

患
）

1
6

1
2
/
4
(金

)
1

1
3
1

異
常

分
娩

(1
)

經
遠

　
孝

子
生

殖
機

能
医

学
産

道
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
骨

産
道

、
C

P
D

、
軟

産
道

強
靱

症
、

回
旋

異
常

1
7

1
2
/
1
1
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(2

)
野

中
　

道
子

生
殖

機
能

医
学

妊
娠

中
の

合
併

症
を

説
明

で
き

る
。

母
子

感
染

症

1
8

1
2
/
1
8
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(3

)
經

遠
　

孝
子

生
殖

機
能

医
学

妊
娠

中
の

合
併

症
を

説
明

で
き

る
。

合
併

症
妊

娠
（
呼

吸
器

、
 血

液
疾

患
、

婦
人

科
疾

患
）
、

血
液

型
不

適
合

妊
娠

1
9

1
2
/
2
5
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(4

)
原

田
　

崇
生

殖
機

能
医

学
妊

娠
中

の
合

併
症

を
説

明
で

き
る

。
胎

児
奇

形
、

染
色

体
異

常
、

放
射

線
被

曝
、

薬
の

催
奇

性

2
0

1
2
/
2
5
(金

)
4

1
3
1

異
常

分
娩

(2
)

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
産

科
出

血
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
産

科
出

血
（
子

宮
内

反
症

、
弛

緩
出

血
、

癒
着

胎
盤

、
そ

の
他

）

2
1

1
/
8
(金

)
1

1
3
1

特
別

講
義

吉
村

　
泰

典
（
非

常
勤

）
生

殖
機

能
医

学
わ

が
国

の
少

子
化

問
題

を
理

解
し

説
明

で
き

る
。

少
子

化
、

不
妊

治
療

、
高

齢
化

社
会

2
2

1
/
8
(金

)
4

1
3
1

産
科

手
術

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
産

科
手

術
を

説
明

で
き

る
。

帝
王

切
開

術
、

子
宮

頚
管

縫
縮

術
、

流
産

手
術

、
骨

盤
位

分
娩

、
産

科
救

急

2
3

1
/
1
5
(金

)
1

1
3
1

産
科

学
ま

と
め

原
田

　
崇

生
殖

機
能

医
学

産
科

学
に

つ
い

て
概

要
が

理
解

で
き

る
。

妊
娠

お
よ

び
分

娩
に

関
す

る
最

近
話

題
、

統
計

、
関

係
法

規

人
間

力
の

要
素

：
知

力
評

価
：
定

期
試

験
　

9
0
％

、
出

席
　

1
0
％

参
考

書
：
病

気
が

見
え

る
 v

o
l1

0
 産

科
　

M
E
D

IC
 M

E
D

IA

-
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臨
床
腫
瘍
学

科
目
到
達
目
標
：
臨
床
腫
瘍
学
の
基
本
を
理
解
す
る

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
辻
谷
　
俊
一
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
1
/
2
4
(火
)

3
4
3
1

化
学
療
法

上
田
　
康
仁

化
学
療
法

セ
ン
タ
ー

が
ん
の
化
学
療
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

化
学
療
法
、
分
子
標
的
治
療

2
1
1
/
2
6
(木
)

4
4
3
1

支
持
療
法
・
症
状
管
理

上
田
　
康
仁

化
学
療
法

セ
ン
タ
ー

副
作
用
対
策
、
症
状
管
理
を
理
解
す
る
。

副
作
用
、
呼
吸
器
症
状
、
消
化
器
症
状

3
1
2
/
3
(木
)

4
1
3
1

心
理
社
会
的
側
面

吉
本
　
美
和

緩
和
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

が
ん
患
者
や
家
族
の
心
理
を
理
解
す
る
。

精
神
症
状
、
地
域
連
携
、
社
会
的
基
盤

4
1
2
/
1
0
(木
)

4
1
3
1

臨
床
試
験

大
山
　
賢
治

が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
の
臨
床
試
験
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
、
臨
床
試
験

5
1
2
/
1
7
(木
)

4
1
3
1

疼
痛
管
理

大
山
　
賢
治

が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
性
疼
痛
の
機
序
と
管
理
法
を
理
解
す
る
。

鎮
痛
薬
、
鎮
痛
補
助
薬
、
疼
痛
管
理

6
1
2
/
2
4
(木
)

4
4
3
1

予
防
・
検
診
・
診
断

辻
谷
　
俊
一

が
ん
セ
ン
タ
ー

発
が
ん
予
防
お
よ
び
が
ん
の
診
断
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

集
団
検
診
、
画
像
診
断
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

7
1
/
7
(木
)

4
4
3
1

が
ん
の
生
物
学

辻
谷
　
俊
一

が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
の
発
生
・
進
展
に
お
け
る
生
物
学
的
特
性
に
つ
い
て
理

解
す
る
。

が
ん
、
増
殖
シ
グ
ナ
ル
、
免
疫
回
避
機
構

8
1
/
1
4
(木
)

4
4
3
1

標
準
治
療
と
が
ん
救
急

辻
谷
　
俊
一

が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
の
標
準
治
療
と
が
ん
救
急
へ
の
対
応
を
理
解
す
る
。

手
術
、
放
射
線
、
抗
が
ん
剤
、
が
ん
救
急

人
間
力
の
要
素
：
気
力
（
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
共
感
的
理
解
力
）
、
実
践
力
（
経
験
力
）

評
価
：
定
期
試
験

1
0
0
%

出
席

出
席
1
回
に
つ
き
2
点
、
全
回
出
席
す
る
と
1
6
点
ま
で
加
算
で
き
る

教
科
書
：
が
ん
診
療
レ
ジ
デ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
6
版
(医
学
書
院
)

-
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免
疫

・
ア

レ
ル

ギ
ー

科
目

到
達

目
標

：
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
病

態
を

理
解

し
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
竹

内
　

裕
美

（
耳

鼻
咽

喉
･頭

頸
部

外
科

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(金

)
3

1
3
1

膠
原

病
の

概
念

清
水

　
英

治
分

子
制

御
内

科
学

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
・
膠

原
病

を
説

明
で

き
る

。
全

身
性

自
己

免
疫

疾
患

、
自

己
抗

体
、

多
臓

器
非

特
異

的
炎

症
性

疾

2
1
0
/
9
(金

)
3

1
3
1

血
管

炎
症

候
群

，
混

合
性

結
合

織
病

(M
C

T
D

)
長

谷
川

　
泰

之
分

子
制

御
内

科
学

血
管

炎
症

候
群

の
病

態
、

診
断

、
治

療
が

理
解

で
き

る
。

高
安

病
、

結
節

性
多

発
動

脈
炎

、
A

N
C

A
関

連
血

管
炎

3
1
0
/
1
6
(金

)
3

1
1
2

血
管

炎
症

候
群

長
谷

川
　

泰
之

分
子

制
御

内
科

学
M

C
T
D

の
病

態
、

診
断

、
治

療
が

理
解

で
き

る
。

抗
U

1
-
R

N
P

抗
体

、
ソ

ー
セ

ー
ジ

様
手

指
、

肺
高

血
圧

症

4
1
0
/
2
3
(金

)
3

1
3
1

筋
炎

古
和

　
久

典
脳

神
経

内
科

学
皮

膚
筋

炎
、

多
発

筋
炎

の
症

候
、

診
断

と
治

療
を

説
明

で
き

る
。

皮
膚

筋
炎

、
多

発
筋

炎

5
1
0
/
3
0
(金

)
3

1
3
1

膠
原

病
性

肺
炎

山
崎

　
章

分
子

制
御

内
科

学
膠

原
病

肺
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る
。

膠
原

病
肺

、
慢

性
関

節
リ

ウ
マ

チ
、

強
皮

症
、

皮
膚

筋
炎

、
間

質
性

肺
炎

6
1
1
/
6
(金

)
3

1
3
1

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

山
崎

　
章

分
子

制
御

内
科

学
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る
。

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

、
シ

ョ
ッ

ク
、

Ig
E
、

ハ
チ

、
皮

下

7
1
1
/
2
6
(木

)
3

4
3
1

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
長

谷
川

　
純

一
薬

物
治

療
学

主
な

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
を

列
挙

し
予

防
策

と
対

処
法

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
ア

レ
ル

ギ
ー

、
薬

物
有

害
反

応
、

薬
疹

、
S
J
S
、

T
E
N

、
薬

剤
性

過
敏

症
症

候
群

8
1
2
/
3
(木

)
3

1
3
1

全
身

性
エ

リ
テ

マ
ト

ー
デ

ス
(S

L
E
)

岡
崎

　
亮

太
高

次
集

中
治

療
部

S
L
E
の

病
態

、
診

断
、

治
療

が
理

解
で

き
る

。
蝶

形
紅

斑
、

坑
核

抗
体

、
中

枢
神

経
ル

ー
プ

ス
、

ル
ー

プ
ス

腎

9
1
2
/
1
0
(木

)
3

1
3
1

強
皮

症
，

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
岡

崎
　

亮
太

高
次

集
中

治
療

部
強

皮
症

、
シ

ェ
ー

グ
レ

ン
症

候
群

の
病

態
、

診
断

、
治

療
が

理
解

で
き

る
。

レ
イ

ノ
ー

現
象

、
皮

膚
硬

化
、

C
R

E
S
T
症

候
群

、
間

質
性

肺
炎

1
0

1
2
/
1
7
(木

)
3

1
3
1

膠
原

病
の

皮
膚

病
変

山
田

　
七

子
卒

後
臨

床
研

修
セ

ン
タ

ー
膠

原
病

の
皮

疹
を

理
解

し
、

そ
の

種
類

を
列

挙
で

き
る

。
蝶

形
紅

斑
、

ヘ
リ

オ
ト

ロ
ー

プ
疹

、
ゴ

ッ
ト

ロ
ン

徴
候

、
指

尖
潰

瘍
、

皮
膚

硬
化

、
光

線
過

敏
、

脱
毛

、
メ

カ
ニ

ッ
ク

ス
ハ

ン
ド

1
1

1
2
/
2
4
(木

)
3

4
3
1

耳
鼻

咽
喉

科
領

域
の

免
疫

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
竹

内
　

裕
美

耳
鼻

咽
喉

・
頭

頸
部

外
科

学
主

な
耳

鼻
咽

喉
科

領
域

の
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト

病
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
、

ヴ
ェ

ゲ
ナ

ー
症

候
群

、
鼻

ア
レ

ル
ギ

ー
類

似
疾

患

1
2

1
2
/
2
5
(金

)
3

1
3
1

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
竹

内
　

裕
美

耳
鼻

咽
喉

・
頭

頸
部

外
科

学
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
、

口
腔

ア
レ

ル
ギ

ー
症

候
群

1
3

1
/
7
(木

)
3

4
3
1

眼
科

領
域

の
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

宮
崎

　
大

眼
科

主
な

眼
科

領
域

の
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

ブ
ド

ウ
膜

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

結
膜

炎
、

ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト

病
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
、

加
齢

性
黄

斑
変

性
症

1
4

1
/
8
(金

)
3

1
3
1

悪
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

山
崎

　
章

分
子

制
御

内
科

学
悪

性
関

節
リ

ウ
マ

チ
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る
。

悪
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

、
全

身
性

動
脈

炎
型

、
末

梢
動

脈
炎

型

1
5

1
/
1
4
(木

)
3

4
3
1

ア
レ

ル
ギ

ー
性

鼻
炎

榎
本

　
雅

夫
（
非

常
勤

）
耳

鼻
咽

喉
・
頭

頸
部

外
科

学
花

粉
症

を
含

め
た

鼻
ア

レ
ル

ギ
ー

の
病

態
を

理
解

し
、

症
候

、
診

断
、

治
療

を
説

明
で

き
る

。
h
o
u
se

 d
u
st

 m
it
e
、

花
粉

症
、

Ig
E
、

 肥
満

細
胞

、
T
h
1
･

T
h
2
、

サ
イ

ト
カ

イ
ン

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

（
行

動
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

力
）

評
価

：
定

期
試

験
1
0
0
%

-
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老
年
医
学

科
目
到
達
目
標
：
高
齢
者
の
特
性
を
理
解
し
、
老
化
と
関
連
し
た
主
要
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
中
島
　
健
二
（
脳
神
経
内
科
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
9
/
2
8
(月
)

5
1
3
1

総
論

野
村
　
哲
志

神
経
内
科

高
齢
者
の
特
徴
や
特
有
の
病
態
の
理
解
、
対
応
。

高
齢
者
、
老
年
学
と
老
年
医
学
、
老
化
の
定
義
と
学
説
、
遺
伝
的

早
老
症
、
健
康
寿
命

2
1
0
/
6
(火
)

1
1
3
1

老
化
と
循
環
器
・
代
謝
障
害

加
藤
　
克

第
一
内
科

診
療
科
群

循
環
器
疾
患
に
お
け
る
老
化
の
理
解
。

老
化
の
原
則
、
生
理
的
・
病
的
老
化
、
心
臓
の
老
化
、
心
筋
梗
塞
、

心
不
全
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

3
1
0
/
1
3
(火
)

5
4
3
1

老
化
と
悪
性
腫
瘍

小
谷
　
昌
広

分
子
制
御

内
科
学

悪
性
腫
瘍
と
老
化
の
理
解
。

疫
学
、
化
学
療
法
、
手
術
療
法
、
放
射
線
治
療
、
緩
和
医
療

4
1
0
/
1
9
(月
)

5
4
3
1

老
化
と
神
経
障
害

野
村
　
哲
志

神
経
内
科

老
化
と
神
経
障
害
の
理
解
。

加
齢
に
よ
る
神
経
系
の
変
化
、
高
齢
者
の
神
経
疾
患
（
各
論
）

5
1
0
/
2
7
(火
)

1
1
3
1

老
化
と
循
環
器
・
代
謝
障
害

福
井
　
裕
子

地
域
医
療
学

代
謝
性
疾
患
に
お
け
る
老
化
の
理
解
。

生
活
習
慣
病
、
動
脈
硬
化
症
と
そ
の
危
険
因
子
、
糖
尿
病
、
甲
状

腺
の
老
化
、
骨
粗
鬆
症

6
1
1
/
1
0
(火
)

1
1
3
1

老
化
と
消
化
器
障
害

岡
野
　
淳
一

機
能
病
態

内
科
学

消
化
器
疾
患
に
お
け
る
老
化
の
理
解
。

老
化
と
消
化
器
（
総
論
）

7
1
1
/
1
7
(火
)

1
1
3
1

老
化
と
消
化
器
障
害

岡
野
　
淳
一

機
能
病
態

内
科
学

消
化
器
疾
患
に
お
け
る
老
化
の
理
解
。

高
齢
者
の
消
化
器
疾
患
（
各
論
）

8
1
2
/
1
(火
)

1
1
3
1

老
化
と
呼
吸
器
障
害

井
岸
　
正

分
子
制
御

内
科
学

呼
吸
疾
患
に
お
け
る
老
化
の
理
解
。

高
齢
者
肺
炎
、
誤
嚥
、
嚥
下
反
射
、
咳
反
射
、
ワ
ク
チ
ン

人
間
力
の
要
素
：
実
践
力
（
経
験
力
）
、
気
力
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
共
感
的
理
解
力
）

評
価
：
定
期
試
験

教
科
書
：
老
年
医
学
テ
キ
ス
ト
改
訂
3
版
、
日
本
老
年
医
学
会
編
、
2
0
0
8
年
、
メ
ジ
カ
ル
レ
ビ
ュ
ー
社

定
期
試
験
：
１
月
１
２
日
（
火
）
１
時
限

1
0
0
%

-
 7

 -

―7
―



麻
酔

科
学

（
麻

酔
学

）

科
目

到
達

目
標

：
麻

酔
科

学
と

そ
の

周
辺

領
域

の
知

識
を

獲
得

し
、

患
者

の
全

身
管

理
法

を
説

明
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
稲

垣
  

喜
三

（
麻

酔
・
集

中
治

療
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
1
/
9
(月

)
3

1
1
1

麻
酔

科
学

総
論

稲
垣

  
喜

三
麻

酔
･集

中
治

療
医

学
麻

酔
の

概
念

の
理

解
と

麻
酔

時
や

侵
襲

時
の

生
体

反
応

が
説

明
で

き
、

術
前

患
者

評
価

法
と

麻
酔

の
適

応
を

考
え

る
。

ス
ト

レ
ス

反
応

、
恒

常
性

維
持

機
構

、
術

前
評

価

2
1
1
/
9
(月

)
4

1
1
1

臨
床

麻
酔

科
学

１
坂

本
　

成
司

麻
酔

診
療

科
群

周
術

期
の

体
液

管
理

と
電

解
質

管
理

を
理

解
し

、
輸

液
や

輸
血

の
適

応
が

説
明

で
き

る
。

輸
液

法
、

輸
血

法
、

体
液

・
電

解
質

管
理

3
1
1
/
1
6
(月

)
3

1
1
1

臨
床

麻
酔

科
学

２
大

嶋
　

嘉
明

麻
酔

･集
中

治
療

医
学

吸
入

麻
酔

薬
と

静
脈

麻
酔

薬
の

種
類

と
適

応
、

禁
忌

、
合

併
症

が
説

明
で

き
る

。
吸

入
麻

酔
薬

、
静

脈
麻

酔
薬

、
オ

ピ
オ

イ
ド

4
1
1
/
1
6
(月

)
4

1
1
1

臨
床

麻
酔

科
学

３
舩

木
　

一
美

麻
酔

診
療

科
群

局
所

麻
酔

薬
と

筋
弛

緩
薬

の
種

類
と

適
応

、
禁

忌
、

合
併

症
が

説
明

で
き

る
。

局
所

麻
酔

薬
、

筋
弛

緩
薬

、
区

域
麻

酔
法

5
1
1
/
3
0
(月

)
3

1
1
1

臨
床

麻
酔

科
学

４
大

嶋
　

嘉
明

麻
酔

･集
中

治
療

医
学

血
液

凝
固

系
お

よ
び

血
栓

症
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
肺

塞
栓

症
の

予
防

と
治

療
が

説
明

で
き

る
。

抗
凝

固
法

、
深

在
静

脈
血

栓
症

、
肺

塞
栓

症

6
1
1
/
3
0
(月

)
4

1
1
1

麻
酔

科
学

各
論

１
北

川
　

良
憲

麻
酔

診
療

科
群

呼
吸

器
外

科
の

麻
酔

法
と

肺
循

環
の

特
殊

性
を

理
解

す
る

。
呼

吸
生

理
、

肺
循

環
、

低
酸

素
性

肺
血

管
収

縮

7
1
2
/
7
(月

)
3

1
1
1

麻
酔

科
学

各
論

２
仲

宗
根

　
正

人
麻

酔
診

療
科

群
小

児
や

妊
婦

の
病

態
生

理
を

理
解

し
、

麻
酔

法
の

選
択

と
適

応
が

説
明

で
き

る
。

小
児

麻
酔

、
産

科
麻

酔
、

周
産

期
麻

酔
管

理

8
1
2
/
7
(月

)
4

1
1
1

麻
酔

科
学

各
論

３
持

田
　

晋
輔

麻
酔

診
療

科
群

代
表

的
な

心
臓

・
大

血
管

外
科

手
術

の
麻

酔
法

と
冠

循
環

を
理

解
す

る
。

冠
循

環
、

体
外

循
環

、
心

機
能

評
価

、
心

エ
コ

ー
法

9
1
2
/
1
4
(月

)
3

1
1
1

麻
酔

科
学

各
論

４
遠

藤
　

涼
麻

酔
･集

中
治

療
医

学
脳

神
経

外
科

の
麻

酔
法

と
脳

循
環

の
特

殊
性

を
理

解
す

る
。

脳
循

環
、

脳
保

護
法

、
低

体
温

法

1
0

1
2
/
1
4
(月

)
4

1
1
1

麻
酔

科
学

 u
p 

to
 d

at
e

稲
垣

　
喜

三
麻

酔
･集

中
治

療
医

学
最

近
の

麻
酔

科
学

の
話

題
か

ら
、

麻
酔

科
学

の
進

歩
を

知
る

。
筋

弛
緩

薬
、

吸
入

麻
酔

薬
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
1

1
2
/
2
1
(月

)
3

1
1
1

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

１
青

木
　

亜
紀

手
術

部
疼

痛
治

療
に

必
要

な
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
法

と
薬

物
の

選
択

と
適

応
が

説
明

で
き

る
。

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

法
、

鎮
痛

薬
、

鎮
痛

補
助

薬

1
2

1
2
/
2
1
(月

)
4

1
1
1

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

２
大

槻
　

明
広

手
術

部
痛

覚
伝

達
経

路
と

疼
痛

制
御

機
構

を
理

解
し

、
痛

み
の

診
断

手
順

が
説

明
で

き
る

。
急

性
痛

、
慢

性
痛

、
下

行
性

抑
制

系

1
3

1
/
4
(月

)
3

1
1
1

集
中

治
療

医
学

１
齋

藤
　

憲
輝

高
次

集
中

治
療

部
急

性
呼

吸
不

全
の

病
態

生
理

と
治

療
法

を
理

解
し

、
人

工
呼

吸
管

理
法

が
説

明
で

き
る

。
急

性
肺

傷
害

、
A

R
D

S
、

人
工

呼
吸

管
理

1
4

1
/
4
(月

)
4

1
1
1

集
中

治
療

医
学

２
南

　
ゆ

か
り

高
次

集
中

治
療

部
急

性
循

環
不

全
の

病
態

生
理

と
治

療
法

を
理

解
し

、
循

環
補

助
法

が
説

明
で

き
る

。
シ

ョ
ッ

ク
、

循
環

補
助

法
、

循
環

作
動

薬

1
5

1
/
1
8
(月

)
3

1
1
1

集
中

治
療

医
学

３
森

山
　

直
樹

麻
酔

･集
中

治
療

医
学

敗
血

症
の

病
態

生
理

と
治

療
法

を
理

解
し

、
説

明
で

き
る

。
敗

血
症

性
シ

ョ
ッ

ク
、

感
染

症
、

S
IR

S

人
間

力
の

要
素

：
知

力
（
論

理
的

分
析

力
）
、

体
力

（
適

応
力

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
）

評
価

：
定

期
試

験
7
5
%

レ
ポ

ー
ト

0
%

出
席

2
5
%

参
考

書
：
ミ

ラ
ー

麻
酔

科
学

　
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

　
監

修
：
武

田
純

三
　

2
0
0
7
 年

、
麻

酔
科

研
修

ノ
ー

ト
　

診
断

と
治

療
社

　
監

修
：
稲

田
英

一
、

2
0
1
4
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救
急
医
学

科
目
到
達
目
標
：
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
、
災
害
時
医
療
、
お
よ
び
各
種
救
急
疾
患
の
診
療
に
関
し
て
説
明
で
き
る
。

科
目
責
任
者
（
所
属
教
室
）
：
本
間
　
正
人
（
救
急
・
災
害
医
学
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
9
/
2
4
(木
)

1
1
3
1

救
急
医
学
概
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
や
救
急
医
学
体
系
が
説
明
で
き
る

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
、
救
急
医
学
の
特
殊
性
、
救
急
医
学

体
系

2
9
/
2
4
(木
)

2
1
3
1

外
傷
学
総
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

外
傷
治
療
の
特
殊
性
を
知
る

外
傷
診
療
シ
ス
テ
ム
、
多
発
外
傷
、
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル

3
9
/
2
8
(月
)

1
4
3
1

外
傷
学
各
論
　
I

生
越
　
智
文

救
急
・
災
害
医
学

病
院
前
救
護
体
制
に
お
け
る
外
傷
初
療
学
を
知
る

J
P
T
E
C
、
G
o
ld
e
n
　
h
o
u
r、
P
re
ve
n
ta
bl
e
　
tr
au
m
a　
de
at
h

4
9
/
2
8
(月
)

2
4
3
1

外
傷
学
各
論
　
II

生
越
　
智
文

救
急
・
災
害
医
学

救
急
外
来
に
お
け
る
外
傷
初
療
学
を
知
る

J
A
T
E
C
、
A
B
C
D
E
s　
ap
pr
o
ac
h
、
緊
急
治
療
を
要
す
る
損

傷
、
F
A
S
T

5
1
0
/
5
(月
)

1
4
3
1

シ
ョ
ッ
ク

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

シ
ョ
ッ
ク
の
病
態
に
つ
い
て
理
解
す
る

シ
ョ
ッ
ク
の
定
義
、
分
類
、
病
態

6
1
0
/
5
(月
)

2
4
3
1

熱
傷

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

熱
傷
の
診
療
を
知
る

病
態
、
診
断
、
重
症
度
、
治
療

7
1
0
/
1
3
(火
)

1
1
1
1

急
性
中
毒
総
論

寺
岡
　
麻
梨

救
急
・
災
害
医
学

急
性
中
毒
の
疫
学
と
、
急
性
中
毒
の
治
療
の
流
れ
を
知
る

急
性
中
毒
の
疫
学
、
農
薬
物
の
検
索
、
毒
物
の
排
除
、
解

毒
薬
・
拮
抗
薬
、
自
然
毒

8
1
0
/
1
5
(木
)

1
1
3
1

急
性
中
毒
各
論
Ⅰ

寺
岡
　
麻
梨

救
急
・
災
害
医
学

各
種
中
毒
の
診
療
を
知
る

医
薬
、
農
薬
、
工
業
薬
品
、
ガ
ス
、
ア
ル
コ
ー
ル

9
1
0
/
1
5
(木
)

2
1
3
1

急
性
中
毒
各
論
　
II

寺
岡
　
麻
梨

救
急
・
災
害
医
学

各
種
中
毒
の
診
療
を
知
る

自
然
毒
、
家
庭
用
品
、
麻
薬

1
0

1
0
/
1
9
(月
)

1
4
3
1

心
肺
蘇
生
法
総
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

心
肺
蘇
生
法
の
理
論
を
知
る

心
肺
停
止
患
者
の
疫
学
、
心
停
止
の
心
電
図
、
蘇
生
後
脳

症

1
1

1
0
/
1
9
(月
)

2
4
3
1

心
肺
蘇
生
法
各
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

心
肺
蘇
生
法
の
実
際
を
知
る

B
L
S
、
A
E
D
、
A
C
L
S
、
除
細
動

1
2

1
0
/
2
6
(月
)

1
4
3
1

災
害
医
療
総
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

災
害
医
療
体
制
を
知
る

災
害
拠
点
病
院
、
D
M
A
T
,広
域
医
療
搬
送
、
広
域
災
害
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム

1
3

1
0
/
2
6
(月
)

2
4
3
1

災
害
医
療
総
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

災
害
時
の
医
師
の
役
割
を
理
解
す
る

ト
リ
ア
ー
ジ
、
治
療
、
搬
送
、
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ

1
4

1
1
/
2
(月
)

1
4
3
1

災
害
医
療
各
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

災
害
時
の
特
殊
病
態
を
知
る

圧
挫
症
候
群
、
爆
傷
、
津
波
肺
、
肺
静
脈
塞
栓
血
栓
症

1
5

1
1
/
2
(月
)

2
4
3
1

災
害
医
療
各
論

本
間
　
正
人

救
急
・
災
害
医
学

特
殊
災
害
を
知
る

C
B
R
N
E
,被
ば
く
医
療
、
除
染

評
価
：
定
期
試
験
7
0
％
、
小
テ
ス
ト
3
0
％

教
科
書
1
：
標
準
救
急
医
学
第
４
版
、
日
本
救
急
医
学
会
、
医
学
書
院
、
2
0
1
0
/
0
4

教
科
書
2
：
救
急
診
療
指
針
改
訂
第
４
版
、
日
本
救
急
医
学
会
、
へ
る
す
出
版
、
2
0
1
1
/
0
4

教
科
書
3
：
救
急
蘇
生
法
の
指
針
2
0
1
0
(医
療
従
事
者
用
）
改
訂
第
４
版
、
へ
る
す
出
版
、
2
0
1
2
/
2

教
科
書
4
：
外
傷
初
期
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
3
版
、
へ
る
す
出
版
;、
2
0
0
8
/
1
0

定
期
試
験
：
１
月
１
８
日
（
月
）
１
時
限

-
 9

 -

―9
―



医
療

情
報

学
１

科
目

到
達

目
標

：
病

院
実

習
前

に
必

要
な

医
療

情
報

学
に

つ
い

て
理

解
す

る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
近

藤
　

博
史

（
医

療
情

報
部

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
2
/
8
(火

)
1

1
3
1

著
作

権
と

e
-
le

ar
n
in

g
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
著

作
権

と
e
-
le

ar
n
in

gを
説

明
で

き
る

。
著

作
権

、
e
-
le

ar
n
in

g,
 L

M
S

2
1
2
/
1
5
(火

)
1

1
3
1

医
療

情
報

学
概

説
 

近
藤

　
博

史
医

療
情

報
部

医
療

情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
療

情
報

3
1
2
/
2
2
(火

)
1

1
3
1

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

 
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
が

説
明

で
き

る
。

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

、
部

門
シ

ス
テ

ム

4
1
/
5
(火

)
1

1
3
1

画
像

情
報

シ
ス

テ
ム

 
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
画

像
情

報
シ

ス
テ

ム
が

説
明

で
き

る
。

画
像

情
報

、
P

A
C

S

5
1
/
6
(水

)
1

4
3
1

個
人

情
報

保
護

近
藤

　
博

史
医

療
情

報
部

個
人

情
報

保
護

の
概

説
が

説
明

で
き

る
。

個
人

情
報

保
護

法
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

6
1
/
1
3
(水

)
1

4
3
1

カ
ル

テ
の

記
載

 
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
カ

ル
テ

の
記

載
方

法
が

概
説

で
き

る
。

P
O

M
R

、
S
O

A
P

7
1
/
1
9
(火

)
1

1
3
1

電
子

カ
ル

テ
 

近
藤

　
博

史
医

療
情

報
部

電
子

カ
ル

テ
 が

概
説

で
き

る
。

電
子

カ
ル

テ

8
1
/
2
0
(水

)
1

4
3
1

電
子

カ
ル

テ
の

実
際

近
藤

　
博

史
医

療
情

報
部

電
子

カ
ル

テ
の

現
状

を
説

明
で

き
る

。
電

子
カ

ル
テ

人
間

力
の

要
素

：
実

践
力

全
般

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
全

般

評
価

：
定

期
試

験
  
1
0
0
%

試
験

自
習

用
  
 0

%
  
  
 e

-
le

ar
n
in

gを
使

用
す

る
予

定

そ
の

他
：
★

資
料

配
布

に
も

e
-
le

ar
n
in

gを
使

用
し

ま
す

の
で

、
必

携
P

C
あ

る
い

は
図

書
館

等
の

P
C

で
対

応
し

て
く
だ

さ
い

。
授

業
中

に
使

う
こ

と
は

し
ま

せ
ん

。

-
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0
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地
域

医
療

体
験

科
目

到
達

目
標

：
　

地
域

に
お

け
る

医
療

・
福

祉
・
介

護
の

活
動

と
チ

ー
ム

医
療

を
体

験
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
　

谷
口

　
晋

一
（
地

域
医

療
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

2
1
3
1

医
師

と
行

政
ス

タ
ッ

フ
と

の
連

携
の

重
要

性
に

つ
い

て
本

高
　

善
久

　
(非

常
勤

)
（
前

・
江

府
町

福
祉

保
健

課
長

）
ど

の
地

域
に

居
て

も
医

師
は

少
な

か
ら

ず
保

健
行

政
に

携
わ

っ
て

い
く
必

要
性

を
理

解
す

る
。

保
健

行
政

、
多

職
種

連
携

3
～

4
1
3
1

地
域

医
療

体
験

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
地

域
医

療
学

講
座

教
員

1
～

3
1
3
1

地
域

医
療

体
験

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
地

域
医

療
学

講
座

教
員

3
～

4
4
3
1

地
域

医
療

体
験

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

地
域

医
療

学
講

座
教

員
地

域
医

療
体

験
全

体
に

つ
い

て
注

意
事

項
や

交
通

手
段

に
つ

い
て

説
明

し
ま

す
。

3
1
0
/
7
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

4
1
0
/
1
4
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

5
1
0
/
2
1
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

6
1
0
/
2
8
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

1
1
3
1

鹿
児

島
県

の
離

島
・
北

海
道

の
地

域
医

療
に

つ
い

て
　

佐
々

木
　

紀
仁

　
(非

常
勤

)
（
厚

沢
部

町
国

民
健

康
保

険
病

院
副

院
長

）

離
島

で
住

民
を

支
え

る
た

め
に

医
師

と
し

て
何

が
必

要
か

を
考

え
る

。
離

島
医

療
、

総
合

診
療

2
1
3
1

3
～

4
4
3
1

8
1
1
/
1
6
（
月

）
5

4
3
1

地
域

社
会

の
高

齢
化

に
対

応
で

き
る

医
療

シ
ス

テ
ム

の
構

築
秋

下
　

雅
弘

　
(非

常
勤

)
（
東

京
大

学
加

齢
医

学
）

高
齢

者
医

療
の

特
徴

を
理

解
し

、
医

療
シ

ス
テ

ム
と

し
て

展
開

す
る

方
策

を
考

え
る

。
高

齢
者

医
療

、
老

年
症

候
群

人
間

力
の

要
素

：
　

実
践

力
（
経

験
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
共

感
的

理
解

力
）

評
価

：
　

試
験

に
、

各
施

設
職

員
に

よ
る

評
価

、
報

告
会

で
の

発
表

、
感

想
文

に
対

す
る

評
価

を
加

味
し

て
総

合
的

に
判

断
す

る
。

参
考

書
：
　

地
域

医
療

学
テ

キ
ス

ト
（
自

治
医

科
大

学
監

修
）
　

医
学

書
院

 2
0
0
9

そ
の

他
：
　

医
療

施
設

、
交

通
手

段
等

の
詳

細
は

追
っ

て
連

絡
し

ま
す

。

定
期

試
験

：
１

２
月

２
１

日
（
月

）
１

時
限

1
9
/
2
5
(金

)

2
9
/
3
0
(水

)

地
域

包
括

ケ
ア

、
救

急
医

療
、

地
域

医
療

、
病

院
・
診

療
所

成
果

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

総
括

地
域

医
療

学
講

座
教

員

1
1
/
4
(水

)
7

-
 1

1
 -

―1
1―



地
域

医
療

体
験

科
目

到
達

目
標

：
　

地
域

に
お

け
る

医
療

・
福

祉
・
介

護
の

活
動

と
チ

ー
ム

医
療

を
体

験
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
　

谷
口

　
晋

一
（
地

域
医

療
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

2
1
3
1

医
師

と
行

政
ス

タ
ッ

フ
と

の
連

携
の

重
要

性
に

つ
い

て
本

高
　

善
久

　
(非

常
勤

)
（
前

・
江

府
町

福
祉

保
健

課
長

）
ど

の
地

域
に

居
て

も
医

師
は

少
な

か
ら

ず
保

健
行

政
に

携
わ

っ
て

い
く
必

要
性

を
理

解
す

る
。

保
健

行
政

、
多

職
種

連
携

3
～

4
1
3
1

地
域

医
療

体
験

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
地

域
医

療
学

講
座

教
員

1
～

3
1
3
1

地
域

医
療

体
験

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
地

域
医

療
学

講
座

教
員

3
～

4
4
3
1

地
域

医
療

体
験

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

地
域

医
療

学
講

座
教

員
地

域
医

療
体

験
全

体
に

つ
い

て
注

意
事

項
や

交
通

手
段

に
つ

い
て

説
明

し
ま

す
。

3
1
0
/
7
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

4
1
0
/
1
4
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

5
1
0
/
2
1
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

6
1
0
/
2
8
(水

)
1
～

4
現

地
集

合
解

散
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

1
1
3
1

鹿
児

島
県

の
離

島
・
北

海
道

の
地

域
医

療
に

つ
い

て
　

佐
々

木
　

紀
仁

　
(非

常
勤

)
（
厚

沢
部

町
国

民
健

康
保

険
病

院
副

院
長

）

離
島

で
住

民
を

支
え

る
た

め
に

医
師

と
し

て
何

が
必

要
か

を
考

え
る

。
離

島
医

療
、

総
合

診
療

2
1
3
1

3
～

4
4
3
1

8
1
1
/
1
6
（
月

）
5

4
3
1

地
域

社
会

の
高

齢
化

に
対

応
で

き
る

医
療

シ
ス

テ
ム

の
構

築
秋

下
　

雅
弘

　
(非

常
勤

)
（
東

京
大

学
加

齢
医

学
）

高
齢

者
医

療
の

特
徴

を
理

解
し

、
医

療
シ

ス
テ

ム
と

し
て

展
開

す
る

方
策

を
考

え
る

。
高

齢
者

医
療

、
老

年
症

候
群

人
間

力
の

要
素

：
　

実
践

力
（
経

験
力

）
、

気
力

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

（
共

感
的

理
解

力
）

評
価

：
　

試
験

に
、

各
施

設
職

員
に

よ
る

評
価

、
報

告
会

で
の

発
表

、
感

想
文

に
対

す
る

評
価

を
加

味
し

て
総

合
的

に
判

断
す

る
。

参
考

書
：
　

地
域

医
療

学
テ

キ
ス

ト
（
自

治
医

科
大

学
監

修
）
　

医
学

書
院

 2
0
0
9

そ
の

他
：
　

医
療

施
設

、
交

通
手

段
等

の
詳

細
は

追
っ

て
連

絡
し

ま
す

。

定
期

試
験

：
１

２
月

２
１

日
（
月

）
１

時
限

1
9
/
2
5
(金

)

2
9
/
3
0
(水

)

地
域

包
括

ケ
ア

、
救

急
医

療
、

地
域

医
療

、
病

院
・
診

療
所

成
果

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

総
括

地
域

医
療

学
講

座
教

員

1
1
/
4
(水

)
7

-
 1

1
 -

臨
床

医
学

特
論

１

科
目

到
達

目
標

：
地

域
社

会
で

求
め

ら
れ

る
医

療
・
福

祉
・
介

護
の

活
動

、
チ

ー
ム

医
療

の
重

要
性

、
医

療
に

お
け

る
安

全
性

確
保

に
つ

い
て

学
ぶ

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
谷

口
　

晋
一

（
地

域
医

療
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/
2
5
(金

)
1

1
3
1

大
学

と
地

域
医

療
谷

口
　

晋
一

地
域

医
療

学
地

域
医

療
と

そ
の

教
育

に
つ

い
て

考
え

る
。

地
域

医
療

に
求

め
ら

れ
る

役
割

と
機

能
お

よ
び

体
制

等
、

地
域

医
療

の
あ

り
方

を
概

説
で

き
る

。
医

学
教

育
、

地
域

医
療

、
生

涯
学

習

2
1
0
/
1
(木

)
1

1
3
1

介
護

保
険

制
度

と
分

野
間

・
施

設
間

連
携

金
坂

　
尚

子
（
非

常
勤

）
医

療
福

祉
支

援
セ

ン
タ

ー
介

護
の

定
義

と
種

類
を

説
明

で
き

る
。

福
祉

・
介

護
の

分
野

間
な

ら
び

に
医

療
施

設
間

連
携

の
必

要
性

と
、

医
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
介

護
、

医
療

福
祉

支
援

、
地

域
連

携
パ

ス

3
1
0
/
8
(木

)
1

1
3
1

プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ

ア
と

家
庭

医
療

松
下

　
明

（
非

常
勤

）
奈

義
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ッ

ク
家

庭
医

療
学

の
基

礎
と

実
践

に
関

し
て

理
解

す
る

。
地

域
医

療
、

家
庭

医
療

学
、

地
域

包
括

医
療

、
プ

ラ
イ

マ
リ

ケ
ア

4
1
0
/
1
6
(金

)
5

4
3
1

地
域

医
療

の
現

状
と

課
題

中
川

　
正

久
（
非

常
勤

）
島

根
県

病
院

事
業

管
理

者

5
1
0
/
2
2
(木

)
1

1
3
1

地
域

医
療

の
実

践
に

基
づ

い
た

臨
床

研
究

（
pr

ac
ti
c
e
 b

as
e
d 

re
se

ar
c
h
）

井
上

　
和

男
（
非

常
勤

）
帝

京
大

学
地

域
医

療
学

講
座

pr
ac

ti
c
e
 b

as
e
d 

re
se

ar
c
h
の

実
践

例
を

レ
ビ

ュ
ー

し
、

そ
れ

を
通

じ
て

本
研

究
手

法
の

理
念

と
実

際
を

理
解

す
る

。
pr

ac
ti
c
e
 b

as
e
d 

re
se

ar
c
h
、

地
域

医
療

、
臨

床
研

究

6
1
1
/
5
(木

)
1

1
3
1

へ
き

地
医

療
論

石
田

　
岳

史
（
非

常
勤

）

自
治

医
大

さ
い

た
ま

医
療

セ
ン

タ
ー

総
合

医
学

第
一

講
座

兼
さ

い
た

ま
市

民
医

療
セ

ン
タ

ー
内

科
部

長

地
域

医
療

の
基

礎
と

実
践

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
地

域
医

療
、

へ
き

地
医

療
、

地
域

包
括

医
療

、
プ

ラ
イ

マ
リ

ケ
ア

7
1
1
/
1
2
(木

)
1

1
3
1

D
r.
カ

ト
ー

の
離

島
医

療
加

藤
　

一
朗

（
非

常
勤

）
島

根
大

学
医

学
部

附
属

病
院

離
島

医
療

の
現

状
と

課
題

を
考

え
る

。
離

島
医

療
、

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア

8
1
1
/
1
9
(木

)
1

1
3
1

矯
正

施
設

の
医

療
に

つ
い

て
～

刑
務

所
や

少
年

施
設

等
に

お
け

る
医

療
の

役
割

と
課

題
～

青
山

　
純

（
非

常
勤

）
広

島
矯

正
管

区
長

9
1
1
/
2
6
(木

)
5

1
3
1

地
域

医
療

と
医

師
会

活
動

野
坂

　
美

仁
（
非

常
勤

）
鳥

取
県

西
部

医
師

会
会

長
鳥

取
県

西
部

に
お

け
る

医
療

の
現

況
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

在
宅

医
療

を
概

説
で

き
る

。
医

療
圏

、
地

域
医

療
、

診
療

所
、

在
宅

医
療

、
医

師
会

人
間

力
の

要
素

：
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
ー

、
共

感
的

理
解

力
、

受
容

力
、

経
験

力
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

評
価

：
　

試
験

に
、

レ
ポ

ー
ト

内
容

に
対

す
る

評
価

や
出

席
状

況
を

加
味

し
て

、
総

合
的

に
判

断
す

る
。

 　
 　

　
　

　
な

お
、

外
部

講
師

の
都

合
で

変
更

、
休

講
の

場
合

あ
り

。
 

定
期

試
験

：
１

２
月

２
１

日
（
月

）
１

時
限

そ
の

他
：
　

毎
回

の
講

義
に

つ
い

て
、

指
定

記
録

シ
ー

ト
に

レ
ポ

ー
ト

を
書

き
、

指
定

日
の

1
6
時

3
0
分

ま
で

に
学

務
課

設
置

の
回

収
箱

に
提

出
す

る
こ

と
。
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